
4_明治前期大阪編年史綱文データベース 1887-1889

年 西暦 月 日 事項 典拠

明治20 1887 1 2 住吉郡苅田村小作人、同村地主の合同成立に対抗して紛議を起こす。 朝日新聞

明治20 1887 1 4 大阪府、本年度区部備荒儲蓄規則を定める。(四月一日施行)。 布告及布達（新聞）、明治大正大阪市史

明治20 1887 1 4 大阪府、本年度郡部備荒儲蓄規則を定める(四月一日施行)。 布告及布達（新聞）

明治20 1887 1 5 内務省御雇デレーキ、淀川の砂防と築港の工法について新聞記者に語る。 新聞集成明治編年史

明治20 1887 1 6 大阪府、地方税賦課徴収手続並びに徴収期限を定める。 布告及布達（新聞）

明治20 1887 1 6 日本橋の青物卸売場、営業を認可される。 大阪日報

明治20 1887 1 7
藤田一郎、国会開会を控え大日本義会の設立を広告する（一月二十九日、これを大日本統計

義会と改称）。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 1 8 東区大手前之町に大阪偕行社新築落成し、開社の宴を催す。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 1 9
大阪商法会議所、天皇・皇后の行幸啓を奉迎することを新聞に広告する。これを機に市民の

奉迎活動大いに盛りあがる。二月四日延期の通知あるも状況かわらず。
朝日新聞、大阪日報、南区文書35(A3)、36(A21)

明治20 1887 1 9 本間太蔵、大阪商人の悪弊除去を新聞に投書する。 大阪日報

明治20 1887 1 10 臨時大阪府会・区部会・郡部会を開会し、監獄費更正予算等を決議する。(一月十七日閉会) 布告及布達(新聞)、大阪府会史・朝日新聞・大阪日報

明治20 1887 1 12 府立大阪女学校を大阪府高等女学校と改称する。 布告及布達(新聞)、堂島資料室文書5026(18)、大阪府教育百年史第三巻

明治20 1887 1 13
西成郡栄町・洲先町・穂波町・入江町・千里町・菜摘町・霧島町・野上町・藻刈町・七瀬町

を合併し、西浜町と改称する。

布告及布達(新聞)、大阪日報、堂島資料室文書5026(19)、浪速区史、西成

郡史

明治20 1887 1 13 東区淡路町一丁目小山弥一郎ほか九人の出願による砥石会社の設立が認可される。 明治大正大阪市史史料11-8

明治20 1887 1 14 皇太后、京都行啓の途次梅田停車場を通過する。 行幸啓一件（府）、朝日新聞、南区文書35(A3)

明治20 1887 1 15
大阪府、各地方において博覧会・共進会を開設したときは閉会の後定めたる書式に準拠して

これを報告させることとする。
布告及布達(新聞)

明治20 1887 1 15 大阪堂島米商会所、明治十九年後半季第二十一回実際報告を行なう。 大阪堂島米商会所第弐拾壱回勘定実際報告、大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 1 17
北区相生町有志村田源右衛門・米沢源寿郎ら、町内よりの徴兵軍人吊慰の義金組織をつく

る。
朝日新聞

明治20 1887 1 19 大阪府、明治十九年度地方税追加予算を臨時府会・区部会・郡部会の決議を経て定める。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 1 22 東警察署を東区本町二丁目に移す。 布告及布達(新聞)、堂島資料室文書5026(36)

明治20 1887 1 23 『朝日新聞』、｢女論｣の連載を始める。 朝日新聞

明治20 1887 1 25 大阪府、本年度地方税をもって支弁および補助する河川名を明示する。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 1 25
西区京町堀上通五丁目福井忠助、網島および中津川嬉が崎の両所に濾水器械を据え付け、市

民に飲料水を販売する。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 1 25 『日本絵入新聞』、廃業する。 大阪日報・朝日新聞

明治20 1887 1 26 大阪製茶直輸出会社の設立が決まる。（五月七日中ノ島四丁目に仮開業） 大阪日報、大阪府管内茶業沿革・朝日新聞
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年 西暦 月 日 事項 典拠

明治20 1887 1 27
大阪府警部長、人民のうち重立ちたる者で地方での一部もしくは全般に影響を与える人物の

調査・内報を各区長に依頼する。
堂島資料室文書5020(59〜61)

明治20 1887 1 28 大阪府、戸長俸給を改定する。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 1 28 理科大学助教授吉田彦六郎、淀川水質の調査結果を公表する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 1 29

大阪府、貸座敷娼妓取締規則を改正し、大阪市街は遊郭の総取締一名を撰定させる。二月一

日愛媛県士族で元大阪府警部林言信を総取締として認可する。（西区新町通二丁目に遊郭総

取締所）

布告及布達(新聞)・大阪日報・朝日新聞

明治20 1887 1 29
大阪府、戸長役場において税務に従事する用掛・筆生等を雇入れるときはなるべく財産を所

有し、信用あり、かつ身元確実なものを採用するよう訓令する。
堂島資料室文書11498(51〜52)、同5022(61〜62)

明治20 1887 1 29 大阪府、地券下付書換出願心得を制定する。 布告及布達(新聞)、明治大正大阪市史

明治20 1887 1 日欠

東区船越町二丁目岡橋治助ほか十三人、大阪鉄道会社を設立し、南区御蔵跡町より和洲高市

郡今井町に至る線路を布設し、さらに奈良・勢州四日市・紀州和歌山に至ることの認可を申

請する。

公文雑纂(抄)85 2A-11 322、朝日新聞、大阪日報、新聞集成明治編年史

明治20 1887 1 日欠

岡橋治助・竹田忠作・渡辺庄助ら、農商務省技師荒川新一郎の手引きにて天満紡績会社の設

立を計画する。三月より四月にかけ西成郡川崎・本庄両村にまたがる約七町歩の土地を購入

し工場用地とする。十一月一日開業式。

天満紡績会社定款・朝日新聞、大阪日報、新聞集成明治編年史

明治20 1887 1 日欠
小林八郎兵衛・田辺貞吉・高田久右衛門、浪華紡績会社の設立をすすめる。二月西成郡南伝

法村に工場用地を購入、工事を進める。
大阪日報、朝日新聞、新聞集成明治編年史

明治20 1887 1 日欠 マッチ製造業が拡大する。 大阪日報・朝日新聞

明治20 1887 1 日欠
市岡新田片岡藤右衛門、明治四年の水害で一村滅亡していた南福崎新田を自費にて再興する

ことを出願する。
大阪日報

明治20 1887 1 日欠 府庁において高津入堀を鼬川に接続する工事着手の方針が確定する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 1 日欠 幻灯会が流行しはじめる。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 1 日欠 洋服の着用、いよいよ広がる。 朝日新聞、大阪日報、新聞集成明治編年史

明治20 1887 1 日欠 大阪府、明治十九年コレラ病流行記事を脱稿する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 1 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治20 1887 1 月中 (1)新年の景況 大阪日報、朝日新聞、大阪府農商工月報第五号(M20.1)

明治20 1887 1 月中 (2)共存会首藤文雄の年賀 大阪日報

明治20 1887 1 月中 (3)四区消防組の出初め 朝日新聞

明治20 1887 1 月中 (4)南区水道の改良工事、成績良好 朝日新聞

明治20 1887 1 月中 (5)大阪の女子の奮発を促す投書（本間太蔵） 大阪日報

明治20 1887 1 月中 (6)大阪の本屋は書名一覧を掲示し、購入者の便宜をはかるべしとの投書（大木極郎） 大阪日報

明治20 1887 1 月中 (7)兵庫県平民山本某、難波新地旧南警察署跡に貧民施療院設置を計画 大阪日報

明治20 1887 1 月中 (8)難波小橋の改修落成 朝日新聞
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年 西暦 月 日 事項 典拠

明治20 1887 1 月中 (9)児童雑誌『ちえのあけぼの』の広告(普通社) 朝日新聞

明治20 1887 1 月中 (10)明治十九年コレラ病流行記事の脱稿 大阪日報

明治20 1887 1 月中 (11)篠野乙次郎著『内地雑居交際の心得』の広告 大阪日報

明治20 1887 1 月中 (12)大阪青年会員、フルベッキの説教会を開く 朝日新聞

明治20 1887 1 月中 (13)野施行の流行 朝日新聞

明治20 1887 1 月中 (14)府立商業学校入学予備のため私立商業予備学校を設立せんとする 大阪日報

明治20 1887 1 月中 (15)北区内各小学校の教員二十余名、尋常大阪師範学校で音楽の伝習を受ける 大阪日報

明治20 1887 1 月中 (16)大阪陸軍監獄署の改良 朝日新聞

明治20 1887 1 月中 (17)大阪写真組合を設立 朝日新聞

明治20 1887 1 月中 (18)南区塩町三丁目黄銅線製造所の営業禁止又は移転を求める 朝日新聞

明治20 1887 1 月中 (19)旧府立大阪師範学校長山中立蔵、『中外商業新報』の発行を出願 朝日新聞

明治20 1887 1 月中 (20)四天王寺関帝堂に在川口清国人の参詣が多い 大阪日報

明治20 1887 1 月中 川上音二郎その他各種の演説会記事 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 1 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治20 1887 1 月中 (1)大阪商船会社、株券を整理する 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 1 月中 (2)七里清助の実物見本薬販売広告 朝日新聞

明治20 1887 1 月中 (3)大阪紡績会社の近況 新聞集成明治編年史

明治20 1887 1 月中 (4)大阪帯皮製造所の広告 朝日新聞

明治20 1887 1 月中 (5)第五十八国立銀行第十七回半季実際報告 大阪日報

明治20 1887 1 月中 (6)第百三十六国立銀行第十五回実際報告 大阪日報

明治20 1887 1 月中 (7)第百二十一国立銀行第十六回半季実際報告 大阪日報

明治20 1887 1 月中 (8)大阪株式取引所第十七回利益金割合報告 大阪日報

明治20 1887 1 月中 (9)第五十八国立銀行第十七回半季実際報告 朝日新聞

明治20 1887 1 月中 (10)阪堺鉄道会社の役員 朝日新聞

明治20 1887 1 月中 (11)大阪府農商課ホップの苗樹を取寄せる 新聞集成明治編年史

明治20 1887 1 月中 (12)各地農商工景況 大阪府農商工月報第六号(M20.2)

明治20 1887 1 月中 統計に関する新聞記事

明治20 1887 1 月中 (1)府立博物場の諸統計 朝日新聞

明治20 1887 1 月中 (2)書籍館の諸統計 大阪日報

明治20 1887 1 月中 (3)川口税関の輸出入 朝日新聞

明治20 1887 2 1 登記所が中ノ島・天王寺両治安裁判所構内等に開設される。 朝日新聞・大阪日報

明治20 1887 2 1
大阪のキリスト教有志の者、東区南久宝寺町に婦人奨業会を設立し、西洋編物・同裁縫・唱

歌・オルガン・英語会話・西洋料理法・家政等の研究を行なう。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 2 1 阪堺鉄道住吉停車場の移転計画が報ぜられる。 大阪日報
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明治20 1887 2 1
高知県中浜万次郎、アメリカ式器械捕鯨等を行なうため日本海産会社設立をはかり、西区南

堀江五丁目に創立事務所を置く。大阪の有志にてこれに投資する者多し。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 2 2 大阪府、尋常小学校訓導のうち、初等師範学科卒業証書を有する者の月俸金を定める。 布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史第三巻

明治20 1887 2 3 四区聯合会が開かれ、登記法施行後の分一金徴収について、旧慣の大幅な変更を決議する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 2 5
南地芸娼妓関係者、行幸啓奉迎婦人の中から排除されたことに抗議の意志を表明し、賛否の

論争を呼び起こす。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 2 8 臨時区部会・郡部会を開く。（二月十四日閉会） 布告及布達(新聞)、大阪府会史

明治20 1887 2 11
海軍軍医総監高木兼寛、中之島洗心館において婦人の心得となる事柄について演説を行な

う。
朝日新聞

明治20 1887 2 12 大阪府、府立大阪商業学校生徒入学金並びに授業料徴収方法を改定する。 布告及布達(新聞)、商業学校、大阪府教育百年史

明治20 1887 2 13 西長堀土佐稲荷社の新築工事が落成する。これに伴ない境内の模様も変更する。 大阪日報・朝日新聞

明治20 1887 2 15

天皇・皇后大阪に行幸、偕行社を行在所とし、天皇は鎮台・第三高等中学校・砲兵工廠・師

範学校を見、皇后は住吉神社に詣で造幣局・泉布観・高等女学校を見る。翌十六日京都に還

る。大阪の市民、各所で奉迎に努める。

布告及布達(新聞)・朝日新聞・行幸啓一件・大阪府師範学校沿革・大阪砲

兵工廠沿革史・大阪日報

明治20 1887 2 15 大阪府、監獄建築費予算を定める 布告及布達(新聞)・朝日新聞

明治20 1887 2 15 大阪府、明治二十年度地方税収支予算の更正追加を行なう。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 2 17 行在所となった偕行社に於て府知事以下関係者の祝宴が開かれる。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 2 19 大阪府、明治二十年度区部地方税中地租割家屋税率を更正する。 布告及布達(新聞)、明治大正大阪市史

明治20 1887 2 19 大阪府、明治二十年度郡部地方税中地租割戸数割税率を更正する。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 2 20 淀川汽船の出発時刻を改める。また乗降場所を八軒屋の浜から天満橋上流に改める。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 2 21
四区の勧業委員、営業税の負担大なることを述べ、その廃止または減少を建議せんことを決

議する。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 2 22 大阪府、高等小学校訓導のうち中等師範学科卒業の者の月俸金を定める。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 2 22
堀川監獄用地の土地所有農民ら（西成郡川崎村・本庄村・北野村で約七十人）、土地買上値

段の引上げを求めて大阪府側と紛争を起こす。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 2 24 大阪府、明治十九年度区部地方税戸数割追加税率を定める。 布告及布達(新聞)、明治大正大阪市史

明治20 1887 2 24 大阪府、明治十九年度郡部地方税中地租割戸数割追加税率を定める。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 2 24 大阪府、明治二十年度区部地方税中家屋税追加税率を定める。 布告及布達(新聞)、明治大正大阪市史

明治20 1887 2 24 大阪府、明治二十年度郡部地方税中地租割戸数割追加税率を定める。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 2 24 大阪府、自用の煙草を煙草製造人以外の者に賃切りさせることを禁止する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 2 24 本庄村で烟火製造所が火災、女子工員二名が死亡、同二名が負傷する。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 2 25 大阪府、年賦延納規則取扱順序を定める。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 2 25 大阪府、明治十九年度地方税収支追加予算を定める。 布告及布達(新聞)
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明治20 1887 2 25 大阪府、明治二十年度地方税収支追加予算を定める。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 2 25 大阪府、府庁の事務章程を改正し、この日施行する。 朝日新聞

明治20 1887 2 26 大阪府、尋常中学校に準ずべき学校職員の俸給額を定める。 布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史

明治20 1887 2 26 西区京町堀通五丁目粟谷品三、新聞に投書して大阪築港の重要性を訴える。 朝日新聞・大阪日報

明治20 1887 2 27 川口英和学会、廃校する。 大阪日報

明治20 1887 2 27
大阪在勤の逓信省官吏発起にて東区石町一丁目に大阪クラブを設置し、会員の入会をすすめ

る。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 2 日欠 区部府会議員のうちに区部府会議員の定数増加論が強まる。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 2 日欠 四区内の理髪業・女髪結ら、総取締らの不正を追及するなど紛糾がつづく。 大阪日報

明治20 1887 2 日欠
観世派・金剛派の能楽家、天皇・皇后の行幸啓を前に、天野皎・平瀬亀之助・小西新右衛

門・藪清右衛門らの仲介にて和解する。
朝日新聞

明治20 1887 2 日欠 男女の洋服着用が増大し、洋服・裁縫店の開業、裁縫指南書の発行などが相次ぐ。 大阪日報・朝日新聞

明治20 1887 2 日欠 洋菓子の製造・販売が広まる。 朝日新聞

明治20 1887 2 日欠
西区梅本町安田友吉、木津川燈台付近から大和川までの沿岸荒地五百町歩を開墾せんとす

る。
大阪日報

明治20 1887 2 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治20 1887 2 月中 (1)削除 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (2)画家守住貫魚、皇居使用の絵画作成をさらに命ぜられる 朝日新聞

明治20 1887 2 月中 (3)大阪巡覧の朝鮮国官人権東寿・権在寿の二名、帰途に就く 朝日新聞

明治20 1887 2 月中 (4)適々斎病院を緒方病院と改称する 朝日新聞

明治20 1887 2 月中 (5)天神橋の工事が長期にわたっているため迷惑との嘆息あり 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (6)小室信介・沢辺正修の紀念碑着工へ 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (7)心斎橋筋・境筋の拡張計画ありとのうわさ 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (8)節分の景況 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (9)東成郡小橋に火葬場設置を出願 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (10)束髪用具販売の広告 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (11)日本国語・和歌・和文等を研究する弘道会を設立する 朝日新聞

明治20 1887 2 月中 (12)生国魂神社の神殿修繕工事に着手 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (13)西区江戸堀北通三丁目に婦人共習会を創置する 朝日新聞

明治20 1887 2 月中 (14)市中の街灯をガス灯に更新する計画 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (15)阪堺鉄道延長で避病院を移転することに苦情でる（鳳郡築須新田） 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (16)阪堺鉄道に英国注文の汽罐車一両が到着 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (17)播州の医師窪田昌、東区船越町二丁目に健康体診察所を開業 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (18)大阪府、外国人収容の避病院新設を検討 朝日新聞
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明治20 1887 2 月中 (19)府立病院の増築に着手 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (20)下寺町遊行寺境内を道路として切り開くため本堂・墓地を取り除く 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (21)囚徒の食事改善で病気の減少 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (22)貴顕肖像の石版画販売広告 朝日新聞

明治20 1887 2 月中 (23)空心町道路取り拡め計画で人民の協議 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (24)大阪基督教婦人会、女風改良演説会を開く 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 2 月中 (25)西成郡伝法村近傍の各新田地価が騰貴 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (26)難波村ほか四ｹ村消防費は四百円 大阪日報

明治20 1887 2 月中 教育・学校等に関する新聞記事

明治20 1887 2 月中 (1)簿記夜学舎の再興 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (2)英学独修会の会員募集 朝日新聞

明治20 1887 2 月中 (3)私立大阪教育会の通常会 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (4)私立専修学校の生徒募集広告 朝日新聞

明治20 1887 2 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治20 1887 2 月中 (1)東槍屋町月山定一、大阪鎮台用サーベルの調進方を引きうける 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (2)削除 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (3)南区部内荷積車持組合の創立事務 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (4)第三十二国立銀行第十八回半季実際報告 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (5)楓繭織物会社設立の計画 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (6)大阪鉄工所の造船広告 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (7)摺附木製造所、大阪摺附木製造会社と改称する 朝日新聞

明治20 1887 2 月中 (8)第七十三国立銀行第十七回諸勘定 朝日新聞

明治20 1887 2 月中 (9)硫曹製造会社の新役員、社長は大井卜新 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (10)玉造に養蚕所を設立 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (11)エビスビールの売出広告 朝日新聞

明治20 1887 2 月中 (12)大阪商船会社の決算と役員の改選 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (13)大阪株式取引所の株券が騰貴 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (14)大阪紡績会社の増資 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (15)大阪セメント会社の販売広告 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (16)土井工場のメリヤス製造販売広告 朝日新聞

明治20 1887 2 月中 (17)弘信社の商標広告（マッチ製造） 朝日新聞

明治20 1887 2 月中 (18)木綿太物商仲間の新役員 朝日新聞

明治20 1887 2 月中 (19)各地農商工景況 大阪府農商工月報第七号（M20.3）

明治20 1887 2 月中 芸能・興行等に関する新聞記事
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明治20 1887 2 月中 (1)英国帰りの軽業師早竹寅吉 朝日新聞

明治20 1887 2 月中 (2)演劇改良に熱心な俳優中村宗十郎、薩摩潟波間照月で史実探求 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (3)川上音二郎、京都阪井座の芝居に出演 朝日新聞

明治20 1887 2 月中 (4)帰天斎正一の西洋手品 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (5)中の劇場の改良演劇を評す 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (6)山田淳子の新撰唱歌集は、地歌改良のため編集したもの 朝日新聞

明治20 1887 2 月中 統計に関する新聞記事

明治20 1887 2 月中 (1)大阪税関の取扱い品と税額 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (2)新町・南地両遊廓の収入金 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (3)八弘社の取扱高 大阪日報

明治20 1887 2 月中 (4)大阪郵便局の取扱高 朝日新聞

明治20 1887 3 1 府立博物場、美術館の建築に着手する。
府立大阪博物場沿革誌明治二十年、大阪府教育百年史、朝日新聞、大阪日

報

明治20 1887 3 1
有沢香菴校主となり、協立学校を東区北久太郎町三丁目に開校し、国民の学術を養成し、仏

教の愛護をはからんとする。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 3 2 エビントン夫人ら外国婦人八人、東区平野町二丁目に大阪婦人学習会を創設する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 3 3
共同相場会社（ブールス）設立見合わせの報が流れ、大阪株式会社取引所の株が急騰する。

ついで、米商会所の株も同じく急騰する。
大阪日報、朝日新聞、新聞集成明治編年史

明治20 1887 3 5 大阪府知事建野郷三、上京する。 布告及布達（新聞）・朝日新聞・大阪日報

明治20 1887 3 8 城山誠一・善積順蔵を弁士とし、山陽鉄道開設に関する演説会を開く。 大阪日報、朝日新聞、新聞集成明治編年史

明治20 1887 3 8
藤田組、東京の渋沢栄一・大倉組と協同して日本土木会社および軍隊用達会社の結成を確認

する。本社を東京に、支社を大阪東区高麗橋一丁目に置く。
朝日新聞、大阪日報、新聞集成明治編年史

明治20 1887 3 9 北区幼稚園、保育伝習生十名を新たに募集する。 朝日新聞

明治20 1887 3 10 西区京町堀通五丁目粟谷品三、自製の殺鯨銃矢をもって捕鯨業に乗り出さんとする。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 3 11
イタリアより来日のチャリネ、梅田停車場前にて曲馬（動物の曲芸）の興行を開始する(興

行元・小林佐兵衛）。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 3 12 斃牛馬取扱人総取締金正清貞設立の開有会社、西成郡西浜町に開業する。 朝日新聞

明治20 1887 3 13
兵庫県人山本英章、南区難波新地三番丁旧南警察署跡に貧民施療の行旅病院、私立明治病院

を開業する。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 3 14 大阪府、劇発物を山林原野に散布し狐狸を捕獲することを禁止する。 南区文書35(A3)、堂島資料室文書11498(68〜69)

明治20 1887 3 14 東区府会議員大井卜新辞職につき後任の補欠選挙会が開かれる。 大阪日報

明治20 1887 3 15 大阪府、尋常中学校の職務章程を制定する。 大阪府教育百年史第三巻

明治20 1887 3 15 ドイツ皇孫レオポルド親王、来阪、この日のうちに京都へ向かう。 大阪日報
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明治20 1887 3 16
大阪商法会議所の常式総会が開かれ、北越酒類営業組合創立および今後の景気動向について

の調査を行なうことを決める。
大阪日報

明治20 1887 3 16 『大阪日報』、議院制擁護の論説を掲げる。 大阪日報

明治20 1887 3 19
大阪府、小学校の学科中唱歌・体操・裁縫の三科に限り授業生免許状を授与することとす

る。
布告及布達(新聞)

明治20 1887 3 19
京都府新美八郎兵衛ら、天満織物株式会社を京都に創立し、工場を北区天満橋筋西一丁目に

設置する。
大阪府工業概覧

明治20 1887 3 19 大阪鎮台第八聯隊営内に将校集会所が設置される。 朝日新聞

明治20 1887 3 20 大阪堂島米商会所、会主となり玄米品評会を北区堂島浜通一丁目に開く(四月八日閉場) 大阪府農商工月報第八号(M20.4)・朝日新聞

明治20 1887 3 20
上福島浄正橋北詰西へ入る逆櫓の松向いの鵜飼取扱所、神埼川下流において鵜飼漁を実施す

る。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 3 20
法学士砂川雄峻・医学士菅沼貞吉・医師森鼻宗次、学事をもって世益となすことを目的とし

て学友懇親会を起す。
朝日新聞・大阪日報

明治20 1887 3 23
大阪日報社、記者・職工十数名の解雇・雇入を行ない、紙面改良を行なうとの社告を掲示す

る。
大阪日報、朝日新聞、毎日新聞七十年

明治20 1887 3 24 大阪府、煙草製造人に印紙の側面に使用年月日記入を義務づける。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 3 24 東亜貿易商会、二回目の清国輸出を実施する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 3 24 西成郡曽根崎村やぎのちちや、やぎのちち販売をはじめる。 朝日新聞

明治20 1887 3 25 東区、暫定的な尋常小学校分校の位置を定め、設置の認可を請う。 大阪府教育百年史第三巻

明治20 1887 3 25 元『文明雑誌』編輯長門野又蔵、刑期満了し、罰金も代納されたため放免される。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 3 25 稲岡義偉・金丸鉄、西区土佐堀裏町に人造肥料会社を創設せんとする。 朝日新聞

明治20 1887 3 26 大阪府、府民に諭告して、摂養し、病気にかからぬよう注意する。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 3 26 『大阪日報』、洋式の工業発起における西洋機械購入上の諸注意を論じる。 大阪日報

明治20 1887 3 29 大阪府、登記所を置かれた郡役所及び出張所の俸給を増額する。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 3 29 大阪府、明治十九年度および二十年度郡部地方税収支追加予算を定める。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 3 29 通常北区会、北区幼稚園の廃止を決議するも、区長増田濶の再議により継続となる。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 3 30 大阪府、東区小学校裁縫場裁縫専修生徒教授方の廃止を認める。 大阪府教育百年史第三巻

明治20 1887 3 30
東成・住吉郡役所、所得税法発布により田畑宅地を急売却する者多しとの『大阪日報』記事

につき事実取調べを通達する。
南区文書36(A21)・大阪日報

明治20 1887 3 31 阿倍野神社御霊代、奉送される。 朝日新聞・大阪日報

明治20 1887 3 31 『内外新報』、廃刊する。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 3 日欠
難波村外二ヶ町、貧民多き村柄のため村債償却・財政改革のためには制限超過の地価賦課を

実施せざるを得ないことを西成郡長に稟請する。
南区文書69(A18)
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明治20 1887 3 日欠
府立高等女学校(教師市川ミチ子）・大阪府尋常師範学校での音楽伝習が成果をあげはじめ

る。
大阪日報

明治20 1887 3 日欠 天保山砲台、廃止され、跡地を民間に払下げる。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 3 日欠 通俗衛生談話会、各地に開かれる。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 3 日欠

南区日本橋筋三・四・五丁目の地主ら、不潔家屋の移転と道頓堀の劇場誘致を南区役所に出

願する。五月以降、借家人の苦情が続き、また劇場誘致をめぐって関係者の間にさまざまな

動きが生じる。

大阪日報・朝日新聞

明治20 1887 3 日欠
伊藤契信苦心の大阪硝子製造会社、資金不足に苦しむも、藤田伝三郎・松本重太郎・田中市

兵衛らの仲介で増資を決めて再出発する。四月、社名を日本硝子製造会社と改める。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 3 日欠 大阪商船会社、乗客が増えはじめる。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 3 日欠 巻煙草の需要がふえはじめる。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 3 日欠 堀川監獄の建築工事に着手する。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 3 日欠 西成郡中島新田の真宗了願寺本堂、腐朽のため崩壊する。 西成郡史

明治20 1887 3 日欠 靴製造販売の広告増える。 朝日新聞

明治20 1887 3 日欠 西区通常区会で勧業委員の全廃を決める。 大阪日報

明治20 1887 3 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治20 1887 3 月中
(1)朝日新聞記事中の靴細工業者と同名の人が新平民と思われて、婚約が破談になったた

め、朝日新聞社へ正誤を求めて来る
朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (2)木津川繋留の北前船、出帆の用意をし、荷集めに取りかかる 大阪日報

明治20 1887 3 月中
(3)北区天神筋町から東区高麗橋詰町へ移転した青物市場が不振のため、再び天神筋町へ復

旧することを評議する
大阪日報

明治20 1887 3 月中
(4)梅田ステーション構内西茶店の土生店が、郵便切手・はがきを売り筆墨を貸して待合所

とする
朝日新聞

明治20 1887 3 月中
(5)天王寺村起願寺住職ら悲田会員が、出獄した元囚人が自ら生活できるよう救助場を設立

すべく出願する
朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (6)大阪砲兵工廠の全体、工場、海岸砲試撃の大写真 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (7)西洋人と特約して開業した洋酒店吉酔軒の広告 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (8)大阪鎮台南門前に輜重隊本部を新築 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (9)礎のみ残っている玉造稲荷の境内にある眺望台を再建するため、寄付金を募る 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (10)東区会の議案 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (11)中津川鉄橋の修繕費が堰の変更により高くなり、着手に至らず 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (12)天満堀川の改良のため、疎通を計画する 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (13)旧地理課長片桐正気、梅田より難波までの鉄道馬車を計画する 新聞集成明治編年史
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明治20 1887 3 月中 (14)地価が低かった南区日本橋筋に諸製造場、工場用の地所買上のため地価が騰貴する 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (15)西洋料理店風月堂の広告 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (16)神戸駐剳清国領事が四天王寺東門の関帝廟近くに居留清国人のために病院を設置する 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (17)日本とヨーロッパの裁縫を研究するため婦人裁縫匡励会を組織する 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (18)『唱歌諸芸独けいこ粋乃魁』の広告 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (19)川口居留の清国人が西成郡岩崎新田に墓地を新設する 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (20)北新地浪華踊りの唱歌 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (21)天神橋筋を吹田まで一直線につなぐ道路を計画する 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (22)劇毒薬と無害薬品を区別せずに陳列する薬舗があるため、府衛生課が巡視する 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (23)浪速教会牧師沢山保羅の死亡広告 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (24)西洋裁縫および編物二科等婦人協励会の有志募集広告 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (25)西洋の風習をまとめた『洋風独学』の売出広告 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (26)相撲番付出版の版権を回復した出版業谷村幸十郎の広告 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 教育に関する新聞記事

明治20 1887 3 月中 (1)府立商業学校建て替えの予算を計上 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (2)吉益学舎の学期増加 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (3)扶桑学校、東区釣鐘町に移転 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (4)第三高等中学校で運動会の規則を制定 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (5)仏教家、船場の中央に淑徳会を設けんとする 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (6)米国女性宣教師ドリンナン、川口に学校ヲ設立し、貧民女児を教えんとする 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (7)府立大阪医学校、教科中に体操の一科を加える 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (8)予備学校の校舎新築・生徒募集広告 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (9)北区相生小学校に幼稚科を新築 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (10)私立大阪女学校に英語専修科 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (11)第三高等中学校でドイツ語を第二外国語とする 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (12)府立商業学校で春季大運動会、堺大浜に至る 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (13)女子講学会の広告 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (14)府立大阪尋常中学校生徒の行軍および運動 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (15)進取学校の生徒募集 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (16)菅沼独逸学舎の広告 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (17)東雲学校分舎設置の広告 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (18)速成実学会の開設広告 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (19)大阪同志学校の広告 朝日新聞
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明治20 1887 3 月中 演説・説教等に関する新聞記事

明治20 1887 3 月中 (1)大阪青年会のキリスト教演説会 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (2)青年会館で学術演説会 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (3)大阪青年会のキリスト教昼夜説教会 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (4)男女奨業演説会の案内 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (5)商法会議所で商業演説会 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 芝居・娯楽等に関する新聞記事

明治20 1887 3 月中 (1)北新地裏町丸よし席で改良にわか 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (2)松島千代崎橋日の出席で川上音二郎の改良講談 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (3)堀江明楽座で川上音二郎外座摩にわか一座の滑稽演劇 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (4)南地鳥熊、新町座を譲りうけんとする 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (5)千日前神崎席で川上音二郎の民権にわか 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (6)越路太夫、大阪から東京へ移住 新聞集成明治編年史

明治20 1887 3 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治20 1887 3 月中 (1)大阪・神戸のマッチ製造家、集会して粗製濫造防止を話し合うとか 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (2)蝋商人、川口居留の清国商人の狡猾手段を廃し、純粋の晒蝋の輸出法を協議する 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (3)東成郡西玉造村大和橋町高木善七、新たな板ガラス製法を発明する 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (4)清国よりの綿・砂糖の輸出が増大 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (5)北安治川の鉄工所で石油ストーブの改良 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (6)島上・島下両郡で阿片製造農家一千五〜六百人に上る 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (7)氷需給の状況 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (8)会社勃興の状況報道 新聞集成明治編年史

明治20 1887 3 月中 (9)淀川汽船会社の組織改革を評議 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (10)メリヤス靴下の開店広告 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (11)大阪商業の不景気続く 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (12)西成郡北伝法村でコークス製造 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (13)大阪紡績会社の増資 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (14)大阪酒類会社設立を計画 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (15)大阪帯革製造所の商標登録 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (16)中沢信次ら活字製造所を設立し、清国輸出を試みる 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (17)玉江町に樟脳油製造所設立を出願 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (18)小田信助、鉄鋼琺瑯引の食器を製造販売 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (19)各地農工商景況 大阪府農商工月報第八号(M20.4)

明治20 1887 3 月中 統計に関する新聞記事
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明治20 1887 3 月中 (1)安治川水上警察署で取扱った船舶の出入統計 大阪日報

明治20 1887 3 月中 (2)郵便物取扱数 朝日新聞

明治20 1887 3 月中 (3)四区内の徴兵当籤者 朝日新聞

明治20 1887 4 1 逓信省、赤間関とともに大阪に為替貯金局出張所を設置する。 布告及布達（新聞）・法規分類大全(官職)・新聞集成明治編年史、

明治20 1887 4 1 大阪府、駕籠税に関わる心得を定める。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 4 1
大阪鉄道会社、政府からの四日市方面への延長要請を受け入れ創立の許可を得る。発起人岡

橋治助・恒岡直史・十倉庄三郎ら、増資を決め、新規線路の実測準備にかかる。
朝日新聞・大阪日報

明治20 1887 4 1
大阪府監獄署、囚人に罪石を背負わせることを始める。各方面から強い反発があり、九月十

一日に廃止する。
朝日新聞、大阪日報、新聞集成明治編年史

明治20 1887 4 1
代言人会議が大阪商法会議所において開かれ(四月十二日閉会)、森作太郎が会長に選任され

る。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 4 2 緒方病院、今橋四丁目に移転する。 朝日新聞

明治20 1887 4 4 大阪府知事建野郷三、帰庁する。 布告及布達（新聞）・朝日新聞

明治20 1887 4 4
大阪にある陸軍将校の夫人・女子等、慈善会を結成し、相互の友誼と戦時における看病など

慈善の実をあげんとする。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 4 4
千日前の割烹店南鏡園敷地内の旧長州藩士五十一人の遺骨を安部野村八弘社墓地に改葬す

る。
朝日新聞

明治20 1887 4 4 大阪府知事建野郷三、帰阪後体調をくずし、各所に転地して療養につとめる。 朝日新聞・大阪日報

明治20 1887 4 5
大阪府、コレラ病流行に際しては天保町消毒所にて消毒した古着・襤褸・紙屑・古綿等に限

り特に輸出入を許可する。
布告及布達(新聞)、法規分類大全(衛生)

明治20 1887 4 5
大阪府、府立大阪博物場において舶来模造品共進会を開設する。二五五人、二〇一九点の出

品があり、五月八日一〇八人に賞状を授与する。（五月十四日閉会)

大阪府農商工月報第九号(M20.5)、第十号(M20.6)、第七号(M20.3)、布告

及布達(新聞)・朝日新聞・大阪日報

明治20 1887 4 5 山中立蔵、北区常安町より『内外商業新報』を発行する。 朝日新聞

明治20 1887 4 7
日清間の貿易商人、川口富島町の東亜貿易商会内に共楽館を開設し、日清両国商工人を会員

とし、その交流をはからんとする。
朝日新聞、新聞集成明治編年史

明治20 1887 4 10 大念仏寺、本尊天得如来を開帳する。 朝日新聞

明治20 1887 4 11
西成郡宮原村戸長小岸庄九郎、大和葛上郡蛇穴村老農野口小成のもとにて農事改良を諮問

し、その復命書を郡長に提出する。
朝日新聞

明治20 1887 4 13
西区土佐堀裏通一丁目の梅花女学校、キリスト教徒以外にも広く義捐を募り、校舎増築の実

現をはかる。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 4 14 大阪府、布達・告示・告諭・達書などの頒布紙として大阪日報・浪華新聞を指定追加する。 布告及布達(新聞)・大阪日報・朝日新聞

明治20 1887 4 14 東成・住吉郡長、両郡勧業区域を定める。 南区文書36(A21)
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明治20 1887 4 16 大阪府、東京府・京都府にコレラ病患者発生したのを指摘し、府民の注意を呼びかける。 布告及布達(新聞)・大阪日報

明治20 1887 4 16 大阪府、明治十八年甲第七十六号布達地租条例に関する心得書を改正する。 布告及布達(新聞)、明治大正大阪市史

明治20 1887 4 16
東亜貿易商会、政府の北京・天津両領事館への為替金下附を受け、二十万円に増資すること

を決める。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 4 16 大阪師範学校卒業生で組織する有松会の総会が開かれる。 朝日新聞

明治20 1887 4 17
四区および接続町村の開業医およそ七百人、組合規約を設けて大阪医会を設立、府庁の認可

を受ける。ついで、府庁よりコレラ病に関する諮問を受ける。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 4 19 岡島嘉平次ら、西成郡炭屋新田に大阪煉化石製造会社を設立する。 朝日新聞

明治20 1887 4 19
蜂須賀茂昭来阪につき、中ノ島洗心館において阿波・淡路出身者の懇親会が開かれ、約八十

人が参加する。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 4 22 『朝日新聞』、商船学校の振興を求める投書を掲載する。 朝日新聞

明治20 1887 4 23 大阪府、行旅病人死亡人等を取扱う費額の制限を定める。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 4 23
静岡県士族野口銈太郎、備後町四丁目に私立大阪商業学校の設立を出願し、十四歳以上の者

に教育を授けんとする。
商業学校(府)、大阪府教育百年史

明治20 1887 4 23

川口の米国人ギユリッキー・オールチン両夫人外二名の米国婦人、大阪婦人大懇親会を住吉

の松原に催し、梅花女学校・婦人奨業会・婦人学習会・昭暗女学校・英和女学校等の女学生

が集まる。また同所に大阪キリスト教信者の男子千人ほども集まる。

大阪日報

明治20 1887 4 24 関西法律学校、北区河内町一丁目天満興正寺内に移転する。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 4 24 『大阪日報』、男女共学の可否を論じる。 大阪日報

明治20 1887 4 26 大阪府、売薬営業人及び受売行商人心得を制定する。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 4 27 大阪鎮台召集事務細則及び付則を定める。 公文雑纂(抄)85　２A-11-301

明治20 1887 4 27 大阪・伏見間の汽船業者、団結して淀川汽船会社を創立し、資本金を十万円とする。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 4 27
『朝日新聞』、天皇の演劇上覧を機として演劇改良の実をあげるためには脚本の向上に努め

るべきを論じる。
朝日新聞

明治20 1887 4 27
西成郡は諸種の製造所設置に便良きため、地所の買取りをする人がふえていることが報じら

れる。
大阪日報

明治20 1887 4 29
大阪府書記官今井艮一、叙位・褒賞の基準を示して海防費献金の拠出推進を各区長に指示す

る。
堂島資料室文書5020(62〜66)・大阪日報・朝日新聞

明治20 1887 4 29 ウィルミナ女学校、川口二十二番に開校する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 4 30 『大阪日報』、遊郭の位置を一ヶ所に限定せよとの投書を掲載する。 大阪日報

明治20 1887 4 日欠
大阪商業会議所商況調査員、金融が活発ではないとはいえ、景況はやや上進の傾きがあると

の報告書をまとめる。
大阪経済史料集成第一巻　建議報答ｐ651〜691、大阪商工会議所百年史

13 / 170



4_明治前期大阪編年史綱文データベース 1887-1889

年 西暦 月 日 事項 典拠

明治20 1887 4 日欠
大日本私立衛生会、大阪商法会議所に対し、明治十年以降コレラ病流行のため商工業に及ぼ

した損害状況の報告を求める。
大阪日報

明治20 1887 4 日欠 四区飲料水販売業正副取締人ら、天満橋上流に濾水場新設を計画する。 朝日新聞

明治20 1887 4 日欠 大阪始審裁判所の新築が決まり、地所の選定に着手する。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 4 日欠
花街総取締の林言信および各花街取締等、西区新町通二丁目に起業場を新設し、娼妓に裁

縫・毛糸細工・洗濯等の教授を行なわんとする。
大阪日報・朝日新聞

明治20 1887 4 日欠 富島町福井庄吉ほか在阪山口県人ら、土佐堀通四丁目に共同ホテルの建設を決める。 大阪日報

明治20 1887 4 日欠
高津町・日本橋筋三・四・五丁目などの家主ら、大阪鉄道ステーション誘致などの動きを示

す。
朝日新聞

明治20 1887 4 日欠 道頓堀の芝居茶屋の改良が問題となる。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 4 日欠 小学校令にもとづく小学校の改正、高等小学校の開設などが各区において進む。 朝日新聞・大阪日報

明治20 1887 4 日欠 阪堺鉄道の堺延伸工事進む。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 4 日欠 府立博物場長天野皎ら、名士婦人による婦人慈善会を組織せんとするも立ち消えとなる。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 4 日欠 東区南本町一丁目山口源兵衛・下寺町万福寺住職前田隆徹ら、葬具改良会社の設立を期す。 大阪日報

明治20 1887 4 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治20 1887 4 月中 (1)御霊社における川上音二郎の民権二〇カと哲理学演説の広告 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (2)一心寺におけるノルマントン号溺死者供養法会 朝日新聞

明治20 1887 4 月中
(3)燐寸製造の弘信社で、貯金の習慣がない貧民の職工に賃金の一割宛を本社に貯金させる

ようにする
大阪日報

明治20 1887 4 月中 (4)西区と北区の区会議員半数改選の当選者 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (5)東区役所臨時区会で私費による道路打水を公費による機械で行なうため、予算をくむ 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (6)大阪見物の増加により、旅人宿が繁昌し、呉服小物仏具魚類の販売も増大する 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (7)岡山県人懇親会開催の広告 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (8)松屋町筋遊行寺から天王寺相阪までの新道開設 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (9)正信社の仏教演説会の広告 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (10)舶来ゴム靴と支那製靴の広告 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (11)基督教演説会の広告 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (12)宮内省内務省による社寺什物宝物古文書の調査に対し、各区役所が調査に着手する 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (13)西区の平松源之助が洋酒を、玉水商社がビール等を製造販売する 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (14)南区通常区会で議決された二十年度区費収支予算額 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (15)監獄差入物売捌所立生舎の広告 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (16)めじろさえあわせ開催の広告 朝日新聞
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明治20 1887 4 月中 (17）(削除) 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (18)大阪府土木課の桜橋小桜橋の架換工事を脇野利兵衛が落札する 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (19)建野知事官邸における舞踏会 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (20)人気俳優中村福助の東京公演と角劇場の興行予定 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (21)茜屋半七と蓑屋三勝の墓の移転 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (22)大阪の車夫のあいだに流行する符牒歌 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (23)学校用風琴の宣伝広告 大阪日報

明治20 1887 4 月中
(24)府土木課が神埼川中津川を伝法沖まで堀かえるための測量をなし、農業水利上の害を調

査する
朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (25)東区役所の臨時区会で学校増築の議論 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (26)在阪松山人の懇親会 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (27)大阪六花街移転の議論 新聞集成明治編年史

明治20 1887 4 月中 (28)大阪府貧民救育場の入場者の雇傭 大阪日報

明治20 1887 4 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治20 1887 4 月中 (1)二月・三月における南区の工業の繁忙調査 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (2)電話機製作業者石田清三郎の広告 朝日新聞

明治20 1887 4 月中
(3)砂糖会社の新設増加により、大阪砂糖会社が砂糖の輸送を受けられなくなり、回復のた

め大島へ出張する
大阪日報

明治20 1887 4 月中 (4)清酒沢の鶴が共進会で優等賞を得たことの広告 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (5)大阪コーク製造所のコーク煉化石製造販売広告 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (6)大阪鉄工所で鉄造汽船打立を計画 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (7)鼠の皮による物品製造の広告 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (8)大阪の書籍商の販売分野および販売高の状況 大阪日報

明治20 1887 4 月中
(9)西成郡川崎村の大阪燐寸製造会社が需要とみに増し、株金を増額し、ボスポル製造をも

嘆願せんとする
大阪日報

明治20 1887 4 月中 (10)吉田勝愛が雑獣の毛になる毛糸を製造する 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (11)大阪紙会社設立のため発起人会を準備する 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (12)河内木綿業の衰退と養蚕製糸伝習所および興産会社の設立 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (13)大阪製銅会社の真鍮船板改良広告 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (14)四区の工業の概況 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (15)東区の硝子商駒井商店の硝子製品輸出増加 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (16)地氷と天然氷の出来高と売値 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (17)荒井万助のバケツ販売広告 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (18)農商工景況 大阪府農商工月報第九号(M20.5)
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明治20 1887 4 月中 教育・学校等に関する新聞記事

明治20 1887 4 月中 (1)中の島の高等女学校の増築 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (2)第三高等中学校の運動会、府立尋常師範学校の行軍と私立専修学校の運動会 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (3)大阪尋常師範学校と尋常中学校の教諭の辞令と改称 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (4)西区各小学校が集まって運動会を催す 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (5)府立商業学校新築地所の買上げ価格 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (6)浪華共同学館の設立及び生徒募集の広告 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (7)川口居留地の永生女学校学生募集広告 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 (8)北区勧業委員による私立工業学校の設立 大阪日報

明治20 1887 4 月中 (9)実業学館の婦人ならびに男児生徒募集広告 朝日新聞

明治20 1887 4 月中 演説会に関する新聞記事(1)〜(12) 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 4 月中 統計に関する新聞記事

明治20 1887 4 月中 (1)大阪税関三月分の輸出入額統計 朝日新聞

明治20 1887 5 1
大阪商法会議所、商品保管倉庫に関する農商務省の諮問に答え、あわせて商品手形売買所の

大阪設立を建議する。
商法会議所一件

明治20 1887 5 1
大阪西区川口電信局・同東区高麗橋電信局・同南区心斎橋電信局を大阪電信局の支局とす

る。
法規分類大全(運輸)

明治20 1887 5 1
大阪府測候所、暴風強風の警報を掲示する場所を四区および接近地ならびに堺区の警察署・

派出所に広げる。
朝日新聞

明治20 1887 5 1 削除

明治20 1887 5 1 『大阪日報』の紙面改良が実行される。 大阪日報、新聞集成明治編年史

明治20 1887 5 1
土佐堀三丁目今村謙吉ほか一名、西浜町にてキリスト教説教のとき付近住民多数から暴行を

受ける。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 5 2 臨時府会・区部会・郡部会を開く。罪石の是非も論ぜられる。(八日閉会) 布告及布達(新聞)、大阪府会史

明治20 1887 5 2 大阪府、出務時限を変更、午前八時昇庁、午後二時退庁とする。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 5 2 東区釣鐘町二丁目に私立大成学校が開かれ、中等以上の人才陶冶をはかる。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 5 3 山階宮来阪、造幣局・鎮台等をみて、五日京都に還る。 朝日新聞

明治20 1887 5 3 農商務省、大阪商船会社の改革を前提に今後八ヶ年間毎年五万円ずつの補助を与える。 法規分類大全、朝日新聞、大阪日報・新聞集成明治編年史

明治20 1887 5 5 大阪府、高麗橋三丁目東警察署跡地を愛日小学校敷地として払い下げる。 堂島資料室文書11498(197)

明治20 1887 5 6
Ｈ・S・パーマー、｢淀川ヨリ水ヲ引キ大阪市街並ニ其接近地ニ水ヲ供給スルノ計画｣と題す

る報告書を建野府知事に提出する。
大阪市水道80年史、大阪市水道六十年史、朝日新聞

明治20 1887 5 6 『大阪日報』、この日より十五日まで営業優等者の読者投票を実施する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 5 6 この日より三日間、中ノ島明治紀念標前を中心に招魂祭を執行する。 朝日新聞
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明治20 1887 5 7 大阪府、大阪府高等女学校規則を定める。
布告及布達(新聞)、堂島資料室文書5025(244〜257)、大阪府教育百年史第

三巻

明治20 1887 5 7 大阪府、河内国渋川郡六反村を丹北郡六反村に合併する。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 5 8 逍遥閑人、｢大阪城を公園にすべし｣との意見を『大阪日報』に投書する。 大阪日報

明治20 1887 5 8 北区瀧川小学校に幼稚科を開業する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 5 10 大阪府、明治十九年区部地方税収入予算を追加する。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 5 10 大阪府、明治二十年度区郡連帯区部郡部地方税収支予算を追加する。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 5 11 大阪府、明治十九年度区部地方税中営業税雑種税課目課額を追加する。 布告及布達(新聞)、明治大正大阪市史

明治20 1887 5 11 大阪府、明治十九年度区部地方税中戸数割税率を追加する。 布告及布達(新聞)、明治大正大阪市史

明治20 1887 5 11 大阪府、明治二十年度郡部地方税中地租割戸数割税率を追加する。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 5 11
大阪府、コレラ病が流行せぬよう府民に注意を喚起し、郡区役所に命じて予防措置をとらせ

る。
布告及布達(新聞)、南区文書35(A3)・朝日新聞

明治20 1887 5 12 大阪府、明治十三年天第六十四号京摂間諸川通航規則を廃し、淀川通船取締規則を定める。
布告及布達(新聞)、堂島資料室文書5025(270〜272)(305)、明治大正大阪

市史

明治20 1887 5 13 大蔵大臣松方正義、造幣局貨幣試験のため来阪する。 朝日新聞

明治20 1887 5 13 大阪控訴院、堂島中二丁目の宅地坪数七百十七坪六合九勺を同院用地として買い上げる。 堂島資料室文書5023(21)、大阪日報

明治20 1887 5 14
取引所条例が制定され、堂島米商会所・大阪商法会議所・大阪株式取引所などで対応に追わ

れる。
朝日新聞、大阪日報、新聞集成明治編年史

明治20 1887 5 14
松本重太郎・山辺丈夫ら、内外用達会社と共同出資にて大阪織布会社の設立を申請していた

ところ、この日許可される。
朝日新聞・大阪日報・大阪毎日新聞新聞

明治20 1887 5 15
大阪府、内務大臣の達により区内の大地主・大営業人の調査を命じる。（附　北区よりの回

答）
堂島資料室文書5020(67〜72)

明治20 1887 5 15
旧自由党員ら、大阪自由亭において全国有志大懇親会を開く。また、これにあわせて大阪府

知事は板垣退助授爵に関する動静を警視総監に逐次報告する。

大阪日報、朝日新聞、三島通庸関係文書537-19(憲政資料室)、538-3、

538-5、新聞集成明治編年史

明治20 1887 5 15 田能村竹田追薦と同直入古稀の書画会が天満天神社で開かれる。 朝日新聞

明治20 1887 5 16

大阪府警部長、各区郡長に依頼し一、人民の動静、二、法律規則若しくは改正により実施上

の効果成績、三、宗教に関する景況、四、貧民ならびに乞丐の状況について内報させる。

（附　東区長よりの内報）

南区文書36(A21)、堂島資料室文書11490(p9〜18)

明治20 1887 5 17 大阪府、明治二十年度の地方税支弁および補助の河川名を公示する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 5 17 大阪商法会議所による商況調査報告ができあがり、この日臨時総会で討議される。 朝日新聞、明治大正大阪市史７

明治20 1887 5 17 大阪商法会議所、委員会規則を定め、ついでその細則を定める。

明治20 1887 5 20
大阪府、大阪商法会議所の諮詢を得て東成郡・西成郡をもって生魚小売商組合地の区域外と

する。
商法会議所一件、大阪水産物流通史
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明治20 1887 5 20
天王寺村外一ヶ村戸長橋本善右衛門、公園風趣維持のため四天王寺公園接続地の買上を建議

する。大阪府、これを却下する。
公園地一件書類

明治20 1887 5 20
松本重太郎・石崎喜兵衛・井上仁兵衛ら、西区土佐堀三丁目に日本酒類会社を設立し、清酒

の全国販売をめざす。(資本金二十五万円)
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 5 22 西成郡西側町、大阪市街への編入願書を大阪府に提出する。（二十三日かもしれない） 大阪日報

明治20 1887 5 23 大阪府、大阪商法会議所の規則改正を認可する。 商法会議所一件、大阪経済史料集成第一巻建議報告15　p612〜618

明治20 1887 5 25 東成・住吉郡長、本年度開設の両郡共進会規則を定める。 南区文書36(A21)

明治20 1887 5 25
大阪事件の公判が大阪重罪裁判所において始まる。七、八月ごろより市民の差し入れ、激励

が広まる。（附　国事犯嫌疑被告事件公判傍聴筆記）
朝日新聞、大阪日邦

明治20 1887 5 27 下郷伝平ら、大日本西陣織物会社を北区堂島に設立する申請書を出願する。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 5 28
大阪府、大阪大和間鉄道布設につき、大阪鉄道会社の測量が近日中に開始されることを示達

する。
布告及布達(新聞)、堂島資料室文書5022(284)

明治20 1887 5 29
医師江守敬寿、『大阪日報』に日本酒の防腐薬(サリチル酸)混用を指摘し、その毒性を問題

とする。これをめぐって新聞紙上に論争が起る。
大阪日報

明治20 1887 5 29 医師高橋正純、｢小児養生法｣を『朝日新聞』に連載し、正しい乳幼児保育法を示す。 朝日新聞

明治20 1887 5 30 肥物商取締金沢仁兵衛等、府知事に対し不正肥料の厳格な取締を求める。 大阪肥物商組合一斑二ﾉ下

明治20 1887 5 31 政府、東京・大阪・横浜に衛生試験所を置く。（内務五等技師桜井小平太所長となる） 法規分類大全(衛生)(官職)・大阪日報・朝日新聞

明治20 1887 5 日欠
ガス灯会社の設立申請が小林八郎兵衛ほか数名、および小川秀一ほか三名より、それぞれ提

出される。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 5 日欠
兵庫県二方郡湯村木岡矩方ほか八名、南区空堀町に農営授産会社を設立し、農家に耕牛を貸

渡さんとする。
大阪日報・朝日新聞・東雲新聞・大阪毎日新聞新聞

明治20 1887 5 日欠 北区役所、地方税にての新築が決定される。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 5 日欠 洋服商工仲間規約がもうけられる。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 5 日欠 難波村製燧社、日本橋筋裏手にマッチ工場を設立するため二町歩ほどの地所を購入する。 大阪日報・東雲新聞・朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (1)又木治太郎ら、西区京町堀通二丁目に大阪洋服会社設立を出願する 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (2)神田孝平が来阪し、神代古器物を取調べる 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (3)堺における青年一大運動会の広告 大阪日報

明治20 1887 5 月中
(4)鎮台病院は薬剤を処方箋により薬舗で買うよう改定し、東区の薬舗賀陽方にも薬剤売出

を託す
朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (5)尾張親睦会の開会広告 朝日新聞

明治20 1887 5 月中
(6)うつぼ中通博愛医院の小笠原大成が、らい病が不治の病ではなく治療できるとして、来

院を乞う広告
朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (7)私泉懇親会開会の広告 朝日新聞

18 / 170



4_明治前期大阪編年史綱文データベース 1887-1889

年 西暦 月 日 事項 典拠

明治20 1887 5 月中 (8)中国人雇用で洋服商を取調べる 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (9)山本藤八が西成郡岩崎新田に私設熱気消毒所を設置せんとする 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (10)衛生課で小児に適する洋服について協議する 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (11)ドーデー女史の「衣服改良論」と桜井昭応の「禁酒ノ要旨」の演説会の広告 朝日新聞

明治20 1887 5 月中
(12)大阪市中の各支川を埋め立てて町並とするか、馬車鉄道を布設することの利点を述べ、

提案する
大阪日報

明治20 1887 5 月中 (13)長唄、常磐津、新内等のなかで猥褻なるものを改良するため唱歌改良会を設けんとする 大阪日報

明治20 1887 5 月中 (14)本山参詣の帰国により、川口の汽船が創立以来の収入を得る 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (15)洋服の洗濯法広告 朝日新聞

明治20 1887 5 月中
(16)西区本田の屠業及び牛肉店経営の渡辺松五郎が突然廃業し、全国の官幣大社で屠牛の霊

を祭り、あらたに製紙業を営む
大阪日報

明治20 1887 5 月中 (17)日向居士による仏教哲学演説会の広告 朝日新聞

明治20 1887 5 月中
(18)堂島川筋、中の島大江橋淀屋橋間、梅田停車場周辺の工事のための立退きがすべて実施

に至らず、住民が安堵する
朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (19)農商課で府下の屠牛場持主を集め、屠牛場の構造不完全と不衛生の改良を達する 大阪日報

明治20 1887 5 月中 (20)大阪府警察本部で、四区に消防頭取を一名ずつ決めて月当番とする 大阪日報

明治20 1887 5 月中
(21)北区天満の青物市場・魚市場は、十九年度追加税を払う見こみがなく、集会して相談す

る
大阪日報

明治20 1887 5 月中
(22)一昨年の洪水に種々の寄付と援助をなした天王寺村の悲田会に対し、内務省から銀盃が

下賜される
朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (23)協栄商店荒木安吉の女性用衣料品、男女靴、缶詰類の大安売の広告 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (24)協栄組の男女靴の広告 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (25)下寺町の道路改鑿工事に着手する 大阪日報

明治20 1887 5 月中 (26)北区内に七十二の塵芥溜場を新設する 大阪日報

明治20 1887 5 月中 (27)難波村の興行師横井勘市が自費により千日前の巡査派出所を新築して寄付する 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (28)人形師大江伊兵衛が幼稚園用の動植物の模型品を製造し、東区役所より注文を受ける 大阪日報

明治20 1887 5 月中 (29)足袋商の宮田善七が足袋靴の製造を発明し、農商務省へ専売特許を出願する 大阪日報

明治20 1887 5 月中 (30)求婚広告 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (31)小学校男生徒の間で巻煙草喫烟が流行し、南区長が禁止を達するほどの事態となる 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (32)藤波楼によるほたるがりの広告 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (33)岸和田の作文学会が公私日用文を添削する作文自宅独習生を募集する 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (34)私立衛生会大阪支会の通常会後藤新平の講演 朝日新聞
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明治20 1887 5 月中 (35)大阪府土木課、私立会社の水道布設についてパーマー氏に質問 大阪日報

明治20 1887 5 月中 (36)府立大阪高等女学校で卒業証書の授与 朝日新聞

明治20 1887 5 月中
(37)謹終社設立案立ち消え後、関係者の奔走で汚穢物取捨場の設置に見通しがたつ(大阪清

潔社）
大阪日報

明治20 1887 5 月中 (38)四天王寺境内の将軍樹が出火 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (39)太融寺で善光寺如来の開帳 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (40)植木商仲間を解散する 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (41)市区改正の実施に先立って四区道路を改正せよとの意見 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治20 1887 5 月中 (1)マッチ木丸ムキ機械製造広告 朝日新聞

明治20 1887 5 月中
(2)綿の需要と紡績業の増大に伴い、清国からの輸入が増加しているが、国内農家の綿培養

に努めるべきとの論
朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (3)牡丹ビール売出の広告 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (4)西区の橋本孝良らが鉄工所を設立せんとする 大阪日報

明治20 1887 5 月中
(5)内外用達会社の製靴場で英国人クリスオーの指導により職工が熟達し、また製革機械も

到着する
大阪日報

明治20 1887 5 月中 (6)大阪セメント会社の資本金増額と役員改選の広告 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (7)天王寺村の神戸政吉が硝子製造所を設立し、ランプ・ホヤ等を製造せんとする 大阪日報

明治20 1887 5 月中 (9)木村儀右衛門が浪華ビールを発売する 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (10)阪堺鉄道会社の難波停車場に木かい製造所が落成する 大阪日報

明治20 1887 5 月中 (11)難波村の柿本宗兵衛が毛屑細工場を設立し、貧民を従事させることを計画中 大阪日報

明治20 1887 5 月中 (12)伊藤忠兵衛が、脂抜の刻煙草製造場の設立を出願し、専売特許を得る 大阪日報

明治20 1887 5 月中 (13)住吉村の萩原吉兵衛等が養蚕会社を設立して生糸を輸出する計画で協議する 大阪日報

明治20 1887 5 月中
(15)中の島製造会社で製造の真鍮船板の品質が向上して注文が増大するまた荒銅より金質を

分析する見こみ
大阪日報

明治20 1887 5 月中 (16)私立蚕糸製造伝習所が住吉村に移転して大阪蚕業会社と改称し、順調に事業をすすめる 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (17)絵具染料商石田政治郎のインジンゴの広告 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (18)各地農商工景況 大阪府農商工月報第十号(M20.6)

明治20 1887 5 月中 教育に関する新聞記事

明治20 1887 5 月中 (1)盈科学校を大阪一致英和学校と改める 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (2)薬学専門黌の生徒募集 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (3)大阪尋常中学校の試験規則改正の広告 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (4)私立専修学校の授業時間改正と英語教師ロックストンの招聘および生徒募集 朝日新聞
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明治20 1887 5 月中 (5)独逸語学舎の移転と生徒募集 朝日新聞

明治20 1887 5 月中 (6)大阪英語学館の移転と生徒募集 朝日新聞

明治20 1887 6 1 『大阪日報』、大阪市中営業優等者投票の二回目を開始する。 大阪日報

明治20 1887 6 3 工業諸会社の増加とともに技術者に対する需要の増加がみられることが新聞に報じられる。 大阪日報

明治20 1887 6 4
戎座座主三河安五郎・同幸三郎・俳優中村宗十郎等が発起に関わる改良演劇着手の祝宴が中

ノ島洗心館に開かれる。
朝日新聞

明治20 1887 6 5 大阪鉄道会社、大阪・今井町間の敷地測量に取りかかる。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 6 5 私立大阪教育会、府庁よりの諮問に対し、男女共学の是非について審議する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 6 5
『大阪日報』に｢虚飾(だて)くらべ｣が連載され、自然の肉体に人工的変形を加えることの害

が指摘される。
大阪日報

明治20 1887 6 7 平野紡績会社の設立が認可される 明治大正大阪市史史料1〜5、朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 6 7 『浪華新聞』が、発行停止を命ぜられる（二十八日解停）。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 6 8
大阪府、コレラ病患者発生の徴候あり、府民に告諭して不良飲料水を飲まないよう注意す

る。
布告及布達(新聞)

明治20 1887 6 9 川上音二郎、内務省による政談停止の禁が解け、道頓堀角演劇場で演説会を開く。 朝日新聞

明治20 1887 6 10
大阪府、医師に指示し吐瀉ある病者を診察したときには速やかに警察署・衛生課または郡区

役所・戸長役場へ届出させる。
布告及布達(新聞)

明治20 1887 6 11 大阪府、所得税調査委員選挙細則を定める。 布告及布達(新聞)、明治大正大阪市史

明治20 1887 6 11 大阪府、本年第二徴兵検査所および検査日割を定める。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 6 12 星亨ほか七名の政談演説会が新町座において開かれる。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 6 14 大阪府、所得税法取扱心得を定める。 布告及布達(新聞)・大阪日報

明治20 1887 6 14 西成郡上福島村浄成橋北詰に青物市場が開場する。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 6 15 北区若松町開業医林有雄の乳母検査所設立が認可される。 大阪日報

明治20 1887 6 21
道頓堀角劇場では幸豹三、新町座では混同金史らの政談演説会(これは二十二日)がそれぞれ

開かれる。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 6 22 『朝日新聞』、発行停止を命ぜられる(二十九日解停)。 朝日新聞、大阪日報、朝日新聞販売百年史

明治20 1887 6 23 大阪府、土地台帳その他諸帳簿調製手続を定める。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 6 23 新町座において東区町芸妓の演説会が開かれる。 大阪日報

明治20 1887 6 24 八田六郎兵衛、西洋のクラブにならい東区淡路町五丁目に集楽館を設立する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 6 25
道頓堀角の劇場で中村鴈次郎ら若手俳優が改良演説会を開く(ただし、当日料金を取ったこ

とから中村鴈次郎は出演せず)。
大阪日報

明治20 1887 6 26 道頓堀戎座において善積順蔵ら五名の政談演説会が開かれる。 大阪日報

明治20 1887 6 27 大阪府、区内を分画し所得税臨時取調掛を置く。 堂島資料室文書5023(38〜41)、南区文書35(A3)、大阪日報、朝日新聞
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明治20 1887 6 28 大阪府、約束郵便規則を定める。 布告及布達(新聞)・朝日新聞

明治20 1887 6 29 大阪府、小学校一科もしくは教科の教員並びに授業生俸給を定める。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 6 30 梅田停車場前の電信修技分校が廃止される。 大阪日報

明治20 1887 6 日欠 東京かなの会会員菟道春千代ら、同分会として東区北新町二丁目にいろは組を設ける。 大阪日報、新聞集成明治編年史

明治20 1887 6 日欠 大阪の某紡績会社、香港等に掛員を派遣して外国産綿の状況調査に着手する。 朝日新聞

明治20 1887 6 日欠 大阪四区・二郡および堺区内の摺附木製造業仲間規約が審議される。(七月一日認可） 大阪日報・朝日新聞

明治20 1887 6 日欠 西成郡難波村の藍の葉が枯れ凋む。 朝日新聞

明治20 1887 6 日欠 各区消防頭取より消防人足の服制を洋服に改良したいとの願いが出される。 大阪日報

明治20 1887 6 日欠 接近町村区部編入のうわさが流れる。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 5 月中 演説会に関する新聞記事(1)〜(32) 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 6 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治20 1887 6 月中 (1)大阪府、守口より野田までの新川を計画とか 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (2)堺事件の土佐藩士およびフランス水兵の紀年碑設立の計画 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (3)大阪地方衛生会員を新選 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (4)戎橋南詰丸万で西洋料理 新聞集成明治編年史

明治20 1887 6 月中 (5)梅花女学校生徒桜井ちか等、婦人衣服改良会を開く 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (6)京阪神福井県人親睦会の案内 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (7)掖済会、海員要請のための恵金函を船中に置く 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (8)大阪城桜門の再建工事に着手 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (9)河野春?の遺徳碑が建つ 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (10)淀屋橋南詰江戸安で洋食を開業 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (11)洋食の流行にあわせて洋酒販売店も増加 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (12)インク入れの広告 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (13)陶器類に写真を焼き付ける技術の伝習広告 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (14)杉村弥七、輸入毛糸販売の広告 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (15)こんにゃく版の販売広告 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (16)大阪砲兵工廠で三十二センチの海岸砲鋳造の計画 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (17)川口の器械氷製造所で鮮魚を冷蔵し腐敗を防ぐ工夫 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (18)生国魂神社の正遷宮 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (19)北区紅梅町・松ヶ枝町辺の字新宅、破損道路を修復するとか 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (20)婦人手芸会、東区備後町四丁目に移転する 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (21)西成郡福島村にマッチ工場ができ細民の生活が向上する 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (22)キリスト教婦人演説会の開会参聴人は女性に限る 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (23)扇谷組の改良ペント塗り広告 大阪日報
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明治20 1887 6 月中 (24)心斎橋筋に活気がもどる 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (25)宇田川文海著『欧州佳劇断腸花』の広告(改良演劇) 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (26)溝泥の捨て場に困る 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (27)天満・天神両橋の橋台工事、進捗状況 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (31)府庁の迎賓館を夕日ｹ岡に設置するとか 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 教育に関する新聞記事

明治20 1887 6 月中 (1)井上長平が堂島尋常小学校の男生徒を連れて住吉で運動会を準備中 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (2)西成郡で村民が小学校修繕費の徴収に応じないため説諭員派出 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (3)東区の小学校で英語科を設置し、英語を授業するとか 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (4)北安治川の芦分学校で幼稚科の開業式を行なう 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (5)本町で支那語夜学会の会員を募集する 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (6)盈進高等小学校及び東分校荷西分校で英語科を置いて教授しはじめる 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (7)府立高等女学校の入校希望者が多く、手芸科等のみを学ぶ生徒も臨時に募集する 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (8)中の島高等女学校が六月中に落成の見込み 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (10)中の島尋常師範学校の種子島時中が生徒に洋服の調製をすすめる 大阪日報

明治20 1887 6 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治20 1887 6 月中 (1)北区の鈴木孔友が獣毛により羅紗を製造する製絨所を設立する 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (2)熊谷辰次郎らが西成郡岩崎新田に設立したセメント会社で増資して拡大をはかる 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (3)難波村に柿本宗兵衛が開業した段通織立製造所を拡大し、会社の組織とする 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (4)野田村の森山弥三郎がコークス及び煉瓦石の製造所を設置せんとする 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (5)燐寸製造業が繁盛し、西成郡役所で製造所が増加する 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (6)堂島紡績所で第二号の紡績器械の増設を計画する 大阪日報

明治20 1887 6 月中
(7)西成郡の勧業委員が飼牛競進会を計画し、また農家の雇人の働きの出精の競争も計画す

る
朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (8)下福島村の坂本吉三郎らが兎培養会社を兎飼養会社と改称することを届ける 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (9)大阪クレー製造所の製紙用クレーの広告 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (10)大阪ノ川口正行らが設立した船舶正業会社が建物の新築に着手する 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (11)二ﾂ井戸町の玄番萬次郎がラムネを製造し、需要が増加する 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (12)大阪の材木商のあいだで木材を一度陸上げする旧慣を改良せんとする 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (13)絹綿糸の紡績会社の設立が増大する 新聞集成明治編年史

明治20 1887 6 月中 (14)長久斎による馬車人力車の製造販売広告 朝日新聞

明治20 1887 6 月中 (15)大阪府下で製造する人力車を支那へ輸出する 大阪日報

明治20 1887 6 月中 (16)各地農商工景況 大阪府農商工月報第十一号（M20.7)

明治20 1887 6 月中 統計に関する新聞記事
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明治20 1887 6 月中 (1)大阪商船会社の荷客数推移 大阪日報

明治20 1887 7 1 鉄道局、神戸・大津間の汽車賃を引き下げる。 大阪日報、新聞集成明治編年史

明治20 1887 7 4 東区内淡路町の女子講学会・速成実学会が瓦町に移転し、事業を拡張する。 大阪日報

明治20 1887 7 4 川口居留地のアメリカ人三十人ほど、独立百十年を祝う。 大阪日報

明治20 1887 7 5
大阪府地方衛生会、汚水排除の法、井戸構造の方法その他大阪府からの諮問につき、審議を

行なう。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 7 5
『大阪日報』、大阪の水道が実現しないことを批判し、市民自らが乗り出すことを主張す

る。
大阪日報

明治20 1887 7 8 大阪府、中ノ島監獄を廃して堀川監獄に合併する。 布告及布達(新聞)、堂島資料室文書5026(113)、朝日新聞

明治20 1887 7 10 大阪府、天神橋筋より下三番村に至る中国街道の拡幅を計画する。 大阪日報

明治20 1887 7 10 住友の田辺貞吉、インド地方の景況を『朝日新聞』に語る。 朝日新聞

明治20 1887 7 11 大阪府庁の執務時限を午前八時から正午までとする。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 7 11
府立大阪博物場、開場時間を延長する。八月五日より電気灯を試験点灯し、同月十日より常

時夜間点灯する。見物者多し。

博物館一件、府立大阪博物場沿革誌明治二十年、大阪府教育百年史第三

巻、朝日新聞、大阪日報。

明治20 1887 7 12
大阪・神戸の有志、板垣退助の阪神間居住を希望するとの話を行なったところ、『朝日新

聞』の紙上に同氏を大阪選出の国会議員に選出せんとの記事となり、世論をにぎわす。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 7 13 大阪府、諸税納入及び諸願伺等のため出頭の人民を長時間待たせないよう内訓する。 堂島資料室文書11498(208)

明治20 1887 7 16 身体の強壮を求めるため快楽の運動を行なう体育会を中ノ島北通六丁目に設立する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 7 17 東区住吉町四十番地で出火。延焼数戸にて鎮火する。水上警察のポンプが初めて活躍。 朝日新聞

明治20 1887 7 17
横浜在住のヘボン、大阪で出版の『和英語林集成・平文大辞書』の不完全なことを読者に忠

告する広告を新聞に掲載する。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 7 18 佐野商務局次長、東亜貿易商会に来て日清貿易についての演説を行なう。 朝日新聞

明治20 1887 7 20 大阪府、暑気に向い、コレラ病への用心を告諭する。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 7 21

大阪府、通称千日前興行場遊覧場人寄席遊技場を明治二十一年十二月限り禁止することを達

する。関係興行人等強く歎願し、明治二十一年四月十八日大阪府は明治二十三年十二月まで

この延期を達する。

南区文書35(A3)、朝日新聞、大阪日報、大阪府史史料・秘書綴乙

明治20 1887 7 21
大阪毛糸紡績会社の発起人一同、小林八郎兵衛・井上仁兵衛・石崎喜兵衛・平松芳次郎を創

立委員に選び、創立事務を進める。（八月五日認可）
大阪日報・朝日新聞

明治20 1887 7 23
加藤喜太郎・田山宗尭ら九人の発起人、かなの会大阪分会を設ける。この例会にて来阪した

大槻文彦、言文一致の主張を行なう。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 7 24 大阪府、学務課を北区常安町大阪府尋常師範学校内に移す。 布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史

明治20 1887 7 24
天神祭が三年ぶりに開かれる。大阪・大和間の陸路が整備され、剣先舟が衰退したため、舟

子の太鼓役がそろわず困難する。
朝日新聞、大阪日報
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明治20 1887 7 26
大阪府、帰休兵ならびに予備役後備軍躯員兵員にして定時演習召集に際し父母の重病或は死

亡の故をもって召集延期出願および取扱手続を定める。
布告及布達(新聞)

明治20 1887 7 28 西成郡難波村六百五十番地で出火。延焼十数戸、死者一人。 朝日新聞

明治20 1887 7 30 大阪府、明治十三年七月天一〇八号を廃止して屎尿汲取運搬取締規則を定める。 布告及布達(新聞)、堂島資料室文書5025(310〜312、大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 7 31 住吉祭、にぎやかさをとりもどす。 朝日新聞

明治20 1887 7 日欠
四区および西成郡難波村の不潔家屋調査が終り、所有者に対し立退・改造・取崩がそれぞれ

命ぜられる。（日本橋三〜五丁目を除く）。
朝日新聞

明治20 1887 7 日欠 製造場に関する管理取締、農商務課から警察本部に移る。 朝日新聞

明治20 1887 7 日欠
大阪鉄道会社、草津・四日市間の線路を関西鉄道会社に譲り、伊賀を経て津に達する線路に

改める。
朝日新聞、大阪日報、新聞集成明治編年史

明治20 1887 7 日欠
府会議員扇谷五兵衛・大三輪長兵衛・平松徳兵衛ら、西区本田町字妙見裏の湿地・田畑を埋

立て、五万坪ばかりの新市街造成を目論見、各地主に相談する。
大阪日報

明治20 1887 7 日欠
小林八郎兵衛・高田久右衛門ら、日本綿繰会社を西成郡伝法村に設立し、本邦産綿の活路を

見出さんとする。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 7 日欠 大阪硫曹製造会社の設立など、人造肥料の製造が軌道に乗る。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 7 日欠
福井忠助と四区二郡の水屋仲間との調停が成立し、水濾器械を据えつけた会社の設立が決ま

る。
大阪日報

明治20 1887 7 日欠 町芸妓の演説が引き続き人気を呼ぶ。 大阪日報

明治20 1887 7 日欠
亀岡徳太郎・泉由次郎・高木善兵衛ら、京都にある本派本願寺の普通学校を大阪に移さんこ

とを企図する。
朝日新聞

明治20 1887 7 日欠 藤田組、市街に電気灯の設置を申請、ガス灯との選択が注目される。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 7 日欠
大阪府衛生課、天満魚市場に対し、午前九時を過ぎれば生魚の腸を抜いて販売すべきを達す

る。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 7 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治20 1887 7 月中 (1)手芸練習女会の会員募集広告 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (2)妙寿寺門前の富竹が浦江蓮の花盛を広告 朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (3)淀川に関する沿革調査が終り、府庁に提出される 朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (4)石炭油のカンテラの煤で顔が真黒になった増田ふさが妖怪とまちがえられる 朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (5)塩町の中西商店が羽二重と縞小倉で仕立てた子ども用改良服を販売する 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 7 月中 (6)公判中の大阪事件被疑者の履歴をまとめた大阪事件志士列伝出版の広告 大阪日報

明治20 1887 7 月中 (7)大阪鉄鋼所で製造中の汽船が大阪徳島間に開かれる航路のために買入れられる 大阪日報

明治20 1887 7 月中 (8)演説会の弁士の品が下がってきて、ある弁士が写真屋や土弓屋で詐欺をはたらく 大阪日報

明治20 1887 7 月中 (9)西成郡の本荘村と北野村が青物市場の設置をめぐり、紛議となる 大阪日報
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明治20 1887 7 月中
(10)東成郡今福村の筧半兵衛が洪水三周年にあたり、当時の慈善家の恩恵を忘れず、後難に

備えるべく諭告せんとする
朝日新聞

明治20 1887 7 月中
(11)一昨年の水害に功あった田辺密の紀念碑建築が立消えになったのを中野治兵衛が再興せ

んとする
朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (12)生国魂神社の祭典が賑い、砲兵工廠は職工が欠勤するため臨時休業とする 大阪日報

明治20 1887 7 月中 (13)『浮雲』第一編の紹介 大阪日報

明治20 1887 7 月中 (16)城山誠一が朝野新聞社の客員となり、今後の活動について広告する 大阪日報

明治20 1887 7 月中
(17)難波村の若者が台楽を組立てかつぎ出し、難波村に貸金のある五貫屋が返済を訴えてい

ることに不満をもち、五貫屋を攻撃する
朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (18)御霊神社渡御執行の節に献納のため烟火を打上げる 朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (19)府下四区の人力車営業取締人らが集会をもち、車賃の値下げを決定する 朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (20)愛国目醒演説会で大日本有一会の成等常照が演説するため帰阪する 朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (21)癩病人に対する英国の対処の昔と今 大阪日報

明治20 1887 7 月中
(22)東区の座摩神社の夏祭りで蒲団太鼓の持ち出しを見合わせ、太鼓台を出して引きまわす

計画
大阪日報

明治20 1887 7 月中 (23)戎橋より難波停車場までの道路を取拡げ、また改修も行なう 大阪日報

明治20 1887 7 月中
(24)南地の芸妓が櫛巻の髪形で本フランネルの単衣を着るのが流行となり、また、鯰つりの

遊びが流行する
大阪日報

明治20 1887 7 月中 (27)今宮の金岡楼の開業広告 朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (28)九郎右衛門町の花かんざし商英で室内電気灯を買入れる 大阪日報

明治20 1887 7 月中 (29)道頓堀の煙草屋入一が煙草を買った人に番号券を渡し、景品と交換せんとする 大阪日報

明治20 1887 7 月中 (30)大阪の三大工事は水道布設を第一とし、第二に川口築港、第三に市区改正の順で行なう 大阪日報

明治20 1887 7 月中 政談演説会に関する新聞記事(1)〜(28) 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 7 月中 学校・教育に関する新聞記事

明治20 1887 7 月中 (1)四区の学事 朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (2)西成郡の小学校 朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (3)関西法律学校が天満橋筋に寄宿舎を設置するまた、生徒を募集する 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (4)(削除） 朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (5)梅花女学校が志願者増加により、改築を期する 朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (6)東区博労町の予備学校が、米国人ランバス博士を招き、生徒を募集する 大阪日報

明治20 1887 7 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治20 1887 7 月中 (1)坩堝製造所許可 大阪日報
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明治20 1887 7 月中
(2)土木・織物・器械製造等の技師の需要が頓に増加するも、机上の空論だけの者が多いこ

とに注意させる記事
大阪日報

明治20 1887 7 月中 (3)肥料騰貴のため綿木を抜いて薩摩芋に植えかえ、苗代は加減がよくて農民は安心する 朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (4)山羊乳の販売広告 朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (5)靭中通の深見彦四郎がペンキ製造所建築を出願する 朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (8)綿の作柄がよく、需要増により相場も高くなる見込み 朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (9)歯磨共進会の計画 大阪日報

明治20 1887 7 月中 (10)阪堺鉄道会社の株主総会 朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (11)大阪製銅会社の定式総会・燐青銅板製造・東京支店の落成 朝日新聞

明治20 1887 7 月中
(12)宮原村戸長の小岸庄九郎は、福岡県林遠里の発明した改良犂を使用し、その優良性を郡

長に報告する
朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (13)京都府士族木下知盈が天神橋筋に藁紙製造所の設置につき府庁から許可を得る 大阪日報

明治20 1887 7 月中 (14)餅饅頭団子商事務所を南本町に移転する 朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (15)東亜貿易商会の総会が開かれ、天津貿易の隆盛をはかる 朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (16)開真舎の石鹸製造販売の広告 朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (17)東区今橋の秋馬商店による深浅揚水器の販売広告 朝日新聞

明治20 1887 7 月中
(18)石油の需要増加にもかかわらず、種油が汽船や器械、鉄道に利用が高まり、油絞元が喜

ぶ
大阪日報

明治20 1887 7 月中 (19)各地農商工景況 大阪府農商工月報第十二号(M20.8)

明治20 1887 7 月中 諸会社・銀行等の営業報告

明治20 1887 7 月中 (1)大阪製銅会社の明治二十年上半季の営業損益勘定 大阪日報

明治20 1887 7 月中 (2)大阪製銅会社株主総会の記事中の役員改選の訂正 大阪日報

明治20 1887 7 月中 (3)第百二十一国立銀行の上半季実際報告 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (4)大阪堂島米商会所の前半期総勘定広告 大阪日報

明治20 1887 7 月中 (5)大阪第四十二国立銀行の半季実際報告 大阪日報

明治20 1887 7 月中 (6)第三十四国立銀行の半季実際報告 大阪日報

明治20 1887 7 月中 (7)大阪第百四十八国立銀行の上半季の諸勘定報告 大阪日報

明治20 1887 7 月中 (8)第五十八国立銀行の上半季実際報告 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (9)大阪株式取引所の利益金割合報告 大阪日報

明治20 1887 7 月中 (10)第百三十六国立銀行の上半季実際報告 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 7 月中 (11)第百三十国立銀行の上半季実際報告 大阪日報

明治20 1887 7 月中 (12)大阪商船会社の上半季勘定報告 大阪日報

明治20 1887 7 月中 統計に関する新聞記事

明治20 1887 7 月中 (1)府下四区三郡の凍氷営業者数 大阪日報
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明治20 1887 7 月中 (2)全国代言人の総数 大阪日報

明治20 1887 7 月中 (3)全国諸会社の一覧表 大阪日報

明治20 1887 8 2 大阪府巡査の脚気病者転地療養地として島上郡総持寺がえらばれる。 大阪日報

明治20 1887 8 3 大阪府、馬匹調査徴発取扱手続を定める 布告及布達(新聞)

明治20 1887 8 4 大阪砲兵工廠鋳造の綫臼砲試験が泉州大津川にて実施される。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 8 4 大阪府庁北手江の子島上之町の人家百余戸に立退きが命ぜられる。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 8 5
藤田伝三郎・土居通夫・田中市兵衛など、大阪取引所を創立し、この日農商務大臣の特許を

得、まさに開業せんとするも、明治二十一年、ついに実施を見ずして解散する。

朝日新聞、大阪日報、大阪堂島米商沿革、株式会社大阪株式取引所沿革及

統計

明治20 1887 8 5
西成郡伝法村井上仁兵衛ら、風帆船所有者を糾合して、盛航社の設立を進め、この日認可を

受ける(資本金三十万円)。
朝日新聞、大阪日報・東雲新聞

明治20 1887 8 5
戎座の三河幸三郎ら、演劇の改良をめざし出願の浪花演劇会社の設立が認可される。(戎座

を充用)
朝日新聞・大阪日報

明治20 1887 8 5
大阪府土木課、梅田停車場より北区堂島蜆橋までの新道開通のため、路線の測量にとりかか

る。
大阪日報

明治20 1887 8 6
大阪府、コレラ病毒の汚染物を河流にて洗條または吐瀉物を投棄したときの標旗掲示につい

て注意を喚起する。
布告及布達(新聞)

明治20 1887 8 6 東京の守隨彦太郎および大阪の山本清之助、改良秤器の製造を申請する。 新聞集成明治編年史

明治20 1887 8 6 中の芝居で春の家朧の「当世書生気質」を上演する。 大阪日報

明治20 1887 8 7 西成郡種子交換会が福島小学校において開かれる。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 8 8
大阪鉄道会社、南区御蔵跡町より大和今井町に至る線路実測を終了し、第二期の測量に着手

せんことを府庁に届け出る。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 8 10 大阪府、府立大阪書籍館規則を修正し、閲覧を有料化する。 布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史・大阪日報

明治20 1887 8 10

綿問屋秋馬新三郎・渋谷庄三郎・渋谷正十郎・中野太右衛門・関守正八・渋谷庄兵衛、自家

の商業を廃し、新たに合同して内外綿会社を設立し、紡績業の需要に対応せんとして出願す

る。(十三日認可)

朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 8 10 菜種の絞油職工、手当の継続を要求して休業をはじめる。(十七日和解) 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 8 10
天王寺村超願寺住職森祐順ら、満期放免の監獄囚を善導し授産するための会社設立を企図す

る。
朝日新聞

明治20 1887 8 10 『朝日新聞』、条約改正の延期に賛成する社説を掲載する。 朝日新聞

明治20 1887 8 11 東亜貿易商会の前途を案じる文章が新聞に掲載される。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 8 12
日本駐剳朝鮮公使閔泳駿の一行、来任の途次大阪を過ぎ、この日府庁を訪れ、また鎮台・砲

兵工廠・造幣局等を巡覧して翌日東上する。
朝日新聞

明治20 1887 8 12 大阪府、川船業組合を認可する。 明治大正大阪市史史料46-5(a)
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明治20 1887 8 13
南北両区および接近二郡の飲料水販売者ら、東区本町四丁目浄久寺において飲料水改良会を

開き、福井忠助の濾水器に対抗せんとする。
朝日新聞

明治20 1887 8 14 大阪婦人学習会、規模を拡大して新たな入会者を募る。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 8 15
泉由次郎ら、西区西道頓堀三丁目に物産取扱商社を設立し、大阪輸入物産の委託販売、各地

需要の物品購入などの事業に従事する。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 8 16
南区役所、道頓堀筋戎橋南詰浜側より東二ツ井戸町までの道路取り拡めのため家屋切り縮め

を所有主七十五名に口達する。所有主ら、その延期を嘆願する。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 8 17
西成郡上福島村薬舗吉岡直一ら、同所に大阪製薬会社を設立し、蒸気器械二台設置せんこと

を出願する。
大阪日報・朝日新聞

明治20 1887 8 17
東区某校生徒しづのめきく、和服に靴・束髪などの装いに込められた女性進取の精神を強調

する。
大阪日報

明治20 1887 8 19 野口銈太郎、再び私立大阪商業学校設立の認可を請願する。大阪府これを認可する。 商業学校、大阪府教育百年史、朝日新聞

明治20 1887 8 19 大阪で日蝕が観測される。当局の諸注意もあり、その対応で市中騒動する。
布告及布達(新聞)、大阪府農商工月報第十三号(M20.9)・大阪日報・朝日

新聞

明治20 1887 8 20 有栖川宮熾仁親王来阪し、数日滞留する。 朝日新聞

明治20 1887 8 21 大阪商船会社、株主総会にて頭取広瀬宰平の留任を望み、同人も後日ついにこれを諾す。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 8 21 大阪日報社、東区高麗橋三丁目、旧東警察署跡に移転する。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 8 24
五月三日以来この日に至るまでの大阪府下コレラ病患者は七十二名、死亡者三十九名とな

る。
大阪日報

明治20 1887 8 25
海軍大臣西郷従道来阪し、砲兵工廠・造幣局・控訴院・鎮台等を巡覧して二十八日京都に向

う。
朝日新聞

明治20 1887 8 25 井上仁兵衛らの発起による大阪石炭会社の設立が認可される。 朝日新聞・大阪日報

明治20 1887 8 25 椿本庄助ら十三名、西区北堀江通四丁目に大阪藍会社の設立を出願する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 8 27
大阪府、大阪尋常中学校を当分西区江戸堀北通一町目東江尋常小学校分校舎へ移し、九月一

日に開校する。
布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史、朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 8 28 大阪府、生霊祭において不熟の果物や腐敗した食物等を食さぬよう府民に注意を喚起する。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 8 28 東京鎮効舎製造の鎮火薬試験が城南練兵場で行なわれる。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 8 29 大阪府、一部豆腐商の不満を調整し、仲間規約の認可を可能とする。 大阪日報

明治20 1887 8 日欠 この月上旬、所得税下調べほぼ終了する。申告者・金額ともに予想を大きく下回る。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 8 日欠 寝台虫(ナンキン虫)が市中に広まる。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 8 日欠 大阪造幣局で褒賞条例にもとづく賞牌の製造をはじめる。 大阪日報

明治20 1887 8 日欠 羽田恭輔ら、獣毛織物会社の設立を計画する。 大阪日報
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明治20 1887 8 日欠 水田いま・齋藤嘉兵衛・大野七兵衛、生漆問屋によびかけて生漆商社設立を計画する。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 8 日欠 大阪府下の書籍商、文部省出版の教育書の製本および売捌きを出願することで合意する。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 8 日欠 北浜五丁目の医師山田俊卿、南区安堂寺町二丁目に私立育児院の設立を計画する。 大阪日報

明治20 1887 8 日欠 大阪鎮台陣営経理部、大阪城天主台に物見台を設置し、内外貴顕に供す。 大阪日報

明治20 1887 8 日欠 淀川筋拡幅の計画が進む。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 8 日欠 四区内の売薬業者が同業利益のため徳盛会を設立する。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 8 日欠 本町三丁目青木喜太郎、獣毛を使った毛糸を製造し販売する。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 8 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治20 1887 8 月中 (1)播州舞子の浜へ海水浴に行く人々が増える 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (2)蓮の花の見どころ 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (3)屠牛営業者の違法行為を取り締る 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (4)吉田静雅堂の西洋おしろい(広告) 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (5)渋谷玉顔堂の皮膚薬(広告) 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (6)平野郷から河内柏原村までの道路拡幅が竣工 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (7)日本文学会(京町堀通四丁目)発行の『文学雑誌』(広告) 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (8)梅田ステーション前清華楼の改造、料理の広告 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (9)区内で流行の染物色合い順位付け 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (10)坪内雄蔵(逍遥)、朝日新聞社の招聘を断る 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (11)平野町二丁目橋岡能舞台で学術大演説会 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (12)戎座で仏教大演説会 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (13)島上郡勝尾寺にあるかやの屋店の避暑地広告 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (14)浄土宗と天輪王宗の討論 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (15)下寺町より一心寺下相坂までの道路開鑿工事の竣功が二十五日に延期される 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (16)神崎川の堤防中迂回のところを附替える 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (17)鎮台で納涼のために営内に夜店を出すことを初めて許可する 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (18)山羊乳の販売広告に対する注釈 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (19)大阪府駆黴院で他病を発した娼妓は退院できるように評議中 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (20)南区でキリスト教の葬式が親類に反対され、やむなく仏式により執り行う 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (21)伏見町に十九日から黒住教説教場を開く 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (22)北海道より帰阪した人が｢アイヌの歌｣を投書する 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (23)難波新地六番丁官有浜地の建家に立退き・切縮めを命じる 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (24)大阪府、長家建築規則を改正せんとする 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (25)西成郡庁で事務迅速をはかるため、部署の位置などを改良する 朝日新聞
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明治20 1887 8 月中 (26)正信会本局で仏教演説会を開く 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (27)地方衛生会で寝台虫駆除と長家建築規則の改正を審議する 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (28)四区二郡内の理髪業仲間で紛議が絶えず事務所を引払う 大阪日報

明治20 1887 8 月中
(29)養父母に見捨てられて乞食となった子どもを奇特な親戚の二人が捜し出して引取り、相

続人とする
朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (30)七夕の節句 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (31)滋岡功長の死去と葬儀 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (32)大阪医会西支部が医学上の会合を開く 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (33)有志者により大宝寺町に種痘院が設立される 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (34)監獄で取調べのため囚徒の写真を撮影することとなる 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (35)書店岡島宝文館の売出し広告（洋式店舗） 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (36)鎮台で兵士の隊名と姓名を記した認識牌を胸部につけさせることにし、製造にかかる 大阪日報

明治20 1887 8 月中 学校・教育に関する新聞記事

明治20 1887 8 月中 (1)梅花女学校の生徒募集広告 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (2)大阪尋常師範学校で音楽の伝習を受けた小学校教員が卒業証書を与えられる 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (3)英学独修会が会員を募集 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (4)協立学校の生徒募集と五、六月収支精算 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (5)予章館の移転と授業の広告 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (6)小学校で太鼓を打つ時刻の差について根来平一が投書する 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (7)尋常小学校の始業 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (8)泰西学館の移転と生徒募集 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (9)予備学校および分校の生徒募集 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (10)府立大阪商業学校の卒業証書授与式 大阪日報

明治20 1887 8 月中 演説会に関する新聞記事(1)〜(17) 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 8 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治20 1887 8 月中 (1)四区一般各職工業者の概況 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (2)トノシム商会による瓶詰用諸器械廉価販売の広告 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (3)共栄組の煉化石発売広告 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (4)会社の設立と株券売買の内幕 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (5)養蚕伝習所の好結果 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (6)愛阪汽船会社が汽船黄金丸の新造を注文する 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (7)紙商事務所の新役員 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (8)大阪紙函製造所の移転と女工募集の広告 朝日新聞
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明治20 1887 8 月中 (9)人力車販売の広告 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (10)支那綿輸入増加により、畿内の綿作が減少する 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (11)玉江町の製紙場が隣地を購入できず、拡大に苦慮する 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (12)玩弄物の需要が高まり、従業者が増加する 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (13)恵比須ビールの売出し 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (14)新隈政次郎の西洋形造船場の設置 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (15)北浜保宣らが紙函製造会社を設立 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (16)大阪燐寸製造会社が器械を買入れて隆盛を企図する 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (17)大阪砲兵工廠にドイツの蒸気機関が到着 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (18)洋酒の模造が増え、空瓶の価格が騰貴する 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (19)第一砂糖商社の鎖店 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (20)洋服裁縫店の盛衰 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (21)売薬営業仲間事務所の役員改選 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (22)大阪株式取引所の考課状 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (23)三軒家村で撚糸会社が開業間近となる 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (24)青筵(畳表)製造人が資力なきため銀行や会社を設立できず、困難をきわめる 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (25)鬢付けの注文が朝鮮国から多くきて製造が増加する 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (26)内外用達会社の移転広告 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (27)薬取次業の西尾政七が移転と目標(天狗)を広告する 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (28)西洋水平器の広告 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (29)茶商山本半兵衛が独立して製茶再製所を設立する 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (30)各地農商工景況 大阪府農商工月報第十三号(M20.9)

明治20 1887 8 月中 諸会社・銀行等の営業報告

明治20 1887 8 月中 (1)淀川汽船会社前半季実際報告 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (2)大阪第七十三国立銀行半季実際報告 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 (3)第三十二国立銀行半季実際報告 朝日新聞

明治20 1887 8 月中 統計に関する新聞記事

明治20 1887 8 月中 (1)府立大阪博物館の七月の出品および来館の統計 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (2)淀川船舶の七月の統計 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (3)七月に川口で扱った西洋形船舶の統計 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (4)府下四区の綿商による上半期の綿の輸入高取調べ 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (5)定時刊行物現在数 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (6)四区の石油取締人による上半期輸出入の取調べ 大阪日報

明治20 1887 8 月中 (7)十九年度の菜種の輸出入額統計 大阪日報
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明治20 1887 8 月中 (8)肥料輸出概額 大阪肥物商組合一斑三

明治20 1887 9 1
藤田組、東区今橋二丁目に移転し、内外用達会社大阪支社がその跡に入る。また本月二十五

日、藤田伝三郎が北区網島町に移る。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 9 2 故小室信介・沢辺正修の紀念文庫設立が呼びかけられ、文庫を京都同志社に置かんとする。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 9 2 大阪婦人学習会、道修町二丁目元日本絵入新聞社跡に移転する。 大阪日報

明治20 1887 9 3 北区堂島船大工町田中得二郎ら、四区内に八ヶ所ほどの屎尿取扱所設立を出願する。 大阪日報

明治20 1887 9 3
和歌山県の平松芳次郎ら、東区備後町に資本金十万円にて綿フランネル販売会社の設立を出

願する。
大阪日報・朝日新聞

明治20 1887 9 4
大阪府武内書記官、水道布設において国の補助を得ることができず、私立の会社による布設

を考える。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 9 7 大阪日報および浪華新聞、附録（国事犯事件公判傍聴筆記）が差し押さえられる。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 9 7
大阪府、雑喉場魚市取締人に対し、生魚小売業者のうち鑑札所持者のみに生魚販売が可能か

どうか問う。
朝日新聞

明治20 1887 9 8 内務省御雇工師デレーケの淀川改修・大阪築港設計案が『大阪日報』に紹介される。 大阪日報

明治20 1887 9 9 浪華新聞社、東区高麗橋三丁目、大阪日報社と同じ所に移転する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 9 9
『大阪日報』、大阪の繁栄は自然の地理的条件にあったが、交通・通信の発達によっては、

その地位も不安定となることを述べ、今後の新大阪創出の条件を考察すべきを論じる。
大阪日報

明治20 1887 9 10
大阪府、区町村教育に関する事項を賛助させるため毎小学校に一名乃至数名の学事委員を設

置する。この日学事委員規程を定める。（明治二十二年七月十六日廃止）

布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史、堂島資料室文書5025(327〜328)、

大阪日報、朝日新聞、大阪朝日新聞

明治20 1887 9 10
大阪事件被告加藤宗七・土屋市助・山崎重五郎・川北寅之助の慰霊碑竣工を期し、在阪有志

の慰霊懇親会が天王寺天神山の辺で開かれる。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 9 11 大阪府庁の執務時限を午前八時から午後二時までとする。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 9 11 東区横堀四丁目で出火。全焼十九戸、引き崩し四戸。 大阪日報

明治20 1887 9 12
四天王寺公園取締平賀晃順、公園風致維持のため公園接続地の買上げ及び周辺野竹の開墾を

建議する。（大阪府は却下）
公園地一件書類(府)

明治20 1887 9 13
東区本町四丁目吉川善兵衛ほか二名、西成郡川崎村に大阪製油会社を設立し、内国産の石油

を精製して機械油を製造販売する。
朝日新聞、大阪日報・東雲新聞

明治20 1887 9 14 この日より大和・摂津・河内各郡の有志、地租軽減を求めて府知事に請願する。 朝日新聞、新聞集成明治編年史、大阪日報

明治20 1887 9 15 千日前新琴平社前で東京・大阪合併の大相撲が開かれる。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 9 15
大阪共和会、『教友雑誌』第一号を発行するが、まもなく設立員の目幸凝観・佐々木遣龍ら

六人が退会する。
朝日新聞

明治20 1887 9 17 北区曽根崎新地で出火。延焼二十余戸。 朝日新聞第2576号明治20年9月20日
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明治20 1887 9 17 大阪医会、規約改正のための会議開催を中止、これ以降分裂の方向にすすむ。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 9 17 砂川雄峻校主、田中成美幹事で大阪英法学校を中ノ島二丁目に設立することを広告する。 朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治20 1887 9 19
葬具改良会社、安井健治・泉由二郎・山口源兵衛が発起人総代となり大阪馬車会社と改称

し、設立を出願する。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 9 19
豊田文三郎ら大阪の有志が計画した谷干城歓迎の有志懇談会、谷干城の都合がつかず流会と

なる。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 9 21 阪堺鉄道の住吉停車場移転を見合す。 大阪日報

明治20 1887 9 22 大阪府、尋常師範学校附属小学校生徒授業料を改正する。 布告及布達（新聞）、大阪府教育百年史第三巻

明治20 1887 9 22 東区瓦町二丁目蒲田徳蔵ら、資本金五万円にて内国綿打会社を設立する。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 9 22
大阪紡績会社工務支配人山辺丈夫の欧州にて注文したリング機および同機設置予定の工場概

要が新聞に紹介される。
朝日新聞

明治20 1887 9 24 大阪事件についての宣告が行なわれる。
大阪日報、朝日新聞、新聞集成明治編年史、憲政資料室三島通庸関係文書

538-33

明治20 1887 9 26 大阪府警察本部、組織を変更する。 朝日新聞、大阪百年史、大阪府警察史

明治20 1887 9 27 私立大阪商業学校、東区本町四丁目に移転する。 商業学校、大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 9 27
大井憲太郎・新井章吾・館野芳之助、大阪事件判決につき大審院に上告する。つづいて諏訪

庄太郎・小林樟雄の二名も上告する。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 9 28 第七旅団本部、歩兵第八聯隊軽病室跡（旧偕行社跡）へ移転する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 9 28 西成郡木津村井野清次外四人出願の大阪皮革会社(資本金五万円)、設立が認可される。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 9 28 東区内牛乳商有志、大阪牛乳会社(資本金一万円)の設立を出願する。 大阪日報

明治20 1887 9 28 『大阪日報』、梅花女学校のユニークな教育方針を紹介する。 大阪日報

明治20 1887 9 30 大阪府農商課、蚕紙検査所を堂島浜通三丁目大阪府植物園内に開設する。 朝日新聞

明治20 1887 9 日欠

監獄改良が大きな世論となる。また、桜井典獄は、囚人懲戒の仕方を改良し、新築の堀川監

獄では一人房二百の建築をすすめる。一方、満期出獄後の授産を援助する組織の検討もはじ

まる。

大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 9 日欠 大阪府、若松町監獄引払い後の跡地を始審裁判所新築用の地所とすることを決める。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 9 日欠 大阪府会議員および大阪組合代言人中の有志五十余人、談話会を興す。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 9 日欠
西成郡曽根崎村香山親彦、市街接近村の貧民子弟のため授産会社設立を計画し、貧民学校と

施療病院の設置をはからんとす。
大阪日報

明治20 1887 9 日欠 西成郡曽根崎村香山親彦、日本赤十字社支社の設置を計画する。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 9 日欠
北区樽屋町酒造業丸山卯兵衛・西区幸町通一丁目同業善田常三郎、酒造研究所を創設し、官

吏に造酒過程の研究了解を与えんとする。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 9 日欠 洋服商工業組合、総取締に井上善兵衛ほか四人の取締をえらぶ。 朝日新聞、大阪日報
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明治20 1887 9 日欠 大阪製銅会社、海軍の魚雷製造の一部を請け負い、海軍の技術指導を受ける。 大阪日報、東雲新聞

明治20 1887 9 日欠 川上音二郎、各所で宗教論駁哲理学演説会を開く。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 9 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治20 1887 9 月中 (1)裁判所の出勤を午前八時、退出を午後二時と定める 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (2)キリスト教信者の増加により、島の内教会等では建増をはかる 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (3)安治川南通一丁目から西成郡天保町まで馬車鉄道を計画 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (4)西村定次郎製造小学校生徒用ランドセールの広告 大阪日報

明治20 1887 9 月中
(5)北と曽根崎の両警察署が川崎村・長柄村の堤で良民を害するとの咎で野臥せり二十余人

を捕え、取調べる
朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (6)美野田覚念の仏教改良哲学演説会 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (7)洋服裁縫専修学館の入学生募集 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (8)駕籠の利用が激減したため、二万人余の駕人足が集会し、転業を相談する 大阪日報

明治20 1887 9 月中
(9)京都の安原商会が、大阪梅田ステーション待合所、及び阪堺鉄道の難波・住吉・大和川

の各ステーション待合所の広告掲示に要する料金を紹介する
朝日新聞

明治20 1887 9 月中

(10)火葬業の八弘社が、不景気のため遺骨を受け取れない人民が増加して二年来同社に溜

まっている二千四百余の遺骨の霊を慰めるため、天王寺の納骨所に納めて大供養を執行せん

とする

大阪日報

明治20 1887 9 月中 (11)日本橋西詰大花堂、小学校に仏教の一課を置く意見書を新町座において朗読する 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (12)大倉組絨販売所豊田善右衛門支店で洋服裁縫職工の募集 朝日新聞

明治20 1887 9 月中
(13)千日前の吉田席で、松旭斎天一の｢箱抜け｣という芸の最中に軽気球(ふうせん)が落ち、

中にいた二人が気絶して大騒ぎとなる
朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (14)この日、府立博物場の能舞台で茂山忠三郎の狂言が催される 朝日新聞

明治20 1887 9 月中
(15)西洋婦人から編物を習っていた長堀橋筋一丁目の田辺とくとその妹が、陸軍将校夫人の

慈善会の依頼で編物を教授することとなる
朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (16)南区の徴兵検査の結果 朝日新聞

明治20 1887 9 月中
(17)私立大阪教育会の常集会で大阪府第二部長の諮問、小学校に商業の一科設置の可否を議

決
朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (18)東区淡路町の集楽館が大玉突台を二台増加し、玉突の客には他の遊技料を無料とする 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (19)去月亡くなった大阪の相撲頭取陣幕の相続人として曽根崎新地の黒岩重太郎が当選する 大阪日報

明治20 1887 9 月中
(20)府衛生課雇の看病婦の内四名は看病上完全と認められ、民間での雇入れができることと

なる
朝日新聞
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明治20 1887 9 月中
(21)渡欧した軽業師竹沢万治郎等の一座が米国で評判よく、興行のため、さらに六ヶ月の旅

行免状が下付される
大阪日報

明治20 1887 9 月中 (22)府立博物場における書画会で来会者を驚かす陳列と工夫をこらす 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (23)大阪基督婦人会による婦人会演説開場広告 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (24)大川町の原力松が『大阪事件弁護人評判記』全一冊の出版を広告する 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (25)府下で洋犬を飼うことが流行する 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (26)中の島二丁目の大阪体操伝習所が伝習員を募集する 朝日新聞

明治20 1887 9 月中
(27)清水阪と泰聖寺で井戸を掘り、下寺町筋に水道をしいて南区道頓堀川以南に飲水を送る

計画を協議する
朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (28)英国へ注文した渡辺橋・肥後橋用の鉄材が船積みされたことが電報で通知される 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (29)神道金光教が名義や紋章を潜用されたため、事実を取調べ、今後の弊害を防がんとする 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (30)建野知事が神戸から横浜丸で上京の途につく 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (31)府立尋常中学校および府立商業学校の新築用地と予算 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (32)連載小説に描かれた散髪業の店の挿絵 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (33)商要新報社主の鴻村直吉が自殺する 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (34)西成郡の有志者が、種子交換会と工業品評会の開設を計画する 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (35)大阪砲兵工廠で海岸砲の鋳造が増え、十トン二ヶ所の反射炉を増設する 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (36)第三高等中学校で一年間を三学期に分ける 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (37)監獄内の病人の囚徒のために盲人囚徒を看病人として按摩を施し、治療上功を奏す 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (38)下女丁稚などの奉公人が豊作ゆえに払底する 大阪日報

明治20 1887 9 月中
(39)北野村の地主四十名が木賃宿免許地変更を認められず、他人へ地面を貸し渡さないこと

等を申し合わせる
大阪日報

明治20 1887 9 月中 (40)西区の粟谷品三が地方経済上において利益となるべき考案を寄せることを乞う 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 政談演説会に関する新聞記事

明治20 1887 9 月中 (1)道頓堀角座にて朝野新聞社支局の演説会 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (2)嘲世坊有地誉至夫の演説会 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (3)新町座にての演説・討論会 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (4)角の劇場で幸豹三の演説会 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (5)朝野新聞社支局主催の演説会 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (6)新町座における演説会 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (7)新町座における演説会 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (8)新町座における演説会 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (9)東京嘲世坊の国友演説会 朝日新聞
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明治20 1887 9 月中 学校に関する新聞記事

明治20 1887 9 月中 (1)泰西学館の始業 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (2)永生女学校の生徒募集 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (3)浪華普通義塾の生徒募集 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (4)大成学校の休暇明け始業広告 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (5)英語夜学会の生徒募集 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (6)予備学校の生徒募集 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (7)光増法堪の皇漢学校開設広告 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (8)ウィルミナ女学校の始業広告 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (9)大阪一致女学校の生徒募集 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (10)進取学校の生徒募集 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (11)私立開修学校で英語夜学 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (12)泰西学館、校舎の新築を計画 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (13)府立大阪商業学校の新築移転費 大阪日報

明治20 1887 9 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治20 1887 9 月中 (1)西成郡の由比幸三郎等が普通烟火吊烟火製造社を創立せんとして府庁に出願する 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (2)東区平野町の松本重太郎支店が西洋諸国へ注文した羅紗地の発売を広告する 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (3)西区の水口与兵衛らが綿打器械の販売を広告する 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (4)北区安治川の大西定兵衛が木津川船囲場近くに造船場を設立する 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (5)木津川の造船業者が仲間申合規約を改正して府庁に出願する 大阪日報

明治20 1887 9 月中
(6)汽船数が少なくなって、船積荷物が積みきれない状態となるも欧米が売りこむ古船の危

険にも注意を払うよう警告する
朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (7)東区今橋の秋馬新三郎が設けた日本製綿繰器械が好評 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (8)東区本町橋の錫谷久が紀州ネル大販売所の開店を広告する 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (9)ざこば魚市場近くの谷治郎が改良人力車を広告する 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (10)北区空心町の絞油商孝橋弥兵衛が水車による製造を発明する 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (11)商法会議所の定式総会 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (12)電話機会社設立の風聞 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (13)大阪製氷会社創立の出願と内国綿打会社創立の認可 朝日新聞

明治20 1887 9 月中
(14)第七十九国立銀行の西沢武助らが紀州ネルの販売を目して日本フラネル商社設立をはか

る
大阪日報

明治20 1887 9 月中 (15)四区及び接続町村の荷受問屋百五十余軒が、三井物産に対抗して会社を設立せんとする 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (16)南区塩町の中ニ死庄三郎らがミシンの卸小売を広告する 朝日新聞
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明治20 1887 9 月中 (17)工兵方面にて川口外商より用具買入れ 大阪日報

明治20 1887 9 月中
(18)大阪市内の農具商では、豊作ゆえか、例年になく農具の売れ行きがよく、残らず売切れ

となる
大阪日報

明治20 1887 9 月中
(19)西成郡三軒家村の船渠会社が新たに建てる船渠を北浜の平井雄介が引受け、工事に着手

する
大阪日報

明治20 1887 9 月中 (20)各地農工商景況 大阪府農商工月報第十四号(M20.10)

明治20 1887 9 月中 統計に関する新聞記事

明治20 1887 9 月中 (1)八月中淀川汽船の統計 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (2)堀川監獄の未決囚 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (3)八月中税関の輸出入 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (4)八月中の囚徒統計 大阪日報

明治20 1887 9 月中 (5)八月中大阪郵便局の諸統計 朝日新聞

明治20 1887 9 月中 (6)八月中大阪への諸物品輸出入 大阪日報

明治20 1887 10 1 大阪府庁の執務時間を午前九時より午後三時までとする。 布告及布達(新聞)、朝日新聞

明治20 1887 10 1

『大阪日報』、｢大阪日報将来の主義｣を社説において論じ、公平不偏を趣旨とすることを明

らかにする。ついで十二日、旧大阪日報社員の中川澄が大阪日報の変節を難じる演説を行な

う。

大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 10 1 建野大阪府知事、帰阪する。 朝日新聞

明治20 1887 10 2 大阪事件で無罪となった者および滞阪中の有志ら、政談大演説会を道頓堀中の芝居に開く。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 10 2 協立学校、開校式を行なう。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 10 4 平野平兵衛ほか六人より出願の大阪製氷会社の設立が認可される。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 10 4 西成郡役所議事堂において福岡県人吉村与八の稲作改良演説会が開かれる。 朝日新聞

明治20 1887 10 4 大阪組合代言人の秋季例会が開かれる。 大阪日報

明治20 1887 10 6 大阪株式取引所、農商務省に対し、営業延期を出願する。(二十一日認可) 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 10 7 大阪府、車両所有者心得を制定する。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 10 7 大阪府、車税規則取扱心得を制定する。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 10 7
平山英夫および寺田寛、大阪事件で一年の刑を受けた山本憲の老父母扶助のため義捐金の募

集を新聞に広告する。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 10 7 この日より翌日まで霖雨つづき、各河川の水量大いに増え、各所に被害も出る。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 10 7 古畑実造ら、東区南本町四丁目に日本ネル商社を設立する。 朝日新聞

明治20 1887 10 9
大阪商船会社附属の在阪仲次問屋五十余人、大阪商船会社の運賃引下げと荷主よりの直取引

中止を求め、一時廻漕会社の創設をはかるも、後に仲裁人あり、計画を見合わせる。
朝日新聞、大阪日報
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明治20 1887 10 9
『大阪日報』、伊藤総理大臣の訓示を論評する。つづいて、十一日、『朝日新聞』も論評。

『朝日新聞』の論評は総理大臣訓示のもつ強権的性格をつよく批判するものとなる。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 10 9 私立大阪教育会、府庁からの諮問、小学校に農業科を授ける件について討議する。 朝日新聞

明治20 1887 10 10 府立博物場、夜間開場を停止する。 博物場一件(府)、大阪府教育百年史第三巻、朝日新聞

明治20 1887 10 12 木津川船渠会社の設立が認可される。 明治大正大阪市史史料5-6、大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 10 12
国会開設の詔発布第六周年を記念して、政談演説会(於土佐堀青年会堂)・有志大懇親会(仲の

島洗心館)および青年大運動会(教徒四条瓦)を開く。
大阪日報、朝日新聞、新聞集成明治編年史

明治20 1887 10 12
『朝日新聞』、西成郡役所では人民姓名の下に｢殿｣の字を必ずつけて取り扱っていることを

報じる。
朝日新聞

明治20 1887 10 13 福井忠助と多数水屋との協調なり、大阪飲水濾過会社設立の申請を行なう。 大阪日報、朝日新聞、東雲新聞

明治20 1887 10 13
川崎村陸軍所轄旧備前藩邸を大阪府監獄用地とし、かわって小橋山・宰相山の土地一万二一

一五坪を陸軍に引渡す。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 10 14 本間春・田村作ら、東区船越町二丁目に婦人英語会を結成する。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 10 15 羽田恭輔・大沢大助ら、資本金二万円にて大阪競売会社の設立を議す。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 10 15 三一神学校の宗教演説会がはじまる。この後毎月一回の割での開催を予定する。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 10 18
陸軍、天保町人民に同地の貸下げを認可する。天保町人民は、同地を製紙場および海草の干

し場とし、また遊覧地にもせんとする。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 10 19 臨時区部会を開会し、即日閉場する。 布告及布達(新聞)、大阪府会史

明治20 1887 10 20 大阪府、明治二十年度区部地方税中家屋税追加税率を定める。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 10 20 大阪府、明治二十年度区部地方税追加予算を定める。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 10 22
大阪府、非政談演説、もしくは学術会と唱え、公衆を集め、木戸銭または敷物料等を受ける

ものは明治十五年甲第九十三号布達寄席取締規則に準拠させる。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 10 22 大阪府下の会社と資本が急増していることが新聞に報ぜられる。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 10 25 大阪府、西成郡難波村小野弥左衛門の鼬川開削の功を賞す。ｌ 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 10 25 大阪府、肥料貯蔵場取締規則を制定し明年五月一日より施行する。
布告及布達(新聞)、北海道荷受問屋組合沿革史二ノ上、堂島資料室文書

5025(351〜354)、明治大正大阪市史、大阪日報

明治20 1887 10 27
西成郡淡路村において励農社(勉農社)創設され、小作人のため肥料・農具の貸与などを行な

う。
大阪日報・朝日新聞

明治20 1887 10 28
緒方惟準ら大阪府下多数の医師が賛同して府立大阪病院を貧病院に改めんことを府知事に出

願する。院長吉田顕三、これに反対する。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 10 29 大阪府、小学校授業生俸給を十一月より月俸とする。 布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史、朝日新聞

明治20 1887 10 29
東区内本町二丁目野長瀬隈秀ほか二名の出願による大阪牛乳会社、谷町四丁目に設立が認可

される。
朝日新聞、大阪日報
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明治20 1887 10 29 泉由次郎ほか四名出願の大阪馬車会社、東区安土町二丁目に設立の許可を受ける。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 10 日欠 大阪商船会社の反対船、増加にむかう。 朝日新聞、大阪日報、新聞集成明治編年史

明治20 1887 10 日欠
大阪府会通常会を前に、西成郡中の戸長ら、西区幸町の人民ら、および各花街の芸妓らが関

係府会議員の言動に注目を寄せ、働きかけを強める。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 10 日欠 政談演説会が隆盛に向かう。官憲の取締も厳しくなるが、一方、芸妓にも演説が流行する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 10 日欠
平谷徳太郎らの交誼会、野平穣らの自治会、あるいは茶談会など、談話会の結成があいつ

ぐ。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 10 日欠
株式取引所仲買人北川某ら、角力改良会社の設立など、大阪の角力改良の計画をたて、その

実現をはからんとする。
朝日新聞

明治20 1887 10 日欠 日本土木会社、琵琶湖疏水工事のためイギリスより鑿巌機を輸入せんとする。 朝日新聞

明治20 1887 10 日欠 大分県人・岡山県人・高知県人・尾張人の懇親会がそれぞれ開かれる。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 10 日欠
大阪の佐久間俊明・青井亀一郎ら、北区安治川橋北詰に日本食塩会社創立事務所を設置し、

製塩の荷為替、物品との交換、販路の拡張、朝鮮への輸出を目論む。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 10 日欠
大阪鉄道会社、勢州上柘植村より四日市までの線路に競合する関西鉄道との交渉を進めるの

と同時に官線梅田への接続線についても検討をすすめる。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 10 月中 川上音二郎の演説会(1)〜(5) 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治20 1887 10 月中 (1)北野の車茶屋鶴の茶や及び西長堀の土佐稲荷で盛進社製の花火をうちあげる 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (2)大相撲興行の案内 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (3)府収税部による地価の調査 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (4)北区の北田音吉らが私立商工研究会を設置して知識を交換せんとする 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (5)北野村の地主一同が府庁に木賃宿許可地の変更を嘆願する 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (6)漢学の衰退を憂い、藤沢南岳らが漢学演説会を開いて恢復をはかる 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (7)農家の豊作と女子の教育普及により、下ひの供給が乏しくなる 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (8)商標掲示場を大阪商法会議所内に移す 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (9)大江橋北詰より梅田停車場までの新道開通計画 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (10)木津川橋用の鉄橋材の運送 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (11)禁酒旅人宿開店広告 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (12)北区役所で帰休兵予備兵らの召集を便利にするため、門口に白ペンキを塗らせる 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (13)千日前から金刀比羅神社まで新道開通に際し、地主たちが人家を取払うことに同意する 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (14)南区長堀橋筋二丁目の悪水井戸水が大雨により水質がよくなる 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (15)府下の婦人キリスト教徒が天王寺村茶臼山近くで親睦会を開く 大阪日報
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明治20 1887 10 月中 (16)府立医学校の運動会 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (17)滋養補血のチョコレート飴の広告 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (18)魚業税の不平等な課税を改正せんとする 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (19)大阪市街道路の修繕と改善 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (20)大阪砲兵工廠北の鴫の橋の架橋に着手 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (21)正信会による仏教演説会の広告 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (22)北区役所における選挙被選挙者取調べ 大阪日報

明治20 1887 10 月中
(23)西区阿波座の外野岡詠が煙草の人身に害あるを憂い、害となる成分を除去するため工場

を建てる
大阪日報

明治20 1887 10 月中 (24)E・ホーゲンが西洋音楽の研究会をつくらんとする 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (25)監獄囚徒へ山の上の訓言三百冊を寄贈した佐治篤三郎に建野知事が賞状下付 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (26)高橋正純が府下開業医を集めて症状実験の研究会を開き、出版も心がける 朝日新聞

明治20 1887 10 月中
(28)川口居留の支那人の間にチーパーと称する賭博が清国領事の禁制にもかかわらず流行す

る
朝日新聞

明治20 1887 10 月中 教育・学校等に関する新聞記事

明治20 1887 10 月中 (1)大阪興医学社の生徒募集 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (2)渥美英学校及び英語会話会の創立並びに生徒募集 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (3)府立尋常中学校の新築場所 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (4)北区小学科目中女生徒の科目を変更する 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (5)南区塩町外七か町で幼稚運動場設置のため連合町会を開く 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (6)府立商業学校で支那語科を設ける 朝日新聞

明治20 1887 10 月中
(7)西成郡川崎村、福島村、野田村、曽根崎村は貧民多く、諸製造所設立のためますます小

学校生徒が減少する
大阪日報

明治20 1887 10 月中 (8)西区の法律仏学塾でフランス人を雇い、仏学正則を教授するとの広告 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (9)東区の婦人奨学会の移転 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (10)府立大阪医学校の秋季大運動会 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (11)府立商船学校の航海科で機関についても教授する 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (12)婦人実学会設立及び募集の広告 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (13)大阪高等女学校で米人アルデルソンを手芸の教師として雇い入れる 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (14)第三高等中学校の建築工事 大阪日報

明治20 1887 10 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治20 1887 10 月中 (1)三栄組煉化石造所による煉化石販売広告 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (2)北区空心町の絞油業孝橋弥兵衛が水力利用のため河内国出戸村へ移転する 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (3)明治生命保険会社が開業六年にあたり、業務内容を広告する 大阪日報
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明治20 1887 10 月中 (4)洋靴製造卸商早野本店の広告 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (5)メリヤス製造人の増加 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (6)洋服裁縫店が増加するも注文が続かず、価格下落もありうる 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (7)米国へ輸出する製茶会社が箱に錦絵を貼って販路を拡大せんとする 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (8)新造を禁止された五百石積以上の和船の売買 大阪日報

明治20 1887 10 月中
(9)東成郡の牛谷弥一郎は本年の早稲晩稲いずれも出来がよく、さらに農事改良をはからん

とする
朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (10)西区の佐原弥兵衛らが有限会社の大阪人力車会社を設立せんとする 大阪日報

明治20 1887 10 月中
(11)北区の米国商藤本恒次郎がロシアのウラジオストックへ米穀を輸出するため、雇人を該

地へ出張させることを決心する
大阪日報

明治20 1887 10 月中 (12)元鬼九之助による西洋風建築用生石灰の広告 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (13)堂島米商会所が営業延期の出願の手続を議する 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (14)大阪鉄工所で製造中の紡績器械二台は来月中に落成 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (15)大阪砲兵工廠で海岸砲鋳造のためフランスより買い上げた鋼鉄を神戸で荷揚げする 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (16)古着小道具のせり市の利潤が少ないため、方法を検討する 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (17)各地農工商景況 大阪府農商工月報第十五号(M2011)

明治20 1887 10 月中 統計に関する新聞記事

明治20 1887 10 月中 (1)大阪書籍館去月中の縦覧統計 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (2)四区二郡内の諸芸人の統計 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (3)南区を除く各区の共有財産の統計 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (4)府立大阪博物場去月中の統計 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (5)四区一郡人民所有の船隻 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (6)本年第三期の六伝染病患者の統計 大阪日報

明治20 1887 10 月中 (7)大阪税関去月中の輸出入統計 朝日新聞

明治20 1887 10 月中 (8)大阪府監獄囚徒の現数 大阪日報

明治20 1887 11 1
通常府会・区部会・郡部会を開く。開会中恒岡議長辞任、大三輪議長となる。十二日、奈良

県再置の勅令到達し、本会は中止となる。
布告及布達(新聞)、朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 11 1 大阪府、貼用済み煙草印紙の再使用禁止等、煙草営業についての布令を発布する。 布告及布達(新聞)、朝日新聞

明治20 1887 11 1 府庁と府会議事堂の間に電話線が開通する。 朝日新聞

明治20 1887 11 1 岡崎高厚、大阪鉄道会社を辞し、民事・刑事の代言人に復帰する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 11 3 大日本振義会の壮士運動会および第八回自由平権懇親会が合併して行事を実施する。 朝日新聞、大阪日報、三島通庸関係文書539-28

明治20 1887 11 3 天長節にて市中賑う。 朝日新聞

明治20 1887 11 5 大阪府、公売処分を受けた社寺堂宇等の再建日限を定める。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 11 5 土佐堀裏町梅花女学校の新築工事が落成する。 大阪日報、朝日新聞
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明治20 1887 11 5
西区新町南通五丁目大沢大輔および同区靱上通二丁目羽田恭輔、西成郡下福島村に蚕業義会

を設置し、養蚕業の隆盛をはかる。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 11 6
大阪商船会社、株主臨時総会を開き、定款を政府指示の通り変更する。つづいて二十日頭取

以下の役員選挙を実施する。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 11 6
関西法律学校校主吉田一士ほか数名の人々、大阪商業叢話会を始め、実業上の演説会とな

す。また、『経済叢話』を発行し、ここでの演説内容を掲載する。
大阪日報、朝日新聞、東雲新聞

明治20 1887 11 6
鎮台将校ら、梅田停車場前に関西乗馬会を設立する。一方、これと別れて共同馬術会もまた

同地に設立される。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 11 7 大阪府知事、学校教員一同を府庁へ召集し、建白などの運動にかかわらないよう口諭する。 大阪日報

明治20 1887 11 7
広岡久右衛門・同信五郎・山岡儀兵衛・高岡真八・加輪上勢七、土佐堀一丁目に私立の加島

銀行設立を出願する。
朝日新聞・大阪日報・東雲新聞

明治20 1887 11 8

関西愛国同盟会、減租、言論の自由、条約改正の三大事件建白書提出を目論み、西区新町問

屋橋筋の淀川楼に集会する。つづいて十二日総代吉本松吉これを提出するため上京の途につ

く。

朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治20 1887 11 9
外山修造外八名、大阪倉庫会社と特約の大阪共立銀行(資本金五十万円・頭取金沢仁兵衛)を

設立し、翌月一日営業を開始する。
大阪共立銀行第一回実際考課状、大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 11 9
大阪府、区町村公共の経済に属すべき共有物に関する事件はすべて区町村会の評決に属させ

ることを訓令する。
布告及布達（新聞）

明治20 1887 11 10 奈良県が新置され、大阪府から分離する。 朝日新聞・大阪日報

明治20 1887 11 10 大阪米商会所の営業延期、明治二十二年五月三十一日まで認可される。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 11 10
北区若松町松村辰昌、俳優税のあり方について府会議員に投書する。また、翌日同区瀧川町

古屋宗作、娼妓の賦金について同じく投書する。
朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治20 1887 11 11 大阪府調査による旧大阪市制の記述が官報に掲載される。 大阪日報

明治20 1887 11 11
徳島共同汽船、新造船阿津丸を進水させ、大阪―徳島間航路に就航して大阪商船会社の独占

に対抗せんとする。
大阪日報

明治20 1887 11 12 大阪府知事、府立病院を廃し、貧病院にせんとの出願を却下する。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 11 12 文部大臣森有礼来阪し、小学校・師範学校その他各学校を巡視し十八日兵庫県に向かう。 朝日新聞

明治20 1887 11 12 三重県人親睦会が中の島公園内洗心館で開かれる。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 11 13
東成郡西玉造・玉造・森三ヶ村の有志者、私立教育衛生会を設置し、児童の教育とともに衛

生法を説かんとする。
朝日新聞

明治20 1887 11 13
大阪の中川貴川堂、会主となって天満天神社内に浪華杖頭会を開き、書画展観・煎茶・抹茶

などの席を設ける。
朝日新聞、大阪日報

43 / 170



4_明治前期大阪編年史綱文データベース 1887-1889

年 西暦 月 日 事項 典拠

明治20 1887 11 13
かなの会会員某、文字づかいの原則として同音のものの書き分けを廃し、音重視にて各々一

定すべきことを主張する。
大阪日報

明治20 1887 11 15 本年度第二次徴兵鎮台諸兵の入営が達せられる。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 11 16
製薬士乃美辰一ら四人、東区道修町二丁目に薬学会を創設し、薬学上の談話演説を起こし、

また薬舗学校をその附属とする。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 11 16 西成郡三軒屋村木津川筋に碇泊の和船八幡丸より出火、類焼四隻、半焼二隻に及ぶ。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 11 17
大阪商法会議所、諸般の報告書を採集し、商況・金融等商業に関する事項を調査するため、

常委員会を設置する。

大阪経済史料集成第一巻　建議報答p645〜650、商法会議所一件(府)、大

阪日報、朝日新聞

明治20 1887 11 19

隔山利吉郎・新妻駒五郎・桜井義起・藤教観・山田俊卿・森祐順および織田純一郎の出願す

る感化院設立が認可され、悲田会所有の民家二棟を仮用して刑余の窮民救済と社会の安寧を

はからんとする。

朝日新聞、大阪毎日新聞

明治20 1887 11 20
大阪府、奈良県再置により府会議員の改選を告示する。この改選をめぐって予選の運動各区

におきる。

布告及布達(新聞)、西成郡史、堂島資料室文書5026(272〜276)、朝日新

聞、大阪日報

明治20 1887 11 20 大阪府知事、参謀本部の陸地測量事業に対し、人民が妨害しないよう各区長に内訓する。 堂島資料室文書11498(222〜223)

明治20 1887 11 21 西成郡今宮村浅田喜三郎外十四名、同村内に遠望所の設置、営業を願い出る。（浪華富士） 大阪日報、朝日新聞、新聞集成明治編年史

明治20 1887 11 21 本年コレラ病流行の終息をうけて、大阪府衛生課中の予防事務所および避病院を廃止する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 11 22 東区淡路町四丁目巽薬舗においてコーヒーを発売する。 朝日新聞

明治20 1887 11 22
市川右団次・実川八百蔵ほか二十六名、大阪俳優取締所の創設を願い出る。(一種の同業組

合か？　二十八日、知事これをいったん却下する)
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 11 23 『大阪日報』、商業学校における体操は海兵式を採用すべきを主張する。 大阪日報

明治20 1887 11 25 東成住吉郡役所、この日より二十九日まで天王寺村において麦菜種共進会を開催する。
博覧会共進会景況一件書類(府)、朝日新聞、大阪府農商工月報第十六号

(M20.12)

明治20 1887 11 26
旧府会議員北田音吉、天神橋通一丁目の自宅に私立勧業会を設置し、会員を求めて営業上の

利害得失、商業貿易の進歩をはからんとする。
大阪日報

明治20 1887 11 27 和歌山県人懇親会が清華楼において開かれる。 朝日新聞

明治20 1887 11 28 浅田真道・大橋多美冶・津田辰馬外数名、難波阿多福茶屋に壮士大懇親会を開く。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 11 29
平野町の酒造家石崎喜兵衛ほか十五名、資本金二十万円をもって大阪麦酒会社の設立を出願

する。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 11 日欠
大阪商法会議所議員大沢大輔ら十二人、同会議所会頭に大阪港入津料の全廃または軽減を府

知事に申し入れるべきことを建議する。
大阪経済史料集成第一巻p587〜、大阪日報
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明治20 1887 11 日欠
大阪談話会有志、出版・集会の二条例の改正、外交事件に関する建白書を政府に提出せんと

する。また、この過程において北浜倶楽部を北浜三丁目旧適々斎病院跡の家屋に設ける。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 11 日欠 四区二郡の所得税調査委員の選挙がすすむ。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 11 日欠
大阪府下の葬具貸し業者、団結して大阪葬具会社を西区長堀南通二丁目に設立し、今西林三

郎を社長とする。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 11 日欠 京町堀上通一丁目中村豊治郎、大日本以文会を設立し、学術の研磨をはからんとする。 大阪日報

明治20 1887 11 日欠 天輪王および金神祭祀者に対する警察の取締が行なわれる。 朝日新聞

明治20 1887 11 日欠 陸軍省、生兵を廃し、鎮台の経費を削減する。 大阪日報、朝日新聞新聞

明治20 1887 11 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治20 1887 11 月中 (1)この日より大相撲始まる 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (2)ささやの小鯛雀すしの広告 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (3)貸席菊亭の開業広告 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (4)難波村の税金不納者 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (5)大阪市区改正の絵図 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (6)西洋料理陽気楼の開店広告 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (7)陽気楼改め京與桜の広告 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (8)早取写真独立軒の半値広告 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (9)代言人善積順蔵の上京 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (10)新開道の見合 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (11)大阪府貧民授産場の減員 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (12)貧民救育場の死者のための施餓鬼会 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (13)安治川の製鉄所新設に対し隣家が取消を出願する 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (14)大阪市中の飲用水道布設につき水管線の人家を取調べる 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (15)水道布設の調査が終り起工のみこみ 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (16)『類聚大阪府令訓全書』の発売 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (17)今福村戸長役場開場式 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (18)輸入オルガン・ピアノの広告 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (19)浪華画学校で絵画展覧会を催す 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (20)麦種を蒔く良法 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (21)堀川監獄で死刑執行された江原常次郎の悔悟 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (22)国事探偵の増加に対し、大阪府警察本部の取調べの噂 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (23)大阪府、運動会に関する取締法を起草中 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (24)三島警視総監による集会運動検束法は大阪府では施行しない方針 朝日新聞
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明治20 1887 11 月中 (25)大阪砲兵工廠で反射炉落成 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (26)桜ノ宮で運動会が催される 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (27)第三高等中学校の運動会の予定 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (28)府下キリスト教徒の運動会 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (29)癩病を完治した小笠原大成に診察を受けるようすすめる広告 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (30)谷中将と柴四郎の来阪につき大懇親会を開く計画 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (31)大阪砲兵工廠拡張の計画 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (32)二十三日の新嘗祭の賑い 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (33)大阪府各郡区役所で新聞検閲係を置くこととなり東区役所で実施 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (34)清国人の避病院を天王寺村清寿院内に設置することに決定 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (35)天満橋は鉄橋材の到着により一時往来を止める予定 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (36)二十七日府立博物場能舞台で催される狂言の演目 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (37)大阪砲兵工廠の巨砲鋳造まで三年を要す 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (38)『大阪事件弁護人評判記』の発売 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (39)婦人交際会で編物・裁縫・英語等も教えることとする 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (40)道路新開の出願 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 産業・金融に関する新聞記事

明治20 1887 11 月中 (1)西成郡で燐寸と硝子の製造場が最も多く、さらに増加のもよう 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (2)汽船の運賃引下げと便利安全により汽船による貨物取扱高が増加する 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (3)西区の清国人梁官子が事業を拡張し、汽船の機関等の製造に向かう 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (4)北区の近藤宇吉が毛糸の製造販売を広告する 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (5)南区の太田則量によるエラスチカゴム引きの製造販売広告 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (6)相生麦酒の日野正一が地方山間で麦酒醸造を志す人々に醸造法の伝授を申出る広告 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (7)大阪紡績会社が清国浦東に綿繰工場を新設する計画 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (8)西成郡の硫酸製造会社が人造肥料鳩印を売り出す 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (9)中の島の大阪製茶輸出会社で開業式を行う 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (10)共同胞衣取扱会社とその他の同業者が合併をめざす 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (11)伊藤織物工場がフランネル等の製造販売を広告する 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (12)南区の小西恒三郎が牛馬犬猫の毛から充分耐える製品を製造する 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (13)小田新助が発明した鉄鋼打出し琺瑯引三徳鍋の広告 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (14)ハイトケンペルが靴職工を募集する 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (15)金融の景況 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (16)西区の今西林三郎が火山灰を道路改修に利用して好結果をみる 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (17)各地農商工景況 大阪府農商工月報第十六号(M20.12)
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明治20 1887 11 月中 政談演説会に関する新聞記事(1)〜(10)

明治20 1887 11 月中 学校・教育等に関する新聞記事

明治20 1887 11 月中 (1)郁英学館の生徒募集 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (2)建野府知事夫人が婦人学習会から退会する 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (3)雑誌『文の友』発行予定の広告 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (4)関西独英学館の創立および生徒募集の広告 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (5)第三高等中学校の欠員による生徒募集広告 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (6)英語学会でスイートマンを招き、生徒を募集する 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (7)廃校することになった府立大阪医学校に多くの志願者が集まる 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (8)大阪尋常中学校の新築地が久宝寺町に決まる 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 統計に関する新聞記事

明治20 1887 11 月中 (1)十月安治川水上警察署取扱いの出入船舶の統計 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (2)大阪電信局十月中取扱いの電信数 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (3)大阪税関の輸出入 朝日新聞

明治20 1887 11 月中 (4)明治八年一月より二十年十月までの府下諸会社の統計 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (5)府下五区三郡の十月中酒類仕込高 大阪日報

明治20 1887 11 月中 (6)明治十七年五月より二十年上半期までの川口汽船の荷客・賃金の統計 大阪日報

明治20 1887 12 1

大阪電燈株式会社、設立の許可を受け、ついで十二月八日、東区今橋三丁目に仮事務所を設

置する。翌年二月上旬、社長に土居通夫、取締に玉手弘通・豊田文三郎・野田吉兵衛・亀岡

徳太郎を選ぶ。

有限会社大阪電燈会社第一回考課状、朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 12 1 この日より東区・西区で人力車鑑札の検査を実施する。 大阪日報

明治20 1887 12 1 西区南堀江上通一丁目山本清之助ほか三名、鋳物器械製造会社を設立する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 12 2
大阪府、砲兵第二方面と同所属宇治火薬所の間、淀川夜間通航の火薬運搬船に前後各一隻の

取締船を附し、紅白灯を高揚して警戒させることを布達する。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 12 2 奥田弁次郎、内外力士の合併角力を南地新金刀比羅神社で興行する。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 12 3
『朝日新聞』、この日以降府会の夜間開催、および府会議長以下旅費定則の改正値下げを主

張し、強く世論に訴える。
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 12 3 寺田寛・戸田猛馬ら、東雲新聞の発行を出願する。(十九日許可) 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 12 6
大阪麦酒株式会社、創立認可を得る。翌年四月社員生田秀をドイツに派遣しビール製造技術

を学ばせる。
大阪府工業概覧、朝日新聞、東雲新聞、新聞集成明治編年史

明治20 1887 12 6

医学士吉益政清・同菅沼貞吉・同乃美辰一、西区江戸堀南通五丁目に大日本新薬研究会を結

成し、医学士・製薬士・開業医師・薬舗等に加入を呼びかける。また、『大日本新薬研究会

雑誌』の発行を出願する。

朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 12 6 西成郡湊屋新田の硫酸瓶製造会社、大阪窯業会社と改称する。 朝日新聞、大阪日報
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明治20 1887 12 7 京都―神戸間鉄道停車場に設置の電信局、海外電報の取扱いをはじめる。 法規分類大全(運輸)

明治20 1887 12 7 『大阪日報』、商業取引の公明正大なる慣習の確立を訴える。 大阪日報

明治20 1887 12 9 大阪府立商業学校、農商務課から学務課に管轄を移す。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 12 9 東区商工業者有志による東区進取会員、東区選出の新府会議員を招待して懇親会を開く。 大阪日報

明治20 1887 12 10 東区住吉町に私立の種痘院が開業する(院長久保勝、事務長安井健治)。 朝日新聞

明治20 1887 12 10 大阪府の地押調査が終了する。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 12 11

西区正義会ならびに有志、新生楼に同区選出の新府会議員五人を招待し懇親会を開く。この

席上、有志の小林林之助・水谷新兵衛ほか四名、正義会の名称をやめ大阪商民会の結成を提

案する。

大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 12 12

臨時府会・区部会・郡部会を開き、議長に大三輪長兵衛、副議長に東尾平太郎、区部会議長

に亀岡徳太郎、同副議長に大三輪長兵衛、郡部会議長に東尾平太郎、同副議長に佐々木政行

を選ぶ。(十三日閉場)

布告及布達(新聞)、堂島資料室文書5026(276)、大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 12 12 大日本藍会社(資本金二十万円、西区南堀江通三丁目)の設立が認可される。 明治大正大阪市史史料3-7、大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 12 12 第二会西成郡農産物種子交換会の褒賞式が西成郡北野村太融寺に開かれる。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 12 12 堂島米商会所臨時総会、会所の減税出願を決定する。 大阪日報

明治20 1887 12 13
大阪始審裁判所、代言人・訴訟人等に殿または様をつけることに改める。つづいて控訴院に

も広がる。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 12 13 南区有志者、同区選出の新府会議員を招待して懇親会を開く。 大阪日報

明治20 1887 12 13 天王寺堀越三河嘉兵衛ほか十名、連合して葬具貸物長栄組を結成する。 朝日新聞

明治20 1887 12 13
南区瓦屋町二番町上木太輔・松村辰昌ほか一名、興行紹介所を設立する。(俳優取締所不許

可後それにかわって出願したもの。）
朝日新聞

明治20 1887 12 14
『大阪日報』、「無職人党を生ずる伏因なきにあらざるか」との論説を掲載し、貧民党・社

会党などの興起に注意を喚起する。
大阪日報

明治20 1887 12 15 北区有志者、同区選出の新府会議員を招待し懇親会を開く。 大阪日報

明治20 1887 12 17
通常府会・区部会・郡部会を開く(明治二十一年一月十八日閉場　附「通常大阪府会傍聴筆

記」)。
布告及布達(新聞)、大阪府会史、大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 12 20 河原信可、大阪商船会社の副頭取就任を三条件を附してようやく承諾する。 朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治20 1887 12 21
西区北堀江裏通二丁目田宮崇俊外二名の出願による大阪私立産婆学校設立が認可される。

(明治二十一年一月十一日より西区阿波座中通一丁目に開校の予定)
朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 12 21 『大阪日報』、この日より『福陵新報』を引用して｢高島炭坑々夫の惨状｣を連載する。 大阪日報

明治20 1887 12 23 府立大阪博物場用地を七八六坪余拡張する。 堂島資料室文書11498(224)

明治20 1887 12 23 大阪府尋常師範学校、八聯隊に依頼し、軍歌の教授を求める。 大阪日報

明治20 1887 12 24 この日以降、大阪府・大阪砲兵工廠等で職員に慰労金・賞与金を下付する。 大阪日報
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明治20 1887 12 26 皷騎兵局長、東成郡真田山近傍に出張し、騎兵営建築の可否を視察する。 朝日新聞

明治20 1887 12 26 保安条例発布され、東京退出を命ぜられた人物警戒のため大阪府でもあわただしくなる。 朝日新聞、大阪日報

明治20 1887 12 27 大阪府、醤油製造営業人心得を改正追加する。 布告及布達(新聞)

明治20 1887 12 28
大阪府、海員の雇庸は今後北区富島町に設置の日本海員掖済会支部ほか一ヶ所で取り扱うこ

とを告示する。
布告及布達(新聞)、朝日新聞

明治20 1887 12 28
来阪の谷干城を府会議員七名、医師五人ら五、六十人の有志が訪問し、このうちの大阪談話

会発意によって小懇親宴会を開く。
朝日新聞

明治20 1887 12 日欠
大阪商法会議所副会頭寺村冨栄、同会議所再興のため五名の委員をえらび、改革および事務

整理の方法を起案せしめんことを訴える。
大阪経済史料集成第一巻　建議報答　p593〜594、大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 12 日欠
在阪の兵庫県人懇親会、福井県人懇親会、九州人懇親会、北陸親議会、播州人有志懇親会な

どが相次いで開かれ、政府への建白書提出などが議される。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 12 日欠 四区にクラブ設置の論高まる。 朝日新聞

明治20 1887 12 日欠 大阪府警察本部、四区内に国事探偵係八名を置く。 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 12 日欠
西区役所、オルガン六台を米国フィラデルフィアより購求入手し、区内高等小学校に配付し

て唱歌を始める。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 12 日欠
西区南堀江通一丁目又木冶太郎ら、マッチの粗製品販売による海外販路の行き詰まりを憂慮

して、その防止のため種々の活動を行なう。
大阪日報

明治20 1887 12 日欠
開業医のうち北区牛尾光碩・中路重貞ら、大阪府立病院を貧病院にせんことを求め、運動を

すすめる。
大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 12 日欠 奈良県設置に伴ない堀川監獄の計画規模縮小、工期短縮がはかられる。 朝日新聞

明治20 1887 12 日欠
西成郡各村の人民ら、筧半兵衛等計画の屎尿会社を解散させ、従前の屎尿取締所を廃して新

たに勧農義社設立を計画する。
大阪日報

明治20 1887 12 日欠
北区老松町ほか十一ヶ町の人民中、西天満小学校新築費に不審をもち、建築委員の説明を乞

う。
朝日新聞

明治20 1887 12 日欠 大阪府知事、管内の区部長を府庁に召集して学事の方針を示す。 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治20 1887 12 月中
(1)北区の馬場庄次郎等が、土佐堀から江戸堀へ通じる新道を開通せんとして、再び府庁に

出願する
大阪日報

明治20 1887 12 月中 (2)英語学会の会員募集広告 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (3)日本文学会による『文学雑誌』発行の広告 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (4)大阪鎮台で腸チフス患者が増える 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (5)眼科医館の白内障手術広告 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (6)関西法律学校講義録第一号の発行 朝日新聞
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明治20 1887 12 月中 (7)備一亭、洋風造りも新設して建て替えられる 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (8)大阪市に水道布設のため、毛馬村で土質検査を行なう 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (9)駸々堂による懐中日記簿の発売広告 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (10)東区の武藤銕斎が大塩平八郎の書籍売払いの書付けを発見する 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (11)淀川汽船が水量減少により、通船がますます困難となる 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (12)キリスト教がクリスマスを24日にくりかえる 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (13)天保山沖で和船の転覆が減少する 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (14)馬場庄次郎等が出願していた新道開通が認可される 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (15)北浜の自助会で英語の独習をすすめるため、雑誌を発行せんとする 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (16)府立大阪医学校の生徒が忘年運動会を開いて賞を競うという 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (17)日本文学講義会設立の主旨 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (18)関西法律学校が松田正久に講義を嘱託する 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (19)大阪青年研究会による法律・経済学術演説会の広告 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (20)小林佐兵衛の転居通知 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (21)衛生課で伝染病に対する熱気消毒器械の製造に成功する 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (22)大阪薬学会附属薬学校の生徒募集広告 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (23)協立学校で教育義会の会員を募集して義捐金を募る 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (24)南区の小学校で授業料の徴収により貧民子弟が通学てきなくなり、教師たちが奔走する 朝日新聞

明治20 1887 12 月中
(25)北区の佐々木多二が秘密出版嫌疑で拘引された人々に「自由は民権の花」と染め抜いた

手拭を差入れる
大阪日報

明治20 1887 12 月中 (26)大阪府会傍聴席を六尺程高くして議員の発言が十分に聞き取れるようにする 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (27)東区の大阪婦人学習会の会員募集広告 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (28)南区の赤井重陽が画工呉魚大に府下近傍の景勝地を模写させる 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (29)浪華新聞社の紙面改良広告 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (30)「鯛」の字を使って府会議員への要望を面白く書いた投書 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (31)協立学校の補欠生募集の広告 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (32)大阪の画家による機到会が会員を募集する 大阪日報

明治20 1887 12 月中
(33)北区の老松町ほか十一か町が西天満小学校新築費の納入に不審をもち、建築委員の説明

を乞う
朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (34)家屋を屋敷番号で表し、記させることを進める 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (35)府下の有志者が有志忘年懇談会を開く 大阪日報

明治20 1887 12 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治20 1887 12 月中 (1)門田利助らが大阪紙会社を興すことにし、発起人会を開いて協議せんとする 朝日新聞
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明治20 1887 12 月中 (2)玉手弘通が出願した黒鉛坩堝製造所が認可される 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (3)大阪株式取引所の下半期の収入 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (4)西成郡の和田政次郎のペレンス製造所で、牛血からペレンスを採製することに製鋼する 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (5)吉岡直一らの紙函会社が府庁の認可を受ける 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (6)火災保険会社創立委員が有志相談会への参加を乞う 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (7)北区の大阪鉄工所で建造中の四艘の汽船 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (8)西成郡の阪本吉三郎らが兎飼養会社の設立を府庁に出願する 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (9)西区の今井勢兵衛の船具販売広告 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (10)商況回復の予想に反して来春まで不活発な状況に商人が狼狽する 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (11)府下各工業者の繁昌の概況 大阪日報

明治20 1887 12 月中
(12)藤川三渓らが計画する大日本水産会社がいよいよ創立間近となり、ハキヤン島の開墾に

も着手せんとする
大阪日報

明治20 1887 12 月中 (13)摺硝子紙製造所製造の模様入摺硝子紙の広告 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (14)羽田恭輔等が製油会社を設立せんとする 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (15)東区の秋馬新三郎らが設立した大阪撚糸会社が落成する 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (16)平松製靴所を大倉組製靴所へ合併 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (17)岸上源吉らが西九条村に設立したパルプ製造所が落成し、株金を募集せんとする 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (18)仁近治兵衛らが大阪造船会社の設立を府庁に出願する 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (19)商家の予想に反した歳暮の不景気 朝日新聞

明治20 1887 12 月中 (20)各地農商工景況 大阪府農商工月報第十七号(M21.1)

明治20 1887 12 月中 (21)明治二十年下半期堂島米商会所の商況 大阪府農商工月報第十七号(M21.1)

明治20 1887 12 月中 政談演説会に関する新聞記事(1)〜(5) 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 12 月中 宗教関係演説会の新聞記事(1)〜(7) 大阪日報、朝日新聞

明治20 1887 12 月中 統計に関する新聞記事

明治20 1887 12 月中 (1)大阪現在米高の調査 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (2)去月中の府立大阪書籍館の縦覧の統計 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (3)東署所轄内の人力車の統計 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (4)北署内の人力車の統計 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (5)第三高等中学校生徒の統計 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (6)去月中大阪税関取扱の輸出入品の統計 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (7)去月中の綿・砂糖の輸出入の統計 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (8)大阪府各監獄の囚人数 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (9)紡績事業の統計と現況 大阪日報
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明治20 1887 12 月中 (10)四区内の貨物輸出入の統計 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (11)明治二十年の府立大阪博物場の事蹟 大阪日報

明治20 1887 12 月中 (12)四区内の商家取扱いの商品輸入額および製造高 大阪日報

明治20 1887 統計 (1)西成郡現住戸数・人口及び結婚及び出生・死亡数 西成郡史

明治20 1887 統計 (2)課署別警察官配置人員 大阪府警察史

明治20 1887 統計 (3)警察諸費精算額及び地方税雑収入 大阪府警察史

明治20 1887 統計 (4)大阪府管内公私雇外国人 統計一件明治廿一年(府)

明治20 1887 統計 (5)工業の景況 大阪府農商工月報第二十号(M21･3)、第十七号(M21.1)

明治20 1887 統計 (6)北海産物輸入高 北海道荷受問屋組合沿革史三

明治20 1887 統計 (7)雑喉場魚市場ヘ廻送の生魚価格 雑喉場魚市場生魚輸入統計表

明治20 1887 統計 (8)府立大阪博物場出品及び来観人 博物場一件(府)

明治21 1888 1 1 日本標準時施行に伴い、この日午前零時天守台跡にて特別に号砲を発する。 布告及布達(新聞)、大阪府農商工月報第17号（M21.1)、朝日新聞

明治21 1888 1 1 北区長、増田濶から加藤海蔵に交替する。 朝日新聞

明治21 1888 1 1 大阪商船学校家屋を司検所の所有とし、学校の新設にとりかかる。 大阪日報

明治21 1888 1 1 東区谷町四丁目に大阪牛乳会社が開業する。大幸舎はこれに合流するため廃止する。 大阪日報

明治21 1888 1 3 朝日新聞、東京通信をすべて電報化する。また、広告料を値上げする。 朝日新聞、新聞集成明治編年史

明治21 1888 1 3 『朝日新聞』、前年末の新聞紙条例改正を歓迎する論陣を張る。 朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 1 3
明治十八年六月洪水で被災した茨田・東成・讃良・住吉の各郡総代、当時義援の人々に対す

る感謝の文を新聞に広告する。
朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 1 4 大阪府、監獄課及び若松町監獄を堀川監獄へ移転合併し、若松町監獄の名称を廃止する。、 布告及布達(新聞)、南区文書76(A-37)、朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 1 5 協立森尋常高等小学校を東区大手通に再興する。 朝日新聞

明治21 1888 1 7 東区北浜二丁目清水某ほか五名出資による紙類販売の明治組設立が認可される。 大阪日報

明治21 1888 1 10 大阪砲兵工廠に化学場を置き本局の直轄とする。 大阪砲兵工廠沿革史

明治21 1888 1 11
門田利助ら十名発起に関わる大阪紙会社の設立が認可され、製紙の売買を業務とする（資本

金五万円）。
明治大正大阪市史史料1-10、朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 1 11
京都生糸会社、大阪東成郡天王寺村字清水坂下に本社を移し、大阪生糸会社と改称し、工場

を新築せんとする。
朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 1 12
西成郡堀上村末広周蔵、同郡浜村中尾増蔵および同郡川口村本出保太郎、農事奨励会の開設

を申請し、この日認可される。
朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 1 12 振義会、保安条例発布により解散する。 朝日新聞

明治21 1888 1 15
東雲新聞創刊。この日第一号を発行する。発行人寺田寛、編輯人戸田猛馬。発行所北区堂島

中二丁目。中江兆民・栗原亮一・植木枝盛・江口三省などが協力。
東雲新聞第一号、朝日新聞、大阪日報
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明治21 1888 1 15
阪本吉三郎ら、西成郡上福島村堂島小橋北詰に兎飼養会社を設立し、毛織物の原料に供せん

とする。
朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 1 15 宇田秀一郎、首唱者として国会準備新報社を高麗橋五丁目に創設する。 朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 1 15 『東雲新聞』、分一金廃止論の展開をはじめる。 東雲新聞

明治21 1888 1 16 大阪府、統計台帳編製につき各郡区役所に対し、地租納入人員区分の調査を命じる。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 1 17
大阪府、明治二十年農商務省令第四号による茶業組合及び会議所の設立は本年二月末日まで

とする。
布告及布達(新聞)

明治21 1888 1 17

区会議員松村九兵衛・貴田孫次郎、所得税調査委員奥村善右衛門、勧業委員東井重陽、ほか

に松村九兵衛・前川彦十郎・平泉平右衛門・端山治助・砂川雄峻・岡崎高厚・田村太兵衛・

三田政右衛門・亀岡徳太郎等、南区有志六十二名が集合し、南区倶楽部設立について話し合

う。

朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 1 18 藤川三渓ほか数名計画の大日本水産会社設立が間近との新聞報道が行なわれる。 大阪日報、大阪水産物流通史、東雲新聞

明治21 1888 1 19
大阪府、『大阪府公報』を発行し、府令・告示・告諭等を登載し、『朝日新聞』・『大阪日

報』・『浪華新聞』への登載と合わせて公布式とする。
布告及布達(新聞)

明治21 1888 1 19 大阪府、明治二十年度備荒儲蓄規則を据置く。 布告及布達（新聞）

明治21 1888 1 19
大阪府、明治二十年度（明治二十年十二月より二十一年三月まで）区部地方税中営業税雑種

税の区分および期限を定める。
布告及布達（新聞）

明治21 1888 1 19
大阪府、明治二十九年度（明治二十年十二月より二十一年三月）郡部地方税中営業税雑種税

課目課額を定める。
布告及布達（新聞）

明治21 1888 1 19
藤田伝三郎、病気を理由に大阪商法会議所会頭ならびに大阪取引所理事長を辞任する。（た

だし、後者のみは関係者の懇願あり三ヶ月の在職延期に改める。）
朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 1 19 大阪鉄道会社、大阪―桜井間および梅田停車場までの連絡線について再測に着手する。 朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 1 19 『大阪日報』、カンカンと俗唱する模造西洋権衡の流行をとりあげ、その問題を指摘する。 大阪日報

明治21 1888 1 20 大阪府、明治二十年文部省令第七号にもとづく小学校教員仮免許規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 1 20 東区平野町四丁目で出火。延焼数戸 朝日新聞

明治21 1888 1 20 大阪府文官普通試験委員長、大阪府文官普通試験細則を定める。 朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 1 20
大阪府、明治十九年文部省令第十二号小学校教員免許規則による一科若しくは数科の学力試

験は、英語・唱歌・体操・裁縫の各科を除く以外当分実施しないこととする。
布告及布達(新聞)

明治21 1888 1 20

佐奈幸三郎・石田巳之助、総代人として内務省に千日前興行場移転の取消しを求めるも、こ

の日却下され、一方、日本橋三丁目・四丁目・五丁目の不潔家屋取払いの期限を迎えるが、

この月二十五日同件の延期が府庁より指示される。

朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 1 20
東区第一・第二・第三・第四の各高等小学校生徒、鎮台に至り、兵営などを見る。つづいて

南区・北区の小学校生徒もこれにならう。
朝日新聞、大阪日報
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明治21 1888 1 20 南宗画学の再興をめざして矢野五洲ら大阪の画家が創設した機到会が総会を開く。 大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 1 20 『朝日新聞』、明治十六年創設で実績を積んできた大阪青年研法会の活動を紹介する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 1 21 大阪府、南区に府会議員一名の欠員あり、補欠選挙の実施を公告する。 布告及布達(新聞)・朝日新聞

明治21 1888 1 23 東亜貿易商会の定式兼臨時総会が開かれ、同商会の存廃が議論される。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 1 24 『東雲新聞』が、かなづかいについて説明する。 東雲新聞

明治21 1888 1 25 大阪府地方衛生会が開かれ、産婆規則の改正案、府立病院廃止問題が審議される。 大阪日報

明治21 1888 1 26
大阪・神戸のマッチ製造家集会して粗製濫造による清国輸出の衰退を防ぐため燐寸業聯合組

合規約を編纂する。（日不詳だが記事中の文より推測し、仮にこの日としておく）
朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 1 27

南区選出の府会議員候補として前川槙造の推薦を三田政右衛門・東井重陽・田村太兵衛・砂

川雄峻・松村九兵衛・岡崎高厚・浮田桂造・亀岡徳太郎が南区有志として印刷し、選挙人一

同に配布する。

朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 1 27
伴平七、大阪皮革会社を辞し、西浜町私宅にて皮革商を営む。また、これとともに同社も西

区長堀北通五丁目から西成郡西浜町へ移転する。
朝日新聞

明治21 1888 1 29 第四回学友懇談会が花外楼に開かれる。 朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 1 31
大阪府、府立大阪病院を廃し、府立大阪医学校を大阪医学校と改称して校中に教授部及び病

院を置く。

布告及布達(新聞)、大阪府立高等医学校及病院一覧、朝日新聞、大阪日

報、

明治21 1888 1 31 大阪府、郡区町村に道路掃除の受持区域を明確にさせるため道路標柱を建てさせる。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 1 31
旧振義会壮士津野毅一郎ら九人、保安条例違反の嫌疑により検挙される。同伴につき華族芝

亭忠実も拘引される。
朝日新聞、東雲新聞、大阪日報

明治21 1888 1 日欠
東区今橋一丁目秋馬新三郎が西成郡三軒家村に設立した大阪撚糸会社、工場が落成し、試製

に着手する。
『大阪府工業概観』、大阪日報、朝日新聞

明治21 1888 1 日欠 逓信省、明治十八年末現在の免許船名を出版する。（大阪関係多し） 法規分類大全(運)

明治21 1888 1 日欠 大阪談話会、保安条例発布にもかかわらず存続を決める。 東雲新聞、大阪日報

明治21 1888 1 日欠
各地有志懇談会が開かれる。（播州人第二有志懇談会・芸備懇親会・九州人第二親睦会・三

重県親睦会）
朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 1 日欠
東成郡天王寺村禅宗国恩寺の再興と蜂須賀小六正勝の記念碑建設がちなみの人々によって進

められることとなる。
大阪日報

明治21 1888 1 日欠 西成郡難波村、二万円に上る村債を村内不動産所有者の寄附金によって解消せんとする。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 1 日欠
西成郡木屋新田のセメント会社、諸種の工場創設に伴う需要増によって製造高を増加させ

る。
大阪日報
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明治21 1888 1 日欠

銀行・会社等の実際報告（営業報告）が各新聞に掲載される。（大阪製銅会社・第五十八国

立銀行・大阪堂島米商会所・第十三国立銀行・第百二十一国立銀行・淀川汽船会社・第四十

二国立銀行・第百三十六国立銀行・第百三十国立銀行・第百四十八国立銀行・大阪商船会

社・第三十二国立銀行・第七十三国立銀行）

大阪日報、朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 1 日欠
諸会社・銀行等の営業状況が新聞に報じられる。（阪堺鉄道会社・大阪倉庫会社・日本繰綿

会社・大阪紡績会社・硫酸製造会社・大阪窯業会社）
朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 1 日欠
鎮台兵舎で脳脊髄膜炎で四人死亡。兵舎を消毒する。陸軍軍医監堀内利国、「脳脊髄膜流行

性炎の説」を印刷に附す。
朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 1 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治21 1888 1 月中 (1)新年の景況 朝日新聞

明治21 1888 1 月中 (2)西区松島から北区安治川南通までの新道開通計画に対し、地主の半数が漸く承諾する 大阪日報

明治21 1888 1 月中 (3)上方屋勝敗堂の西洋カルタ販売広告 朝日新聞

明治21 1888 1 月中 (4)千日前での川上音二郎による馬上源平大戦争興行の広告 朝日新聞

明治21 1888 1 月中 (5)千日前養気館が玉突を開業 朝日新聞

明治21 1888 1 月中 (6)菅野道親が大阪綿会社瓦解をめぐる小林八郎兵衛らの所業について演説する広告 朝日新聞

明治21 1888 1 月中 (7)大阪砲兵工廠で恵比須祭による欠勤者が多く、臨時休業をする 大阪日報

明治21 1888 1 月中 (8)浪花座、弁天座、角座の興行の劇場通信 朝日新聞

明治21 1888 1 月中 (9)府下の各遊郭が府会議員に対し、芸妓税減額を要請する 大阪日報

明治21 1888 1 月中 (10)歩一金廃止論 東雲新聞

明治21 1888 1 月中 (11)慈善家 東雲新聞

明治21 1888 1 月中 (12)議員増加の風説 東雲新聞

明治21 1888 1 月中 (13)荒木英一らが大阪通信社の設立を出願する 大阪日報

明治21 1888 1 月中 (14)大阪捲煙草会社の婦人職工募集 朝日新聞

明治21 1888 1 月中 (15)大阪基督婦人会の演説会 朝日新聞

明治21 1888 1 月中 (16)基督教演説会 朝日新聞

明治21 1888 1 月中 (17)洋服商中西庄三郎が丁稚三十人を募集する 朝日新聞

明治21 1888 1 月中 (18)公会堂設立の計画 東雲新聞

明治21 1888 1 月中 (19)講法会の討論会 東雲新聞

明治21 1888 1 月中 (20)大阪鎮台に楽隊を置くこととなる 東雲新聞

明治21 1888 1 月中 (21)三一神学校の生徒宗教演説会 大阪日報

明治21 1888 1 月中 (22)区会減員の選挙 東雲新聞

明治21 1888 1 月中 (23)曽根崎村の川端之光が場内の銀水金水汲取りの許可を得る 大阪日報

明治21 1888 1 月中 (24)婦人交際会 東雲新聞

明治21 1888 1 月中 (25)四区の戸口 東雲新聞
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明治21 1888 1 月中 (26)興医学社で大日本新薬研究会を開く 朝日新聞

明治21 1888 1 月中 (27)日野国明らが弁士となる政談演説会が不認可となる 東雲新聞

明治21 1888 1 月中 (28)府下の小学校で教師が時間を守らない大阪時間を一掃せんとして北区で議起る 朝日新聞

明治21 1888 1 月中 (29)大阪浚疏会社で浚疏器械が落成し、安治川で浚疏に着手せんとする 東雲新聞

明治21 1888 1 月中 (30)大阪府で十万円の行方がわからず、建野府知事以下調査に乗り出す 東雲新聞

明治21 1888 1 月中 (31)故林家木鶴の二代目として桂文三の相続を廃し、桂は復名する旨の広告 東雲新聞

明治21 1888 1 月中 学校・教育に関する雑件記事

明治21 1888 1 月中 (1)予備学校の増築および生徒募集の広告 朝日新聞

明治21 1888 1 月中 (2)泰西学館の生徒募集 朝日新聞

明治21 1888 1 月中 (3)婦人共習会の生徒募集 朝日新聞

明治21 1888 1 月中 (4)府立大阪商業学校の科目改正、制服、制帽 朝日新聞

明治21 1888 1 月中 (5)府立大阪商業学校の生徒募集 東雲新聞

明治21 1888 1 月中 (6)汎愛学舎 東雲新聞

明治21 1888 1 月中 (7)常盤女学校の女生徒募集 東雲新聞

明治21 1888 1 月中 (8)加藤勝嶽が京町堀に私立英学館の設立を出願する 大阪日報

明治21 1888 1 月中 (9)大阪一致女学校の移転と生徒募集の広告 大阪日報

明治21 1888 1 月中 (10)関西法律学校の改革 朝日新聞

明治21 1888 1 月中 産業・金融等に関する雑件記事

明治21 1888 1 月中 (1)提灯の輸出 大阪日報

明治21 1888 1 月中 (2)年末用に仕入れた商品が捌けず、金融が逼迫する 大阪日報

明治21 1888 1 月中 (3)平井雄介らが関西土木会社の設置を出願する 大阪日報

明治21 1888 1 月中 (4)大阪精油会社の株募集 朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 1 月中 (5)堂島紡績所の製糸高増加にもかかわらず需要が上回る盛況 大阪日報

明治21 1888 1 月中 (6)大阪鉄工所は注文に応じきれぬ盛況となる 東雲新聞

明治21 1888 1 月中 (7)浪花堂の西洋菓子販売 東雲新聞

明治21 1888 1 月中 (8)日本硝子製造会社における硝子製造用原料 大阪日報

明治21 1888 1 月中 (9)大阪港の船渠では補修に応じきれず、木津川口船渠が再興されるほど、多忙をきわめる 大阪日報

明治21 1888 1 月中 (10)大阪土木会社設立之出願 東雲新聞

明治21 1888 1 月中 (11)名誉組の石炭の販売 朝日新聞

明治21 1888 1 月中 (12)商業の不景気 大阪日報

明治21 1888 1 月中 (13)工業の景況 大阪府農商工月報第十八号（M21.2)

明治21 1888 1 月中 (14)商業の景況 大阪府農商工月報第十八号（M21.2)

明治21 1888 1 月中 (15)農業の景況 大阪府農商工月報第十八号（M21.2)
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明治21 1888 1 月中 統計に関する新聞記事

明治21 1888 1 月中 (1)明治八年以来の大阪府で創立された諸会社 大阪日報

明治21 1888 1 月中 (2)中之島治安裁判所の勘解事件および民事事件 朝日新聞

明治21 1888 1 月中 (3)遊客及び遊興費 東雲新聞

明治21 1888 1 月中 (4)天王寺治安庁で客年中に受理した件数 朝日新聞

明治21 1888 2 1 府立博物場美術館の上棟式を行なう。 朝日新聞、大阪府教育百年史第三巻

明治21 1888 2 1

摂津・河内両国十四郡中五百二十ヶ村から選ばれた勧農義社創立委員九名が北区岩井町旧戸

長役場に集会し、定款・規約を議定し、願書の提出を決める。また従来の屎尿取締所廃止を

進める。

朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 2 1 大阪談話会、解散する。 朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 2 1
南区長、九郎右衛門町浪芳橋東詰以南難波村遊連橋東詰までの道幅を三間三分に広げること

を関係地主らに伝える。
朝日新聞

明治21 1888 2 1 東区備後町二丁目に女子教育を目的とする綜芸種智院が開設される。 朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 2 2

緒方惟準・高橋正純ら、貧民療治のための慈恵病院設立を申請する。二月九日認可され、西

区江戸堀北通一丁目に事務所を設置する。六月二十一日東区唐物町一丁目円光寺に院を仮設

し施療を開始する。

朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 2 4 大阪府、明治十九年府令第十六号小学校教員免許細則を改正する。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 2 4 難波停車場、プラットフォームの一部焼失する。 朝日新聞、東雲新聞、大阪日報

明治21 1888 2 4
婦人風俗改良会の設立をめざし、この日談話会を土佐堀青年会館に開く。米国婦人フィッ

シャーらの演説あり。
朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 2 5 進取会、保安条例抵触の恐れもあるとして解散の方向が相談されるも、結局解散せず。 大阪日報、新聞集成明治編年史

明治21 1888 2 5 建野大阪府知事、上京の途につく。 朝日新聞

明治21 1888 2 7
大阪府、清国香港の天然痘流行を告げ、府民に種痘の励行を求める。十五日神戸に発病者あ

り、再度の注意を喚起する。
布告及布達(新聞)、東雲新聞

明治21 1888 2 8
大阪府、府立大阪書籍館を廃止する。書肆鹿田静七、その書籍を買い受け、私立書籍館の開

設をはからんとする。
布告及布達(新聞)、朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 2 8
大阪府、東区に府会議員一名の欠員あり、本月中の補欠選挙実施を公告する。進取会、後任

候補人を山下重威に指名し、同月二十三日の投票にて多数を得る。
布告及布達(新聞)、朝日新聞、東雲新聞、大阪日報

明治21 1888 2 8 東区上難波南町難波神社境内で出火。延焼九十余戸。彦六座も焼失する。 朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 2 8 川口のウィルミナ女学校焼失する。 朝日新聞、東雲新聞、大阪日報

明治21 1888 2 8 天王寺村戸長役場、溜池工事に関し、大阪測候所に本年夏の降雨予想を問い合わす。 東雲新聞

明治21 1888 2 9 西成郡新家村を菅原村と改称する。 布告及布達（新聞）、大阪日報、西成郡史

明治21 1888 2 9
玉手弘通等大阪商法会議所会員十九名、大阪商法会議所への府庁補助金返上論に反対の建議

書を提出する。
大阪経済史料集成第一巻建議報答p641〜644
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明治21 1888 2 9 『東雲新聞』も高島炭坑の惨状を報じる。 東雲新聞

明治21 1888 2 10 大阪府、通常府会区部会郡部会の決議を経て明治二十年度地方税収支予算を定める。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 2 10
大阪府、明治二十年度より同二十一年度区部地方税土木費中道路橋梁費支出予算を通常区部

会の決議を経て定める。
布告及布達(新聞)

明治21 1888 2 11
安堂寺町三丁目土肥助郎、大日本風俗改良会を組織し、この日その第一会として演説討論を

実施する。
東雲新聞、朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 2 12
大阪府、市区改正の計画図にもとづき、八月焼失に関係する東区博労町・南旧宝寺町の道路

幅とり広げのため地所買い上げに着手する。
朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 2 13
開業医津田融ら、貧民病患者の施療、孤児捨子の養育教授等をはかるため、大日本積善会の

設立発起人の集会を開くも、この会を赤十字支社とする者多数にて混乱を生じる。
朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 2 14
渡辺村大円居士（中江兆民）、『東雲新聞』紙上に｢新民世界｣の論を掲載し｢平民｣の卑怯な

意識脱却を説く。これ以後この論をめぐり、さまざまな意見が展開される。
東雲新聞

明治21 1888 2 15
大阪府、明治十九年府令第二十五号小学簡易科教員小学校授業生免許規則を改正する。ま

た、この日これにもとづく試験の実施を告示する。
布告及布達(新聞)

明治21 1888 2 15 東区高麗橋二丁目商工実業会、『実業の友』を発刊する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 2 16
白山彦三郎・才賀藤吉・中原達三郎・石井長三郎ら、大阪有為会を創設し、東区今福二丁目

に事務所を置く。この日、新聞にこれが報道される。
大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 2 16
北区西堀川町朝来泰了ほか四人、大阪身上担保会社設立を申請する。地方より大阪へ来て傭

雇人となることを希望する者に安全確実な便宜を与えようとする。
朝日新聞

明治21 1888 2 17 大阪始審裁判所の新庁舎、旧若松監獄跡に新築の工を起こす。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 2 17 『朝日新聞』、市制案についての報道を行なう。 朝日新聞

明治21 1888 2 19
南倶楽部、創業会員の総会を開き、幹事三名、協議員十名、会計審査員二名を選ぶ。また名

称を阪南倶楽部と改め、位置を東清水町一番地に定める。
朝日新聞、東雲新聞、大阪日報

明治21 1888 2 20 臨時府会・区部会を開き、監獄建築費について審議する。（二十五日閉会） 布告及布達(新聞)

明治21 1888 2 22 大阪府、区町村立小学校職員任免手続を改正する。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 2 22
西成・東成・住吉の三郡漁業者、大阪河川港湾漁業組合規約を設け、事務所を堂島中二丁目

におき、取締人を西成郡大和田村高橋鉄次郎外三名とする。
朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 2 23
大阪のモスリン仲買および小売商ら、総会を開き、モスリン商店の設立を決め、相互の利益

確保をはかる。
朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 2 24
東区安土町一丁目木原忠兵衛ほか数名、兵庫県御影村にキマルビール会社設立を申請し、こ

の日認可される。
朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 2 25
大阪府、明治十六年甲第二十七号産婆規則を改定する。また、これにもとづき産婆術開業者

の組合を設けさせる。
布告及布達(新聞)、朝日新聞、東雲新聞、大阪日報
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明治21 1888 2 25 大阪府、西区に一名の府会議員欠員が生じたことを告げ、三月中の補欠選挙を告示する。 布告及布達(新聞)、朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 2 25 梅花女学校で創立十周年の記念会が開かれる。 大阪日報、朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 2 25 大阪紡績会社長松本重太郎ら、千島避病院の取払いを出願する。 東雲新聞

明治21 1888 2 27
東区道修町二丁目小西儀助・殿井新造・橋本忠三郎ら、大阪洋酒醸造会社（資本金二万円）

の創立を申請する。
東雲新聞

明治21 1888 2 28 大阪株式取引所、同所定款並びに申合規則の改定を申請する。 株式取引所(府)、朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 2 29 明治二十一年度通常府会区部会郡部会を開く(四月一日閉会) 府会一件(府)、朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 2 日欠 大阪馬車会社、梅田停車場から難波停車場までの馬車鉄道を出願する。 朝日新聞、東雲新聞、大阪日報

明治21 1888 2 日欠 火災にて焼失した彦六座の再築、周辺住民の反対がつよく、難航する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 2 日欠 ウィルミナ女学校教師米国人ドリンナン、大阪孤児院の設立を申請する。 大阪日報

明治21 1888 2 日欠
大阪府、中之島始審裁判所の移転跡地を得て、中之島公園地を淀屋橋筋まで広げることを決

める。
東雲新聞

明治21 1888 2 日欠
大阪府、安治川下流木屋新田の定繋場を廃止し、大阪商船・日本郵船両社汽船の定繋場とす

る。これにより共栄社・共同組・山本組等の定繋場が消滅する。
大阪日報

明治21 1888 2 日欠
大阪府立高等女学校校長大原近義、京都の学事視察に感じて同校の裁縫科・割庖科の改善を

企図する。このころ同校への志願多し。
東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 2 日欠 大阪府下洋反物商申し合わせて神戸外商館との取引を見合せ、価格の回復をはかる。 大阪日報

明治21 1888 2 日欠 北区の小学首座教員会、この月より北区教育諮問会と改称する。 大阪日報

明治21 1888 2 日欠 簡易科小学校の設置に強い抵抗あり。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 2 日欠 西成郡で養蚕農家が増える。 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治21 1888 2 月中 (1)第四回学友懇親会の景況 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (2)地主がよい上土を売って利益を売る流行を制止せんとする 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (3)小森清助が貧民に白米施与 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (4)角座・中座等の芝居 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (5)旧暦の年末も不景気 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (6)実川延三郎死す 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (7)荒木又右衛門の刀などの遺物 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (8)旧暦の元旦 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (9)福井県人の懇親会 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (10)演劇改良のための俳優研究所 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (11)胞衣取扱の産盛社が悪評を否定する広告を出す 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (12)浪花座等の狂言・芝居 朝日新聞
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明治21 1888 2 月中 (13)新発明じかたびの広告 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (14)兵式体操器具の広告 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (15)西区の小学校で兵式体操をとりいれるため教員を指導せんとする 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (16)大塚・吉原・泉の囲碁三名人の初めての手合わせが計画される 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (17)川上音二郎が改名して落語家になる 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (18)西成郡の一老農による播種法

明治21 1888 2 月中 (19)土地埋立て 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (20)大阪砲兵工廠の反射炉増設 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (21)美野田覚念の哲学演説大会 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (22)敷物製造機械による敷物製造の広告 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (23)歩合金の紛議 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (24)風景優美なる大阪　―外人の批評― 大阪日報

明治21 1888 2 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治21 1888 2 月中 (1)屠獣会社の廃業 大阪日報

明治21 1888 2 月中 (2)共栄社の第一回実際報告 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (3)大阪セメント会社の事業拡張の広告 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (4)不景気による汽船荷客の減少で航海業者が困難する 大阪日報

明治21 1888 2 月中 (5)米価下落と肥料騰貴による農家の困難 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (6)米穀の輸入が多額に上り、倉庫が欠乏する 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (7)大阪石油会社直販店となった重明舎の広告 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (8)日本烟火製造会社の好況 大阪日報

明治21 1888 2 月中 (9)北国船の荷物集め 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (10)大阪五番目の西洋形造船所 大阪日報

明治21 1888 2 月中 (11)剣先船と二十石船 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (12)農家が売り急ぎをおさえるうちに米価が下落をたどる 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (13)木津川に繋泊する北前船が減少し、碇泊料も減少する 大阪日報

明治21 1888 2 月中 (14)工業の景況 大阪府農商工月報第十九号（M21.2)

明治21 1888 2 月中 (15)農業の景況 大阪府農商工月報第十九号（M21.1)

明治21 1888 2 月中 教育に関する新聞記事

明治21 1888 2 月中 (1)区長の通達 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (2)府立商業学校でスナイドル銃をもたせる 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (3)私立英学独脩会の生徒募集 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (4)汎愛学舎 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (5)私立関西法律学校の移転 東雲新聞
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明治21 1888 2 月中 (6)府立商業学校の卒業証書授与式 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (7)大阪青年医学奨励会 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (8)私立大阪商業学校の発展 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (9)私立大阪商業学校の生徒募集 朝日新聞

明治21 1888 2 月中 (10)協立学校教師のウイリヤム・フーバーが死去 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (11)私立大阪女学校の卒業証書授与式 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (12)相愛女学校の設立 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 統計に関する新聞記事

明治21 1888 2 月中 (1)雑喉場の昨年中の売り上げ 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (2)北区の商工業者の開業と廃業 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (3)麦藁真田紐の昨年中の捌高 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (4)府下の大工業者の統計 東雲新聞

明治21 1888 2 月中 (5)北区酒造家の醸造高 東雲新聞

明治21 1888 3 1
大阪鉄道会社の創立が認可され、大阪より奈良県桜井まで、および北今市より分岐して奈良

に至る線路の開設が命じられる。

朝日新聞、大阪日報、東雲新聞、大阪鉄道会社定款、大阪鉄道会社申合規

則、

明治21 1888 3 1 『東雲新聞』、修船工事中事故死した人物の遺家族の苦境を報じ、慈善家の寄付を訴える。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 3 2 東区進取会、第二会を開き、進取会と改称して東西南北の各区に会員を募らんとする。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 3 5 大阪商法会議所、組織を改革し、規則および総会議事細則を改正する。
大阪経済史料集成第一巻建議報答p692〜699、大阪商工会議所百年史、東

雲新聞、朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 3 6
楽長永井・岩井ほか楽師五十一名からなる軍楽隊がフランス人軍楽教師ルールとともに大阪

鎮台に着任し、最初の軍歌を演奏する。
朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 3 8 天然痘発生する。大阪府、種痘の普及を図る。 布告及布達(新聞)、朝日新聞

明治21 1888 3 8 大阪電燈会社、事務所を東区平野町一丁目に移す。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 3 10 大阪府、外国商標に紛らわしき商標の使用を禁止する。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 3 10
西区で府会議員の補欠選挙会が行なわれ、播本孝良が選出される。この投票に先立ち、西区

有志二派に分れ、各々その候補者を定めて、選挙人に支持を訴える。
東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 3 11 第二回機到会を博物場に開く。 東雲新聞、

明治21 1888 3 12 大阪府、各町村における衛生組合準則を定める。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 3 12 建野大阪府知事、帰庁する。 朝日新聞

明治21 1888 3 13 西区幸町一丁目木村常七ほか十五名出願の礦油会社の設立（難波村）が認可される。 東雲新聞、朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 3 15
大阪府、臨時府会の決議を経て明治二十年度より同二十四年度に至る区部連帯地方税府監獄

建築修繕費中建築費支出予算を定める。
布告及布達(新聞)

明治21 1888 3 17 大阪府、明治二十年度区部地方税支出追加予算を内務大臣の指揮を得て定める。 布告及布達(新聞)
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明治21 1888 3 17
西成郡難波村村会議員柿本惣兵衛ほか九名、湊町に建設予定の大阪鉄道停車場の場所変更を

府知事に願い出る。
朝日新聞

明治21 1888 3 18 大阪商船会社の汽船百貫丸、室津沖で火災を起し、多数の死傷者を出す。 朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 3 21 大阪府、雇人口入営業取締規則を定める。(八月一日施行) 布告及布達(新聞)

明治21 1888 3 24
北区天神橋筋一丁目北田音吉ほか十名より出願の広益会社設立が認可される。四区二郡に関

する塵芥屎尿取払いおよび肥料販売を目的とする。
大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 3 26 大阪府、府立大阪商業学校生徒入学金を廃し、授業料徴収概則を改定する。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 3 28
『東雲新聞』前社主寺田寛および社員前野倍吉・前野茂久次、秘密出版の嫌疑で拘引され

る。三月三十日には同じく北浜倶楽部の中川澄が拘引される。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 3 28

大審院にて大阪国事犯事件の被告人大井憲太郎・小林楠雄・新井章吾・館野芳之助の上告公

判が開かれる。つづいて四月十一日、原裁判の全部を破棄し、名古屋重罪裁判所に移す判決

が下る。

東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 3 29 大阪府、地方税支弁・補助の河川名を公示する。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 3 29
大阪府、東区で府会議員一名の補欠選挙を公示する。（これより先、東区選出寺村富栄議員

の辞職を求める府会議員の動きがあり、二十五日同人の辞職あり。）
布告及布達(新聞)」、東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 3 30
西区江戸堀南通一丁目恩地忠兵衛ほか数人、西区新町南通三丁目に大阪人力車会社を創立す

る。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 3 31 大阪府、明治二十一年度郡部営業税雑種税課目課額を通常郡部会の決議を経て定める。 布告及布達(新聞)」

明治21 1888 3 31 大阪府、淀川流域の砂防工施設の箇所における禁止事項を定める。 布告及布達(新聞)」

明治21 1888 3 31 大阪府、棄児養育補充費の支給手続を定める。 布告及布達(新聞)」

明治21 1888 3 31

大阪府下の茶業有志、製茶の改良と海外商権の拡張を目的として関西茶業義会（本部高麗橋

一丁目）を設立し、この日府庁に創立願書を提出する。（ただし、四月二日、四月五日の可

能性もあり）

東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 3 日欠
阪堺鉄道大和川鉄橋、洪水のときに妨害となることが安立町民から指摘され、ガラト引上げ

実験を行なうも不調にてさらに大きな問題となる。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 3 日欠 東区・北区で軍人待遇のための尚武会が組織される。大阪府知事、これに注目する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 3 日欠 大阪商船に対抗する反対船三十艘を超える。 東雲新聞、大阪日報

明治21 1888 3 日欠 大阪商船会社の経営危機をめぐるうわさが様々に流れる。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 3 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治21 1888 3 月中 (1)牛車の牛が子供のいたずらで暴走し、けが人を出す 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (2)摂河両国の農家、米価安くして肥料高値により田畑を債主に流す困難に見まわれる 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (3)市中の諸職工が米価下落により農家の需要がなく、休業の如き有様となる 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (4)府立博物場で奈良正倉院の宝物の模写を森関山らに命じる 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (5)東雲新聞社で画工藤原信一が来阪して挿画に参画する 東雲新聞
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明治21 1888 3 月中 (6)幸町で精米所の器械に袖を引込まれて死亡する事故が起きる 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (7)北野村の授産場で品質の高い段通がつくられる 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (8)大阪控訴院ほか各裁判所で民事事件が増加する 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (9)改設愛育社が名義の詐称による巻煙草販売を明らかにする 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (10)四区長及び各区役所衛生課主任書記が棄児の依託を考えて改設愛育社を見学する 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (11)大阪府農商課が西成郡加島村に植物園新置のため土地を買い上げる 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (12)南区医事会が発足し、通俗衛生談話会も開くこととする 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (13)讃岐人懇親会の盛況 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (14)赤十字社委員長建野知事が赤十字社員を募る 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (15)東区の造家学練習所で伝統的建築法の教授を始める 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (16)水枕の広告 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (17)菊地侃二等が法律書籍館を設立せんとする 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (18)大阪府会・区部議員が弁当料を地方税中へ寄付する 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (19)北区相生町で倶楽部設立の話が進む 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (20)東区の富永潤らが府下の川に架した橋梁を拝借せんと出願する 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (21)西成郡で三派に分れて紛議がつづく 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 学校・教育に関する新聞記事

明治21 1888 3 月中 (1)中之島尋常小学校に私立中之島夜学会を設け、三日開業式を行なう 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (2)第三高等小学校の開校式 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (3)小学校の落成式と開業式 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (4)大阪簿記学校自宅独習会の会員募集広告 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (5)達才学校の開業広告 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (6)四区二郡の小学校教員に鎮台で兵式体操を教授する 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (7)西成郡上福島村で教育幻灯会を催す 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (8)関西法律学校講義録の広告 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (9)関西法律学校で討論会開催の広告 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (10)体操洋服発売の広告 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (11)学校生徒用子供靴の広告 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (12)大阪理学館の生徒募集広告 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (13)欠番 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (14)大阪英法学校の討論会 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (15)春日出小学校付属植物試験場 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (16)数学専門学校の教場拡張 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (17)関西法律学校の教師の増員 朝日新聞
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明治21 1888 3 月中 (18)粟谷品三が高等小学校に兵式体操用木銃を寄付する 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (19)浪華普通義塾の生徒募集 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治21 1888 3 月中 (1)澱江汽船会社のほかに汽船会社が設けられ、競争の激化が予想される 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (2)氷豆腐の需要が伸びる 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (3)井上商店の福田太次郎が商況視察にて上海へ赴く 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (4)第三十四国立銀行の資本増加 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (5)第三十八国立銀行の資本増加 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (6)大阪倉庫会社の倉庫拡張 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (7)清国貿易を目的として大阪商会を創設する 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (8)桑苗商行の桑苗予約販売 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (9)北区大阪抄紙所の紙の製造 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (10)大阪製銅会社の発展 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (11)大阪府農商工月報の内容改良 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (12)香竄ぶどう酒の広告 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (13)九州鉄道会社大阪出張創立事務所 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (14)府下養蚕の景況 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (15)中之島の石油会社の景況 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (16)旧大阪融通会社の解散 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (17)佐々木仁兵衛の毛糸製造販売広告 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (18)黒糖会社設立の出願 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (19)中の島の川魚会社の解社 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (20)大阪清水商会創立認可 大阪日報

明治21 1888 3 月中 (21)ナニハビールの好評 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (22)大阪船渠会社の貸船渠営業広告 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (23)農業の景況 大阪府農商工月報第二十号(M21.3）

明治21 1888 3 月中 芝居・娯楽等に関する新聞記事

明治21 1888 3 月中 (1)劇場通信（３月２日） 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (2)技芸新報発行 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (3)劇場通信（３月11日） 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (4)劇場通信（３月13日） 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (5)劇場通信（３月17日） 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (6)劇場通信（３月18日） 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (7)劇場通信（３月20日） 朝日新聞
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明治21 1888 3 月中 (8)劇場通信（３月30日） 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 統計に関する新聞記事

明治21 1888 3 月中 (1)同盟銀行の株金と積立金 東雲新聞

明治21 1888 3 月中 (2)明治十二年より十九年度までの地方税収支精算 朝日新聞

明治21 1888 3 月中 (3)西区内の農工商況 東雲新聞

明治21 1888 4 1 西区南堀江二番町にて出火。延焼四戸。 朝日新聞

明治21 1888 4 1 青物商、天満青物市場申合規約を定め、市場の盛運を謀る。 天満青物市場管理法

明治21 1888 4 1 大阪測候所を府立大阪一等測候所と改称する。 朝日新聞、大阪府会史、東雲新聞

明治21 1888 4 1
大阪砲兵工廠、教師ポンペヲ・グリロおよび助手アントニヲ・フォルネリスを満期解傭す

る。
大阪砲兵工廠沿革史、大阪日報、朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 4 1
野口茂平、天保山旧砲台跡を遊園地とする。五月七日には海浜館・海水浴場も開場、市民の

ここに遊ぶ者多数。
東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 4 1 大阪府、明治二十一年度郡部地方税中地租割戸数割税率を定める。 布告及布達（新聞）

明治21 1888 4 1 南区各小学校の音楽教員ら、研究練習のため南区音楽会を設置する。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 4 1 粉川町の貧民救育場、小林佐兵衛に下げ渡し、私立南授産場と改称する。 大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 4 3 偕行社、附属小学校を設け、この日開校式を挙げる。鎮台将校の子弟を教育する。 朝日新聞、大阪日報、東雲新聞

明治21 1888 4 3
大阪府学務課の発意で四区および東成郡の小学生徒一万三九〇〇人余が鎮台練兵場で大運動

会を催す。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 4 3 四天王寺聖霊会の舞楽が復活する。 朝日新聞

明治21 1888 4 3

春季代言通常会が開かれ、会長選挙を行なうも、投票不正当の主張がなされ、改めて選出す

ることとなる。この後、五回にわたり選挙会が開かれ、四月十九日ようやく会長に佐久間俊

明がえらばれる。

朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 4 3
大阪商家の子弟有志による有為会の懇親会が開かれ、従来より発行の雑誌『知識の友』を、

新聞紙条例を遵奉し政治的意見も掲載できるものに改革することが企画される。
東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 4 3 『東雲新聞』、｢大阪の別世界｣と題して日本橋三・四・五丁目の住民のことを紹介する。 東雲新聞

明治21 1888 4 4
淀川・大和川・石川・神崎川・中津川・安治川・木津川堤防にある樋管修築は明治二十一年

度地方税より二分の一補助となる。
布告及布達(新聞)

明治21 1888 4 4
土居通夫・玉手弘通・寺村富栄ら中之島洗心館を借用して倶楽部同友会を開く。保守派・官

権派の集合として揶揄する向きもあり。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 4 5
西区長堀南通三丁目柴官次・三宅八弥太ら、西区本田二番町に凍氷会社設立の申請書を提出

する。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 4 5
西区南堀江通二丁目揚井直造ほか四名、北堀江通一丁目に大阪商会を設立し、清国との貿易

に従事する。
東雲新聞
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明治21 1888 4 6 大阪府、明治十七年甲第八十七号氷雪営業取締規則を改定及び追加する。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 4 6 大阪府、郡部地方税中営業税雑種税賦課取扱順序を定める。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 4 6
大阪府、有志寄付金による天王寺公園内荒蕪地開墾の費用三百四十九円余のうち百八十八円

余を下付し、その整備を助成する。
公園地一件書類

明治21 1888 4 6 造幣局の幼稚園、日新学舎についで廃止が決まる。 朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 4 7 大阪府、明治二十一年度区部営業税雑種税課目課額を通常区部会の決議を経て定める。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 4 7
大阪府、明治二十一年度区部地方税中漁業税課目課額を通常区部会の決議を経て定める。ま

た、郡部同上を同様定める。
布告及布達(新聞)

明治21 1888 4 7 大阪府、本年度区部備荒儲蓄規則及び郡部同上を定める。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 4 7 大阪府、明治十九年度地方税収支精算および別途金収支精算を決了する。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 4 7
田辺五兵衛・武田長兵衛ら、東区北浜三丁目に大阪薬品試験株式会社を創立する。資本金一

万円。（七月三十日開業式）。
大阪府工業概覧、東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 4 7 大阪府、明治十九年度区部及び郡部備荒貯畜金収出精算をそれぞれ公示する。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 4 7 北区の有志、区長の勧めにて勧工場設置の検討を開始する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 4 8

大三輪長兵衛・佐野与兵衛・橋本孝良・扇谷五兵衛・森作太郎・郡久兵衛・渋川忠次郎・村

山龍平ら、西倶楽部を創設する。（西区薩摩堀南之町五番地、大三輪長兵衛持家をクラブと

する）。

東雲新聞、朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 4 9 大阪医会開会するも出席少数にて成立せず、相談会となし、規約改正案の取り消しを議す。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 4 9 大阪国事犯事件の逃亡者吉村大次郎、和歌山県警察本部に自首する。 朝日新聞

明治21 1888 4 10
東成・住吉郡長、東成郡今福村及び住吉郡南田辺村に稲作改良試験田を設置し、福岡県人林

遠里の改良法を実試する。
南区文書77(C8)、朝日新聞、大阪朝日新聞

明治21 1888 4 11 大阪博物場、夜間開場を再開する。 東雲新聞

明治21 1888 4 12 大阪府、小学校職員職制を定め、学校長・訓導・授業生の職を明確にする。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 4 12 大阪電燈会社、電燈線路の設置を出願する。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 4 14 大阪府、明治二十一年度区部地方税中地租割税率・家屋税税率を定める。 布告及布達（新聞）

明治21 1888 4 14 大阪府、明治二十一年度郡部地方税支弁及び補助に係る道路修繕の順序を定める。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 4 14 大阪府、明治二十一年度地方税収支予算を定める。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 4 14 第百四十八国立銀行、新潟県下第三十一国立銀行を合併する。 法規分類大全、

明治21 1888 4 15
二府三県官民大懇親会を大阪桜ノ宮に開く。集まる者数千人。途中より降雨にてその不首尾

を責める者もあり。
東雲新聞、大阪日報、大阪日報

明治21 1888 4 18 大阪府、千日前興行場等禁止の訓令実施を延期する。 朝日新聞

明治21 1888 4 20 東成・住吉両郡勧業委員執務細則を定める。 南区文書77C8

明治21 1888 4 22 第三高等中学校の大運動会が開かれる。 東雲新聞、朝日新聞
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明治21 1888 4 22 北浜倶楽部、朝日新聞社織田純一郎の欧米行きに際し送別会を開く。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 4 23 大阪四区の連合区会が解散する。 朝日新聞

明治21 1888 4 23
西成郡西浜町旧菜摘町でのキリスト教説教の会場に二百人ばかりの男女が押し寄せ投石など

の妨害を行なう。
朝日新聞

明治21 1888 4 24 大阪府、所得税調査委員手当並びに旅費支給規則および調査会諸費を定める。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 4 24 『東雲新聞』、高島炭坑の惨状について二度目の記事掲載を行なう。 東雲新聞

明治21 1888 4 25
東成郡蒲生村秋岡義一、郡役所のすすめにより、私立養蚕伝習所を天王寺村鳳林寺内に開

く。
南区文書77(C8)、朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 4 25 『朝日新聞』、高島炭坑坑夫の状況を掲載する。 朝日新聞

明治21 1888 4 26
『東雲新聞』、懇親会名義等にて多人数が集会することに対し警察が探偵を強化しているこ

とを報じる。
東雲新聞

明治21 1888 4 30 緒方惟準、大阪医会会長職を辞任する。五月十五日後任に森鼻宗次を選出する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 4 日欠 錦簡易小学校規約を定める。 大阪府教育百年史第三巻

明治21 1888 4 日欠 四区の各赤十字社支部委員が決まりはじめる。つづいて郡部も。 朝日新聞

明治21 1888 4 日欠 大阪砲兵工廠で全国各地の海岸砲百二十ヶ所分製造に着手。 東雲新聞

明治21 1888 4 日欠 酒造講習所、毎月二回の酒造雑誌刊行をはじめる。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 4 日欠
このころ小学校における運動会・行軍などが流行し、生徒の洋服新調等父母の負担が増え

る。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 4 日欠 淀川汽船の反対船就航する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 4 日欠
大阪商法会議所の改進派、川口の入津料廃止案が保守派によって阻止されたままであること

に不満をつのらせる。
東雲新聞

明治21 1888 4 日欠 川崎造船所、阪堺鉄道に大和川鉄橋の完成引渡しを行なう。 大阪日報

明治21 1888 4 日欠 四区の区長および財界有志らが東京美術協会の支会設置を計画する。 朝日新聞

明治21 1888 4 日欠 大浚丸実用以来天保山沖と川内の水底浚疏は順調に進む。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 4 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治21 1888 4 月中 (1)川口の景況 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (2)パリ万国博覧会への出品に関する願書の手続き 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (3)大阪商法会議常置委員会の正副議長 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (4)茶器の騰貴 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (5)朝日新聞の九州地方一手売捌き広告 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (6)伊予松山における朝日新聞・東雲新聞の一手売捌き店 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (7)通常西区会 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (8)奨武会設立の協議 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (9)毛糸紡績の発展にしたがって兎が流行する 朝日新聞
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明治21 1888 4 月中 (10)改設愛育社で岡村謙譲の無料仏教演説会 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (11)東京の美術展覧会に出品の人名と品名 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (12)旧与力町の変遷 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (13)堀川監獄で月俸等より差引いて赤十字社等へ送金することに苦情が出る 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (14)兵士の外出時間 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (15)大塩平八郎伝の広告 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (16)獣病院の広告 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (17)尾張人親睦会開会の広告 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (18)旧幕時代の海岸砲を神戸へ送り溶解する 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (19)地方衛生会の開会 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (20)北浜に設立の私立産科婦人科病院 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (21)南区の溝浚人夫が手荒な吏員の行ないに対し雇入を拒む 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (22)茨城県・大分県・丹波笹山の同県人の懇親会を開く 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (23)東区島町の歯科療院開設報告 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (24)若狭国小浜の政談演説会の菊池侃二らが招かれる 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (25)松本軍医総監来阪に際しての懇談会 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (26)宿屋が減少して下宿屋が増加する 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (27)長州藩出身者の墓地 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (28)今田長命・森安梅嶺・岸本梅渓の保友社奉額発句輯とは無関係の広告 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (29)佃村植物場に桑の苗を植える 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (30)大日本積善社の広告 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (31)天王寺警察署新築工事 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (32)大阪商人の子弟中に洋行出願続出 新聞集成明治編年史

明治21 1888 4 月中 教育・学校等に関する新聞記事

明治21 1888 4 月中 (1)端正裁縫学校の募集広告 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (2)大阪婦人学習会教員がグードリッチ夫人からラニン夫人に代わる 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (3)大阪盲唖学校の成長 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (4)大日本水産学校設立の出願 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (5)私立大阪教育会の第三回総集会 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (6)かなのくわい大阪分会 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治21 1888 4 月中 (1)大阪織物会社が創立の予定 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (2)大阪製薬試験会社の創立出願 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (3)堂島米商会所の解散とその資本金 朝日新聞
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明治21 1888 4 月中 (4)共栄社汽船問屋河村勘蔵の引き立て願い 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (5)日本硝子製造会社の広告 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (6)北新地の誠水舎がラムネを製造販売する 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (7)桃山の桃生産が行き詰まる 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (8)精泉舎ラムネ製造所の移転 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (9)馬車出入願 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (10)阪堺鉄道会社の第一期の好成績の報告 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (11)大阪商船会社の木津川丸が就航 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (12)四区二郡における蒔絵工業 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (13)住吉段通の製造と販路 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (14)農業の景況 大阪府農商工月報第二十一号（M21.4)

明治21 1888 4 月中 (15)工業の景況 大阪府農商工月報第二十一号（M21.4)

明治21 1888 4 月中 (16)海岸砲試撃 大阪日報

明治21 1888 4 月中 (17)大阪製燧社休業の相談 大阪日報

明治21 1888 4 月中 芝居・娯楽等に関する新聞記事

明治21 1888 4 月中 (1)大阪の齋藤鉱之助が京都の梅の家席で人気を博す 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (2)劇場通信四月十五日 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (3)北新地で演舞温習会を催すことに決定 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (4)劇場通信四月十八日 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (5)千日前の景況 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (6)劇場通信四月二十二日 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 (7)劇場通信四月二十五日 朝日新聞

明治21 1888 4 月中 統計に関する新聞記事

明治21 1888 4 月中 (1)四区三郡の屑商 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (2)大工と手伝人の現数 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (3)古物商の統計 東雲新聞

明治21 1888 4 月中 (4)綿の輸出入高 東雲新聞

明治21 1888 5 1 大阪府、府庁の執務時限を午前八時より午後二時までとする。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 5 1 西成郡伝法村に私立岸病院が開業する。 大阪日報、朝日新聞

明治21 1888 5 1 大阪始審裁判所民事課で即決裁判を始める。 朝日新聞

明治21 1888 5 2 昆布小売商組合、職工取締法を定める。 大阪昆布仲買商組合沿革史二ノ上

明治21 1888 5 2 西倶楽部、西区北堀江上通四丁目に移転する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 5 2
北区学事委員大島良助ら、小学生徒の学事奨励として作文奨励会を開設し、体操運動・唱歌

などへの復習の偏りを正さんとする。
朝日新聞
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明治21 1888 5 2 府立尋常大阪中学校の建築地が天王寺村字古屋敷に定まり、地所買収の手続を終える。 朝日新聞

明治21 1888 5 4 摂津・河内両国十六郡の有志者、勧農義社の設立を再申請する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 5 5
西成郡役所、曽根崎村梅田停車場前において西成郡製産物品評会を開催する。（五月十八日

閉場。来観人員四万一八八六人）

博覧会共進会景況一件書類、大阪府農商工月報第二十二号(M21.5)、大阪

日報、朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 5 5 愛珠幼稚園幼児、梅田停車場前へ遊行する。 大阪府教育百年史第三巻

明治21 1888 5 6 大阪偕行社、この日より三日間、中之島明治紀念碑前で招魂祭を開く。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 5 8 東成郡玉造村稲荷神社境内の舞台、再建する。 朝日新聞

明治21 1888 5 9 大阪府、車所有者心得及び車税則取扱心得を改定する。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 5 10 西区雑喉場の市場税負担をめぐって卸売商・仲買人の間で話し合いがつく。 東雲新聞

明治21 1888 5 10
『朝日新聞』、織田純一郎を欧米に派遣し、欧米における新聞の研究に従事させることを告

示する。
朝日新聞

明治21 1888 5 11 西区立売堀南通六丁目西村和平ほか四名、西成郡今宮村に関西牧畜会社の創立を願い出る。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 5 12 内務大臣山県有朋来阪し、十四日神戸に向う。 朝日新聞

明治21 1888 5 12 植木枝盛、北堀江二丁目明楽座において政談演説を行なう。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 5 12 大阪鎮台を廃し、第四師団を置く。 法令全書、東雲新聞、大阪日報

明治21 1888 5 15
大阪の翻刻業者、内務省の翻刻書体裁変更の指示を拒否するため、同盟義会の開催を要求す

る。
東雲新聞

明治21 1888 5 15 東区今福二丁目に大阪益友会が結成され、会員に小説の貸与をなさんとする。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 5 15 阪堺鉄道、難波より吾妻橋までの汽車往復を開始する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 5 16
大阪府、着色料取締規則を定め、飲食物および小児玩弄物の安全をはかる。（六月一日施

行）。
布告及布達(新聞)

明治21 1888 5 16 北区曽根崎新地三丁目で出火。消防ポンプの活動に手間取り延焼数十戸。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 5 16
北区各小学校の首座教員及び学事委員ら、教育諮詢会を開き、公用文の授業開始学年及び他

校参観の方法を定める。
東雲新聞

明治21 1888 5 17
大阪青年会堂において高島炭坑坑夫救出の宗教演説会が開かれ、善積順蔵・植木枝盛・本間

重慶が弁舌をふるう。
社会燈第一号M21.5.21発刊、東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 5 17 大阪府、大阪鉄道許可につき土地買上げに対応すべき旨の指示を区役所等に下す。 南区文書(A3)、朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 5 17 難波神社、氏子総代人を選出し、火災後の再建に着手する。 朝日新聞

明治21 1888 5 20
保安条例違反事件で免訴処分を受けた武知元良・阪本清策の両名、講釈師の免許鑑札を受け

千日前の木村席にて「佳人の奇遇」などを演じる。（二十一日興行停止処分を受ける）
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 5 20 『朝日新聞』、東区座摩神社前の古手商の悪弊を報じる。 朝日新聞
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明治21 1888 5 21 平民社、東区高麗橋二丁目に週刊雑誌『社会燈』を創刊する。（後南区鰻谷東之町に移る） 社会燈第一号M21.5.21、東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 5 23 大隊区監視区所在地およびその区域が定められる 布告及布達(新聞)

明治21 1888 5 23 東成・住吉郡役所土木課、京街道ほか七街道保存のため道路看守人を設置する。 南区文書77(C-8)

明治21 1888 5 23 内務大臣山縣有朋、再び来阪し、二十七日京都に向かう。 朝日新聞

明治21 1888 5 23
豊後町の藤堂史郎、市中の大社巨刹をつぶして公園地とすべきことを論じる。（二十九日反

論あり）
東雲新聞

明治21 1888 5 24 土佐堀二丁目青年会館で日本基督教伝道会社の設立十年期祝祭を開く。 朝日新聞

明治21 1888 5 24
北区町、格魯布(コロップ)病と称する病気流行して死ぬ者少なからざる状況に対し、諭告書

を発し、注意を喚起する。
朝日新聞

明治21 1888 5 25 大阪府、船灯信号器監査規則を制定する。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 5 25
『東雲新聞』、「維新革命の精神」を著し、公議輿論の尊重が維新革命の基本精神であった

ことを論じる。
東雲新聞

明治21 1888 5 29 山上修三・川島芳平、堺大浜に海水浴場を開く。 東雲新聞

明治21 1888 5 31 大阪府、府立大阪商業学校規則を改定し、校務を大いに改革する。 布告及布達(新聞)、市立大阪高等商業学校一覧、東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 5 日欠 大阪鎮台歩兵第二十聯隊第二大隊に自転車を備えつける。 東雲新聞

明治21 1888 5 日欠
大阪における相撲興行の悪弊を一掃するため頭取および桟敷方が協議、会社のごとき方法を

採用する。
朝日新聞

明治21 1888 5 日欠 商工実業会と有為会が合併する。 東雲新聞

明治21 1888 5 日欠 西区の実業家、大阪商話会を組織し、京町堀上通四丁目因順寺に仮事務所を置く。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 5 日欠 白石東成住吉郡長、農商工話会を開く。 朝日新聞

明治21 1888 5 日欠 大阪と堺の漁業者、漁業場所の区域を定めるとともに各河川での遊漁に制限を設ける。 東雲新聞

明治21 1888 5 日欠 住吉郡長白石純治、住吉公園の松樹保存、改良工事の着手を検討する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 5 日欠
北区有志、倶楽部設立の相談を重ねるも、その組織のあり方をめぐって意見が折り合わず、

難航する。
東雲新聞、朝日新聞、大阪日報

明治21 1888 5 日欠 『東雲新聞』、大阪商船の先き行きが暗いことを何度か記事にする。 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治21 1888 5 月中 (1)藤の花の名所野田の藤の案内広告 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (2)伏見町加島健吉の清酒正宗正吉の本火売始め広告（予告広告の最初） 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (3)尻無川川幅の拡張工事に着手 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (4)大阪鎮台軍楽隊の休憩所を府立博物場とする 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (5)東区粉川町上森はる、庶民を惑わす祈祷と薬湯入浴療法の容疑で拘引される 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (6)警察、橋上の納涼店出店の希望者を抽選 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (7)千日前の道路を一直線につけかえるとか 東雲新聞
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明治21 1888 5 月中 (8)暑中休暇廃止の噂 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (9)小学校教員の兵式体操伝習がつづく 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (10)大阪商船の木津川丸は大阪・馬関の間を航海 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (11)天満・天神両橋の橋詰に遊歩場開設の協議 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (12)金田駒造が懐中秤を発明して特許を出願する 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (13)四天王寺境内に車馬を通す 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (14)本願寺参り・伊勢参宮などの客で川口がにぎわう 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (15)北区の小学校の屎尿汲取を広益社が入札なしに受け負い 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (16)大阪博物場、列品室内を電灯照明するため発電器械をポーランドに注文 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (17)大阪府下各郡村で租税半米納を計画 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (18)千日前で赤穂義士の木像と遺物の展覧 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (19)第八回岡山県人懇親会 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (20)浪華画学校の無料教授広告 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (21)始審裁判所と控訴院の竣工はかなり延期の見こみ 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (22)増本真次郎の貧民施療 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (23)曽根崎警察署の新築に着手 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (24)大阪博物場で鎮台軍楽の合奏 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (25)今宮村に衛生談話会 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (26)大阪砲兵工廠による綫臼砲試撃 大阪日報

明治21 1888 5 月中 (27)平野新兵衛による市制研究会 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (28)大阪商業叢話会の演説会と大阪青年研法会の討論 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (29)かきつばた・さつきの花見案内 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (30)日向懇親会 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (31)荷車の取締りを協議 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (32)海岸砲十門の廻送につき対州浅海湾の荷上場設置 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (33)大阪に第三の治安裁判所設置で場所探し 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (34)西洋玉突台の広告 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (35)関西府県連合共進会への出品の勧誘 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (36)日本文学講義会により月並講義第一回、井上操を呼ぶ 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (37)堀川監獄の外役を賃金で囚徒の不平 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (38)ほたるがりの広告 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (39)北区の長屋建築規則の実施状況 大阪日報

明治21 1888 5 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治21 1888 5 月中 (1)煉瓦の需要増と製造額 朝日新聞
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明治21 1888 5 月中 (2)玉手弘通等、木皮による綿の織物所を設立せんとする 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (3)大阪製造会社で海軍の依頼により燐青銅打延しにとりかかる 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (4)西成郡の船渠会社で二つ目の船渠に着手する 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (5)東区の渡辺庄助出願の捕鯨業が許可される 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (6)難波村の橘善四郎らが青物産養会社を設立し、産出者と需要者の中間に立とうとする 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (7)北区の大阪鉄工所が会社となり、造船事業を拡張せんとする 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (8)西成郡で佐竹直一の発起により農談会を開く 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (9)大阪の銅工業者を仲間組合に加入させ、品物持逃げなどの悪習を防がんとする 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (10)大阪産業会社の住吉村における桑田と養蚕の成功 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (11)東成住吉両郡農事の景況 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (12)従来別々の米穀仲買と小売商人が合併して同一の仲間にせんとする 大阪日報

明治21 1888 5 月中 (13)東成郡深江産出の菅笠の需要が減少したため、製品改良に努める 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (14)石川伊助らが大阪肥料会社の設立を出願する 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (15)南区の原田麦藁帽製造所の帽子と真田紐 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (16)綿作における虫害サビの流行と対策 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (17)赤穂塩製産者、大阪での塩販売で会社を設置する 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (18)川口商業の衰微状況 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (19)試水舎ラムネの販売店 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (20)加藤海蔵らが商業工芸奨励のため勧商場を設立せんとする 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (21)大阪電灯会社が岩乗国彦を雇入れる 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (22)土木建築業の帝国工業会社の広告 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (23)大阪製銅会社において製造の水雷用燐青銅板と銅線の成功 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (24)養蚕伝習所の等級を定め、組織を改正する 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (25)「雪の水」と「西洋白粉」の広告 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (26)大阪府下十二の養蚕伝習所の優劣 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (27)東雲麦酒の広告 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (28)メリヤス製品の広告 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (29)工業の景況 大阪府農商工月報第二十二号（M21.5)

明治21 1888 5 月中 (30)農業の景況 大阪府農商工月報第二十二号（M21.5)

明治21 1888 5 月中 学校・教育に関する新聞記事

明治21 1888 5 月中 (1)大阪英法学校の討論会 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (2)府知事が大阪府尋常師範学校農学科実習地として福島村の土地を買上げる 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (3)英話会設立の広告 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (4)大阪英法学校で英語科を廃止する 東雲新聞
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明治21 1888 5 月中 (5)維耳美那女学校の建築 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (6)東区で高等小学生徒に遊泳を練習せしめんとする 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (7)相愛女学校の設立 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (8)大阪英法学校英語科廃止報道の誤報 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (9)北区の田原直輝が測量学校を設立せんとする 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (10)北区で簡易小学校を設置・開校する 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (11)予章館で英人教員を雇う 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (12)殿辻村に第五高等小学校を開校 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (13)大阪薬学会附属薬学校の生徒募集広告 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 芝居・娯楽等に関する新聞記事

明治21 1888 5 月中 (1)劇場通信五月一日 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (2)劇場通信五月三日 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (3)生国魂神社の能楽狂言 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (4)劇場通信五月十一日 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 (5)劇場通信五月二十七日 朝日新聞

明治21 1888 5 月中 統計に関する新聞記事

明治21 1888 5 月中 (1)船舶検査 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (2)淀川発着船の統計 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (3)四区二郡の建具商工業者の人員と収入高 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (4)四月中の輸出入木綿 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (5)人力車の挽子の数 東雲新聞

明治21 1888 5 月中 (6)輸出入貨物の数と元価 東雲新聞

明治21 1888 6 1 大阪府、市街消防組織をポンプ中心のものに改め、引崩消防を廃止する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 6 1 大阪馬車会社、大阪ステーション構内に馬車を備えつけ、公衆に貸付けることとする。 東雲新聞

明治21 1888 6 1 第四師団輜重廠が大阪城外に開庁する。 大阪日報

明治21 1888 6 1 南区空堀町外七十四ｹ町の聯合町会を解散する。 東雲新聞

明治21 1888 6 1 大分県人岸上源吾ほか三名、西成郡西九条村にパルプ製造所（永進社）を創業する。 東雲新聞、大阪日報

明治21 1888 6 1 西区靱上通一丁目に大阪兎会社が開業、織物および食肉のために尽さんとする。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 6 3 大阪鉄道会社、社長最上五郎以下検査役二名・常議員六名を選出する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 6 3 東雲新聞社、北区堂島北町二丁目に移転する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 6 3
大阪府知事ら、大阪衛生試験所所長桜井小平太らの手による衛生参考品の実地試験を実見す

る。
朝日新聞

明治21 1888 6 4 海防費献納者に対し、叙位が授与される。 大阪府史史料16｢秘書綴｣乙(4)34　ｐ446〜458
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明治21 1888 6 5
早見太郎ほか六名発起の貿易会社、設立が認可される。（明治二十二年一月三一日廃社を決

める）
東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 6 5 東京上野公園の美術展覧会において賞牌および褒状を受けた人名が公開される。 朝日新聞

明治21 1888 6 6 北浜倶楽部の中心メンバーによる政談演説会が堀江座に開かれる。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 6 6
『大阪日報』、西浜町・木津村の製革業の進展状況を報道、ドイツ人ケンペル伝授による技

術の進歩をたたえる。
大阪日報

明治21 1888 6 7 大阪府、煙草営業人心得および煙草税則取扱心得を改正する。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 6 7 大阪府、コレラ病への注意を告諭する。（同月二十八日、再度の告諭あり）。 布告及布達(新聞)、東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 6 7
御霊社の文楽座、拡張工事が落成し、この日初日。東京出張の越路太夫の出演。さらに興行

収益の一部を小林佐兵衛設立の授産場に寄付する。
東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 6 8 大阪博物場、書籍館の書籍を引き受け、この日開館する。
府立大阪博物場沿革誌明治廿一年、朝日新聞、大阪日報、東雲新聞、大阪

府教育百年史第三巻

明治21 1888 6 8 大阪砲兵工廠、信太山に諸機械の置き場を設置する。 大阪砲兵工廠沿革史

明治21 1888 6 9
治安裁判所出張所の位置が、大阪府では西成郡曽根崎村ほか七ヶ所の郡役所所在地に定ま

る。
朝日新聞

明治21 1888 6 9
西成郡曽根崎村戸長渡辺新右衛門・吉本五郎右衛門・堤仁三郎、蜆橋北詰から西梅田停車場

付近への新道開通を願い出る。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 6 10
大阪砲兵工廠、アレキサンドロ・クワラテジーを、ポンペヲ・グリロの後任として雇傭す

る。
大阪砲兵工廠沿革史、大阪日報、朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 6 10 在阪の九州有志第三回懇親会を桜の宮に開く。 東雲新聞

明治21 1888 6 10 第七・第八旅管大阪徴兵署が開設され、本年の徴兵検査を進める。 布告及布達(新聞)、朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 6 15 日本硝子製造会社、操業を停止する。このころ技術長伊藤契信、辞職届を出す。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 6 15
北区大工町の医師羽田疇一ら設置の沸騰飲料水販売所、無代価にて各水屋に沸騰水を与え

る。（八月二十五日より販売を始める）
東雲新聞

明治21 1888 6 16 彦六座、開業式を挙行。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 6 17
東成郡戸長新堂伊兵衛・筧半兵衛・山中助四郎、桜の宮にて明治十八年水害の紀念会を開

く。
朝日新聞

明治21 1888 6 19 大阪府、私立銀行より半季ごとにその営業報告書を提出させる。 布告及布達(新聞)、明治大正大阪市史

明治21 1888 6 19 長町の傘職人、工賃値上げを問屋に要求して同盟罷工を実行する。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 6 20
大阪府知事建野郷三、府会議員及び府下の有力者等を府会議事堂に招き大阪築港の設計並び

にこれに関する河川改修の成案を演述する。
朝日新聞、東雲新聞、大阪日報

明治21 1888 6 20
玉島紡績会社難波二郎三郎・大阪紡績会社山辺丈夫・尾張紡績会社岡田令高の発起で大阪北

新地裏町の静観楼にて日本全国紡績聯合会を開く。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 6 21 大阪府、尋常師範学校規則を改正する。 朝日新聞、大阪日報、大阪府教育百年史
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明治21 1888 6 21
外務大臣大隈重信来阪し、砲兵工廠・第四師団本部・控訴院等を巡覧して、二十三日奈良に

向う。
朝日新聞

明治21 1888 6 21 西区立売堀北通三丁目に西警察署新築なる。 東雲新聞

明治21 1888 6 22 大阪府、明治十九年度以降に属する郡区第一部歳入決算報告書類の様式を定める。 布告及布達（新聞）

明治21 1888 6 22 西警察署、西区立売堀北通三丁目に移る。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 6 22 大阪鉄道会社、西区北堀江通四丁目に移転する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 6 22 南倶楽部、南区鰻谷東町に移転し、活動を活発化させる。 東雲新聞

明治21 1888 6 23 小島忠里・善積順蔵・栗原亮一・江口三省・植木枝盛の政談演説会が新町座に開かれる。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 6 25 木津川橋落成する。 朝日新聞、東雲新聞、大阪日報

明治21 1888 6 25
大阪米商会所、明治二十四年二月までの営業延期を請うも、この日農商務省これを却下す

る。
米商会社一件(府)、朝日新聞、東雲新聞、大阪日報

明治21 1888 6 28 『東雲新聞』、大阪府会議事堂の新築計画を報じる。 東雲新聞

明治21 1888 6 28 大阪一致女学校、西成郡清堀村字泥町に新築移転開業する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 6 28
歩兵第二十聯隊にて兵式体操の教授を受けていた四区二郡の小学教員七十名、知事らを迎え

て修了証書を受ける。
東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 6 日欠 藍商仲買業組合規約を定める。 大阪商業史資料（藍商仲買業組合規約）、藍仲買商旧記下

明治21 1888 6 日欠 大日本赤十字社総裁彰仁親王より大阪府を経て各郡区の委員に締盟状が送られる。 東雲新聞

明治21 1888 6 日欠 大阪尚武会、府庁内に本部をおき、総裁以下の役職を定める。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 6 日欠 市制町村制に関する区戸長・府会議員らの疑問解明、研究が始まるも、あまり進展せず。 朝日新聞、東雲新聞、大阪日報

明治21 1888 6 日欠
井上仁兵衛・小林八郎兵衛・藪清右衛門ら大阪側および勢州側の有志、南勢鉄道の創設をめ

ざして相談をすすめる。（大阪側仮事務所東区北浜二丁目）
朝日新聞

明治21 1888 6 日欠
西成郡難波村の小作人、主産品の藍を仲買人の利益壟断から守るため、会社設立を計画。青

物についても同じ動きを示す。
大阪日報

明治21 1888 6 日欠
東区伏見町五丁目潮見治平、西成郡北野村に同村村民の反対を押し切って牧牛場を開設せん

とする。これ以降家畜飼養の取締法制定が問題とされる。
東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 6 日欠
大阪府博物場長天野皎・大阪府衛生課長白男川実福・岡沢貞一郎・猪飼四郎らが和泉国大鳥

郡下村字浜寺に海水浴場の設置を計画する。
朝日新聞

明治21 1888 6 日欠
天満・天神二橋の橋台工事が長引くのに、水害の原因となることを恐れて、上流村々でさま

ざまな動きがあらわれる。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 6 日欠
阪堺鉄道吾妻橋停車場開業後、人力車の利用や堺大道筋の商業などに大きな打撃を与え、ま

た、鉄道妨害の事件があいつぐ。
朝日新聞

明治21 1888 6 月中 市井諸事に関する新聞記事
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明治21 1888 6 月中 (1)玉造村で種痘費廃止により種痘を受ける者がなくなり憂慮される 朝日新聞

明治21 1888 6 月中
(2)大阪医会、会長の投票により再び緒方前会長が選ばれ、規約修正のため臨時総会を開く

こととする
朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (3)西成郡長中西保らにより勧工場を設立せんとする 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (4)東警察署で長家建築規則により不潔家屋の除去にとりかかる 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (5)西成郡の人民が曽根崎警察署を梅田停車場前に移転せんと申出る 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (6)九条村瓢箪山に小湾をつくり和船の碇泊・荷積を計画する 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (7)大川の納涼船 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (8)北区の所得納税者 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (9)大阪鉄工所に注文された浚疏機械が試験により十分な機械ではないことが判明する 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (10)犬斎橋大阪協会で禁酒会を開く 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (11)川口の浚疏 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (12)愛媛県松山親睦会 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (13)高知県懇親会 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (14)新道開通のため、天王寺増井と清水亀井の水が枯渇する 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (15)東成郡に倶楽部を設ける動きがあり、町村制実施との利害も取り沙汰される 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (16)大阪商法会議所における演説討論会 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (17)二府六県の煙火大会 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (18)大懇親会において愛媛県の越智九平が軍楽を奏する 朝日新聞

明治21 1888 6 月中
(19)天主教日本国司教としてミドンが川口天主協会へ来任するため、信者らが歓迎準備をす

る
大阪日報

明治21 1888 6 月中 (20)基督教婦人会大会 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (21)中西保らが真理と美徳の養成のため興徳会を興し、第一開会をなす 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (22)北浜灘万の営業再開広告 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (23)安治川橋の再架を望む 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (24)府会議長大三輪長兵衛らが千代崎橋から安治川通りまでの新道開通を計画する 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (25)大阪造幣局が構内の病院を廃する 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治21 1888 6 月中 (1)大阪製茶輸出会社の好調 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (2)東京へ木綿太物を送る問屋が連合して一手に取扱うことを相談する 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (3)石灰かまどの改良のためかまどを改良し、良質の瓦を製造する 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (4)葡萄泉と葡萄汁の販売広告 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (5)葡萄泉と葡萄汁の有益性 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (6)関西煉瓦会社が播州舞子に移転する 東雲新聞

77 / 170



4_明治前期大阪編年史綱文データベース 1887-1889

年 西暦 月 日 事項 典拠

明治21 1888 6 月中 (7)大阪製茶会社の天王寺養蚕伝習場の閉場式 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (8)大阪人造肥料会社株式募集広告 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (9)真島襄一郎の欧州行き通知広告 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (10)川口で取扱う汽船の乗客がとみに減少をたどる 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (11)エジソン会社に働いた岩垂邦彦が来月帰国し、大阪電灯会社に入るみこみ 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (12)日本製煉瓦と外国製煉瓦の比較 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (13)大阪広盛館の染色の広告 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (14)尾崎石鹸製造所の移転広告 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (15)笹倉光輝堂のランプの広告 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (16)栄盛舘による醤油エキス伝授広告 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (17)堀野柳造の西洋家具販売広告 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (18)日本食塩会社と食塩輸出会社の合併問題 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (19)京橋角の堂間の寝屋川に汽船を往復させる計画 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (20)北邨石灰製造所の販売広告 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (21)西区の五百井長平らが輸出入の南有商社を設立する 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (22)青木商店の人力車製造移転広告 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (23)大和地方との鉄道布設のため、従来の運送業者が仕事を失うため協議する 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (24)安治川の廻運商社で帆前船の需要が減少し、漸次汽船に改める由 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (25)大阪製銅会社の景況 大阪日報

明治21 1888 6 月中 (26)殖産組竹皮製紙工場が竹皮廃物利用の授産場について広告 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (27)兵庫大阪の燐寸製造業者の協議 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (28)淀川汽船会社の鉄船製造の計画 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (29)豊後の青筵花筵製造者が神戸に支社を設ける 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (30)商法会議所が毎月雑誌を発行することとなる 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (31)府下硝子商組合において取扱う硝子製品を決める 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (32)東亜貿易商会の継続と事務所移転 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (33)四区二郡下駄商の本年増加と役員決定 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (34)二府一県の貿易商が連合して規約を設けんとする 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (35)工業・会社の景況 大阪府農商工月報第二十三号(M21.6）

明治21 1888 6 月中 学校・教育に関する新聞記事

明治21 1888 6 月中 (1)西成郡の小学校教員講習会 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (2)愛珠幼稚園及び愛敬女学の八周年期の祝賀 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (3)第三高等中学校の生徒募集広告 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (4)関西法律学校の臨時入学試験 東雲新聞
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明治21 1888 6 月中 (5)尋常師範学校附属小学校の生徒募集 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (6)本間はる出願の英話会設置認可 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (7)相愛女学校の生徒募集広告 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (8)北区の通学生徒は半数にすぎないため、十一校で小学簡易科を設置する由 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (9)大阪府の小学校職員の服制を定める 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (10)大日本西部水産学校の創立事務所 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (11)私立商業学校が組織とない様を改良する 朝日新聞

明治21 1888 6 月中 (12)東区道修町の婦人学習会の衰退 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (13)西成郡で教育相談会を開く 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 統計に関する新聞記事

明治21 1888 6 月中 (1)石炭の消費高 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (2)繰綿の輸出入 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (3)東区の商工業 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (4)府立大阪博物場の去月中の出品数来館者等の統計 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (5)安治川等大阪府における船舶の入津料 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (6)西成郡の納税者と所得税 東雲新聞

明治21 1888 6 月中 (7)西成郡の種痘人員 東雲新聞

明治21 1888 7 1 大阪商船会社、定期航路を開き、郵便物の郵送も担当するが、定時運航の維持に苦しむ。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 7 1 東区の高等小学校生徒遊泳場を桜の宮上手に設置する。 朝日新聞、東雲新聞、大阪日報

明治21 1888 7 1 西区の高等小学校生徒の遊泳場を船津橋の上手に開く。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 7 1 『大阪日報』・『浪華新聞』、休刊。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 7 1 堀江市の側の劇場で政談演説会が開かれる。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 7 2 老農林遠里、この日より西成郡各地で農事に関する談話会を実施する。 東雲新聞

明治21 1888 7 2 大阪教会講義所、西成郡渡辺村に講義所を設立するが、同村民より妨害を受ける。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 7 3
東成・住吉郡長、阪堺鉄道延長事業竣工後の列車妨害について人民に注意を与えるべきこと

を各戸長役場に訓令する。
南区文書77(C-8)

明治21 1888 7 5
大阪府知事、内務大臣の訓令にもとづき大阪四区および堺区は現今の区域をもって市となす

べきを内務大臣に内申する。
市町村制一件(府)

明治21 1888 7 5 大阪府知事、四区長に内訓して、あらかじめ協議し市制施行の準備計画を立てさせる。 市町村制一件(府)

明治21 1888 7 5 西成郡市岡新田に市岡尋常小学校が新築される。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 7 6 北区安治川上通一丁目沖鹿之助ほか二名、川口に桟橋架設を出願する。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 7 7 『東雲新聞』、榎逕居士の名でもって、ブールス説の問題点を指摘する論考を連載する。 東雲新聞
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明治21 1888 7 8 東区百済幼稚園が新築落成する。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 7 8 大阪教育会、今橋二丁目付近で倶楽部創設に着手する。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 7 9 大阪府庁内の部屋割を改め、知事・書記官の室を一階に移しはじめる。 朝日新聞

明治21 1888 7 10
九鬼図書頭、フェノロサなどを伴い、和歌山・奈良両県、京都府に、ついで大阪府の各社寺

等の什宝調査をはじめる。
朝日新聞、東雲新聞、大阪日報

明治21 1888 7 10 朝日新聞社、『東京めざまし新聞』を改め『東京朝日新聞』とする。 朝日新聞

明治21 1888 7 11 大阪府庁の執務時限を午前八時より午後二時までとする。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 7 11 油絞職人ら、取締の解任を求めて職を一斉に休む。 朝日新聞

明治21 1888 7 11
西成郡難波村の内外用達会社に雇用の製靴職人二百三十余人、積立金への不満から同盟罷工

を三日間行なう。
朝日新聞

明治21 1888 7 11
南区谷町七丁目寄留奈良県平民井村勇太郎、街頭における事故で次男を死去に至らしめた責

を問うて、第四師団長高島鞆之助を告訴する。
朝日新聞

明治21 1888 7 11 大阪の壮士数十名、北区天満橋一丁目に大阪壮士倶楽部を設置する。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 7 12 国会準備新報社長藤田一郎、東京に移住する。 朝日新聞

明治21 1888 7 12 道頓堀相生橋南詰井筒席において政談演説会が開かれる。 東雲新聞

明治21 1888 7 12 西区で軍人待遇規約草案ができ、委員を選挙する。 朝日新聞

明治21 1888 7 13 今宮村に眺望閣が開業する。 朝日新聞、東雲新聞、大阪日報

明治21 1888 7 13
大阪府下の漁業者組合、従来の漁業法を改良し、旧西成郡役所勧業課書記日下好を総取締と

する。
朝日新聞

明治21 1888 7 13
『朝日新聞』、三菱会社の商議鉱山師英人ジョン・ストッダードの高島炭坑現状調査報告書

を訳載する。
朝日新聞

明治21 1888 7 14
名古屋重罪裁判所、大井憲太郎・小林楠雄・館野芳之助の上告に対し、申立棄却の判決を下

す。
新聞集成明治編年史、朝日新聞

明治21 1888 7 15
旧自由党系の人々、この日を期して中ノ島洗心館において全国有志大懇親会を企画するが、

いったん延期となる。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 7 15 藤沢南岳・山本竹渓・近藤南州らの漢学者、儒教の振興をはかるため興徳会を起こす。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 7 15 西区新町の新町座において政談演説会が開かれる。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 7 16
臨時府会・区部会・郡部会を開く（二十一日閉会）。尋常中学校の敷地問題で疑点が生じ、

変則となる。
布告及布達(新聞)、朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 7 16
大江神社西北にある旧長州藩士宍戸久之進外四十八名の墓碑を官祭とする旨の通達あり(以

後八月十八日を祭日とする）。
朝日新聞

明治21 1888 7 17 大阪府博物場内の美術館、落成する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 7 19 大阪府、海外貿易業者に同業組合を設けさせ業務の繁栄拡張を図らせる。 布告及布達(新聞)、大阪府農商工月報、朝日新聞

80 / 170



4_明治前期大阪編年史綱文データベース 1887-1889

年 西暦 月 日 事項 典拠

明治21 1888 7 19

松方正義大蔵大臣来阪。二十日貨幣大試験を実施する。二十二日府会議員ら大臣に面接し、

市町村制実施後の民費負担軽減を訴える。また財界有志、松本重太郎・田中市兵衛らの商船

会社にからむ行動の非を訴える。

朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 7 19 大阪府尋常中学校の移転跡地の売買をめぐり不可解な事実が表面化する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 7 20 難波停車場、再築落成する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 7 21 元治の合戦で敗北し、天王山で戦死した殉難者の二十五回祭典を桜の宮に開く。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 7 22
この日より二十三日にかけ暴風雨。市中家屋の破損等あり、また天保山沖で船舶の覆没もあ

る。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 7 23
東成郡西玉造村、市制施行に際して市街への復帰編入を府知事に請願する。またこのころ、

東成・西成両郡とも市部編入の可否につき諮問会が開かれる。
市町村制一件、東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 7 24
朝日新聞社、福島県磐梯山噴火被災者への義捐金募集を開始する。大谷派本願寺・高野山出

張所・延暦寺などの各寺院でも法要を行ない、浄財の寄付を図る。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 7 25
大阪府、土木吏と技手を西成郡役所に出張させ、同郡内戸長らに築港と河川改修に関する再

説明を行なわせる。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 7 28 かなの会大阪分会、一周年にて大集会を催す。 朝日新聞

明治21 1888 7 28 長崎県西彼杵郡上長崎村吉本襄、高島炭坑坑夫の惨状を改めて『東雲新聞』に投稿する。 東雲新聞

明治21 1888 7 29 『東雲新聞』、建野郷三大阪府知事の転任を求める府民の動きがあることを報じる。 東雲新聞

明治21 1888 7 29 大阪商船会社株主総会が開かれる。 東雲新聞

明治21 1888 7 30
西成郡長、町村会議員を召集して町村の独立・分合に関する諮問会を開く。八月四日ほぼ決

定するも、その後も上新庄村・下新庄村の独立、西浜町の独立などの動きあり。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 7 31 道頓堀浪華座において政談演説会が開かれる。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 7 日欠 大阪商法会議所、同所の附属として商品陳列所設立を企画する。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 7 日欠 堂島米商会所、大阪取引所への加盟説強まるも、再度営業延期申請論に傾く。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 7 日欠 各区の所得税調査委員会が開かれる。 東雲新聞

明治21 1888 7 日欠 大阪砲兵工廠、海岸砲の砲床製造に力を注ぐ。 東雲新聞

明治21 1888 7 日欠 大阪青年研法会、附属図書館の設立にとりかかり、あわせて『研法会雑誌』を発刊する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 7 日欠 住吉公園の改良工事に着手する。 朝日新聞

明治21 1888 7 日欠 西成郡内の各村、半米納での租税納入を求めて相談を重ねる。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 7 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治21 1888 7 月中 (1)西区本田の地価騰貴 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (2)舶来物品及模造品商事事務所の役員改選 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (3)第四師団の暑中休暇 東雲新聞
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明治21 1888 7 月中 (4)北区で堀川水防止、水利土工会を再開し、通水・衛生の改良を実行せんとする 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (5)文部省編集局直轄甲部図書関西取扱所の設立報告 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (6)東雲新聞社がアメリカ人カールセンの雇用その他について社告 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (7)東海散士・柴四郎などが会津人懇親会 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (8)西成郡川崎村で村会議員が戸長に疑惑を起こすも和解となる 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (9)機到会の定期書画会 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (10)大阪造幣局で銅貨鋳造を見合すこととなり、職工続々辞職 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (11)大阪府警察本部の遊泳会 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (12)大阪商業叢話会の創立一周年紀念懇親会 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (13)相合橋の人寄席が改築なり無料の歴史講談会を催す 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (14)淀川汽船が大阪伏見間運賃を値下げする広告 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (15)始審裁判所の判事の休暇 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (16)角の芝居で肺病の宗十郎を鷹次郎にかえる 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (17)徴兵にあたる大塚藤三郎の家出を父が広告する 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (18)住吉神社西燈篭台廻りに海水浴場を開く計画 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (19)大阪府警察本部では喇叭による消防の指揮に習熟し、服装も洋装となる 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (20)浦江妙壽寺前富竹の広告 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (21)勧業懇談会の予定 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (22)全国壮士大運動会開会の広告 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (23)北区の倶楽部 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (24)北区で兵事委員撰任 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (25)炎暑による食品の衛生上の注意 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (26)歩兵第八聯隊の夜店 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (27)天満天神の祭礼に地車を出す計画 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (28)徴兵検査 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (29)牛肉需要の増加 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (30)一般婦人の組織になる慈善会を起こし、会員を募る 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (31)植木枝盛著『国会組織国民大会議』の出版広告 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (32)天神祭の景況と砲兵工廠の休業 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (33)東雲新聞に正誤広告が多すぎるという投書とそれに対する東雲新聞社の反論 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (34)大日本風俗改良会の広告 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (35)高島陸軍中将が西南の役に出陣した者のための戦後紀念会を催さんとする 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (36)天保山の砲台を大阪府に貸し下げる 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (37)大阪の現状についての批評記事 『社会燈』第五号(M21.7.2発刊)
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明治21 1888 7 月中 教育・学校等に関する新聞記事

明治21 1888 7 月中 (1)府立大阪商業学校の教科書に関する区分議員の意見

明治21 1888 7 月中 (2)小学生に喇叭を吹かせることの是非 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (3)英仏独語を教える英語教場の広告 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (4)北野村川崎村合併による野崎小学校の落成 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (5)第三高等中学校の生徒の及落 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (6)東区の尋常小学校で四年生に裁縫科を学習させる 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (7)東区の尋常小学校で女教員を二人ずつ採用することとなる 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (8)尋常師範学校で避暑のため炎暑のなか遊歩する 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治21 1888 7 月中 (1)淀川汽船の乗客 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (2)大阪川口セメント製造所および販売店の広告 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (3)煙草と綿の商況 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (4)大阪製銅会社第十二回営業損益広告 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (5)阪堺鉄道会社定期総会における第二期収支決算報告 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (6)津田売薬仮事務所で売薬行商人を二十人募集する 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (7)人力車製造販売の大野商店の開店広告 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (8)第百三十六国立銀行の第十八回半季実際報告 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (9)大阪協立銀行第一回実際報告 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (10)綿作の虫害と景況 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (11)大阪第五十八国立銀行第二十回半季実際報告 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (12)大阪堂島米商会所第二十四回総勘定報告 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (13)大阪紡績会社第十回定式総会と上半季の報告 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (14)大阪株式取引所第二十回利益金割合報告 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (15)大阪第百二十一国立銀行第十九回半季実際報告 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (16)湖亀銀行設立の出願 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (17)第三十四国立銀行第二十一回半季実際報告 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (18)大阪第四十二国立銀行第二十回半季実際報告 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (19)大阪第十三国立銀行第二十三回半季実際報告 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (20)大橋以知が孔雀号ビールを広告する 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (21)浪華堂の西洋菓子の広告 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (22)伊丹栄助醸造の開良(ﾏﾏ)酒と紫蘇酒の広告 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (23)大阪第百三十国立銀行第十九回半季実際報告 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (24)第百四十八国立銀行の明治二十一年上半季報告 東雲新聞、朝日新聞
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明治21 1888 7 月中 (25)第三十二国立銀行第二十一回半季実際報告 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (26)大阪第七十三国立銀行第二十回半季実際報告 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (27)日本烟火製造会社が福岡県に第二製造所設置について広告する 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (28)共栄社の定式総会 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (29)佐藤商店による「上等ラムネ」の広告 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (30)同盟銀行集会所が業務拡張のため規則改正をはかるとか 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (31)義捐を目的とする大日本積善社が設立への賛助を請う広告 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (32)工業の景況 大阪府農商工月報第二十四号(M21.7)

明治21 1888 7 月中 (33)農業の景況 大阪府農商工月報第二十四号(M21.7)

明治21 1888 7 月中 統計に関する新聞記事

明治21 1888 7 月中 (1)堀川監獄囚徒の統計 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (2)東区・西区・西成郡の商工業の近況 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (3)府下十二養蚕伝習所の試験成績 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (4)博物場の去月中の統計 朝日新聞

明治21 1888 7 月中 (5)東区の老人 東雲新聞

明治21 1888 7 月中 (6)安治川で西洋形船の増加 朝日新聞

明治21 1888 8 1 千葉県士族藤川三渓、南浜村源光寺に大日本水産学校を創設する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 8 1 大阪株式取引所、営業延期の出願書を提出する。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 8 2 大阪府、屎尿汲取組合の設立を認可する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 8 6 大阪医会、臨時総会を開くも成立せず。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 8 8 米商会所、営業延期の出願を決める。 朝日新聞

明治21 1888 8 8 天野皎・土井彦太郎、西成郡今宮村字高辻に商業倶楽部の設置を申請する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 8 9
大阪府、明治二十一年度大阪府尋常師範学校附属小学校費収支追加予算ならびに同年度郡部

地方税収支追加予算を定める。
布告及布達(新聞)

明治21 1888 8 9 『朝日新聞』、『日本人』掲載の｢高島炭坑々夫虐遇の実況」を転載する。（十一日まで） 朝日新聞

明治21 1888 8 9
西長堀北通五丁目今政虎平ら有志二十一人、大日本積善社創立事務所を東区本町四丁目に設

置し、貧窮の者の救助を広く呼びかける。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 8 10 肥後橋、新造開通する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 8 10 北区堀川の土功費を川添人民の負担とすることとなり、その埋立論が強まる。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 8 12 『朝日新聞』、岐阜県水害への義捐金の募集もはじめ、磐梯山噴火義捐と並行させる。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 8 12 ロシア正教のニコライ主教、平野町八百屋町筋橋岡能舞台で説教を行なう。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 8 12
法律学士井上操等諸学士三十三名、大阪学芸講談会を組織し、四区内において隔月一回の割

にて学芸に関する講談を行なわんとする。
朝日新聞、東雲新聞
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明治21 1888 8 13 大阪商船の株主溝井高信、同社頭取河原信可を私書偽造行使の疑いで告訴する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 8 14 四区内の昆布職工三百余名、賃金値上げを求めて同盟罷工を行う。（十六日和解）。 東雲新聞

明治21 1888 8 14 摺付木製造業の同業組合で、商標に関する規約を設ける。 朝日新聞

明治21 1888 8 14 大阪の開業医師の間に医学校附属病院を貧病院とする論が再燃する。 朝日新聞

明治21 1888 8 15

『東雲新聞』、明治十八年洪水で破壊された堤防の再築工事において茨田・若江二郡八十か

村被災者の利害に関わる疑惑の存在することを報じる。『朝日新聞』もこれにつづいて、府

政上の大きな問題となる。

朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 8 16 小廻航業と第一川船業の両仲間、合併する。 明治大正大阪市史史料46-5(b)、東雲新聞

明治21 1888 8 16
東成住吉郡役所、天王寺村外一ヶ村戸長に、大江神社境内所在の旧山口藩人宍戸久之進以下

四十八名の招魂祭典祭式を通達する。
南区文書77(C-8)

明治21 1888 8 17 中ノ島豊国神社の祭礼にて神官の制止を無視して地車を引き出すものあり。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 8 19 西成郡北野村塔本久吉、会主となって牽牛花（あさがお）会を再興する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 8 20 蝋問屋仲買商ら、相談会を開き、品質保持のため一の検束法を設ける。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 8 23
『東雲新聞』、長崎通信員を高島炭坑に渡航させ、その実況の報道を開始する。（二十六日

まで）
東雲新聞

明治21 1888 8 24
府会議員菊地侃二、出所した囚人の訴えをもとに堀川監獄に出入調査して、同所における囚

人虐待の実情を告発する。二十八日典獄新保利貞進退伺を提出。
東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 8 25 大阪府、醤油製造営業人心得を改正する。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 8 25
大阪研法会会員山脇鋭郎、西区江戸堀北通三丁目に法林社を設置し、小倉久らの論説寄稿者

を定めて雑誌『法林』の発行を開始する。
朝日新聞

明治21 1888 8 27 臨時区部会開会。大阪尋常中学校および商業学校敷地購入の件等を審議する。（翌日閉会） 布告及布達(新聞)、東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 8 27 府会議員菊地侃二、府立大阪商業学校長の兼任を辞す。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 8 30
この夜暴風。摂河泉二十七郡中圧死者九二人、溺死者五人などの被害を出し、市中の被害ま

た多い。
朝日新聞、東雲新聞、西成郡史

明治21 1888 8 30
『朝日新聞』、尋常中学校の敷地問題、堤防復築工事問題、監獄内での虐待問題などで建野

知事の苦境を推測する。
朝日新聞

明治21 1888 8 31 大阪府、明治二十一年度区部地方税収支追加予算を定める。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 8 31 『東雲新聞』、高島炭坑より帰阪した人物の手記を連載する。 東雲新聞

明治21 1888 8 日欠 大阪府、安治川水上警察天保町分署構内に警報信号柱を建設し、暴風の都度警報を発す。 大阪府会史

明治21 1888 8 日欠 大阪府、愛育社の立退きを命じ、養育中の棄児は南区役所にて引取らせる。 朝日新聞

明治21 1888 8 日欠 日本酒類会社、解社説と維持派の二派が生じ、退社するものがつづく。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 8 日欠 大阪商船会社、帳簿検閲をめぐって紛議がつづく。 朝日新聞、東雲新聞
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明治21 1888 8 日欠
北区の有志古屋宗作・石橋栄太郎・斎藤嘉七・井上喜平治・田口謙吉ら、北倶楽部の創設を

はかるも会場の見込が立たず、立ち消えとなる。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 8 日欠 大和川の川床、土砂の堆積によって高くなり、沿川住民の心配が大きくなる。 東雲新聞

明治21 1888 8 日欠
西区有志、本田町通り二丁目裏手の畑地六万余坪を地上げし、みだりに住宅の建築を行なわ

ないよう建白せんとする。
東雲新聞

明治21 1888 8 日欠 大阪商法会議所月次報告において大阪築港計画の利害得失を掲載する。 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治21 1888 8 月中 (1)居留地取広めの下調べ 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (2)小島忠里演説会の広告 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (3)住吉神社と大鳥神社の祭礼における雑踏と地車事故 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (4)西成郡の小作人らが畑地納税の延期を出願することに決する 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (5)大阪控訴院新築の費額 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (6)感化保護院に対する慈恵者名の広告 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (7)時事新報者の移転と所務拡張の広告 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (8)岡山池田侯の歓迎宴会 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (9)鴻池善右衛門の海防費献納に対する褒賞 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (10)千日前石田席の政談演説会 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (11)府下各警察署の巡査に脚気病の増加 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (12)天王寺村の感化保護院から被護人が脱走 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (13)天満橋・天神橋の新旧の費額 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (14)竹田の芝居焼失第十三回忌の大施餓鬼 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (15)西成郡岩崎新田の大石 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (16)ハワイの病院に勤務して帰国した後藤昌直の開業広告 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (17)米搗稼ぎ人の苦情 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (18)川口の景況 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (19)各警察署の特別国事探偵の減少と本部高等国事係の増加 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (20)北区の聯合町会 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (21)四区役所における戸籍課の多忙 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (22)新町座の政談演説会 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 8 月中 教育・学校等に関する新聞記事

明治21 1888 8 月中 (1)大阪尋常師範学校の卒業証書授与式 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (2)大阪府立尋常中学校の卒業証書授与式 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (3)私立商業学校と速成学校を辞したスタニランドの求職広告 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (4)私立大阪教育会の移転広告 朝日新聞
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明治21 1888 8 月中 (5)関西法律学校の講義録 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (6)教育倶楽部総会における規則修正と役員選挙 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (7)大阪婦人学習会の会員および生徒募集広告 東雲新聞

明治21 1888 8 月中
(8)陸軍省が買上げた第三高等中学校移転後の土地建物はそのまま陸軍の諸学校にあてられ

る予定
東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (9)天野皎が婦人学習会の設置を府庁に出願する 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (10)泰西学館の生徒募集広告 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 産業・金融に関する新聞記事

明治21 1888 8 月中 (1)住友商店と古川銅山の銅の輸出により内地の銅が欠乏し、価格が騰貴する 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (2)藤田伝三郎の藤田組による岡山県児島湾の開墾 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (3)米価下落のため、難波村で藍生産を試みる 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (4)東成住吉両郡における養蚕の景況 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (5)ウラジオストック出張の商人より大阪製茶会社に初めて紅茶一千斤の注文を送りくる 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (6)大阪商船会社第八回実際報告 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (7)大阪鉄道会社の起工式 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (8)器械氷の製造の増加 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (9)大阪電灯会社の岩垂邦彦が米国の会社と代理店契約をむすぶ 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (10)売薬営業仲間事務所の取締役改選 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (11)西成郡八幡屋新田のセメント製造所における改良 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (12)大蔵省訓令煙草印紙交換期限に関して煙草商が集会して期日延長の請願を決める 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (13)大阪砲兵工廠の水圧場の増設 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (14)中の島の銀雪館で絹布の襤褸から紬縞を織る方法を考える 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (15)小西製革場の商標録登録済の広告 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (16)大阪砲兵工廠における砲台用の海岸砲 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 (17)工業の景況 大阪府農商工月報第二十五号(M21.8)

明治21 1888 8 月中 (18)農業の景況 大阪府農商工月報第二十五号(M21.8)

明治21 1888 8 月中 芝居・娯楽等に関する新聞記事

明治21 1888 8 月中 (1)劇場通信、八月五日 朝日新聞

明治21 1888 8 月中
(2)角の芝居の夏祭浪華鑑で演じる義平次の妙技に観客が芝居であることを忘れて猪口を投

げつける
朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (3)浪華座と角の芝居 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (4)五花街・松島・新町の三遊郭における歌舞練場の建築 朝日新聞

明治21 1888 8 月中 (5)合併大相撲 東雲新聞

明治21 1888 8 月中 統計に関する新聞記事
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明治21 1888 8 月中 (1)博物場の統計 東雲新聞

明治21 1888 9 1 府立大阪商船学校、新築落成し、この日開校式を挙げる。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 9 1 白石東成住吉郡長、両郡内の戸長二十六名を幹事とする進徳会を組織する。 朝日新聞

明治21 1888 9 2 『東雲新聞』、保安条例で退去を命じられた者で在阪者は十八名と報じる。 東雲新聞

明治21 1888 9 3 先月三十一日の暴風で半ば流失の安治川橋の架設が決まる。 東雲新聞

明治21 1888 9 4
内務・大蔵・農商務および文部の四省、府県制制定の標準となるべき事の調査を大阪府庁に

ついて実施し、この日終了する。
朝日新聞

明治21 1888 9 4 府会常置委員、府立博物場に場長天野皎を訪ね、同場を府民の共有とすることを相談する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 9 5 大阪府の執務時限、午前八時より午後二時までとする。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 9 5
野村組等、内国輸出入物貨運送業を起し、大阪梅田停車場構内内国通運会社支店建物を明け

渡させて本店とし、開業する。（この記事、疑問多々あり）
朝日新聞

明治21 1888 9 7
難波新地新金刀比羅前で東西力士の大相撲初日を出す。ただし、大阪方の頭取が東京力士と

の取組を禁じたことについて大阪方力士の不満がたかまる。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 9 8 『東雲新聞』、｢高島炭坑夫の虐待｣を連載する。 東雲新聞

明治21 1888 9 10 大阪医会、会則改正のための臨時総会を開くも、定足数に満たず、またも流会する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 9 11
『東雲新聞』、「坑夫吉太郎の物語」を連載し、西成郡曽根崎村より高島炭坑へ赴いた人物

の体験を報道する。
東雲新聞

明治21 1888 9 11 『美術新聞」が西区長堀下通二丁目美術新聞社より発行される。 東雲新聞

明治21 1888 9 12
大阪組合代言人戸田猛馬、東京法学校卒業生三谷軌秀ら、法学の普及をはかるため大阪法学

会を設立する。
東雲新聞

明治21 1888 9 13 各警察署および分署に建野知事の肖像写真を掲示させる。 東雲新聞

明治21 1888 9 15 大阪府、小学校教科用図書を改定する。 布告及布達(新聞)、朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 9 15 大阪府、出火の信号を改正する。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 9 15 浪華倶楽部、北浜三丁目に開館する。壮士倶楽部との関係深いとのこと。 東雲新聞

明治21 1888 9 16
大阪商法会議所、大阪府令第六二号に基き各種同業組合の経費予算の検定を実施すること、

決算はその検定を経て大阪府に報告すべきことを各組合仁通知する。
商法会議所一件、大阪府令第六拾弐号写、布告及布達(新聞)、東雲新聞

明治21 1888 9 16
大阪鉄道、難波村などの土地買収にも見込が立ち、この日第一工区・第二工区・第三工区と

もに起工する。
朝日新聞、東雲新聞、新聞集成明治編年史

明治21 1888 9 19
『朝日新聞』、琵琶湖疏水工事成功後の水害予防工事について京都府と大阪府の交渉が進ん

でいないことを報じる。つづいて他紙もこれに関する動きを報道する。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 9 19 四区内の酒造家、酒税納付期日の変更を願い出る。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 9 19
西区長堀北通五丁目田中龍之助、所有する借家の多数存在する北区中之島三丁目朝日新聞社

の煤煙被害を大阪府に訴え、煙突の取り除きを要求する。
東雲新聞
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明治21 1888 9 20 東雲新聞社、大阪市長候補者の予選投票を購読者に呼びかける。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 9 20 『東雲新聞』、西倶楽部内で紛争が生じていることを報じる。 東雲新聞

明治21 1888 9 20 大阪電燈会社技師岩垂邦彦、米国より横浜を経て帰阪、諸機械の設置準備に着手する。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 9 21 曽根崎村の共同馬術会、梅田停車場前で競馬会を催し、打球を実施する。 東雲新聞

明治21 1888 9 22 天皇、府下の暴風罹災者に救恤金千円を与える。 朝日新聞

明治21 1888 9 24 大阪事件の受刑者村野常右衛門ほか四名、和歌山県の監獄を出、大阪に仮に寄宿する。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 9 25

摂津国東成・住吉・河内国茨田・交野・讃良・若江・渋川等各郡の有志四、五十人、八尾村

山徳楼に集会して、地価引下げと畑方租税上納時期の変更を請願する運動を起こすことを確

認する。

東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 9 28
後藤昌直ら、東区瓦町二丁目に絵入小新聞『鶏鳴新報』を創刊し、この日第一号を発行す

る。
鶏鳴新報第壱号明治廿一年九月廿八日、朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 9 29 『東雲新聞』、大同団結支持の社説を掲載する。 東雲新聞

明治21 1888 9 30
大阪取引所理事長藤田伝三郎、会員を大阪商法会議所の議場に集め、同取引所の創設見合せ

を提議し、了承を得る。ブールス問題はこれをもって結着となる。
東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 9 日欠 豊崎橋、人民の共有から地方税中ヘ寄付することとなる。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 9 日欠
明治十八年の水害に対する義捐金の分配について、西成・東成両郡、北区などでも関係当局

の措置を不当とし、調査を求める声高まる。
東雲新聞

明治21 1888 9 日欠 西浜町の人民、一大仏教演説堂を設立せんとする。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 9 日欠
大阪府、曽根崎村人民より出願の蜆橋北詰・西梅田停車場間の道路開削計画をさらに拡幅さ

せ、大江橋よりの連絡道の拡幅とつなごうとする。
東雲新聞

明治21 1888 9 日欠 大阪砲兵工廠で海岸砲の多数製造に再着手する。 東雲新聞

明治21 1888 9 日欠 西成郡曽根崎村に衛生組長・幹事を設置する。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 9 日欠 大阪始審裁判所に登記所を設置する。 東雲新聞

明治21 1888 9 日欠 四区役所で戸籍簿を改正する。 東雲新聞

明治21 1888 9 日欠 摺附木輸出好調につき、黄燐使用の禁止を解く声が強まる。 朝日新聞

明治21 1888 9 日欠 『大阪日報』、復刊に向けての苦闘を重ねる。 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 市井諸事に関する雑件記事

明治21 1888 9 月中 (1)停車場の人力車夫に悪弊 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (2)大阪府警察本部が殉職警察官のための墓碑を天王寺村八弘社に定める 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (3)川口在住のスタニランドが英国製服地の販売と聖書之会の開会を広告する 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (4)機到会の書画会 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (5)浄土宗法住寺で磐梯山と岐阜県洪水の犠牲者のため大施餓鬼会を行なう 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (6)中之島の江戸留が豚の生肉と焼豚の販売広告 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (7)円珠庵住職中僧正上田照遍ら、契沖の贈位を内務大臣に申請する 朝日新聞
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明治21 1888 9 月中 (8)難波村遊郭新設の願書が却下される 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (9)横田虎彦らが永源寺内に大塩平八郎の石碑を建設せんとする 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (10)政談演説会の準備 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (11)報知新聞の加藤政之助が大三輪長兵衛ら三十四名を宴会に招く 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (12)各警察署で非番の日に撃剣のみを練習する 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (13)天保山海浜院の海水冷温浴場の広告 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (14)道修町の塩野宗三郎が高橋正純処方の脚気必治剤を広告する 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (15)福井県人懇親会の広告 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (16)弘豚社の豚生肉ハム等の発売広告 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (17)西成郡で興徳会と農談会を開く予定 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (18)西成郡の奨武会の現況 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (19)建野知事に転任の内命が達する 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (20)北野村で諸芸稽古場の設置に着手せんとする 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (21)曽根崎村の戸長交替 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (22)阪堺鉄道会社による道路取拡げのこと 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (23)大阪事件の獄死者のために招魂祭を行なう 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (24)大阪築港の反対説 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (25)北浜・西・南の三倶楽部が演説会と懇親会を開かんとする 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (26)若松町と真砂町の地価騰貴 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (27)大阪と尾道の大菊作りの競争会 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (28)九郎右衛門町と清水橋の取拡げ工事に着手する 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (29)河谷正鑑らが開かんとする政談演説会が不認可となる 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (30)松島倶楽部の設立 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (31)西倶楽部の改選と三倶楽部による政談演説会 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 教育・学校等に関する雑件記事

明治21 1888 9 月中 (1)泰西学館の生徒募集広告 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (2)相生小学校の改築 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (3)英国人教師ウッドフォードの英語教授広告 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (4)大阪英話会の入会勧誘広告 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (5)私立大阪産婆学校、靱上通三丁目に移転 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (6)西区の小学校でオルガンをさらに六台買い入れる 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (7)東区水泳練習所の閉場式 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (8)西区水泳練習所の閉場式 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (9)関西法律学校が一年間の筆授生を募集 朝日新聞
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明治21 1888 9 月中 (10)大阪婦人学習会で米国女性プールを教師に招く 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (11)維美那女学校、新築落成し、生徒を募集 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (12)大阪興医学社教場の生徒募集広告 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (13)四区二郡内小学校の大運動会開催の伺い 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (14)北区の学事委員らが生徒の作文の進歩をはかり、作文の共進会を開かんとする 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 産業・金融等に関する雑件記事

明治21 1888 9 月中 (1)河原国蔵の酒醤油油酢佐藤搾機械製造専売特許の広告 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (2)舞子に移転の関西煉瓦会社の資本金は十万円

明治21 1888 9 月中 (3)松本重太郎らが舶来模造品製造のため大阪盛業社を設立 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (4)吉原治助らが寸燐製造の北燧社を設立 東雲新聞

明治21 1888 9 月中
(5)和泉地方の白木綿の品質向上をはかり、規約の認可を出願して木綿検査所を設けんとす

る
朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (6)安土町の貴島嘉助が紀州青山製綿フラネルに染改良の証紙を貼付して信用を得んとする 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (7)粟谷晶三の捕鯨組と和歌山太地村の捕鯨組が合併する 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (8)大阪商業叢話会の例会と演説 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (9)田中喜太郎らが大阪精米会社の設立を出願 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (10)平野紡績会社の建築落成が近づき、英国製器械の到着が間近となる 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (11)進成舎の舶来模造鉛筆の広告 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (12)兎飼養会社で兎毛の洋服地を織る 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (13)皮革製造所の滑車帯革製造広告 朝日新聞

明治21 1888 9 月中 (14)工業の景況 大阪府農商工月報第二十六号（M21.9)

明治21 1888 9 月中 統計に関する雑件記事

明治21 1888 9 月中 (1)堀川監獄の囚徒現在数 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (2)北区の諸統計 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (3)本年の第四師団内の徴兵 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (4)東区の戸口 東雲新聞

明治21 1888 9 月中 (5)大阪郵便局の統計 東雲新聞

明治21 1888 10 1 大阪府庁の執務時限、午前九時より午後三時までとする。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 10 1 靱共同所有築地組、申合規約を定める。 商業資料第一巻第二号

明治21 1888 10 1
松本重太郎・佐伯勢一郎・松岡亀右衛門出願の舶来品模造大阪盛業会社設立が認可される。

第一着としてブラシの製造販売に従事する。
明治大正大阪市史史料11-5、朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 10 1 浪華紡績、西成郡南伝法村に開業する。 朝日新聞、東雲新聞
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明治21 1888 10 1
東成郡天王寺村泰聖寺住職渡辺明徳、金龍水の水源地での堀割・井戸堀工事の差止を求めて

大阪府に出願する。
東雲新聞

明治21 1888 10 1 東区今橋四丁目の大阪攻法会、『大阪攻法会雑誌』を創刊する。 朝日新聞

明治21 1888 10 2
北区役所、生徒の兵式体操用模造村田銃・ランドセルなど二百組を小学校に備えつけること

を決める。
東雲新聞

明治21 1888 10 3 大阪株式取引所並びに堂島米商会所、明治二十四年六月三十日まで営業延期の許可を得る。
株式取引所(府)、米商会社一件(府)大阪堂島米商沿革、株式会社大阪株式

取引所沿革及統計、朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 10 4 大阪府、明治二十一年度地方税収支追加予算を定める。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 10 5 大阪府、諸伺上申届書等は以後副本の提出を不要とする。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 10 6 大阪婦人慈善会、大阪博物場内において開会式を行ない、児島惟謙婦人しげが会長となる。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 10 6 四天王寺公園地の改修工事が落成する。 朝日新聞

明治21 1888 10 8
西成郡・住吉郡の新田十九ヶ所の持主総代として西成郡岡島新田の岡島嘉平治、減租の請願

書を携えて上京する。
東雲新聞

明治21 1888 10 8 大阪府警察本部、『社会燈』の発行停止を命じる。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 10 9
市長指名の演説会が平野町一丁目橋岡能舞台で開かれ、菅野道真など七名が演説を行なう。

つづいて二十五・二十六日の両日にも実施する。
東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 10 10 大阪府下貿易商の代表者、大阪商法会議所に集会し、組合結成の相談を行なう。 東雲新聞、朝日新聞、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治21 1888 10 12
北浜倶楽部・西倶楽部および南倶楽部の有志者ら、国会開設大詔降下を記念して道頓角の劇

場に演説会を開くとともに、全国の有志にも呼びかけて懇親会を開く。
東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 10 12
この日の前後のころ、武庫郡今津村鷲尾某、西成郡北野村車茶屋近傍に土地を得、十二階楼

建築の工事に着手する。
東雲新聞

明治21 1888 10 13 大阪一致女学校、西成郡清堀村字泥町に新築、開校式をあげる。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 10 14
西海・山陽山陰・南海・北陸・東海・東山および五畿内から集まった有志、全国有志大懇親

会を西区土佐堀五丁目新生楼に開き、大同団結の基礎とせんとする。来会者四百人ばかり。
東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 10 15 東区材木町の浜納家付近から出火、人家十八戸、納家十一棟を焼失する。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 10 15
北浜倶楽部会員菊地侃二・森作太郎、全国有志懇親会・国会大詔煥発七周年慶賀有志懇親会

に参列の全国有志と会合し、大同団結のための全国的組織結成を別に計画する。
東雲新聞、朝日新聞、新聞集成明治編年史

明治21 1888 10 17
大阪府各郡の小学生徒一万二千人余、城南練兵場において大運動会を実施する。各将校・府

知事らこれを観覧する。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 10 17 青木茂樹らの発起で、桜ノ宮に壮士運動会が開かれる。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 10 18
大阪府知事、農工商の実際につき、農商務大臣の諮問に応ずべき実業家十人を指名する。こ

れに対し、『朝日新聞』の批判があり、つづいて各方面に批判が広まる。
朝日新聞、東雲新聞
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明治21 1888 10 18 大阪医会、臨時総会を開き、規約修正案を可決する。 朝日新聞

明治21 1888 10 18 菅野道親ら、明治浪人懇親会を難波お多福楼に開く。 東雲新聞、新聞集成明治編年史

明治21 1888 10 22

関西法律学校、文部省の特別認可学校に指定されることを願い出る。校長を吉田一士、商議

員を児島惟謙・犬塚盛魏・｣大島貞敏・岩原性一とし、小倉久も校務に専従することとな

る。

東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 10 23 大阪博物場内に美術館を建築し、この日開館式を行なう。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 10 27 日本酒類会社、解社を届け出る。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 10 31 警察本部に高等警察課を置く。 布告及布達(新聞)、大阪府警察史、大阪百年史

明治21 1888 10 31 造幣局、ガウランドを解傭する。慰労として金三千円を与える。 造幣局百年史、法規分類大全(政)、東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 10 日欠 各郡における町村分合の取調べがほぼ終結する。 朝日新聞

明治21 1888 10 日欠 府下四区では市制実施に際し、市長に引継ぐべき事務の取調べを急ぐ。 朝日新聞

明治21 1888 10 日欠
福井忠助、網島よりの濾過水を寝屋川まで鉄管にて引用するため関係郡役所の承諾を得て府

庁に寝屋川の使用を申請するも不許可となる。
東雲新聞

明治21 1888 10 日欠
十八条村と吹田村西尾与右衛門、神崎川堤塘の除去をめぐって紛争、府庁に訴える状況とな

る。
朝日新聞

明治21 1888 10 日欠
東成・茨田・讃良・若江の四郡人民、北区網島町大長寺裏手のわざと切田地の修復において

藤田伝三郎を優遇する不公平の処置ありとして大阪府をなじる。
東雲新聞

明治21 1888 10 日欠
住吉郡南田辺村の小作人、暴風による収穫減少をうけて地主らに作徳米の減額を求めるも聞

かれず、紛争が続く。
朝日新聞

明治21 1888 10 日欠 大阪在住の海員、掖済会からの脱退を相談する。 東雲新聞

明治21 1888 10 日欠
東区久宝寺町二丁目新潮社、『政海之新潮』の発刊を計画する。大阪では中江篤介・栗原亮

一・江口三省が特別寄稿家として名を連ねる。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 10 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治21 1888 10 月中 (1)地方税の増加はないとの見込み 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (2)歯科医西村輔三の電気および空気圧搾治療の広告 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (3)福田店の靴足袋広告 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (4)西成郡の有志が皆米納及び畑租納期延期の請願書を総理大臣におくる 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (5)北浜倶楽部で談話会と市町村制研究会をはじめる 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (6)小笠原大成のらいびょう等皮膚病治療の広告 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (7)西区有志者が金沢仁兵衛に府会議員辞職を勧告する 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (8)西区で教育談話会がはじまる 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (9)東京退去の解除命令を受けた在阪者の名前 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (10)千日前より新金昆羅前までの道路を取拡める問題で賛否両論 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (11)大阪・伏見間に就航の第一京阪丸が竣工 東雲新聞
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明治21 1888 10 月中 (12)滋養軒のソツプ(スープ)広告 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (13)天王寺金岡楼、温泉といなご取りの広告を行なう 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (14)天保山の天満屋による海水温泉の広告 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (15)下女の需要が多く、払底する 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (16)天王寺村の感化保護院から品行の良い者一人が退院 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (17)中ノ島三丁目以西の地価が騰貴 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (18)大阪府奨武会の贈与金 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (19)堂島船大工町福永正七、汽船石崎丸を新たに購入、大阪商船会社と対抗する 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (20)戎橋の京興楼が撞球開業を広告 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (21)堀川監獄の平穏な近況 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (22)秋季尾張人親睦会 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (23)北野村の私立授産場における眼病の伝染 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (24)大日本風俗改良会の演説討論の案内 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (25)フルベッキ等の基督教演説会 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (26)大阪築港の図面が内務省から第四区土木監督署へ渡される 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (27)淫売の犯罪人は私立授産場に托する 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (28)馬術大会 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (29)西倶楽部の改良 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (30)鶏鳴新報社の懸賞どど一 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (31)大阪商業叢話会の演題及び討論題 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (32)矢野五州らが美術新聞の再興を協議する 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (33)振鐸会の儒教講談会 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (34)新式視力試験表の広告 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (35)中之島の登記所で印紙売捌所を設ける 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (36)赤松委員の赤松齢三が電気治療を広告 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (37)郡部で地方税増加のため遊郭設立の出願を計画 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (38)桃山産湯社が奥座敷開業の広告 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (39)永井仙太郎が印刷用の瞬写版(こんにゃく版)を広告 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (40)天満魚市場で｢獄門掲示｣が復活 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (41)島之内郵便局の新築 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 産業・金融等に関する雑件記事

明治21 1888 10 月中 (1)内国紡績機製造所の機械販売広告 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (2)和佐清吉の人力車製造所支店開業広告 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (3)久保田藤四郎のマッチ木丸ムキ器械の広告 朝日新聞
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明治21 1888 10 月中 (4)大阪鉄道会社の布設線路は奈良大阪間を先にする 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (5)舶来品中反物商人と小間物承認の組合を別々にせんとする 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (6)大阪砲兵工廠で、昼夜とも従事する日々が続く 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (7)中井一馬が大阪馬車会社社長を辞任する 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (8)深谷周太郎ほか一名が大阪磨砂会社の設立を出願 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (9)石油の騰貴 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (10)末広寛三出願の勧商場設立願いが認可される 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (11)内外用達会社皮革製造所の滑車帯革(しらべかわ)広告 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (12)大和浦次郎の酒造桶具広告 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (13)（削除） 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (14)『蒸気機関新書』の広告 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (15)大阪と和歌山の合併になる捕鯨組が来月着手の予定 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (16)船舶及び諸器械の鑑定所設立の広告 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (17)工業の景況 大阪府農商工月報第二十七号(M21.10)

明治21 1888 10 月中 教育・学校等に関する新聞記事

明治21 1888 10 月中 (1)大阪薬学会附属薬学校の生徒募集 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (2)日本驥北会仮局が大小文官受験の会友を募集 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (3)博聞分社の学校用オルガンの広告 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (4)泰西学館の生徒募集 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 芝居・娯楽等に関する新聞記事

明治21 1888 10 月中 (1)芝居 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (2)南区で寄食する米国人力士ウエブスターの体重 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (3)彦六座の興行案内 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (4)芝居 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (5)芝居と歌舞練場 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (6)芝居 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 統計に関する新聞記事

明治21 1888 10 月中 (1)本年上半期大阪府下の牛乳の搾り高 朝日新聞

明治21 1888 10 月中 (2)西成郡奨武会の統計 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (3)四区の輸出入 東雲新聞

明治21 1888 10 月中 (4)在阪の外国人 東雲新聞

明治21 1888 11 1
大阪の活版職工和田喜久松・高橋丑蔵ら、職人大懇親会を結成し、職人社会の風俗改良、団

結をはからんとする。
東雲新聞
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明治21 1888 11 1
中ノ島・天王寺・堺・五條・奈良の各治安裁判所の出張所十四ヶ所が開設され、登記の事務

を取り扱う。
大阪毎日新聞

明治21 1888 11 1
吉田顕三・神戸文哉・吉益東洞・高橋道純・疋田修庵・好本忠璋ら大阪医会に脱会を届け出

る。
朝日新聞

明治21 1888 11 1
西成郡内の戸長・府会議員・村会議員中の有志、梅田停車場の東側に会堂を設立し、興徳会

と称し、倶楽部の如きものとするｌ。
東雲新聞、朝日新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 11 3
天長節。この日大阪城内の縦覧が許され、また観兵式が行なわれる。師範学校・中学校等で

は天皇・皇后の写真拝観が行なわれる。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 11 3 天長節奉祝として、藤田伝三郎・住友吉左衛門ら主催で大阪博物場に夜会を開く。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 11 4
中江篤介・河谷正鑑ほか二十二名、西成郡西浜町に公道会を開設し、日本古来の仏教拡張と

外教防止を図る。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 11 4 緒方南湫・宮崎雪叟ら、長崎より来阪の画家伊藤深江を迎えて洗心館で雅会を催す。 東雲新聞

明治21 1888 11 5 農商務省雇ドイツ人ワグネル、中ノ島同遊会場において工業に関する演説を行なう。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 11 5
北浜・西・南の各倶楽部員ら、西倶楽部に集会し、別に協和会を組織して商業上の雑誌発刊

を決める。
朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 11 5
西成郡新庄村戸長松野達司、関係する地主の調印をとり、中島大水道の敷地を官有化する願

書を郡役所に提出する。
朝日新聞

明治21 1888 11 6 四区および東成・西成・住吉三郡内の質商、大阪商法会議所からの脱退を検討する。 東雲新聞

明治21 1888 11 7 大阪府、明治二十二年度地方税の原案が定まる。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 11 7 中村安一、大阪に丁稚学校を設立することの必要性を論じる。 東雲新聞

明治21 1888 11 7
東区北久太郎町二丁目寄留の岐阜県士族藤田吾三郎発明の防水布に農商務省の専売特許が与

えられる。
東雲新聞、朝日新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 11 8 大阪府、本年度徴兵師団現役諸兵の十二月一日入営を指示する。 布告及布達(新聞)、東雲新聞

明治21 1888 11 10 難波新地五番丁に南地五花街芸妓聯合の演舞場が新築、開場式を行なう。 朝日新聞

明治21 1888 11 11
大阪の有志、馬場辰猪の弔魂祭を生国魂永元寺に実施する。また関西法律学校校長吉田一

士、同氏のための義捐金を募る。（附　東海散士の祭文）
東雲新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 11 11 学友懇親会が中ノ島洗心館で開かれる。 東雲新聞

明治21 1888 11 11
北区盈進小学校東分校、男生・女生すべてを堺に引率、一泊させる計画を立てるが、父兄の

間に苦情がわきおこる。
東雲新聞

明治21 1888 11 12 大阪府知事、郡長を集めて町村分合の取調べをさらに綿密に実施するよう指示する。 朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 11 13 『東雲新聞』、国会開設を前にして、大阪の人士に政治的主導権をとることを訴える。 東雲新聞

明治21 1888 11 14 西成郡内の僧侶大懇親会を開く。十二月二日には東成郡の僧侶が集合する。 朝日新聞

明治21 1888 11 16 大阪川口を出入する九六艘の船主ら、大阪府船舶取扱規則の改正を出願する。 東雲新聞
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明治21 1888 11 17
有志者内村義城、剣客山辺道義ら、多数の同志を得て大東文武会創立事務所を北区堂島裏二

丁目に創設する。
東雲新聞、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治21 1888 11 18 北区相生町相生尋常小学校、改築落成式を行なう。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 11 18
朝日新聞および大阪毎日新聞、新島襄発起の同志社大学設立に対してそれぞれに義捐金募集

を呼びかける。
朝日新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 11 19 商業叢話会の演説が土佐堀青年会館で開かれ、大阪商法会議所批判が多く展開される。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 11 20
『大阪日報』、『大阪毎日新聞』と改題し、この日より発行する。主筆は東海散士柴四郎、

資本金は三万円、藤田伝三郎等の出資。

鶏鳴新報、大阪毎日新聞、東雲新聞、新聞集成明治編年史、毎日新聞七十

年、明治大正大阪市史、朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 11 20 大阪砲兵工廠内に医務室一棟が建つ。 大阪砲兵工廠沿革史

明治21 1888 11 20
大阪鉄道会社の難波村敷地買取について前大阪府属篠川利裕の仲介にて地主との価格設定に

折り合いがつく。
朝日新聞

明治21 1888 11 20
東京より大阪へ来た三昧同人、東京芝居と比べての大阪芝居の進歩すべき方向について新聞

に論じる。
大阪毎日新聞

明治21 1888 11 20
『大阪毎日新聞』、最近の傾向として会社・組合の役員なる存在の出現を指摘し、その弊害

を論じる。
大阪毎日新聞

明治21 1888 11 21
通常府会・区部会・郡部会を開く。（十二月十二日閉会）。（附　朝日新聞附録大阪府会議

案・大阪府会傍聴略記・区部会傍聴略記・郡部会傍聴略記）
府会一件(府)、布告及布達(新聞)、朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治21 1888 11 21 大日本硝子製造会社の株主総会が開かれ、会社の存廃について取り調べの委員を選ぶ。 朝日新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 11 22 道頓堀角劇場で政談演説会が開かれ、河谷正鑑ほか七人が出演する。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 11 22
大阪米穀商と米穀問屋、大阪米穀商の組合規約をめぐって大阪商法会議所の委員会を開く予

定のところ、米穀問屋の申し入れにより延期となる。
東雲新聞

明治21 1888 11 22 『大阪毎日新聞』、大阪四区二郡の陶磁器製造状況を報じる。 大阪毎日新聞

明治21 1888 11 22

開会中の大阪府会において新設の機密費が問題となり、説明のため知事の出席を全員一致で

求めるも、知事は出席せず、この問題で議会は上京委員を二名選出し、内務省に建議書を提

出することとなる。

大阪毎日新聞、東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 11 23 大阪婦人慈善会、本日より三日間博物場において慈善市を開催する。 府立大阪博物場沿革誌、東雲新聞

明治21 1888 11 23 全国のキリスト教徒が大阪に集合して第五回大会を開き、日本基督教憲法草案を議す。 東雲新聞、朝日新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 11 23 難波眺望閣地内の日本自転車会社、米国製自転車の時間貸しをはじめる。 東雲新聞

明治21 1888 11 23 西成郡北野村の野崎小学校が落成する。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 11 23 堂島米会所、減税措置の実施とブールス問題終結を祝って大宴会を開く。 東雲新聞、朝日新聞、大阪毎日新聞、新聞集成明治編年史

明治21 1888 11 23 片岡三郎総代となり、在阪岡山県人懇親会を開く。 東雲新聞

明治21 1888 11 25 大阪電燈会社、西区西道頓堀二丁目住吉橋北詰西に移転し、中央局を置く。 朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 11 25
自由平権懇親会の跡をつぐものとしての愛国有志懇親会が新町橋西詰の新卯楼に開かれる。

（呼びかけ人河谷正鑑ほか七名）
朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞
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明治21 1888 11 26
『大阪毎日新聞』、大阪富豪の子弟に対し、商工業の大勢を洞察し、積極的な対応を求め

る。
大阪毎日新聞

明治21 1888 11 26 『大阪毎日新聞』、大阪市長候補者五名の指名投票を呼びかける。 大阪毎日新聞

明治21 1888 11 27 渡辺橋が開通する。 東雲新聞、朝日新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 11 27 大阪商法会議所総会が開かれ、会議所の改革が議せられる。 東雲新聞、朝日新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 11 日欠
東成・住吉二郡での地価引下げならびに畑租納期変更の願書は他郡とは別に提出することで

運動をすすめる。
東雲新聞

明治21 1888 11 日欠 東成郡野田村で戸長と人民の間で明治十八年水害の小屋掛料使途をめぐる紛争がつづく。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 11 日欠
西成郡十八条村ほか五十余ヶ町村、府会議員中野治平に依頼して神崎川上流の向島堤防の修

復工事撤去を府庁に申し入れる。
大阪毎日新聞

明治21 1888 11 日欠 書籍商横山泰次郎ら、出版条例の改正を元老院に建白するため奔走する。 東雲新聞

明治21 1888 11 日欠
曽根崎新地二丁目の佐々木多二、明治十八年洪水に際し罹災民救助のため各所より義捐を受

けた金額の残余三十八円余の分配を求めて戸長役場と掛け合うもラチあかず。
東雲新聞

明治21 1888 11 日欠
住吉郡喜連村と湯屋島村の境を流れる今川の帰属をめぐって湯屋島村と大阪府庁との間で紛

争が生じる。
朝日新聞

明治21 1888 11 日欠
大阪四区内巡査派出所を九〇ヶ所から一二四ヶ所に増加し、二九個の火の見ばしごを新設す

ることが決まる。
大阪毎日新聞

明治21 1888 11 日欠 大日本華道家元未生流、本部を大阪西成郡川崎村に設置する。 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 11 日欠 安藤半兵衛ほか七十二名、大阪屎尿売買融通組合業設立を大阪府に願い出る。 東雲新聞

明治21 1888 11 日欠 大阪慈恵病院、東区北久太郎町一丁目浪花小学校跡を買い取り、入院も可能とする。 東雲新聞

明治21 1888 11 日欠
大阪馬車会社、四人乗り乗合馬車二十輌を新製して市内便利の場所に駐車場を設置し、乗客

の運搬に当る。
大阪毎日新聞

明治21 1888 11 日欠 大阪商船会社と反対船との競争が激化、運賃値下げが進む。 大阪毎日新聞、朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 11 日欠 西成郡三軒家村船囲場、地方税にて引継ぐ。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 11 日欠
この月から十二月にかけに市区本田裏手字妙見裏の土砂捨場をめぐる疑惑が各新聞に報じら

れる。
東雲新聞、大阪毎日新聞、朝日新聞

明治21 1888 11 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治21 1888 11 月中 (1)西区の川中拝借人 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (2)祝儀用名刺印刷の広告 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (3)職工入用の会社と職工志望者のための職工紹介所設立の広告 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (4)住友吉佐衛門の私立大阪女学校への寄付 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (5)新聞『愛のたより』と『濃飛日報』の発刊 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (6)長谷川済々堂の肝油安売り広告 東雲新聞
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明治21 1888 11 月中 (7)加越能人懇親会の案内広告 東雲新聞

明治21 1888 11 月中
(8)実話を借りてはじめて大阪にきた田舎人をだまして金品を巻き上げる偽口入屋に用心す

るように警告する記事
朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (9)大阪築港計画は立ち消えではなく、ひきつづき建野知事が調査をつづける 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (10)大阪府奨武会が退営者に金員を贈る 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (11)機到会の第六定期書画会 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (12)川口の景況 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (13)福喜園が大珍菊等を無料で一覧に供する 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (14)木内重四郎、行政沿革取調のため来阪し、安井健治に会うなどして、旧制慣例を調べる 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (15)高峰譲吉が人造肥料について西成郡役所で演説する 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (16)大庭活版所の名刺安価製造の広告 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (17)第五回舞鶴人懇親会 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (18)堀川修繕に係る費金を地方税で支弁することの出願が採用されるとのうわさ 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (19)豊国神社の秋祭 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (20)市制講義会会員の募集 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (21)開発社の『新社会』の広告 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (22)唱歌・楽器を教える音楽簿記共成学館の広告 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (23)天王寺警察署新築工事着手 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (24)大阪府庁を政府と呼ぶ府民 大阪毎日新聞

明治21 1888 11 月中 (25)府立貧病院設立の準備 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (26)浪花倶楽部の移転 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (27)政治雑誌『新世界』の発行広告 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (28)府下七郡懇親会の延期 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (29)『大阪府管内全図』の広告 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (30)振鐸会の儒教講談会 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (31)一志会の演説討論会 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (32)天王寺公園に桜を植えることとなる 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (33)旧徳島藩の阿淡懇親会の案内 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (34)神崎川の私設になる両島・城島二橋を地方税中に寄付する旨を出願する 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (35)蒟蒻版を改良した自由瞬写版 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (36)今井町・臼屋町・川崎町の貸与満期により住民を立退かせる 大阪毎日新聞

明治21 1888 11 月中 (37)大阪府奨武会が徴兵満期者の贈金 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (38)関西鉄道会社の株券の定期売買が許可される 朝日新聞
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明治21 1888 11 月中 (39)大阪医学校で筑前橋北詰に施療室を新築することになる 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (40)福井県人懇親会 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (41)藤田組が箕面で懇親会を催し、歩行競争も行なう 大阪毎日新聞

明治21 1888 11 月中 (42)絵画展覧会の案内 大阪毎日新聞

明治21 1888 11 月中 (43)松本重太郎、西成郡下福島村の盛業会者煙突の建設承諾を求めて地元住民に謝罪する 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (44)かなのくわいの開会 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (45)北区小学生の作文の進歩をはかり、北区作文批評会の開会を決める 大阪毎日新聞

明治21 1888 11 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治21 1888 11 月中 (1)南海汽船会社製造の湯浅丸が落成にもかかわらず動かず 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (2)大阪鉄工所で大船の修繕を可能にするため改造する 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (3)平野紡績会社で英国に注文した紡績器械が到着する 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 11 月中
(4)高知捕鯨会社が海軍省から買取った汽船雷電号で捕鯨のかたわら高知大阪間の航海をは

じめる
東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (5)莫大小商組合規約の改正案が認可される 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (6)摂津七郡合併の種子交換会 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (7)綿の需要増加にもかかわらず綿作不作のため支那綿を輸入する 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (8)英国人技師エヂカルヒュースが堂島紡績所等に電燈を設置するため自由亭に投宿 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (9)四区内の酒造家による清酒醸造高 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (10)鉱物製機械油機械洗油の販売広告 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (11)大阪帯革製造所による機械伝力用帯革の広告 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (12)ニューヨークから購入の鷲印ミルクの広告 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (13)家入安らによる船舶諸器械鑑定所設立の広告 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (14)府下各同盟銀行が総会を開き、営業上の問題を議す 大阪毎日新聞

明治21 1888 11 月中 (15)阿蘇山などの火山灰の販売広告 大阪毎日新聞

明治21 1888 11 月中 (16)硫黄製造会社による晒粉の販売広告 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (17)摺付木業が運賃や原料の騰貴により困難な状況となる 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (18)第五十八国立銀行の広告 大阪毎日新聞

明治21 1888 11 月中 (19)井吉商店の工業相談所設置広告 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (20)製々舎津枝工場の耐火煉化石と坩堝の広告 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (21)府下の洋服商と裁縫業者の増加と閑暇 大阪毎日新聞

明治21 1888 11 月中 (22)洋服商工業組合で年期修了の賞状をもつ者は保証なしで雇入れできるよう申し合わせる 大阪毎日新聞

明治21 1888 11 月中 (23)白絞油と砿物油の比較 大阪毎日新聞
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明治21 1888 11 月中 (24)天満紡績会社で工女工男を募集 大阪毎日新聞

明治21 1888 11 月中 (25)大阪石油会社支店の石油大安売広告 大阪毎日新聞

明治21 1888 11 月中 (26)雑賀商店の越後産パラピンの販売広告 大阪毎日新聞

明治21 1888 11 月中 (27)石炭の輸出が増大し、価格が騰貴する 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (28)内国通運会社大阪支社の転居 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (29)工業の景況 大阪府農商工月報第二十八号（M2111)

明治21 1888 11 月中 (30)米作の状況 大阪府農商工月報第二十八号（M2111)

明治21 1888 11 月中 芝居・娯楽等に関する新聞記事

明治21 1888 11 月中 (1)芝居の案内十一月一日 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (2)芝居の案内十一月一日 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (3)彦六座の狂言の案内十一月七日 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 教育・学校等に関する新聞記事

明治21 1888 11 月中 (1)泰西学館の本館落成と生徒募集 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (2)私立大阪女学校で校長に日下禎女を招聘する 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (3)尋常中学予備校の設立広告 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (4)大阪医学校の卒業証書授与式と運動会 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (5)明治簿記学校の開校と生徒募集 東雲新聞、朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (6)大阪府尋常中学校生徒の秋季運動会 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (7)江戸堀南通の幼稚園、住吉の松原で運動会を催す 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (8)南区の小学生五千余人が桜ノ宮で運動会を催す 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (9)大阪府各学校の運動会の図の販売広告 大阪毎日新聞

明治21 1888 11 月中 統計に関する新聞記事

明治21 1888 11 月中 (1)大阪府下におけるコレラ病の統計 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (2)堀川・堺両監獄の囚徒現在数 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (3)北区の商工業者の開業と止業 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (4)淀川汽船の統計 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 (5)去月中川口の出入の船舶 東雲新聞

明治21 1888 11 月中 芝居・娯楽等に関する新聞記事

明治21 1888 11 月中 (1)芝居の案内11月1日 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (2)芝居の案内11月6日 朝日新聞

明治21 1888 11 月中 (3)彦六座の狂言の案内 朝日新聞

明治21 1888 12 1 大阪商法会議所、会社条例草案の下付を農商務省に請願する。 大阪経済史料集成第一巻建議報答p711

明治21 1888 12 1
西成・東成・住吉・豊島・能勢・島上・島下の摂津七郡聯合稲綿共進会が梅田停車場前にて

開かれる（十二月十四日まで）。
南区文書77(C8)、朝日新聞、大阪毎日新聞、西成郡史
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明治21 1888 12 1 大阪尋常中学校、北区堂島浜通り三丁目に新築工事をはじめる。（大工大溝伝兵衛請負） 大阪毎日新聞

明治21 1888 12 1 大阪堂島米商会所、減税を受け、定期売買手数料の割合を引き下げる。 大阪毎日新聞、朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 12 1 西区江戸堀下通四丁目大阪市長予選事務所、大阪市長の予選を新聞を通して呼びかける。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 12 3 角藤定憲ら九名の壮士、中村宗十郎の相談をうけ、改良演劇を新町座で興行する。 朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 12 6 裁判所構内での下馬下乗の制限を廃止する。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 12 6
『東雲新聞』、藤田伝三郎とその周辺の財界人について自治党を組織した云々の記事を掲載

する。
東雲新聞

明治21 1888 12 7 東区今橋四丁目経世評論社、月二回刊の『経世評論』を発行する。 東雲新聞、大阪毎日新聞、朝日新聞

明治21 1888 12 7 九鬼隆一臨時全国宝物取調委員の一行、大阪市中および近傍の宝物調査に着手する。 東雲新聞、大阪毎日新聞、朝日新聞

明治21 1888 12 7 大阪慈恵病院、東区北久太郎町一丁目旧浪華小学校跡に移転する。 東雲新聞、大阪毎日新聞、朝日新聞

明治21 1888 12 8 日本酒類会社、再興が大阪府に認可される。（十五日開業） 東雲新聞、大阪毎日新聞、朝日新聞

明治21 1888 12 9
在阪中の南兼次郎・石村作太郎・中西幸猪・小塚三郎・土居企馬ら、書生の風儀改善のため

大阪青年倶楽部を設立する。
東雲新聞

明治21 1888 12 10 造幣局、英国人マクラガンを解傭し、慰労金三千円を与える。 法規分類大全(政)、東雲新聞

明治21 1888 12 10 金巾製織会社、創立事務所を滋賀県大津より西成郡今宮村に移転する。 朝日新聞

明治21 1888 12 12
東区瓦町一丁目の平民社、先に発行停止された『社会燈』にかわって『新社会燈』を発行す

る。ただし、これも同月十七日内務大臣より発行停止処分を受ける。
朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 12 13 通常区部会において目下流行中の自転車に地方税を賦課することを知事に建議する。 朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 12 15 政府、大阪府知事の上申にかかわる大阪築港の調査を中止する。 朝日新聞

明治21 1888 12 15 大阪有為会の雑誌『知識の友』、『青年』と改題する。 東雲新聞

明治21 1888 12 16 西成郡西浜町山本健三ほか三名、西成郡木津村に屠畜会社を設立する。（資本金一万円） 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 12 17
四区接続の郡村有志、集会して、市制町村制実施に際して郡部に止まるか市部に編入するの

が有利か協議を行なう。
朝日新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 12 18 西区幸町住吉橋から西成郡西浜町へ民費をもって新道を開くことを西成郡長に申請する。 朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治21 1888 12 18 『大阪毎日新聞』、工業をもって将来の大阪を導くべきことを論じる。 大阪毎日新聞

明治21 1888 12 19
大阪商法会議所、調査会を開き、会社の弊害およびその制裁法について審議をはじめ、委員

をえらぶこととなる。
大阪毎日新聞

明治21 1888 12 19
西成郡西浜町の小学校で開催の衛生教育両談話会において中西保西成郡長が村民の風儀改善

を勧め、差別されないよう努めるべきことを演説する。
東雲新聞
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明治21 1888 12 20 大阪府、安治川・木津川・尻無川の船舶入津料を改定する（翌年一月一日より施行）。
北海道荷受問屋組合沿革史二ノ上、明治大正大阪市史、布告及布達(新聞)

新聞集成明治編年史、東雲新聞、朝日新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 12 20 天満橋・天神橋、開橋式を挙行する。
鶏鳴新報、諸事覚書、東雲新聞、朝日新聞、大阪毎日新聞、新聞集成明治

編年史

明治21 1888 12 21 区部府会議員半数退任者の抽籤を行なう。（二十六日郡部府会議員の抽籤） 朝日新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 12 21 区部会議員大三輪長兵衛ほか二名、共同墓地のあり方について区部会に報告する。 朝日新聞、東雲新聞

明治21 1888 12 23 鴻池善右衛門はじめさまざまな立場に立つ四十二名の名士、年賀会の開催を呼びかける。 朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞、新聞集成明治編年史

明治21 1888 12 26 大阪府、明治二十一年度地方税収支追加予算を定める。 布告及布達(新聞)、朝日新聞

明治21 1888 12 26
西成郡西浜町の村民百名ばかり、キリスト教信者の住民との不和から警察の取り調べとな

り、このことに関して集合する。
大阪毎日新聞

明治21 1888 12 27 大阪鉄道会社、西成郡難波村湊町停車場構内に移転する。 朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治21 1888 12 27
大阪府、専ら米搗・油絞・蒲鉾摺・麺類打・手拭打などの日雇稼人のみを口入営業する者に

限り宿泊させることを認める。
布告及布達(新聞)、明治大正大阪市史

明治21 1888 12 28 大阪府、貸座敷娼妓及び紹介人取締規則を定める。 布告及布達(新聞)、大阪府警察史

明治21 1888 12 28
大阪府、明治十五年甲第九十四号観物興行並遊覧所取締規則を廃し、観物場及遊覧所取締規

則を定める。
布告及布達(新聞)、明治大正大阪市史

明治21 1888 12 28 大阪府、小学校授業生・幼稚園保母は郡区長において任免することとする。 布告及布達(新聞)

明治21 1888 12 28 東・西・南・北の各警察署に消防用蒸気ポンプを配置する。 朝日新聞

明治21 1888 12 31

大阪府農商課、大阪商法会議所に対し、問屋業、商家、手形・為替及び預り金、運輸業、預

り金不払いおよび荷物の破損ならにび盗難に係る件について市内実業家よりその実態の調査

を行なうことを求める。

大阪経済史料集成第一巻建議報答p712〜740、大阪朝日新聞

明治21 1888 12 日欠
大阪鉄道会社の線路敷設工事、阿倍野の切下げなども竣工するが、砂利採取の不手際なども

あり遅延する。また、天王寺村字中道の道路で住民の苦情を招く。
東雲新聞、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治21 1888 12 日欠
市中周辺部・西成郡などで工場新設等土地の需要が増大し、地価の騰貴に伴なう諸問題が指

摘される。
朝日新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 12 日欠
大阪・和歌山間航路に新規就航した南海汽船会社と大阪商船会社の競争が激化するなど、各

所で汽船会社の弊害が目につき、その矯正が求められる。
朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治21 1888 12 日欠 西成郡佃村の小作人、綿の不作にて小作米の引き下げを求め、地主の了解を得る。 朝日新聞

明治21 1888 12 日欠 漢学者藤沢南岳・山本憲ら、大成会を組織し、聖道の振起をはかる。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 12 日欠 小林佐兵衛主宰の私立授産場に寄附がつづく。 東雲新聞

明治21 1888 12 日欠 警察官の射的場を陸軍省所轄の天保山砲台構内に設置する。 朝日新聞、大阪朝日新聞

明治21 1888 12 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治21 1888 12 月中 (1)朝日新聞社員織田純一郎の欧米漫遊からの帰阪 朝日新聞
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明治21 1888 12 月中 (2)東区有志の茶談会が復活 大阪毎日新聞

明治21 1888 12 月中 (3)北区朝日町の某寺が浄土真宗なる一宗を開かんとす 大阪毎日新聞

明治21 1888 12 月中 (4)西区の料理屋新生楼の開業式 朝日新聞

明治21 1888 12 月中 (5)南区の蝋商約三十名が、煤煙を出す他製造所の煙突を除去させようとする 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (6)新築の寄席松の席で五厘の見物料により客がおしかけ、床が抜けて大騒動となる 朝日新聞

明治21 1888 12 月中 (7)清堀村と西高津村は東成郡所属に変えるとか 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (8)一志会の例会の弁士と演説 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (9)大蔵省にある天保銭を大阪造幣局と大阪製銅会社で近日中に溶解する 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (10)第二回大阪学芸講談会の案内 朝日新聞

明治21 1888 12 月中 (11)中津川朝日橋・正連寺川木巣橋を地方税支弁に変更するよう出願 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (12)大阪商業叢話会例会の案内 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (13)書店で販売する書籍の売れ行き状況 大阪毎日新聞

明治21 1888 12 月中 (14)清華楼々主の交替と営業再開 大阪毎日新聞

明治21 1888 12 月中 (15)キリスト教と仏教の比較、同志社大学設立を演題とする国教大演説会の案内 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (16)大阪商法会議所常置委員会で、川船業組合規則、大阪米穀商組合等に関して審議する 大阪毎日新聞

明治21 1888 12 月中 (17)小倉旧藩主小笠原忠沈の来阪中の動静 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (18)上田済生堂のキリスト教書、クリスマスの贈り物の販売広告 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (19)区部府会議員が機密費問題で上京する二名に旅費を寄附する 朝日新聞

明治21 1888 12 月中 (20)大槻民五郎首唱の報国党が保国党と改称する 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (21)『鶏鳴新報』の値下げと紙面刷新の予告 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (22)西成郡役所内小学校教員の賞与と増給 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (23)大阪捕鯨粟谷組の粟谷品三が鯨一頭捕獲したことを広告する 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (24)川口の荷客の景況 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (25)大阪砲兵工廠の失火と鎮火 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (26)西成郡の高石半四郎が除草等種々の改良に成功し、さらに年中雨量の予知法をあみ出す 朝日新聞

明治21 1888 12 月中
(27)西区の今西林三郎が神戸のリーネルから購入した製氷器械が違約のため訴訟を起すも土

居通夫の仲裁により解決する
大阪毎日新聞

明治21 1888 12 月中 (28)一年間の不況を反映した大阪の歳末についての記事 大阪毎日新聞

明治21 1888 12 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治21 1888 12 月中
(1)大阪川口セメント製造所及び販売所が、百樽以上の需要は三十日前に注文するよう広告

する
東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (2)鉛筆製造所進成舎の広告 朝日新聞
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明治21 1888 12 月中 (3)大阪諸会社職工紹介所の男女職工募集広告 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (4)東区の山本茶商店の廉価販売広告 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (5)大阪府下石鹸製造所の製造及び輸出の状況 大阪毎日新聞

明治21 1888 12 月中 (6)大阪鉄工所創立者英国人ハンターが米穀を海外へ輸出する 大阪毎日新聞

明治21 1888 12 月中 (7)西成郡の奥西儀一郎がペイントの製造に成功し、ペイント製造所を建築中とか 朝日新聞

明治21 1888 12 月中 (8)琉球人野里朝宜・朝攻兄弟が淡路洲本の製紙法を学ぶ 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (9)府下三郡の茶樹栽培の状況と茶業組合 大阪毎日新聞

明治21 1888 12 月中 (10)日本産牛会社の役員交替、移転と株金払込に関する広告 朝日新聞

明治21 1888 12 月中 (11)松本重太郎所有の堂島紡績所の工場新築 大阪毎日新聞

明治21 1888 12 月中 (12)開業予定の平野紡績会社の位置と収益に関する得失 大阪毎日新聞

明治21 1888 12 月中 教育・学校に関する新聞記事

明治21 1888 12 月中 (1)新築堂島橋付近の交通が繁くなり、堂島尋常小学校の移転が検討される 朝日新聞

明治21 1888 12 月中 (2)大阪簿記学校の新築工事 東雲新聞

明治21 1888 12 月中
(3)東区の第四高等小学校、愛日・今橋両尋常小学校、愛敬女学校、愛樹（愛珠）幼稚園の

各校舎を合併、新築せんとする
大阪毎日新聞

明治21 1888 12 月中 (4)大阪薬学会附属薬学校の卒業生十三名が薬舗開業試験に合格したことを広告する 朝日新聞

明治21 1888 12 月中 (5)川口の照暗女学校で授業用語を英語とし、移転新築も計画される 朝日新聞

明治21 1888 12 月中 (6)照暗女学校の生徒募集 朝日新聞

明治21 1888 12 月中 県人会等に関する新聞記事

明治21 1888 12 月中 (1)和歌山県人懇親会の案内 朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 12 月中 (2)愛媛県人懇親会の案内 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (3)大分県人懇親会の案内 東雲新聞、朝日新聞、大阪毎日新聞

明治21 1888 12 月中 (4)石川県人懇親会の案内 大阪毎日新聞

明治21 1888 12 月中 (5)柴四郎、大沢大輔等が賛同して戊辰戦争の死者の霊を慰める大法会の案内 朝日新聞

明治21 1888 12 月中 芝居・娯楽等に関する新聞記事

明治21 1888 12 月中 (1)歌沢柴千の帰阪広告 朝日新聞

明治21 1888 12 月中 (2)講談師猫遊軒伯知の松鶴亭公演広告 東雲新聞

明治21 1888 12 月中 (3)京都で評判の狂言をそのまま上演する角劇場の広告 朝日新聞

明治21 1888 12 月中 (4)歌沢芝千の端歌温習会 朝日新聞

明治21 1888 12 月中 (5)新年早々の角劇場における出演俳優の紹介 大阪毎日新聞

明治21 1888 12 月中 (6)狂言作者竹柴諺蔵などが創作した脚本の出願 朝日新聞

明治21 1888 12 月中 (7)大阪府各劇場における芝居興行の予定 朝日新聞

明治21 1888 12 月中 統計に関する新聞記事

明治21 1888 12 月中 (1)大阪府下の酒造家の醸造予定の石数と造込期 大阪毎日新聞
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明治21 1888 12 月中 (2)大阪府四区の旅人宿及び下宿業の現数 大阪毎日新聞

明治21 1888 12 月中 (3)大阪府上半期の牛乳搾取高 大阪毎日新聞

明治21 1888 12 月中 (4)府下三監獄の昨年と今年の囚徒数 東雲新聞

明治21 1888 月日欠 嶋田孫市、川崎村にガラス製造場を設け島田硝子製造所と称す。 大阪府工業概覧

明治21 1888 統計 (1)四区の町名および戸口 郡区町村別戸口表(府)

明治21 1888 統計 (2)西成郡現住戸数・人口等 西成郡史

明治21 1888 統計 (3)大阪在留外国人 統計一件明治廿一年(府)

明治21 1888 統計 (4)北海産物輸入高 北海産荷受問屋組合沿革史三

明治21 1888 統計 (5)出入船舶統計 大阪朝日新聞明治廿二年一月十八日

明治21 1888 統計 (6)各郡別米穀作付反別および収穫高 大阪府農商工月報第三十号（M22.2)

明治21 1888 統計 (7)大阪府管内繭産額 大阪府農商工月報第三十号（M22.3)

明治22 1889 1 1 大阪測候所、気象予報をはじめる。 東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 1 1 奥田弁次郎興行元にてオーストリア人ウォージーアの大曲馬が開演される。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 1 3 『朝日新聞』、『大阪朝日新聞』と改題する。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、鶏鳴新報、朝日新聞販売百年史

明治22 1889 1 3 大阪朝日新聞社、現今の党派外に独立して政論を展開する日刊の『大阪公論』を創刊する。 朝日新聞、大阪公論、鶏鳴新報、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 1 3
土井彦一郎、今宮に偕楽園商業倶楽部を開設することを報じ、広く商品の出品、会員の募集

をはじめる。
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 1 5
『大阪毎日新聞』、大阪の政況を要約し、独立党・改進党系・大同団結派・自治党などの状

況を評論する。
大阪毎日新聞

明治22 1889 1 7 泰西学館、西成郡曽根崎村に新築、開校の式を挙げる。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 1 8 大阪城南練兵場において陸軍始の式が行なわれる。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 1 9 西区新町通三丁目で出火。延焼数戸。 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 11

大阪府、府会議員を増員し、半数改選の選挙会を開かせる。藤田伝三郎ら財界有力者の組織

する同友会、四区に候補を推薦して当選のため奔走するも、各区に反対派現われ、激しい選

挙戦となる。大阪朝日新聞・東雲新聞はともに同友会を批判、大阪毎日新聞と対立する。

布告及布達(新聞)、大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 1 11 西成郡の戸長、各村総代ら、地租減額の建白書を内務大臣に提出するための調印を行なう。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 1 12
大阪府、明治二十年度地方税収支精算・地方別途金収支精算・備荒儲蓄金収支精算をそれぞ

れ結了する。
布告及布達(新聞)

明治22 1889 1 12
『朝日新聞』と『大阪公論』、『東雲新聞』を藤田伝三郎が買収したとの報道を行なうも、

『東雲新聞』の抗議により、後日これを取り消す。
東雲新聞
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明治22 1889 1 15
東区京橋二丁目柏岡武兵衛・谷上藤一・小池高憲ら、上町一円の人民の眠りを覚ますため交

信会を組織する。
東雲新聞

明治22 1889 1 17
北区学事委員大島良輔・北田音吉ら、北区小学生徒の作文奨励のため西天満小学校において

北区作文批評会を開く。
東雲新聞

明治22 1889 1 18 北区中ノ島二丁目支那語独習学校、中国語の独習希望者を募る。 東雲新聞

明治22 1889 1 19
博物場長天野皎、出品人の願意をいれ、場内の照明をすべて電気燈に改めるよう府知事に上

申する。
大阪朝日新聞

明治22 1889 1 20
東成郡今福村外二ヶ村戸長筧半兵衛、戸長を辞した後、明治十八年水害救助金の配当で不正

ありとして村民の集合がつづくも、数日にして落ちつく。
大阪朝日新聞

明治22 1889 1 20
車夫およそ百二十名、土佐堀の新生楼に懇親会を開き、相互の扶助、品行の向上などを話し

合う。
東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 1 20 住吉松原において一志会主催の商人有志運動会が行なわれる。 東雲新聞

明治22 1889 1 21
石田庄兵衛ほか五名出願の日本コークス会社（西成郡難波村、資本金一万円）、設立が認可

される。
明治大正大阪市史史料2-6、東雲新聞

明治22 1889 1 21
河谷正鑑・安田好則ら、壮士示威大運動会を中ノ島公園に催すことを呼びかけるも、中止す

る。
東雲新聞

明治22 1889 1 22
写真師中島喬木、油絵師鈴木雷斎、石版画師水口龍之助ら、同業者の団結をはかるための懇

親会を開く。
大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 1 22
東警察署、東区内の長屋所有者に長屋建築規則による改造の命令を与えはじめる。つづいて

曽根崎警察難波分署・西警察署等も同様の指示を与える。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 1 23 大阪府、府内に市町村制実施取調委員を設け、この日初めて協議会を開く。 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 23
住吉郡安立町外三ヶ村戸長梅園伴亀が町村制施行に際し、安立町独立をすすめたことに対し

て村民百余名が役場に迫る。
大阪朝日新聞

明治22 1889 1 24
大阪鉄道会社社長最上五郎、工事主任平井晴二郎、事務整備中橋和之、倉庫掛浜田弘道、運

輸課長土屋金次ら、同社を退社する。
東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 1 25 大阪府、明治二十二年度区部及び郡部備荒儲蓄規則をそれぞれ定める。 布告及布達(新聞)、明治大正大阪市史

明治22 1889 1 26

大阪府、明治二十二年度区部および郡部の営業税雑種税課目課額をそれぞれ定める。このと

き自転車に特別課税を実施する。また、区部の漁業税課目課額、地租割税税率・家屋税税率

をそれぞれ定める。

布告及布達(新聞)

明治22 1889 1 26
南区勧業委員岩崎清次郎、美術奨励のため美術に熱心な人々を集め、交詢勧業会の第一会を

難波新地六番町明月楼に開く。
大阪毎日新聞

明治22 1889 1 29 大阪府、明治二十二年度地方税をもって支弁する堤防川除修繕の対象河川名を公示する。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 1 29 大阪府、自転車税に係る心得を定める。 布告及布達(新聞)
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明治22 1889 1 31
西区梅本町の建築請負業安田友吉、西成郡西高津村に眺望所を設置し、富士山の形を模すこ

とを出願する。
大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 1 日欠 府会議員の選挙をまえに様々な政談演説会が活発に開かれる。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 1 日欠
琵琶湖疏水工事に関する洪水予防工事費の請求事件につき、東成・西成両郡はじめ淀川流域

各地で運動がもりあがる。
大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 1 日欠
府知事提唱の大阪築港工事に対し、世論の批判がつよまる。とくに『東雲新聞』は反対論を

盛り上げようとする。
大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 1 日欠 川口の波止場に電気燈設置で各商船会社が相談をすすめる。 東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 1 日欠 浪華新聞、廃刊。 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 日欠 第四師団軍楽長永井岩井、大阪に音楽会を興すための準備をすすめる。 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 市制諸事に関する新聞記事

明治22 1889 1 月中 (1)新年の景況 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (2)西成郡有志懇親会 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (3)大阪始審裁判所、分課を改定する 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (4)関西牧畜会社による牛乳の広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (5)大阪軽罪裁判所検事本局の事務分掌 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (6)今宮恵比須神社初戎の景況 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (7)鉄橋の紀念碑 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (8)客年中に衛生談話会を開いた回数 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (9)控訴院と始審裁判所の落成予定 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (10)商法会議所新年宴会での五代龍作、建野郷三知事、中江篤介の振る舞い 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (11)不良の桑苗販売に対抗して、桑苗売捌出張所が良品販売を広告する 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (12)府土木課が桜宮に桜樹を植付ける 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (13)私立授産場の小林佐兵衛等が洗濯物引き受けの広告 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (14)機到会定期書画会の案内 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (15)大阪府庁でストーブを再び火鉢の使用に変更する 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (16)改良演劇の杉沢固当治が落語等の興行を出願する 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (17)南区の官民懇親会 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (18)赤松連城による仏教講話の案内 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (19)大阪医会、和解が成り、学術研究会を開く 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (20)東成郡東高津村と西成郡清堀村の墓地を公園とする計画 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (21)岐阜県人懇親会 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (22)府下で発行の新聞の検閲を始審裁判所の検事局各課で分担する 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (23)野施行と貧乏人 大阪朝日新聞
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明治22 1889 1 月中 (24)自転車の流行と軍隊での使用問題 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (25)豊前豊後人の懇親会 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (26)大阪基督婦人会大会の案内 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (27)芝亭忠実の満期出獄 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (28)堀川の川床・倉庫に加えて樋之口の地所も府庁へ献納され、公園地とする計画が進む 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (29)大阪造幣局の離宮建設 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治22 1889 1 月中 (1)大阪電灯会社の米国製機械類販売広告 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (2)大阪薬品試験会社が印紙貼付薬品の保証を広告する 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (3)朝鮮仁川の同益社支店を北浜四丁目に置く 大阪毎日新聞

明治22 1889 1 月中 (4)大阪凍氷会社開業 大阪毎日新聞

明治22 1889 1 月中 (5)大阪窯業会社、煉瓦製造に着手 大阪毎日新聞

明治22 1889 1 月中 (6)第七十九国立銀行の新役員 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (7)硫曹製造会社の新役員 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (8)大阪鉄工所の船渠改築 大阪毎日新聞

明治22 1889 1 月中 (9)大阪麦酒会社の計画 大阪毎日新聞

明治22 1889 1 月中 (10)大阪電灯会社の開業準備と点灯線路 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (11)日本綿繰会社の新役員 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (12)大阪摺附木製造業組合が警察本部の諭達に関わり、売買の注意をうながす 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (13)大阪皮革会社の新役員 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (14)硫酸製造会社の新役員 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (15)大阪堂島米商会所の新役員 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (16)日本綿繰会社の新役員 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (17)大阪紙会社の新役員 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (18)阪堺鉄道会社の新役員 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (19)大阪精米会社の新役員 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (20)浪華紡績会社の景況 大阪毎日新聞

明治22 1889 1 月中 (21)日本綿繰会社の景況 大阪毎日新聞

明治22 1889 1 月中 (22)興行の景況 大阪府農商工月報第三十号（M22.2)

明治22 1889 1 月中 銀行・会社等の決算報告

明治22 1889 1 月中 (1)大阪共立銀行の決算報告 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (2)第百廿一国立銀行の決算報告 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (3)大阪製銅会社の決算報告 東雲新聞
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明治22 1889 1 月中 (4)大阪株式取引所の決算報告 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (5)堂島米商会所の決算報告 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (6)阪堺鉄道会社の決算報告 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (7)大阪第百四十八国立銀行の決算報告 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (8)第五十八国立銀行の決算報告 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (9)大阪第四十二国立銀行の決算報告 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (10)大阪第百三拾国立銀行の決算報告 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (11)大阪商法会議所の決算報告 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 欠 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (13)大阪葬具会社の決算報告 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (14)大阪第七拾三国立銀行の決算報告 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (15)第三十二国立銀行の決算報告 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 芝居・娯楽に関する新聞記事

明治22 1889 1 月中 (1)芝居の案内、一月八日 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (2)芝居の案内、一月十八日 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (3)芝居の案内、一月二十二日 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (4)芝居の案内、一月二十五日 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (5)芝居の案内、一月二十九日 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 統計に関する新聞記事

明治22 1889 1 月中 (1)淀川大阪伏見間の船舶の統計 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (2)川口と淀川の客月中の船舶の出入 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (3)大阪商船会社の昨年中の入津料 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (4)郵便局の統計比較 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (5)川口と淀川の明治二十一年度中出入の船舶 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (6)大阪電信局の統計 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (7)安治・木津・尻無の船舶入津料 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (8)川口居留外国人の人員と戸数 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (9)工業の景況 大阪府農商工月報第二十九号（M22.1)

明治22 1889 1 月中 教育・学校等に関する新聞記事

明治22 1889 1 月中 (1)私立綜芸種智院の募集広告 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (2)照暗女学校の生徒募集 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (3)大阪簿記学校の移転と生徒募集 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (4)梅花女学校の始業 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (5)数理学会の会員募集 大阪毎日新聞
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明治22 1889 1 月中 (6)東洋学館の開業式 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (7)北平野尋常小学校の開校式 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (8)私立大阪商業学校の生徒募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (9)私立大阪産婆学校の生徒募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (10)大阪府高等女学校の生徒募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (11)大阪府尋常師範学校の授業始 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (12)造家学練習校を設けて土木、測量、造家を教授せんとする 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (13)協立学校の生徒募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (14)大阪英法学校の生徒募集 東雲新聞

明治22 1889 1 月中 (15)東洋学館の生徒募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (16)大阪医学校の生徒募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (17)大阪独逸学校の生徒募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 1 月中 (18)英学独修会の生徒募集 東雲新聞

明治22 1889 2 1 大阪府、明治二十二年度地方税収支予算を定める 布告及布達(新聞)

明治22 1889 2 1
交詢社員の懇親会が平野町堺卯楼で開かれ、九鬼隆一・五代龍作・本山彦一・菊地侃二・中

上川孝次郎らが集まる。後日大阪に支社設置のことを決める。
大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 2 1
児島大阪控訴院長ら、北区堂島浜通二丁目に四法衙クラブを開設し、控訴・始審・中之島・

天王寺の四法衙員の会合に供す。
大阪朝日新聞

明治22 1889 2 1 東区船越町二丁目吉田健吾の創立する私立専攻学校が北区中之島二丁目で授業をはじめる。 東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 2 2 内務省告示で大阪はじめ三六ヶ所が市制施行地に指定される。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 2 2 大橋イチほか七名、北区岩井町一丁目に孔雀ビール会社の設立を出願する。 大阪毎日新聞、東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 2 5 大阪府、府立博物場を従来通り府立として地方税とは別の会計で維持できるよう伺い出る。 明治大正大阪市史史料35-3(a)(b)、｢大阪府史史料｣16｢秘書綴｣乙443〜444

明治22 1889 2 5 協和会の例月会が開かれ、会の拡張が検討される。 東雲新聞

明治22 1889 2 5 北区綿屋町外九ヶ町共有の堀川川添の敷地・倉庫などを大阪府に寄付する。 東雲新聞

明治22 1889 2 5
福岡県元寇紀念碑事務所の新井真道、在阪の各新聞社員に依頼して、同碑建築資金への義捐

金募集運動の昂揚をはかる。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 2 5 東京の日本運輸会社、大阪東区本町二丁目に大阪店を開業する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 5
大阪・兵庫摺附木製造者聯合組合取締品川衛夫、黄燐製マッチ製造の許可と工場設立時の諸

制限撤廃を陳情するために上京する。
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 2 5 西倶楽部、会費を引き下げる。 東雲新聞

明治22 1889 2 6 粟谷品三、帝国工業会社の大阪株主を代表して同社の閉鎖を求めるため上京する。 東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞
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明治22 1889 2 6
備中伝助ほか一名、西成郡野田村に大日本銀雪館を設立し、コロールカルキを製造せんとす

る。
東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 2 9
大阪府下の私立学校一六校発起となり懇親会を開き、相互の連絡を通じ、将来の便益をはか

らんとする。
東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 2 9
愛珠幼稚園、百済・船場・中大江三幼稚科の幹事保姆ら、家庭保育の指導を行なうための談

話会開催を計画する。
大阪朝日新聞

明治22 1889 2 10 東成・住吉二郡の工芸品共進会を龍徳寺・天鷲寺に開く。 東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 2 10 『東雲新聞』、府会議員選挙敗北後の同遊会の動静を報じる。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 2 10 『大阪朝日新聞』に言文一致体での小説「嫉妬」の連載が始まる。 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 11

憲法発布につき、建野郷三府知事・大三輪長兵衛府会議長・高嶋第四師団長・児島惟謙大阪

控訴院長・大島貞敏大阪始審裁判所長が上京、発布式に臨み、大阪府庁・警察本部・各高等

小学校・尋常師範学校などで様々な祝典を実施、銀行・会社、また多くの民間有志なども

種々の行事を実施する。大阪の新聞もそれぞれその意義を論じる。市民概ね休業し、市中頗

る賑う。大阪朝日新聞、この日電報にて憲法全文を大阪に送り、全文掲載の号外を発行す

る。

大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞、新聞集成明治編年史、朝日新聞

販売百年史

明治22 1889 2 11 衆議院議員選挙法及び附録が公布され、大阪府の議員数は十人と定められる。 法規分類大全(政)、

明治22 1889 2 11
島田正穂・村井尚・高桑九一らの呼びかけで壮士らが青年大運動会を催し、途中藤田伝三郎

邸に押しかける。
東雲新聞、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 2 11
西区有志の猪飼四郎・恩地忠兵衛、ならびに靱懇親会中の近藤徳兵衛・川田勘兵衛ら三十余

名、十一会と称する団結をなす。
東雲新聞

明治22 1889 2 13 堂島川田蓑橋が竣工。 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 14
『大阪朝日新聞』、憲法全文の掲載について『大阪毎日新聞』・『鶏鳴新報』の対応を揶揄

する。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 2 14
難波村用掛倭伊兵衛ら有志、道頓堀川幸橋より　鼬川筋三ﾂ樋までの直線道路開削を出願す

る。
東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 2 14 堂島紡績所構内において英国製自動散水消火器の試験が行なわれる。 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 15
仏教信徒のオルコット来阪し、難波御堂、感化院、四天王寺で演説を行なう。また西浜町の

公道会は同町正宣寺での演説も希望する。
東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 2 15
東京に全国改進党大会が開かれ、大阪から前川槙造・砂川雄峻および大三輪長兵衛が参加す

る。また、これを期として、府下における政治活動の活発化をはかる。
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 2 15 南区育英高等小学校、増築落成する。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 2 16
東区臨時教育会で小学校における唱歌試験の廃止が議題となり、また体操科の試験廃止が決

められる。
大阪朝日新聞
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明治22 1889 2 16 南船場倶楽部賛成者一三〇名の総会を開き、亀岡徳太郎・原利兵衛ら委員七名をえらぶ。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 2 17
東区交信会・進取会・洋々会、東区内に倶楽部設立を決める。ただし二十一日に至り、交信

会は合流しないこととなる。
東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 2 18 大阪商船、山陽鉄道の姫路開通後も、同航路を廃止しないことを言明する。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 2 18
住吉・東成両郡戸長・有志ら、南区長小柴景起の同郡長転任の報を聞き別人物の就任を請願

することとする。
大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 2 20 大阪商法会議所、会社条例に関する建議文を策定する。 大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪経済史料集成第一巻建議報答P771〜773

明治22 1889 2 22
これより先、憲法発布に伴なう大赦あり、この日出獄志士歓迎の大祝杯会が土佐堀五丁目新

生楼で開かれる。また各所、各人においてさまざまな祝いあり。
大阪朝日新聞、東雲新聞、新聞集成明治編年史

明治22 1889 2 22
米沢源寿郎・松本勇七・香取一貫・磯上平右衛門・二川鹿之助・古屋宗作・後藤玉城・横田

虎彦・大西熊吉・梶川理兵衛他一名、北倶楽部創設にむけて規約などを検討する。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 2 22 このころ二ツ井戸が道路拡幅のため埋められる。 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 23
九州改進党大会が熊本にて開かれ、大阪の独立党からも総代として豊田文三郎・森作太郎の

二名、ほかに渋川忠次郎・石橋栄太郎が出席する。
東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 2 23 『大阪毎日新聞』、水道工事の効果、一人あたりの経費などを紹介する記事を掲載する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 23 入江伊助ほか三名、西区南堀江通一丁目に家屋貸借会社の設立を出願する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 24 大阪私立教育会、暗殺された故森有礼文部大臣の追悼祭を北区天満天神社内に開催する。 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 24
東成・住吉両郡有志、成住倶楽部創設のため総会を開く。ただし、来会者一七名にとどま

る。
大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 2 24
西郷隆盛に正三位の贈位があったことを期し、在阪鹿児島県人の伊藤主一・横山資美・矢野

作兵衛・谷山国信・岡部与兵衛らが主催で祭典を執行する。
東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 2 28 西成郡で地租軽減出願のための打合せ集会が開かれる。 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 日欠
東京の演劇作者古河黙阿弥ら、道頓堀五座の劇場に対し芝居の版権を主張するも、竹柴諺蔵

ら在阪著作者はその不当を主張し、紛争となる。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 2 日欠
東成郡天王寺村田結荘千里、島下郡吹田村宮脇志津摩、茨田郡横地村橋川源吾右衛門ら、天

満寺町成正寺境内に大塩平八郎・格之助の墓石を建てんとする。
大阪朝日新聞

明治22 1889 2 日欠
千葉県藤川三渓ほか五名発起の大日本水産会社、本社を東京から西区北堀江三番町に移すこ

ととする。
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 2 日欠
豫州肱川汽船、大阪商船会社に対抗して、臼杵・佐伯・細嶋・延岡の四港と大阪との間を結

ぶ。
東雲新聞

明治22 1889 2 日欠 熱田の共立汽船、大阪・紀州・四日市の定期航海を開く。 大阪朝日新聞
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明治22 1889 2 日欠
泉愿・安達定次郎・美浜逸三・長谷川保次郎・中原辰三郎ら、美術の進歩をはかるため東区

淡路町四丁目に宝叢会を設立する。
東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 2 日欠
大阪府下の車夫、昼夜着用の丸笠、冬夏無差別の長股引着用を命じる府令の改正を請願せん

と相談する。
東雲新聞

明治22 1889 2 日欠
市制町村制実施を前に町村の分合、大阪四区への編入の可否などをめぐって様々な動きがみ

られる。
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 2 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治22 1889 2 月中 (1)青木善助による兵式体操用の木銃と附属品の広告 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (2)節分の景況 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (3)堺煉化石同盟販売社、大阪孔雀麦酒会社、大日本銀雪会社の三会社設立許可 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (4)西区靱南通の塩物問屋雄崎市兵衛が貧民七百人に精米を与える 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (5)大阪株式取引所の騰貴と盛況 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (6)輸出商林徳兵衛が米国へ楊枝を輸出する 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (7)川口居留地における英米人と仏人の不和 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (8)森川杏園らの発起により大阪彫像会を設立せんとする 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (9)梅の花が咲いた福喜園で来場を乞う 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (10)石井虎之助が西洋運動玉突台を広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (11)天王寺村で闘鶏に賭けた者を取り押さえる 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (12)今北真三郎らの協和談話会が再び総会を開き、政談演説会も開くこととする 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (13)高津懇親会の盛会 東雲新聞

明治22 1889 2 月中
(14)徳島の馬術家山崎藤馬らが県下の良馬を連れ来たり、千日前で競馬と打毬の大会を開か

んとする
東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (15)名護町貧民が産業の発達により人夫として需要があり、やや生活の改良をみる 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (16)四区の区会開設期日 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (17)井上操等の弁士による第三回大阪学芸講談会 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (18)女学校生徒に子宮病がふえ、椅子使用を原因として、股引の製造が考えられる 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中
(19)安治川その他の川が深くなり、船舶通行に便利となる一方、石垣等は破壊の恐れも生じ

る
大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (20)航海業者が阿倍野神社境内に故司検官鳥谷保の紀念碑を設立する 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (21)南区で岩崎清次郎らが青年倶楽部設立 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (22)淀川汽船の乗客の増加 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (23)中江篤介らが赴いた高知県で中江帰京等種々の説がみだれとぶ 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (24)畑作物の価格下落により、畑作人・商人が困窮する 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (25)旧正月を過ぎて再び北国船が木津川船囲場に来たり、帰り荷の取集めを始める 大阪毎日新聞
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明治22 1889 2 月中 (26)鳥取県人親睦会 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (27)福井県人懇親会 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治22 1889 2 月中 (1)大阪兎会社の養兎広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (2)日野弥三郎を社主とする公告新報社開業の祝宴 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (3)大阪織布会社の総会と新役員 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (4)玉手組坩堝製造所による黒鉛坩堝販売広告 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (5)大阪窯業会社の総会と新役員 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (6)淀川汽船会社二十一年下半期の統計 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (7)金巾製織会社の創業準備整い、工場建築へ向かう 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (8)大阪毛糸紡績会社の総会と新役員 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (9)阪堺鉄道会社一月中の営業調査統計 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (10)天満紡績会社の総会と新役員 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (11)ランプの口金を製造する三平社の輸出増加 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (12)大阪製銅会社、海軍より鋼鉄打延を命ぜられる 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (13)東洋藍会社ｶﾞ製藍を勧め、需要の拡大を期する 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (14)大阪肥料舎売捌人の平谷橘右衛門等が、牛血肥料の使用を宣伝する 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (15)大阪莫大小商工組合の総会と新役員 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (16)尾崎石鹸製造所の分工場設置と発売の広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (17)炭水社製油試験場創設 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (18)日本毛糸紡績会社の竣工予定と事業内容 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (19)西成郡伝法村製造の味醂が砂糖使用の増加により、醸造を減じる 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (20)平野紡績会社の臨時総会でさらなる機械購入のため、資本金募集を議決する 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (21)需要の増大する綿糸の景況 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (22)欠 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (23)四区二郡の売薬業者が党派分裂の状態を憂い、一致団結を図って総会を開かんとする 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (24)大阪製氷会社が天然氷発売者の増加により休業する 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (25)工業の景況 大阪府農商工月報第三十一号（M22.3)

明治22 1889 2 月中 教育・学校等に関する新聞記事

明治22 1889 2 月中 (1)専攻学校創立事務所の生徒募集 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (2)大阪府尋常中学校の竣工と移転 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (3)私立浪華学館による小学校授業生志願者募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (4)大日本水産学校の生徒募集 大阪朝日新聞
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明治22 1889 2 月中 (5)関西法律学校が井上操による帝国憲法の講義を広告する 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (6)私立端正洋服裁縫女学校の生徒募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 銀行・会社等の決算報告

明治22 1889 2 月中 (1)大阪商船会社 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (2)大阪屠蓄会社 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 芝居・娯楽等に関する新聞記事

明治22 1889 2 月中 (1)三府合併大相撲の計画 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (2)俳優税の減少と俳優の大阪府への復籍 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (3)壮士の改良芝居を京都でも興行 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (4)角の芝居における配役・衣装等をめぐる紛議 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (5)角の芝居の開場が定まらず 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (6)小林清一らの自由講談 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 演説会に関する新聞記事

明治22 1889 2 月中 (1)公道会の仏教演説会 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (2)宮地茂平らの憲法発布の祝する演説会 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (3)大阪商業叢話会の演説討論会 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (4)大阪青年研法会および憲法発布祝賀演説会 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (5)脇山格正らの政談演説会 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (6)基督教徒青年会の演説練習会 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (7)山脇悦郎らの政談演説会 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (8)仏教各宗誘徳会の演説会 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 統計に関する新聞記事

明治22 1889 2 月中 (1)二十一年中大阪府の政談演説の統計 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (2)四区接近各町村緒川の船舶統計 大阪毎日新聞

明治22 1889 2 月中 (3)府下の六伝染病の統計 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (4)二十一年中の飲水料販売高 大阪朝日新聞

明治22 1889 2 月中 (5)一月中の府立博物場の統計 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (6)二十一年中に入荷の石炭の統計 東雲新聞

明治22 1889 2 月中 (7)二十一年中川口税関通過の輸入統計 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 1 堂島米商会所、申合規則を改正し、この日農商務大臣の認許を得る。 米商会社一件(府)

明治22 1889 3 1 『東雲新聞』、堀川監獄の死刑囚二名の助命を嘆願する看守押丁らの運動を報じる。 東雲新聞

明治22 1889 3 1 『東雲新聞』、政党内閣の必然性と正当性を論じる。 東雲新聞

明治22 1889 3 2 大阪府、牛乳搾取並びに販売取締規則を改定する。 布告及布達(新聞)、大阪朝日新聞

明治22 1889 3 2 大阪府、私立学校生徒運動会挙行においては校主・職員が必らず附き添うべきを令す。 布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史
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明治22 1889 3 2
曽根崎・川崎・北野・上下福島・本庄・野田・光立寺らの諸村において西成倶楽部設立の同

意者あり、この日設立総会を開く。
大阪朝日新聞

明治22 1889 3 4 西区京町堀上通三丁目に東洋専門学校が開校、商業・支那語・英語・朝鮮語などを教える。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 3 5 西成郡難波村平井長次郎ほか十名、同村に帝国製藍会社の設立を申請する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 7 大阪府、明治二十二年度郡部営業税雑種税課目課額を更正する。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 3 7 西区靱上通二丁目東洋社発行の雑誌『新世界』、治安に妨害ありとして発行を停止される。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 3 7 大阪府、明治二十二年度郡部地方税中地租割戸数割税率を更正する。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 3 7 大阪府下の売薬業者、薬業倶楽部を設立し、演説会を開く。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 3 7 西成郡川崎村寺西力右衛門ほか十四名、同村にマッチ製造会社の設立を申請する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 8
西成郡長、理学博士寺尾寿の依頼に応じて、太陽暦採用後の民間採用状況の調査結果を報告

する。
大阪朝日新聞

明治22 1889 3 8 堂島米商会所、建米に関する規約改正の協議を行なう。 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 8 北区安治川南通一丁目北村清蔵、西成郡千島新田にてセメント製造場設立を申請する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 9 青木丑太郎ら、南区宗右衛門町に大阪舞台鬘貸物会社を開業する。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 3 9
吉川嘉平・同伊三郎、大阪生命保全会を創立し、会員の募集にとりかかる。疾病時治療に便

を与えることを趣旨とする。
大阪毎日新聞

明治22 1889 3 10
東成・住吉両郡の戸長・委員ら天王寺村内の成住倶楽部にて地価引下請願の上京委員二名

（筧半兵衛・福井栄三郎）をえらぶ。
東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 3 10
北区および西成郡から府会議員として当選した織田純一郎、無資格と認定され、それぞれの

議員選挙が命ぜられる。
東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 3 10 中ノ島洗心館において藤田東湖の増位を祝す祭典が開かれる。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 3 11
大阪鉄道、桜井線の線路変更が認められる。つづいて湊町から梅田近傍官設鉄道との連絡線

変更(三月二十七日)および梅田に停車場設置の件が認可される(七月二十七日)。
公文雑纂(抄)第13篇明治22第346、東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 3 11 浪華倶楽部の安田好則ら、森文部大臣刺殺の西野文太郎追悼会を中ノ島洗心館で実施する。 東雲新聞

明治22 1889 3 14
藤井紫影、読売新聞篁村の漫遊記に触発されて「淀川堤遊歩の記」を『大阪毎日新聞』に投

稿する。
大阪毎日新聞

明治22 1889 3 15 大阪府、明治二十二年度郡部地方税中漁業税課目課額を更正する。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 3 15 大阪府、明治二十二年度地方税収支予算を更正する。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 3 15 大日本紡績聯合会、この日より二十日まで北の新地静観楼に開く。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 3 15 土佐の吸江女史、婦人団結のあり方に苦言を呈する。（反論の投稿あり） 東雲新聞

明治22 1889 3 15 臨時東区会、区立女学校設立案を否決する。 大阪朝日新聞
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明治22 1889 3 15
西成郡の地主ら上福島村の妙徳寺に集会し、来阪の井上農商務大臣に面陳するための委員を

えらぶ。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 3 16
大阪府知事建野郷三元老院議官となり、内務省土木局長西村捨三、新たに知事に任命され

る。
布告及布達(新聞)、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 3 16 北倶楽部、堂島浜二丁目に開館式を行なう。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 3 16 大阪鉄道会社、臨時総会を開き、最上五郎の社長復帰をきめる。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 3 17 栗原亮一・江口三省ら主催にて桜の宮に大運動会を催す。 東雲新聞

明治22 1889 3 18 平民社（和田天が中心か）、『社会燈』第十二号の発行を予告する。 東雲新聞

明治22 1889 3 18 臨時府会・区部会・郡部会を開く。正副議長並びに常置委員を選挙し翌日閉会する。
布告及布達(新聞)、府会一件、大阪府会史、大阪毎日新聞、大阪朝日新

聞、

明治22 1889 3 19 東成・住吉両郡九七ｹ村の聯合会において、共有積立金の扱いをめぐり紛糾する。 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 22 市制中東京市・京都市・大阪市に特例を設けることが公布される。
公文雑纂(抄)77第13篇明治22年巻之1、憲政史料室史料、東雲新聞、大阪

朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 3 23 大阪府、文具給与概則を定め、官吏および傭員に現品のかわりに文具料を支給する。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 3 23 臨時府会・区部会・郡部会を開く(二十七日閉会)。
布告及布達(新聞)、府会一件明治廿二年、大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪

毎日新聞

明治22 1889 3 23
参謀総長有栖川宮熾仁親王、第四師団管下検閲のため来阪し、司令部以下各隊を巡閲し、二

十六日姫路に向う。
大阪朝日新聞

明治22 1889 3 23 小林春召院長の共立大阪眼病院が土佐堀三丁目に開かれる。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 3 23 大阪商業叢話会の演説・討論の例会が土佐堀青年会館に開かれる。 大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 3 24
大阪の仏教家田川知仙・尾木原勝祐ら八名、仏教家の大同団結をはかるため懿徳会を組織

し、この日北御堂に第一回演説会を開く。
東雲新聞

明治22 1889 3 24 改野曠・小柴景起・座光寺糾・砂川雄峻首唱者となって播州人大懇親会を開く。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 3 24 西成郡天王寺村天神山に成住倶楽部を開く。 東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 3 25
北陸公論社、東雲新聞より永田一二を主筆として迎え、他にも数名の社員を聘して発刊す

る。
東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 3 26

改進党、道頓堀角の芝居で演説会を開き、さらに大阪・京都・兵庫・東京・岡山・滋賀・和

歌山などの諸府県より五十九名の参加を得て懇親会を開く。演説会は壮士の妨害にあい、途

中にて中止となる。

大阪毎日新聞、東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 3 27
西成郡柴島村・淡路村・薬師堂村・浜村・南方新家村の村会議員一同、山口村ほか二か村と

の分離を府庁に請願する。
東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 3 27 『東雲新聞』、旧自由党員小勝俊吉が国事探偵であることを報じる。 東雲新聞

明治22 1889 3 27 旧主徳川義礼の来阪を機として尾張人親睦会を中ノ島洗心館に開く。 東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 3 27 西成郡長中西保、奈良県高市葛上葛下忍海郡長に転任される。 東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞
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明治22 1889 3 27 大阪府下清酒品評会を開く。 東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 3 27
大阪府、明治二十一年府令第七号小学校教員仮免許規則および同十四号小学簡易科教員小学

校授業生免許規則を改正追加する。
布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史第三巻

明治22 1889 3 28 大阪府、明治二十二年度地方税収支追加予算を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 3 28 南船場倶楽部、臨時会議を開く。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 3 29 曽根崎警察署部内三軒家村に三軒家分署を設置する。 布告及布達(新聞)、大阪毎日新聞

明治22 1889 3 29 大阪府、専ら区の費用に支出したるものに対する納額歩合を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 3 30 大阪府、小学校設置区域は市制町村制施行後も現在の区をもって学区とする。 布告及布達(新聞)、大阪朝日新聞

明治22 1889 3 30 大阪府、戸籍改正に伴ない、毎戸標札の様式を改める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 3 31 西成郡今宮村に偕楽園商業倶楽部が開業する。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 3 31 『大阪毎日新聞』、製造場・工場での汽罐破裂の事故増加の状を指摘し、注意を喚起する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 31 西成郡川崎村の日本硝子会社、本来の創業者たる伊藤契信に改めて売り渡す。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 3 31 木津川沿いの大阪船渠会社、木津川の浚疏を願い出るも採用されず。 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 日欠 大阪組合代言人山下重威の車夫森川春行発起にて自用人力車夫の組合創設がすすめられる。 大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 3 日欠 西倶楽部の活動がつづく。 東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 3 日欠 大阪高等女学校の教科を改革する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 日欠 市町村制実施に伴なう公民要件の調査がすすめられる。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 3 日欠 各地で衆議院議員候補者の検討がはじまる。 大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 3 日欠
内国紡績所・高田久右衛門・伊藤九兵衛、玉置輝四郎および玉置洋三発明の紡績機械を販売

する。
東雲新聞

明治22 1889 3 日欠 府立尋常中学校の校長矢部善蔵、この年一月創設の大阪学術会から同校生徒を退会させる。 東雲新聞

明治22 1889 3 日欠
大阪府衛生課、東区粉川町に牛痘種継所を設置し、医師太田豊明に事務を嘱託して、天然痘

の流行に備える。
大阪朝日新聞

明治22 1889 3 日欠
法隆寺住職千里定朝はじめ大阪の岡橋治助ら、法隆寺保護会を創設し、有志に義捐金の拠出

を求める。
大阪毎日新聞

明治22 1889 3 日欠
横田虎彦・福井孝治・河谷正鑑・藤田延忠、大阪通信社を設立し、大阪の政治上・商業上の

事を遠近の新聞・雑誌社等に通信せんとする。
大阪朝日新聞

明治22 1889 3 日欠
難波村字新金刀比羅前の岡本鶴松ほか四名、難波村を興行地として許可を求めるも、却下さ

れる。
大阪毎日新聞

明治22 1889 3 日欠
田中市兵衛・金沢仁兵衛ら、横浜の田中平八、江州の阿部元太郎、北海道の柳田藤吉らと共

同で日本昆布販売会社を設立する。
東雲新聞、大阪朝日新聞
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明治22 1889 3 日欠 鹿児島県士族山田真男、西区薩摩堀北ノ丁に蓖麻子油製造の商会を設立する。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 3 日欠 大阪商法会議所、東海道の汽車全通後の商況変化の見通しと対応を検討しはじめる。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 3 日欠
西成郡伝法村尼崎街道に架かる備前橋ほか二橋および西島新田丈島等に架かる三橋の地方税

中への寄付が不首尾となり紛糾する。
大阪朝日新聞

明治22 1889 3 日欠 東成郡天王寺村字中道の人民、大阪鉄道の線路敷設につき、問題点をさらに追及する。 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 市制諸事に関する新聞記事

明治22 1889 3 月中 (1)代言人善積順蔵が大阪組合を脱し、神戸組合へ加入する 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (2)西浜町で盗賊が母子二人の家から衣類を盗むも、母子の嘆きを察して返却する 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (3)天野皎らが浜寺の海浜院を買いうけ、養生場として供する由 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (4)岡島宝文館が『大阪事件志士列伝』を広告する 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (5)非政談演説会の弁士と演題 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (6)府下東部の遊園地を玉造の稲荷神社舞台東に計画する 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (7)永井仙太郎が自由瞬写版（一名こんにゃく版）を広告する 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (8)堀川監獄で工事の終了により外役も内役も不足し、使役の方法に困却する 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (9)石田たか等が浪華夫人倶楽部を起して、府下の夫人社会の交際を広めんとして奔走する 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (10)石田要三らが北区商工青年会を起さんとする 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (11)四天王寺境内にある猫の門（左甚五郎作か）の再建が落成式をむかえる 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (12)大阪府衛生課、牛乳への添加物と湯屋の上り湯未設置を取り締る 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (13)大阪商法茶談会を茶談会と改称する 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (14)道頓堀の法善寺で鐘供養と入仏供養を行う 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (15)東雲新聞社を会社組織とする 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (16)大阪商船会社の東より古川町のあいだに橋梁架設 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (17)岡山の柔術家野田権三郎が大東文武会に試合を申し込み、来会者多数の盛会となる 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (18)南区の浪華商話会の第七回討論及演説会 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (19)地方より神社仏閣へ参詣にくる道者の増加と川口における大阪商船会社の乗客数 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (20)汽船室内に広告掲示板を設けて、広告を募る 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (21)神戸大阪間の汽車の往復回数を増加する案が議せられるみこみ 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (22)天王寺村の感化保護院の入退院統計 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (23)西区梅本町の地所の市街化問題 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (24)杉谷本店の煎餅の広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (25)門田利助ら紙商人が倶楽部設置を協議する 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (26)今宮村の土井彦一郎が電機灯建設を府庁へ出願する 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (27)芝尾入真道士による言文一致風の『かげろふ』の広告 東雲新聞
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明治22 1889 3 月中 (28)藤田伝三郎らの発起により五代友厚の紀念像建設を決める 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (29)建野郷三らが買取った官宅を内務省が原価で買い戻し、府民の満足するところとなる 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (30)井上角五郎らによる東京倶楽部に大井憲太郎なども加わる 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (31)天王寺村の感化保護院が、四天王寺や両本願寺別院に慈恵金投入箱を配置する 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (32)大阪医学校校長兼病院長の吉田顕三が辞職する 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (33)大阪砲兵工廠のイタリア人教師、クワラチジーとビッソが満期となり帰国する 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治22 1889 3 月中 (1)大阪商船会社第九回報告 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (2)内外綿会社で綿繰工場設置の計画 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (3)製銅会社における鋼鉄弾火薬の製造と銅板の輸出 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (4)帳簿表紙製造の倉橋表紙店の業務拡張と移転 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (5)製々舎津枝工場の煉瓦・硝子・坩堝の広告 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (6)伊予の浦和盛三郎が大阪捻糸会社に綿糸の漁網の製造を托す 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (7)木津川に碇泊する北国船が荷物少ないままに帰帆 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (8)上福島村の吉岡直一が、ワグネルに石鹸製造法を学び、製造機械を英国に注文する 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (9)府下の商工業組合規則の改正と修正 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (10)ラムネの販売店の広告 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (11)中根利一の鉄鋳物製造広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (12)大阪製銅会社で数年来使用しなかった反射炉が銅の溶解に利用されることとなる 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (13)北区の杉原文助が西成郡本庄村で摺附木製造所設立を府知事に出願する 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (14)日野九郎兵衛が酒造家薬業家に無害の防腐曹達を広告する 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (15)大阪瓦商共立組の開業広告 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (16)北区の則武静造がニッケル鍍金の方法を発明する 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (17)松岡松之助らが大阪神戸間の運漕に曳船を営業せんとする 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (18)大阪煉化石製造会社で製造窯の増築を出願する 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (19)大阪川口セメント製造所及販売所で注文を謝絶する 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (20)綿糸織物会社で農商務省の平賀義美から器械について教えを乞う 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (21)北区網島町の羽田・福井両氏所有の水濾器械を合併せんとする 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 教育・学校等に関する新聞記事

明治22 1889 3 月中 (1)商業学と支那語・朝鮮語・英語を教える東洋専門学校、三月四日に開校 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (2)洋服裁縫を教える私立端正女学校の生徒募集 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (3)大日本水産学校の生徒募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (4)大宝寺町の盲唖学校が寄附金により新築あるいは移転を計画する 大阪毎日新聞
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明治22 1889 3 月中 (5)北区内高等尋常小学校生徒の作文の賞与授与式 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (6)数学専門の攻数会の生徒募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (7)心斎橋通の三木佐助による楽器の販売広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (8)東区の第一〜第四高等小学校の訓導らが唱歌及び風琴奏法を各尋常小学職員に伝習する 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (9)柴島小学校の校舎落成と移転式 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 芝居・娯楽等に関する新聞記事

明治22 1889 3 月中 (1)壮士による改良講談会の弁士と演題 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (2)日本改良演劇の一座が京都につづき、大津で興行する 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (3)博物場能舞台における狂言の催し 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (4)奥田弁二郎がオーストリアの曲馬師の興行を出願する 東雲新聞

明治22 1889 3 月中 (5)演舞場における春期の歌舞で都踊りを演ずる 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 統計に関する新聞記事

明治22 1889 3 月中 (1)淀川船舶に係る統計 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (2)淀川汽船と三十石船の発着及び乗客貨物数 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (3)大阪府管内の開業医・産婆・薬舗等の統計 大阪朝日新聞

明治22 1889 3 月中 (4)四区二郡における質商の取扱金高 大阪毎日新聞

明治22 1889 3 月中 (5)府下各警察署において認可した屠殺数 東雲新聞

明治22 1889 4 1

大阪四区ならびに堺区に市制、その他の町村に町村制を施行する。川南村を天保町、中島村

と新庄村、伝法村と福村にそれぞれ町村組合を設ける。大阪市会議員の数は四十八名とされ

る。

布告及布達(新聞)、東雲新聞、大阪朝日新聞、堂島資料室文書

明治22 1889 4 1
大阪商船学校、逓信省の管轄となり、本科生（八十八名）は東京商船学校に引渡し、別科生

のみは残して東京商船学校大阪分校と改称する。（二十三年度より私立に変更）。
朝日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞、大阪商工誌

明治22 1889 4 1
大阪府、大阪駆梅院を大阪府駆梅院と改称し、院内に大阪府検梅所を置き、出張所を各遊郭

に設ける。
布告及布達(新聞)

明治22 1889 4 1 交信倶楽部、東区谷町二丁目に開会式を行なう。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 1 大阪織布会社、西成郡九条村に開業する。 大阪毎日新聞、

明治22 1889 4 1 大阪商船会社ほか同業者、申し合わせて運賃を値上げする。 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 1 菊池侃二、『東雲新聞』に藤田伝三郎との話しに関する報道の訂正を求める。 東雲新聞

明治22 1889 4 3 大阪尋常中学校、堂島浜通三丁目に新築落成する。 東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 4 3
村上正幸・碓氷次郎・島谷捨三郎主催となり、学生懇親会を備一亭に開き、風儀の改善など

について議す。
東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 4 3 東倶楽部、東区久太郎町一丁目に開館する。 東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 4 3 今宮眺望閣の南手にてウォージャーの曲馬が始まり、多数の見物人を集める。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞
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明治22 1889 4 3 高等警察課保安課、市街写真家多数の家宅捜索を行ない猥褻写真の摘発をすすめる。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 3 北区安治川通南一丁目に共同石炭会社が開業する。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 4 大阪府、地租に関する事務取扱手続を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 4 5
大阪兵庫摺附木製造業組合取締品川衛夫、摺附木製造業取締規則の草案に関する商務局との

交渉を終えて帰阪する。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 5
『東雲新聞』、来るべき国会議員選挙において、現今大阪の倶楽部は分散して、主義にもと

づく結合を遂げるべきを論じる。
東雲新聞

明治22 1889 4 6
『東雲新聞』、山陽鉄道の延長にしたがい関西各港往復の汽船業が苦境に立たされているこ

とを報じる。
東雲新聞

明治22 1889 4 7
西成郡北野村の九階楼凌雲閣(園主檀重三)、開業式をあげる。ただし、六階以上の入場は安

全の確認が得られず、十九日以降となる。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 7 造幣局長遠藤謹助ら、吉田松陰の増位を祝して中ノ島豊国神社に祭典を開く。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 7 矢野五洲、東区備後町一丁目備一亭に大書画会を開く。 大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 4 8
西村府知事、大阪の紳商十八人を招き、ブールス取調べのため欧州派遣委員の選定を諮問す

る。
大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 4 9 米田徳衛発起による今宮村字東道に設立の獣類市場ならびに普通売買会社が認可される。 大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 4 9 住吉神社、卯の葉神事を復活執行する。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 4 10 東区淡路町三丁目私立大阪商業学校、実地商業科を設置する。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 10 大阪の角力頭取藤島・千田川の両名、元寇紀念碑建設の義捐として大角力興行を決める。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 13

西成郡難波村遠上猪三郎・遠上幸七・柿本宗兵衛・小野弥左衛門、同郡曽根崎村吉本五郎右

衛門、上福島村吉岡直一、難波村に難波紡績会社(資本金十万円)の設立を申請する。（二十

五日認可）

大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 13 西成郡曽根崎新地三丁目に大阪競売会社を設立する。社長は奥野善之助。 大阪毎日新聞、東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 4 13 曽根新三、改良演劇についての論評を『東雲新聞』に投書する。 東雲新聞

明治22 1889 4 14
東京工科大学機械学生高辻奈良造、蒸汽罐破裂の事故増加を前に、その不注意なる取扱いを

指摘し、安全維持の要点を『大阪朝日新聞』紙上で説く。
大阪朝日新聞

明治22 1889 4 15 天王寺警察署、新築移転する。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 4 15 外科医華岡謙吉、西区新町通五丁目に華岡病院を開業する。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 15 外山脩三ほか三十余名、私設電話会社創設の相談を行なう。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 4 15 大阪測候所、西成郡役所に日々気象予報を届ける。 東雲新聞

明治22 1889 4 15
裁判所吏員その他の水戸出身者、桜田門事件に関与して大阪で死去した高橋太一郎父子を祀

る祭典を四天王寺において行なう。
大阪毎日新聞
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明治22 1889 4 18
第三高等中学校において第三部地方各府県尋常中学校の会議が開かれ、第三高等中学校への

入学方法などを定める。
大阪毎日新聞

明治22 1889 4 19 知事西村捨三、府会議員を官邸に招き施政の方針を語る。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 4 19 北倶楽部、府会議員候補として秋月清十郎をすいせんする。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 20 大阪府、郡部各警察署の区画を改正する。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 4 20 第三高等中学校で春期大運動会が開かれ、軍楽隊の演奏もあり、多数の観衆でにぎわう。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 4 20 時事新報社、東海道鉄道を利用し、大阪出張所直配達を迅速化する。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 20
小説雑誌『なにはのはる』発刊。月二回の計画で宇田川文海・宮崎三昧道人・宮崎夢柳らが

寄稿する。
東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 4 20 『大阪朝日新聞』、故木本昌造の事蹟を連載する。 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 21 大阪・京都・神戸の新聞記者の懇親会が開かれる。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 21
藤田鹿太郎・土居通夫・松本幹一ら舞鶴鉄道会社の創立を決め、伊丹の小西新右衛門・鷲尾

松三郎らの鉄道計画と対抗し、さらに京都ー舞鶴間鉄道の計画とも対抗することとなる。
大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 4 22
西成郡北野村村会議員、川崎村との飛地交換の処分につき郡役所の措置を不当として集会す

る。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 4 22 十一会、西倶楽部員および有力な実業家らによって組織され、この日開会する。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 4 22 千日前の小屋主一同、興行地維持の嘆願書を知事に提出する。 東雲新聞、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 4 23 紀泉鉄道の発起人会が開かれ、堺―和歌山間の鉄道布設の計画がすすめられる。 東雲新聞、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 4 23 大日本積善社、仮本社を東区瓦町二丁目に設置し、事業に着手する。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 4 23 西区新町南通三丁目殿井弥平、梅田―今宮村ほかの乗合馬車営業を出願する。 東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 4 24
岩崎利兵衛ほか一名より出願の大阪糖業会社(南区塩町通二丁目、資本金五万円)の設立が認

可される。
明治大正大阪市史史料57-5、大阪毎日新聞

明治22 1889 4 24 大阪砲兵工廠、大津川において未曾有の大試射を実施する。 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 25
大阪府、明治二十一年府会第六十五号大阪府立農学校規則ならびに附属養蚕伝習場規則を改

正創定する。附属養蚕伝習所は西成郡千船村大字佃に置く（四月二十七日）。

布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史第三巻、大阪朝日新聞、大阪毎日新

聞、東雲新聞

明治22 1889 4 25
高田久右衛門ら、摂津紡績株式会社を創立し、本社を南区木津川町に置く。（資本金百二十

万円）
大阪府工業概覧

明治22 1889 4 25
高麗橋五丁目わざおぎ新聞社より日刊にて『わざおぎ新聞』を発行、演劇のすじ書き、芸

評、すもう、浄瑠璃などを掲載する。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 26
二十二日よりの降雨で府下諸川の水位上り、危険な状態となるが、破堤をまぬがれる。また

阪堺鉄道の大和川鉄橋の水利妨害がないことが明らかになる。
大阪朝日新聞
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明治22 1889 4 26
東雲新聞を中心とする大同派、大阪苦楽府を創設し、独立党と関係を修復せんとするも行き

詰まり、ついに無関係を宣言する。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 26 北区の府会議員選挙会が開かれ、北倶楽部推せんの秋月清十郎が選出される。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 26
浪華紡績会社、百万円に増資する。天満紡績会社は百二十万円に、また摂津紡績会社の新設

も出願される。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 27
西成郡の府会議員選挙会が開かれ、中谷徳恭が選ばれる。この候補推せんに関し、二十八日

平松徳兵衛、府会議員を辞職する。
大阪朝日新聞、東雲新聞、西成郡史

明治22 1889 4 29 『第三社会燈』、発行停止を命ぜられる。 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 29 大阪鉄道会社、株主総会を開き、社長最上五郎派の勝利となる。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 4 29 ボアソナード、帰国の途次来阪し、関係者との送別会等に臨む。 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 30 郡市徴兵参事員選挙会を開く。 布告及布達(新聞)、東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 4 30 大阪府、海員雇入止事務取扱所を北区富島町東京商船学校大阪分校内に移転する。 布告及布達(新聞)、大阪朝日新聞

明治22 1889 4 日欠 大阪盛業会社創立。ブラシの製造を行なう。 大阪府工業概覧、大阪毎日新聞

明治22 1889 4 日欠
東区農人橋一丁目大阪数学専門学校校主小森数蔵、工業の振起とともに技術者の需要増を見

て実用の課程を新設する。
東雲新聞

明治22 1889 4 日欠
西成郡有志の中谷徳恭・平松徳兵衛ら、地価引下げ請願をめざして相談を重ねる。ただ、市

中接近村々の利害となかなか一致しないなど難航する。
東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 4 日欠 [削除]

明治22 1889 4 日欠
大阪府立医学校長および附属病院長吉田顕三辞職し、同学校および病院のあり方をめぐって

種々の意見が出る。
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 日欠
湖亀治郎七・田辺五兵衛ほか三名、西成郡川崎村滋養舎に日本牧牛会社（資本金十万円）を

創置することに着手する。
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 日欠
西成郡尼崎街道のうち朝日橋・森巣橋・備前橋・両島橋・城島橋を地方税支弁にすべしとの

議論がつよまる。
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 4 日欠 大阪の改進党、機関新聞をもとうとするも、経費の点から見合わせる。 東雲新聞

明治22 1889 4 日欠 菅野道親ら大阪の壮士、行動を活発化するも、警察はその規制を強化する。
東雲新聞、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、新聞集成明治編年史、大阪府警

察史

明治22 1889 4 日欠 南船場倶楽部と南倶楽部、合併の方向で協議をすすめる。 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 日欠
市参事会員・市会議員の選挙を前に、各倶楽部が候補を検討する。その中で各倶楽部共同の

推せんをめざす動きが力をつけ、浪華公会を自称するも、ついにまとまらず。
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 日欠 西成郡川北村大字西島高石半四郎、綿作改良法を印刷、頒布する。 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 日欠
西成郡野田村戸長藤江富衛ら、曽根崎川耕作橋下の石積みを開鑿し、舟運の便を開かんこと

を計画する。
大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 市井諸事に関する新聞記事
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明治22 1889 4 月中 (1)大阪府警察本部の警部らが警官倶楽部を設けて、球突なども置く 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (2)浜寺公園の高石海浜院が会員に限らず一般にも利用させることにする 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (3)『西洋レース編物秘訣』の広告 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (4)大鏡寺における政談演説会 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (5)第六回在阪舞鶴人懇親会の広告 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (6)新町廓太夫の道中 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (7)四月三日の大祭日における各地のにぎわい 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (8)山本憲、梅清処塾を再開 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (9)加越能人懇親会の広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中
(10)二ﾂ井戸津の清の岩おこしの主人丹野清蔵が、商標ゆかりの二ﾂ井戸がなくなったことを

残念に思い、復元する
大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (11)土佐堀の大阪眼病院（小林春召）の開院広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (12)有本国三が洋服調進会の趣意を広告する 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (13)東雲新聞社が弁士を派遣する弁士招聘申込所を設置する 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (14)東雲新聞社の役員改選 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (15)難波橋の灘万が主人万助の一周忌をいとなみ、諸家の美術品を展覧する 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (16)北野村字権現より本庄村豊崎神社に至る新路計画が出願される 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (17)めじろ大囀合の会を北野村で催す 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (18)桜、桃、菜の花の見頃 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (19)オーストリアのハンリー殿下の来阪 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (20)衆議院議員選挙を見越した地所の購入が西成郡で盛んとなる 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (21)江沼郡人懇親会の広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (22)大阪紡績会社の役員・職工すべてによる大運動会 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (23)天満神社赤心講教会が北長柄村埋葬地で春季神霊祭を行なう 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (24)堀川監獄の囚徒が再び待遇に対して不平をもらすとか 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (25)西洋形の権衝「カンカン」の検査法 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (26)潮干狩りの人出が減少 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (27)女紅場の衰微 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (28)第七回学友懇親会の広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (29)稲谷惣兵衛が今宮村の貧民に施行米 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (30)大阪商業叢話会の例会 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (31)大阪商法会議所の定式総会 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (32)大阪商法会議所の総会の議事 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (33)天保山海水温泉の広告 大阪朝日新聞

126 / 170



4_明治前期大阪編年史綱文データベース 1887-1889

年 西暦 月 日 事項 典拠

明治22 1889 4 月中 (34)難波別院における仏教演説会 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (35)イービー博士の「東洋及び基督教国ノ倫理」に関する演説 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (36)石炭売買における不正と石炭消費高の査定 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (37)南区の有志が舘洲会という団体をつくらんと奔走する 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (38)北区の有志が政党に関わらない交際団体大阪共同会をおこす 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (39)大阪医会の通常会開催の広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (40)越中橋が落成し、通行を許される 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (41)北野有楽園に支店を開いた堀江魚市の広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (42)大阪偕行社の招魂祭 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (43)在阪作州人懇親会のもよう 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (44)川口電信分局を移転させ、居留地とする 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (45)西浜町で公民会を開き、市町村制にかかわる演説を行なう 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (46)梅田停車場での駅夫の無法な行為を批判する戸塚重兵衛の寄書 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (47)河野広中の礼状 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (48)死刑に処せられた死体の埋葬・火葬の認許 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (49)東区の清水金四郎が広告車を思いつき、広告を募集する 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (50)大阪市南部にも紳士宿泊用の壮大な旅舎を建築せんとして協議が始まる 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (51)新町筋の杉谷本舗が天神橋図せんべいを広告する 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中
(52)来年が御蔭参りにあたるため、本年の伊勢参宮や真宗本山参りの旅人が少なく、旅篭業

等が閑散をかこつ
大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (53)南地演舞場で開場する芦辺の舞 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (54)西成郡より東成郡へ編入された西高津村、清堀村の警察による所轄問題 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (55)和歌山の南海汽船会社と大阪商船会社の競争 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 教育・学校等に関する新聞記事

明治22 1889 4 月中 (1)私立大阪教育会の役員改選 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (2)隆盛に赴く大阪府高等女学校 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (3)大阪府立尋常中学校の行軍 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (4)関西法律学校学生懇親運動会の広告 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (5)谷町六丁目の桃園小学校に附属幼稚園が開園 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (6)大阪府医学校等を議題とする臨時大阪府会の五月開会 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 芝居・娯楽等に関する新聞記事

明治22 1889 4 月中 (1)浪花座、角座、福井座の芝居 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (2)神戸大黒座、中座、弁天座の芝居 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (3)坂東壽三郎が死す 大阪毎日新聞
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明治22 1889 4 月中 (4)浪花座劇評（三昧道人の署名） 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (5)浪花座劇評（四月十三日〜十七日） 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (6)角座の芝居と坂東壽三郎の死 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (7)浪花座、中座、角座等の芝居 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 改良演劇等に関する新聞記事 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治22 1889 4 月中 (1)ラムネ製造器械を求める広告 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (2)富永政吉がボールド製紙場出願 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (3)渋谷庄三郎らによる古鉄再錬所設立の計画 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (4)平野紡績会社が紡錘を増加して本開業式をむかえる予定 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (5)大阪孔雀麦酒会社の株主総会 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (6)帝国生命保険会社大阪支店設置 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (7)糠箔物や玉暖簾を製造する大阪商栄社の設立を出願 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (8)大阪糖業会社が設立を出願する 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (9)西成郡農家の疲弊と工業の伸長 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (10)東区北久宝寺町の蚕業会社、事業に着手 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (11)寸燐製造の大阪大陽社設立につき資本金を募集する 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (12)西成郡上福島村に兎飼養会社を開業 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (13)琉球人が淡路の製紙会社で製紙法を学び、琉球に製紙会社を起す計画が進む 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (14)難波村の尾崎石鹸製造所がさらに工場を新築し、落成の祝宴を開く 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (15)田野商店の炭酸水等の広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (16)川口儀三郎の透明紙発明専売予告 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (17)八木新造船所で新造中の船渠が六月に落成の予定 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (18)大阪染液会社が大阪染物会社と改称し、会社法に基く組織とする 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (19)北野村に大阪凍氷会社が開業 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (20)浪華商話会の事務所を置く 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (21)各地農業の景況 大阪府農商工月報第三十三号（M22.4)

明治22 1889 4 月中 (22)工業の景況 大阪府農商工月報第三十三号（M22.4)

明治22 1889 4 月中 統計に関する新聞記事

明治22 1889 4 月中 (1)客月中淀川船の発着数 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (2)大阪府の巡査総数 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (3)大阪府の派出所総数 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (4)大阪府の警察雇吏総数 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (5)客月分淀川船と荷客の統計 大阪朝日新聞

128 / 170



4_明治前期大阪編年史綱文データベース 1887-1889

年 西暦 月 日 事項 典拠

明治22 1889 4 月中 (6)大阪博物場の統計 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (7)大阪同盟銀行の取組高 大阪朝日新聞

明治22 1889 4 月中 (8)大阪府諸工場の製品別統計 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (9)大阪郵便局と川口・島の内両支局の統計 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (10)大阪の銅商人による銅の輸出高 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (11)西成郡諸会社の統計 東雲新聞

明治22 1889 4 月中 (12)西成郡の面積、地価、戸数等 大阪毎日新聞

明治22 1889 4 月中 (13)大阪府の屠畜営業者および屠畜数 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 1
大阪鴻池新十郎・伊丹小西新右衛門ら、神崎停車場から伊丹・池田・広根・八上新・篠山・

御無川を経て舞鶴に至る摂丹鉄道会社の創立事務所を東区北浜二丁目に設置する。
大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 5 1 大阪・京都・神戸の各新聞社、同志社大学設立の第二回義捐金募集に着手する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 1

粟谷品三、西倶楽部の常習会で先行する舞鶴鉄道に反対して舞鶴・大阪間の鉄道敷設設計画

を提案、伊丹・生瀬・有馬・多紀・氷上・福知山を経て舞鶴に至る路線(阪鶴鉄道)を企画す

る。賛成者増えるが、月末に至って廃案とする。

大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 5 2 東倶楽部、東区北久太郎町一丁目に創立される。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 5 2 元寇紀念碑義捐大相撲、南地定場において開く。また相撲甚句を披露する。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 5 3
大阪鉄道会社の難波―梅田連絡線路につき、北区役所が関係地主に土地買上げを表明。六日

には西区役所も。関係地主・船舶関係者らに不満の声高まる。
大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 5 3
大阪の壮士、宮地茂平・安田好則・中島直義・菅野道親、大同派大会に参加のため、この日

以降上京する。
大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 5 5 心斎橋筋の渋谷時計店、煉瓦三階造りの建物を新築する。 大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 5 6 大阪婦人学習会、附属尋常小学および手芸専修科を設置する。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 5 6
｢独立党｣豊田文三郎・横田虎彦が大同団結大会に参加のため東上する。大阪苦楽府＝東雲新

聞、これを追及する。
大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 5 6 大阪偕行社員、例年のとおり中之島紀念碑前で招魂際を実施する。 大阪毎日新聞、東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 5 6
東倶楽部・南倶楽部・南船場倶楽部・西倶楽部・十一会・靱懇親会・大阪公論・同遊会の各

幹部が集合し、各倶楽部聯合懇親会を結成する。
大阪毎日新聞、東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 5 7 上町辺の井水減少が問題とされる。 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 8
西区大三輪長兵衛ほか数名、難波停車場から梅田停車場までの電気鉄道（電気車）敷設を出

願する。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 5 8
板垣退助、大阪苦楽府と東雲新聞の請いにより神戸から大阪に来て目下の政局についての見

解を示す。東雲新聞の中江兆民、上京後、これを揶揄する。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 5 9 大日本風俗改良会全国会員大会議を大阪で開く。 東雲新聞、大阪毎日新聞
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明治22 1889 5 9 東成郡高津村中島大次郎ほか五十五名、生国魂神社前馬場先に遊郭の再設置を出願する。 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 11 大阪府庁の執務時限、午前八時より午後二時までとする。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 5 12 第四師団騎兵第四大隊新置の手筈が新聞に報ぜられる。 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 13 大阪市会議員選挙人名簿の縦覧が告示され、候補者の予選がさまざまに実施される。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞堂島資料室文書5030、350〜

352、359、392、393、394、｢市制一件書類｣

明治22 1889 5 13
大阪府会議員菊池侃二、府下キリスト教信者の願いにより堀川監獄におけるキリスト教説教

の復活を知事に求めるも容れられず。
大阪毎日新聞

明治22 1889 5 13 大阪茶業連合会会議所、製茶調査所設立を府庁に出願するも認可されず、不満の声多し。 東雲新聞

明治22 1889 5 14 大阪鉄道、湊町・柏原停車場間が開業する。途中停車場は天王寺・平野・八尾。
東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東成区史、浪速区史、天王寺区

史、大阪百年史、明治大正大阪市史

明治22 1889 5 14 東雲新聞、大同団結大会の成功を強調する。 東雲新聞

明治22 1889 5 14 日本赤十字社大阪支部の幹事会が開かれる。 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 15
四区接近二郡の鋼鉄業者、職工の賃上げ要求や独立経営への動きに対応するため打合せを行

なう。
大阪毎日新聞

明治22 1889 5 17 大阪毎日新聞社、主筆柴四郎を解職し、時事新報社渡辺治と交代させる。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 5 18
大阪商法会議所にて度量衡に関する建議修正案を作成し、西洋型模造権衝を中心とする不正

奸策の防止をはからんとする。
東雲新聞、大阪経済史料集成第一巻建議報答、ｐ757〜758

明治22 1889 5 19
大阪商法会議所、製茶販売に際しての歩引・手数料・入目・粉引などと称する弊習差し止め

に関する意見を大阪府農商務課に報答する。
大阪経済史料集成第一巻、p762〜766

明治22 1889 5 20 大阪電燈会社、開業式を行う。 大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞、大阪百年史

明治22 1889 5 21 米商会所、申合規則を改定し、、この日農商務大臣の認許を得る。 米商会社一件(府)

明治22 1889 5 21
大阪府、川中使用料はその市町村費の雑収入に組み入れ、浚渫費は市町村費の土木費から支

出させる。
布告及布達(新聞)

明治22 1889 5 22 摂丹鉄道発起人ら、これを延長して松江までの山陰鉄道会社とすることを決定する。 大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 5 23
『東雲新聞』、朝日橋ほか四橋の寄付に伴ない、府会議員に賄賂が渡されたとの報道を行な

う。
東雲新聞

明治22 1889 5 24 大阪府下憲兵管区が定められる。また、あわせて各管区首部・屯所の位置も定められる。 大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 5 24
臨時府会を開き、大阪医学校・大阪博物場を市郡連帯の所属とすること、府立女学校を大阪

市の事業とすること等を議定する。(二十七日閉会)。

府会一件、大阪府会史、布告及布達(新聞)、大阪毎日新聞、東雲新聞、大

阪朝日新聞

明治22 1889 5 24 大阪婦人慈善会、この日より三日間、博物場において第二回婦人慈善市を開催する。
府立博物場沿革誌、大阪府教育百年史第三巻、大阪朝日新聞、東雲新聞、

大阪毎日新聞
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明治22 1889 5 24
『西成郡農況問答』出版され、西成郡の地価修正の必要性が詳細に論じられる。（編著者不

詳）
中谷家文書小作関係55、大阪毎日新聞

明治22 1889 5 24
『大阪毎日新聞』、蒸気力を使用する製造場の増加や陸海軍の拡張に伴ない、皮革の需要が

増大し、製造に繁忙をきたしている状況を報じる。
大阪毎日新聞

明治22 1889 5 24 四区二郡の米穀商と米穀問屋、組合規約の条文でようやく調和する。 東雲新聞

明治22 1889 5 28
大阪府、府会の決議を経て明治二十二年度大阪医学校および府立大阪博物場の収支予算を定

める。翌日これらを市郡連帯の所属を定め、地方税とは別途の会計とすることを訓令する。

布告及布達(新聞)、大阪府立高等医学校及病院一覧、東雲新聞、大阪朝日

新聞

明治22 1889 5 28 西成・東成両郡で徴兵検査。つづいて市内各区でも始まる。 東雲新聞

明治22 1889 5 29 『東雲新聞』、大阪府会議員中に国事探偵が存在することを警告する。 東雲新聞、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 5 29
西成郡野田村村会で北区安治川橋北詰から野田村・伝法村を経て尼崎に接続する道路の開削

を府庁に申請する。
大阪毎日新聞

明治22 1889 5 29
浪速倶楽部安田好則・菅野道親・中島直義・宮地茂平、生前決死の紀念として浪人塚の建設

を呼びかける(二日後警察の通達により取り消す)。
東雲新聞

明治22 1889 5 30 大阪府、小林佐兵衛出願の安治川引上げ大石の豊太閤記念彫刻を認可する。 東雲新聞

明治22 1889 5 30 京都・大阪・兵庫の三知事、舞鶴鉄道のことで打ち合せを行なう。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 5 31 臨時府会・市部会・郡部会を開く（翌月六日閉会）。
布告及布達(新聞)、府会一件、大阪府会史、大阪毎日新聞、大阪朝日新

聞、東雲新聞

明治22 1889 5 日欠
大阪商法会議所、大阪煙草営業人の願いにもとづき煙草税制施行細則改正増補に対する請願

書を大蔵省に提出する。
大阪経済史料集成第一巻建議報答p741〜756

明治22 1889 5 日欠 山陽鉄道会社、大阪―神戸間官設鉄道の払い下げを願い出る。 憲政史料室井上馨文書か

明治22 1889 5 日欠 熊谷辰太郎・志方勢七・田辺英之助らの発起による摂津製油株式会社、創立される。 大阪府工業概覧、東雲新聞、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 5 日欠 西成郡・東成郡・住吉郡で町村長・助役などの人選がすすむ。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 5 日欠 西成郡役所吏員谷頭辰兄・長松之進ほか三十三名発起にて私立西成郡教育会を起こす。 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 日欠
西区南堀江通一丁目又木治太郎、住友吉左衛門らと共同で天王寺逢阪より御蔵跡まで、また

同所より東区谷町三丁目まで自転鉄道の建設を計画する。
東雲新聞

明治22 1889 5 日欠 平民社刊行の『社会燈』に対し、発行停止の処分がつづく。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 5 日欠 西浜町の有志、松田良助・竹中喜兵衛・森清五郎、大同団結大会に参加のため上京する。 東雲新聞

明治22 1889 5 日欠 紡績職工の欠乏が生じ、職工賃の上昇が目立つ。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 5 日欠
西成郡伝法村の味醂醸造は衰退の気味あるも、九条村・西野新田・野田村また木津川沿いに

は工場増加し、水路の開削、道路の新・開削などがすすめられる。
大阪毎日新聞

明治22 1889 5 日欠 淀川の出水により安治川、また土砂が堆積する。 大阪毎日新聞
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明治22 1889 5 日欠
西村大阪府知事、尋常師範学校教頭工学士藤井恒久を農商務課傭員として府下工場の指導に

当らせる。
大阪朝日新聞

明治22 1889 5 日欠 石灰製造業者、同盟して生産調整を行なう。 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 日欠 尾上多見蔵の名跡を大阪の俳優高砂屋福助が継ぐ。 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 日欠 荻野芳蔵ら、綜芸種智院内に仏教青年会を設立し、演説討論を行なう。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 5 日欠
奈良県平群郡龍田村の阪寧馬車会社、奈良より暗り峠を通り玉造二軒茶屋までの路線を開く

ことを計画する。
大阪毎日新聞

明治22 1889 5 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治22 1889 5 月中 大阪馬車会社の線路が出願を許可される 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 月中 西成郡の旧霧島町に発生した寝台虫を駆除せんとして郡役所より府庁へ届け出る 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 月中 歩兵第八連隊、同第二十連隊、砲兵第四連隊において下士集会所が落成する 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中
天満・天神・木津・渡辺の鉄橋を架設した建野郷三の功を伝えんとする紀念碑建設の案に対

して「何事ぞ」との反応
東雲新聞

明治22 1889 5 月中 大阪始審裁判所の府下五新聞紙検閲担当が五人から一人のみとなる 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 西成郡土着の有志者、実業家のみを集合する愛郷倶楽部設立をはかる 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 大阪在住の嶋本楠弥太・浅い誉至夫ら、平民倶楽部を設立する 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 朝鮮人白鎔巨が西区の新宇楼で演説会開催の予定 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 勤王家藤井藍田の二十五回忌 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 未丁年学生懇親会の案内 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 西警察署内の巡査派出署における天気予報の掲示を従来の十一ヶ所から全派出署に拡大する 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 西成郡北野村から新路を開設する計画についてのさまざまな意見 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 南倶楽部、南船場倶楽部からの合併申し込みを謝絶する 東雲新聞

明治22 1889 5 月中
陸軍各官庁に備えつける時計を一個として、あとは号砲により時刻を知らせた方式から、自

由な方法に転換する
大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 大阪学芸講談会の案内 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 淀川汽船における客引き等の激しい競争 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 安治川、湊町から新開路を開く計画が起こる 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 大阪博物場の電灯を増加する計画をみあわせる 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 小児病と婦人病を診察する小林山郷の広告 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 湯川の西洋いちご販売案内 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 加持祈祷により病気を治すとの妄言に惑わされないよう注意を促す 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 高橋病院が天王寺村に支院設立のことを広告する 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 月中 浪華商話会が山本憲、景山英を招いて会合を開く 東雲新聞
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明治22 1889 5 月中 西成郡興徳会が南條文学博士を招いて会合を開く 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 南区一志会の演説会 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 筑前人親睦会の案内 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 西区松嶋清玉座の演説会 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 上荷船とその他の小船業者との仲間規約をめぐる紛議 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 西長堀の自然堂病院の病室新築落成式 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治22 1889 5 月中 内外綿会社が清国上海の出張店を広告する 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 月中 車錠の製造者が競争の激化に伴い、一つの合本会社にすることを相談する 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 月中 帝国生命保険会社大阪支社で、西村府知事をはじめ、被保人の申し込みが増加をたどる 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 月中 西横堀の二宮亀蔵が蝙蝠傘製造の速成伝授を広告する 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 南区の森平兵衛商店が粉末の｢便利ラムネ｣を製造し、広告する 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 月中 東区の美浜正七による銘酒の売りだし広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 製銅会社設立の計画 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 西成郡西野新田に建築中のペンキ製造所の竣工が近づく 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 月中 日本綿繰会社で綿繰高が減少する 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 月中 日本毛糸紡績会社の竣工と紡績機械 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 月中
西成郡川崎村の平尾常七と赤松弥七が板硝子と石笠を輸入にたよらず、製法を発明せんと奔

走する
東雲新聞

明治22 1889 5 月中
北区の下郷伝平が所有する製紙工場で、工場を増築し、新器械を入れて事業を拡大せんとす

る
東雲新聞

明治22 1889 5 月中 日本石笠製造会社の設立 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 日本運輸会社が東京までの貨物速達便を開始する 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 笹倉光輝堂の空気ランプの広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 順慶町の電気商社が電気灯、電話機等の廉価販売を広告する 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 工業の景況 大阪府農商工月報第三十四号（M22.5)

明治22 1889 5 月中 各地農業の景況 大阪府農商工月報第三十四号（M22.5)

明治22 1889 5 月中 教育・学校等に関する新聞記事

明治22 1889 5 月中 愛敬女学の閉鎖と大阪婦人学習会の拡張 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 大阪府尋常中学校の修学旅行 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 開成学館の移転広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 私立大阪商業学校の生徒募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 北浜の英語研究会が入会志願者を募集する 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 西区の大阪産婆学校の移転と生徒募集 大阪朝日新聞
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明治22 1889 5 月中 芝居・娯楽等に関する新聞記事

明治22 1889 5 月中 南演舞場における｢芦辺舞｣の案内 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 『大阪朝日新聞』の浪花座演劇略評 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 『大阪朝日新聞』の角劇場略評 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 新町廓・松島廓等の花街における太夫道中 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 南地五花街における太夫の道中 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 電灯を点じた千日前の賑い 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 月中 難波ステーション前の花檀が庭内に大電気灯を設置して客の増大をはかる 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 出版物に関する新聞記事

明治22 1889 5 月中 西区月松閣の発行する小説雑誌『なにはの春』の広告 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 月中 大阪有為会がいったん取消された発行許可を再び得て雑誌『青年』を発行せんとする 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 月松閣発行『なにはの春』第二号の広告 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 大日本綿糸紡績同業連合会発行『紡績月報』の広告募集 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 月中 浅井誉至夫が大阪の代言人、府会議員、新聞記者等の公評録を出版せんとする 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 大阪府下の新聞・雑誌・その他の定期刊行物 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 日本新聞社が杉浦重剛と柴四郎の協力も得て、大阪で『日本』の販売を拡大せんとする 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 西区で候補者伝発行所が『帝国議会後日議員候補者伝』を広告する 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 統計に関する新聞記事

明治22 1889 5 月中 西成郡で所得税を納めた者の員数が昨年を上まわる 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 月中 大阪府で明治六年から同二十一年までに死刑に処せられた者の統計 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 月中 堀川監獄の既決囚・未決囚に関する取調べ 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 月中 西成郡公民数と選挙権 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 客月中に淀川を発着した汽船数および和船数 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 月中 飲料水に関する統計 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 郵便局の統計 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 大阪市民の所得と所得税 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 西成郡における生産物の輸出品と輸出先 大阪朝日新聞

明治22 1889 5 月中 川魚類の統計 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 二十二年中現在までの外国渡航者と帰国者 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 東成郡と住吉郡における大地主と地租 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 東成郡と住吉郡における国会議員選挙権者数および被選挙権者数 東雲新聞

明治22 1889 5 月中 大阪府下で使用する蒸気鑵数の工場種類別統計 大阪毎日新聞

明治22 1889 5 月中 東区で地租五百円以上を納める大地主 東雲新聞
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明治22 1889 6 1
『大阪朝日新聞』、大阪藤田組の児島湾開墾計画を問題として大きく取りあげる。つづいて

各紙も報道をつづける。
大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 6 1
このころ、東成・住吉両郡、西村知事の説諭により地価引下げのための請願委員上京を見合

せ、嘆願書の提出に変更する。
大阪朝日新聞

明治22 1889 6 1 『大阪毎日新聞』、紙面を改良する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 2 天満宮の正遷宮と砂持がはじまる。市民の狂態甚だし。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 6 3

府会において建野郷三前知事の管掌した監獄別途金の残金が引き継がれていないこと判明

し、府会議員らの追及がはじまる。九月三日には大蔵省より詳細調査の指示が大阪府に下さ

れる。

大阪府史史料16｢秘書綴｣乙288〜402、大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎

日新聞

明治22 1889 6 3 大黒田龍、西区西長堀に自然堂病院を落成させる。 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 4

このころ大阪鉄道、梅田停車場までの接続線として安治川、木津川をわたる路線の測量をお

わり、敷地買上げに着手せんとする。関係住民の反対も生じ、また河川航行上の支障も指摘

され、さらに途中停車場の必要も指摘される。

大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 6 4 大阪の婦人有志、婦人矯風会の意見に促され、一夫一婦のことを建白する同志を募る。 東雲新聞

明治22 1889 6 5

大阪市会議員の各区各級の員数が定められる。ついで、六月十六日より十九日まで選挙会が

開かれ、六月二十四日当選者が報告される。西倶楽部・協同会・十一会・交信倶楽部・大阪

苦楽府・南倶楽部・東倶楽部・南船場倶楽部・北倶楽部・靱懇親会・同遊会・東区洋々会な

どで候補者の予選が行なわれる。

布告及布達(新聞)、市町村制一件、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新

聞

明治22 1889 6 6 大阪府、大阪府高等女学校規則を改定する。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 6 6 『大阪毎日新聞』、難波・木津・今宮三村の衛生状態の悪さを指摘する記事を掲載する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 7
『東雲新聞』、梅生の｢一夫一婦の制限の非を論ず｣を掲載する。これをきっかけとして一夫

一婦制の是非をめぐる投書がつづく。
東雲新聞

明治22 1889 6 7 西成郡地価軽減請願のため中谷徳恭・見市乗保・杉村房七が委員となり上京する。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 6 9
大阪砲兵工廠、教師アレキサンドロ＝クワラテジー、助手ジャコモ＝ビツソを満期解傭す

る。
大阪砲兵工廠沿革史、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 6 10 大阪軽罪裁判所検事局の組織を改める。 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 10 歩兵第二十聯隊の創立五年の祝宴が催される。 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 10 このころ川舟業者と小廻船業者との合同計画が行き詰まり、分立と決まる。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 6 10
北区天満橋一丁目新民社、雑誌『去夢燈』(月三回刊)を発行せんとするが、納本前に発行停

止処分を受け、発行人兼印刷人楢崎豊一・編輯人向嶋豊之助の二名が告発される。
東雲新聞、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 6 11
『東雲新聞』、摂河泉地価引下げ請願の趣旨を是とし、その是正を官として求める西村知事

の対応を評価する。
東雲新聞

明治22 1889 6 12 紀泉鉄道会社、仮免状を下付される。 東雲新聞
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明治22 1889 6 13
大阪苦楽府、南区日本橋北詰沢の席で政談演説会を開く。つづいて十四日、十五日、二十一

日とそれぞれ場所を変えて実施する。
東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 6 15 北区若松町に新築中の大阪始審・控訴の両裁判所、上棟式を行なう。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 6 15 大阪の石炭商今西林三郎、福岡県の石炭景況を調査し、調査書を作成する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 16 西成郡曽根崎村共同馬術会、騎戦ならびに打球などを催す。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 6 16 大阪癲狂院を私立回春病院附属大阪精神病院と改称する。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 6 16 仏教信徒の組織する自励会、大阪控訴院検事堀田正忠の講話会を開く。 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 16
川上音次郎、千日前井筒席で人情話をはじめるとともに、同地にて滑稽演劇をはじめる。官

憲の圧迫はつづく。
大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 6 18 府会議員、大阪商業叢和会会頭猪飼史郎、死去。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 6 19
中江兆民、東京にて発行の大同派機関紙『政論』主筆として東京に向かう。『東雲新聞』に

は今後とも関与をつづけるとの意志を表明。
東雲新聞、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 6 19 大阪府、東区安土町一丁目馬車会社に営業許可を与える。 東雲新聞、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 6 19 一志会、解散する。 東雲新聞

明治22 1889 6 19 大阪衛生試験所、市内各河川の水質試験成績を公表する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 20

秋月清十郎・大三輪長兵衛・湖亀治郎七・高橋守太郎・古屋宗作・寺村富栄・原弥兵衛・逸

見佐一郎・前川彦十郎・田村太兵衛・今西林三郎・田中甚兵衛・大井卜新ら、大阪火災保険

会社創立を相談する。

東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 6 21

静岡県以西の有志、大阪苦楽府を事務処として大阪に関西有志大懇親会を開く。ここにおい

て関西会の組織結成を決議する。席上、一部壮士らが探偵の疑いをかけられた人物を負傷さ

せる事件を起こす。

東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 6 21 東京改良幻灯会幹事高松薫、北区瀧川小学校において改良幻灯会を催す。 東雲新聞

明治22 1889 6 22 中之島治安裁判所および天王寺治安裁判所管内の公証人役場の設置場所を公示する。 布告及布達(新聞)、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 6 22
板垣退助、大阪苦楽府の人々の招きにより帰県途上大阪に立ち寄り、談話を行なう。あわせ

て大阪苦楽府と独立党との調和を求める。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 6 22 在大阪の豊前・豊後両国人の懇親会が開かれ、豊州倶楽部設立が話し合われる。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 6 23 東区有志の進取会、解散する。 東雲新聞

明治22 1889 6 24
このころ、西成郡川崎村・北野村・曽根崎村等に係る大水道、衛生上に害あるものとして埋

立てを同村民らが願い出る。
大阪朝日新聞

明治22 1889 6 25
日本橋筋の有志ら、高津尋常小学校分校とは別に、貧民の子弟二千名のため簡易科の設置を

計画する。
大阪毎日新聞

明治22 1889 6 25 在大阪の岡山県人、藤田組の児島湾開墾事件をとりあげ、藤田組に請負い返上を求める。 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 26 日本橋三丁目の地主・家主ら、日本橋三丁目の立退延期を出願する。 大阪朝日新聞
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明治22 1889 6 27 西成郡川崎村にマッチ製造所太陽社が開業（資本金三万円、社長寺西小左衛門）。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 6 27
平野町四丁目大井卜新、道修町三丁目春元重助発起にて帝国麦酒会社（資本金五万円、製造

場西成郡豊島村本庄）創立を出願する。
大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 6 27
旧平民社の人々、東成郡西玉造村字半入町に日本平民社を設立し、『社会燈』を発行する。

即日発行停止。
大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 6 28 大阪府、明治二十二年度区部営業税雑種税課目課額を更正する。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 6 28 大阪府、明治二十二年度区部地方税中地租割家屋税税率を更正する。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 6 28 大阪府、明治二十二年度地方税収支予算を更正追加する。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 6 28 東成・住吉郡役所で徴兵検査を実施。この後、南区・東区と続く。 東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 6 30 このころ｢独立党｣と称せられた人々、月曜会を創立し、会則・名簿等を確定する。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 6 30 堀川監獄、未丁年囚に学事を授けることを始める。 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 30 『新去夢燈』、届出の日付に先立って印刷するも、警察に差押さえられる。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 6 日欠
大阪医学校教員原口養林、製菓会社役員小磯吉人、私立大阪薬学校校長岩崎勘次ならびに河

原幸吉、薬剤師会を設立する。
東雲新聞

明治22 1889 6 日欠 大阪府警察本部、蒸気力を用いる製造所の汽罐取締規則制定にむけて草案を調査する。 東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 6 日欠 大井憲太郎・畑下熊野・小池平一郎・景山英ら、和歌山県・京都などに遊説を重ねる。 東雲新聞

明治22 1889 6 日欠 大井憲太郎、東区心斎橋北詰中村鐘美堂から『自由略論』を出版する。 東雲新聞

明治22 1889 6 日欠 西村大阪府知事、網島町福井組と羽田組の水濾場合併の説諭を行なう。 東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 6 日欠 各区部において本年所得税調査委員の半数改選がすすむ。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 6 日欠 北区末広町東房之助ならびに西成郡川崎村有志ら七名、日羅の墓碑建立を府庁に願い出る。 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 日欠 大阪青年倶楽部の定期講談会、続く。 東雲新聞

明治22 1889 6 日欠 北区富島町平尾喜平治、大阪砲兵工廠製造の大砲廻送をすべて受け負う。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 6 日欠 北区天満橋筋二丁目芝亭実忠、新平民社を立て『平民刀』の発行にむけて努力をはじめる。 東雲新聞、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 6 日欠 藤井千尋、中之島一丁目に畏所遥拝所建設を主唱する。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治22 1889 6 月中 (1)警官の射撃会 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (2)北警察署で巡査派出所の増置 東雲新聞

明治22 1889 6 月中
(3)陸軍で慣例の如き脚気病が米六分麦四分の飯により、第四師団では本年未だ脚気病者を

見ず
大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中
(4)西成郡泉尾新田所有者の北村スミが、支配人を解任し、今後新田会所で事務を取扱うこ

とを広告する
大阪朝日新聞
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明治22 1889 6 月中
(5)歩兵第八聯隊と野戦砲兵第四聯隊の下士卒間で軋轢を生じ、決闘に至らんとするも、両

聯隊長が聞きこみ、説諭する
東雲新聞

明治22 1889 6 月中
(6)曽根崎村村長吉本五郎右衛門・牧野伊兵衛が、曽根崎警察署の粗末な体裁を案じ、署の

後部の土地を寄付し改築を出願する
大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (7)今宮村の商業倶楽部前から北の掘り留まで新道路二線を開通する計画 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (8)人力車駐車場で車夫の間に賭博が横行し、現行犯で捕えられる者も出てくる 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (9)曽根崎村佐野誠之、朝鮮京城で大日本製産物展覧会を計画 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (10)大阪婦人禁酒会の演説会 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中
(11)大阪で借家の慣例となっている敷金の返戻方法につき、住友吉左衛門は自己所有の借家

に対しては敷金から一部引き去ることを廃する
大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (12)西区靱北通一丁目日野弥三郎、難波村字南河原に救民院設立を出願 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (13)住吉神社における田植の神事 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (14)濃飛懇親会の開会 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (15)去夢燈関係者が『不落城』発行を計画 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (16)浪華杖頭会の雅会 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (17)玩弄物着色原料の危険性とその試験 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (18)大阪公論社の解雇と採用 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (19)大阪商業叢和会の臨時総会と存廃の議事 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (20)大阪鉄道会社が英国へ注文したレールが神戸で陸揚げされる 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (21)烟火製造所で火薬の破裂、職工の少女六人が軽傷 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (22)輜重兵第四大隊において下士集会所の開館式を施行する 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (23)毎日営業の天保山海水温泉 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (24)二尺八寸から二尺二寸に縮まった手拭を二尺八寸に定めようとする 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (25)大阪市の四区を九区に分割する案を見合わせる 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (26)西浜町の平等会で懇親会 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (27)大阪府農商課で、マッチ製造所の調査 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (28)東倶楽部の軋轢 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (29)高橋ふくの婚姻謝絶広告 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (30)須磨浦病院の開院が近づく 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (31)今宮の商業倶楽部で温泉場が落成する 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (32)前府立大阪医学校長兼同附属病院長吉田顕三が私立病院の設置を計画 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (33)東成郡天王寺村大江神社の近辺一円において商業倶楽部設立の計画がすすむ 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (34)大阪府警察本部、拘引した売淫婦を北野村私立授産場に送致することとする 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (35)玉造稲荷の舞台が再建され、落成の舞台開きを蓮花の盛りの頃と決める 大阪朝日新聞
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明治22 1889 6 月中 壮士の動静

明治22 1889 6 月中 (1)壮士小谷慶三郎等の引致と拘留 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (2)大日本壮士慈善会の会員募集 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (3)宮地茂平・安田好則が夫人演説家を募集する 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (4)半田弥太郎の氏名濫用についての広告 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 教育・学校等に関する新聞記事

明治22 1889 6 月中 (1)予章館の学生募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (2)大阪簿記速成学舎発行『実地応用会社簿記精法』の広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (3)大阪偕行社附属小学校生徒の隊伍編制法 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (4)東区における十二歳以上の生徒に対する遊泳術練習 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (5)大阪尋常師範学校で十六名の卒業生 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (6)梅花女学校の卒業証書授与式 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (7)大阪尋常師範学校附属小学校の生徒数増加と新築計画 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (8)骨牌が学生間にも流行し、父兄が心配する 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (9)河合多内教授所が西洋料理教授を広告する 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (10)儒教講談会開催の広告 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (11)府立大阪商業学校のボート競漕 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治22 1889 6 月中 (1)神戸横浜間定期航海における日本郵船会社と三邦丸の価格引き下げ競争 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (2)大阪浚疏会社による三川の浚疏と入札 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (3)東区平野町の石笠製造会社で石笠製造に成功する 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (4)大阪製薬業三業者の多忙 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (5)沈葛の相場下落と需要減による麩商人の同盟休業 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (6)尼崎村紡績会社の資本金募集 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (7)大阪石炭会社が競争激化により解散を協議する 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (8)東区内商工業及金融の景況 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (9)北海道の鯡粕が不漁のため大阪より差向けた汽船が荷物のなきに苦しむ 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (10)氷商人の増加と貯蔵氷高の増大 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (11)大阪紡績会社及び綿繰工場の落成が間近となる 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (12)丼池筋の商店の扱う商品が流行のものへと激変する 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (13)売薬業組合之新取締委員 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (14)牛馬市場会社が西成郡の今宮村から下三番村に移転を決める 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (15)大阪鉄工所で長崎県唐津の石炭等昇降器を完成する 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (16)各地農業の景況 大阪府農商工月報第三十五号（M22.6)
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明治22 1889 6 月中 (17)工業の景況 大阪府農商工月報第三十五号（M22.6)

明治22 1889 6 月中 各種商品等広告

明治22 1889 6 月中 (1)大阪心斎橋の石原久之助による洋琴や時計の販売 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (2)はりや（中川九兵衛）によるコンパス製造 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (3)西区の鳴戸嘉七による商標認許公告 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (4)北久宝寺町の大野商店による人力車 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (5)大阪染物会社捺染工場の友禅染 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (6)北盛組が海陸廻漕業を開店する 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (7)京町堀の川上久兵衛による氷砂糖 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (8)八幡筋の森平兵衛発売（塩見薬舗製）の便利ラムネ 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (9)硫酸製造会社製造の特功肥料 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (10)心斎橋下むらの夏物売出し 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (11)西区南堀江の製機組による織物器械 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 薬の宣伝広告

明治22 1889 6 月中 (1)日野九郎兵衛販売（黒沢利兵衛製造）の気転丸と一切丸 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (2)立志堂製造の梅毒丸 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (3)テレジング商会販売のスコット乳果 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (4)盛大堂高橋卯之輔製造の解痲散 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (5)森吉兵衛製造の子宮血の道薬宝丸 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (6)北区樋上町の梅毒専門医院による梅毒治療 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (7)伏見町の大隈推愛堂によるのみとり粉 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (8)東区内淡路町吉田静雅堂の脚気通じ丸 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (9)南久宝寺町の小山忠兵衛によるひぜん御湯薬 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (10)伏見町の回春堂（谷新輔）による熱丸 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (11)猪飼史郎によるビットル散 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 芝居・娯楽等に関する新聞記事

明治22 1889 6 月中 (1)松本座興行の狂言、東京より興行権侵犯の申し入れあるも、それを否定する 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (2)角の劇場と神戸大黒座の芝居 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (3)角の劇場の略評 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (4)元南役所に届出られた興行の数と揚り金高 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (5)京都四条南の劇場の略評 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 諸統計に関する新聞記事

明治22 1889 6 月中 (1)大阪郵便局で東海道汽車便を利用した郵便物の内容別統計 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (2)堀川監獄囚徒の統計 東雲新聞
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明治22 1889 6 月中 (3)東区から外国に輸出した製品と価格 大阪朝日新聞

明治22 1889 6 月中 (4)大阪税関を経た去月中の輸出品 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (5)阪堺鉄道会社の収入の内訳 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (6)川口出入の船舶 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (7)大阪府下公私立学校数および生徒数 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (8)南区から海外へ輸出した製品の金高と輸出先 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (9)大阪府から輸出した物品の種類と金額 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (10)西区の銀行・会社・卸商等の統計 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (11)大阪郵便局における集聚・配達・貯金等 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (12)大阪四区の内国各地方との輸出入 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (13)大阪府下の内国各地方との輸出入の価額 大阪毎日新聞

明治22 1889 6 月中 (14)大阪鉄道会社の乗客・賃金の統計 東雲新聞

明治22 1889 6 月中 (15)大阪株式取引所本年上半季の手数料収入 東雲新聞

明治22 1889 7 1
初めての大阪市会を西道頓堀一丁目府会議場において開き、議長に大三輪長兵衛、議長代理

に亀岡徳太郎を選出、さらに市参事会員として岡崎高厚ほか八人を選挙する。
布告及布達(新聞)、市町村制一件、明治大正大阪市史

明治22 1889 7 1 東海道線全通。海上交通にも大きな影響を及ぼす。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 7 1
東区北浜二丁目日本生命保険会社、岡橋治助・泉清介に託して創立願書を大阪府に提出する

（四日許可）。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 7 1 東区博労町難波神社の正遷宮がはじまる。氏地の市民熱狂する。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 7 2 南地五花街、この日より一週間ねりものを実施する。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 7 2 大阪商船会社で失火。 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 4 大阪府、コレラ病に注意すべきことを府民に告諭する。 布告及布達(新聞)、

明治22 1889 7 5
大日本全国詩歌文大会の広告が新聞に掲載され、八月二十日を期限として全国からの投稿を

求める。
大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 7 6
長谷川誠三ほか九名、北野村小林遊園地内において私立製産物品評会を開設する。翌年内国

勧業博覧会への出陳準備なり。
西成郡史、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 7 6 東倶楽部、解散する。 東雲新聞

明治22 1889 7 7 淡路町浪花橋角の文芸社より『文芸』を創刊、毎月一回の刊行をめざす。 東雲新聞

明治22 1889 7 7 平野郷に平野倶楽部が開部する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 8
森さだ・松永芝香・竹中龍・石田多佳らを発起人として土佐堀新世楼に婦人懇親会を開き、

三十五人の参加あり、これを婦人親睦会と称す。
大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 7 9 初めて市参事会を開く。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 7 9 西成郡長柄橋（豊崎橋）、架替え竣工する。 東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 7 9 大井憲太郎、大阪市北区金屋町一丁目に代言事務所を開く。 東雲新聞、大阪朝日新聞
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明治22 1889 7 11 大阪府庁の執務時限、午前八時より正午までとする。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 7 11 梅田停車場前の腰掛茶屋丸福、列車内にての弁当販売をはじめる。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 7 11 西村知事、市参事会員・市会議員らを集めて大阪市政将来の方針について談話を行なう。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 7 11 北倶楽部と協同会の合併が話し合われる。 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 12 靱懇親会と十一会の合併計画が報じられる。 大阪朝日新聞

明治22 1889 7 13
大阪府、琵琶湖疏水大阪府予防工費を六万千三百十四円三十銭とすることを京都府に通告す

る。
大阪朝日新聞、大阪府史史料16｢秘書綴｣乙(4)34のpp403〜412

明治22 1889 7 13
梅田停車場前関西日報社において日刊『関西日報』が創刊され（主筆に末広鉄腸）、改進党

系の機関紙となる。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 7 15
西成郡新庄・中島の組合村でようやく村長・助役が選ばれる。これをもって西成郡すべての

町村長がそろうこととなる。
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、新聞集成明治編年史（時事）

明治22 1889 7 15 淀川筋・大和川筋で増水。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 7 15
東成郡西玉造村半入町日本平民社、『社会燈』の発行停止をうけて『日本社会燈』第一号を

発行する。
東雲新聞

明治22 1889 7 15
紀泉鉄道会社、発起委員会にて停車場の位置、敷地買上げの順序、起工着手の方法等を協議

する。
東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 7 16 大阪郵便局・同電信局、合併して大阪郵便電信局となる。 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 16 ジャグラー操一、浪花座において東洋奇術を開業する。 大阪毎日新聞。大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 7 17 西成郡西浜町の森清五郎ら、西浜倶楽部を開く。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 7 18 大阪商法会議所、商工業会社制裁法に関して農商務大臣・司法大臣・元老院に建議する。 大阪経済史料集成第一巻建議報答p774〜778

明治22 1889 7 21 大阪府繭生糸共進会を府立博物場に開催する（八月四日閉場）。 博覧会共進会景況一件書類、大阪府公報、布告及布達(新聞)

明治22 1889 7 22 西区で府会議員の補欠選挙が行なわれ、西倶楽部十一会推薦の小泉清左衛門が当選する。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 7 23
大阪府、布令・訓令・告示・告諭は『大阪府公報』『大阪朝日新聞』『大阪毎日新聞』への

登載をもって公布式とする。
布告及布達(新聞)

明治22 1889 7 23 大阪府、烟火取締規則を制定する。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 7 23 東雲新聞記者夢柳居士宮崎富要死去。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 7 23 大阪苦楽部員、曽根崎新地福井座において政談演説会を催す。 東雲新聞、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 7 25 大阪府、郡部(摂津国七郡)地方別途金の処分を指示する。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 7 25 大阪測候所、この年夏期の気候不順を府農商課に報告する。 東雲新聞

明治22 1889 7 25 天満神社の祭礼（天神祭）が開かれる。 東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 7 26 月曜会員、土佐堀青年会館において政談演説会を開く。 大阪朝日新聞、東雲新聞
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明治22 1889 7 27

この日より二十八日まで大日本私立衛生会例会が大阪府会議事堂に開かれ、会頭山田顕義・

西村大阪府知事・幹事後藤新平・永井久一郎らがあいさつ・報告を行ない、児島控訴院長ら

一二〇〇人以上が参加する。『大阪毎日新聞』、大阪の工業活動による衛生条件の悪化を論

じる。

大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 7 29 大阪の壮士、菅野道親・芝亭忠実・下条直五郎外五名、条約改正交渉中止のため東上する。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 7 29 旧愛国社社長を勤め、高栄商会を設立して石炭製造を業とした森脇直樹、死去。 東雲新聞

明治22 1889 7 日欠 堀川監獄で改正監獄則実施にむけての検討をすすめる。 大阪朝日新聞

明治22 1889 7 日欠 大阪電燈会社、大阪市内の西・北部に電燈線路新設を計画する。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 7 日欠
大阪苦楽府および月曜会、東京大同倶楽部よりの照会に応じて条約改正に関する建言書をそ

れぞれ提出する準備をすすめる。
東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 7 日欠 西区・南区などで区長の予選運動がすすむ。 東雲新聞

明治22 1889 7 日欠 大阪・尼崎間の国道開設の計画がすすむ。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 7 日欠 大阪府農商課、藤井工学士を雇い入れ、工場における蒸気器潅の取扱指導を強化する。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 7 日欠 大阪府保安課において火工場取締規則の草案作成をすすめる。 東雲新聞

明治22 1889 7 日欠 西成郡湊屋新田の硫酸会社と造幣局内の硫曹製造会社が合併する。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 7 日欠 各区の所得税調査がすすむ。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 7 日欠 銅工業者、仲間組合を解散する。 東雲新聞

明治22 1889 7 日欠 西成郡有志あるいは西成郡役所などで堀川・中津川・神崎川間の運河開鑿計画をすすめる。 東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 7 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治22 1889 7 月中 (1)第四師団監督部の落成と移転 大阪朝日新聞

明治22 1889 7 月中 (2)吉田顕三の私立病院開設に建野郷三元老院議官が投資する 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (3)茨城県人による雑誌『大阪愛民』の発刊 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (4)府下各郡役所にて雨量計を置くことになる 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (5)西成郡南北伝法村の地価が上がる 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (6)心斎橋筋では夜商(ﾖｱｷﾅｲ)をする商店が増える 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (7)鉄道開通と人力車により東京―大阪・神戸の郵便物の配達が速くなる 大阪朝日新聞

明治22 1889 7 月中 (8)府立博物場における能楽と明清楽の催し 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (9)明治十八年の洪水を教訓とする水害紀念会が開かれる 大阪朝日新聞

明治22 1889 7 月中 (10)桜の宮で水泳練習 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (11)茨城県人が大阪能弁学会を組織する 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (12)西浜町で平等説が拡まる 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (13)牛乳屋の競争が激しく、不正が横行する 東雲新聞
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明治22 1889 7 月中 (14)元寇紀念碑建設金の寄付が新地で盛んに行なわれる 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (15)眺望閣一周年祝賀の広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 7 月中 (16)富竹の蓮の花盛・はすめしの広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 7 月中 (17)福寿亭の蓮の花盛り・はすめしの広告 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (18)田野商店による書中見舞品の広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 7 月中
(19)村長選挙に当選した和田高英が公民権がないとして当選をとりけされ不当として訴えた

裁判で勝訴する
大阪朝日新聞

明治22 1889 7 月中 (20)砂川雄峻の転居 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (21)歌川国峰の転居 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (22)木津川筋材木置場前の川底にある岩石が露出して障碍となるため取除くこととなる 大阪朝日新聞

明治22 1889 7 月中 (23)大阪青年倶楽部の学術演説会 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (24)長谷川済々銅の船病新薬 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (25)藤川三渓が松樹の少なくなった泉州海岸に松樹を植えることにする 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (26)聯合懇親会 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (27)東成郡清堀村の茶園で葉巻虫の害がひろがる 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (28)川口出入の汽船に寝台虫が蔓延する 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (29)大阪の泉氏と名古屋の山崎氏による囲碁の手合 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (30)オーストリア人ナフタリの蝋石細工人体展覧 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (31)川上音二郎出獄披露の哲学演説会 大阪朝日新聞

明治22 1889 7 月中 (32)東京と大阪の方言くらべ 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (33)大阪病院で貧民用の病室をつくる 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (34)吉岡平助が数字音符の新曲唱歌集を広告する 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治22 1889 7 月中 (1)難波紡績会社、今宮村に移転する 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (2)コンデンスミルクの輸入販売広告 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (3)天満紡績会社の事業拡張 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (4)西成郡難波村の尾崎石鹸製造所の近況 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (5)西成郡難波村の鉱油会社製造の鉱油、評価上がる 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (6)西成郡難波村鉱油会社、ニス製造法をドイツ人ワグネルより伝習を受けて好結果を出す 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (7)堺段通の由来と改良および近況 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (8)マッチ製造所の状況 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (9)西成郡今宮村の内外用達会社の皮革製造所の近況 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (10)大阪製茶輸出会社、大阪製茶会社と改称する 大阪毎日新聞
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明治22 1889 7 月中 (11)蘆田松之助の発明になる氷塊蓄蔵器の販売広告 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (12)共立煉瓦会社の設立が認可される 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (13)大阪鉄工所の発展 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (14)各地農業の景況 大阪府農商工月報第三十六号（M22.7)

明治22 1889 7 月中 (15)工業の景況 大阪府農商工月報第三十六号（M22.7)

明治22 1889 7 月中 銀行・会社等の決算報告

明治22 1889 7 月中 (1)大阪共立銀行第三十四実際報告 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (2)大阪第五十八国立銀行第二十二回半季実際報告 東雲新聞、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 7 月中 (3)大阪製銅会社第十四回実際報告 大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (4)第百三十六国立銀行第二十回実際報告 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (5)大阪堂島米商会所の第二十六回実際報告 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (6)第百二十一国立銀行第二十一回半季実際報告 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (7)第十三国立銀行第二十五回半季実際報告 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (8)大阪株式取引所第二十二回利益金割合報告 大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (9)大阪第百三十国立銀行第二十一回半季実際報告 東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 7 月中 (10)第三十二国立銀行第二十三回半季実際報告 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (11)大阪第四十二国立銀行第二十二回半季実際報告 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (12)大阪第百四十八国立銀行第二十一回半季報告 東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (13)大阪第三十四国立銀行第二十三回半季実際報告 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (14)大阪第七十三国立銀行第二十二回半季実際報告 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 教育・学校等に関する新聞記事

明治22 1889 7 月中 (1)梅清処塾の学校案内 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (2)平野町に進徳学館開業 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (3)真砂学館の移転と生徒募集 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (4)梅花女学校の生徒募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 7 月中 (5)四区内小学校簡易科の景況 大阪毎日新聞

明治22 1889 7 月中 (6)四天王寺の住職らが発起となって私立仏教大学校を設立せんとする 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (7)大阪一致女学校の広告 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (8)オーストラリアの器械による教育幻灯会 大阪朝日新聞

明治22 1889 7 月中 (9)府立大阪高等女学校の大阪市移管問題 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 統計に関する新聞記事

明治22 1889 7 月中 (1)六月中淀川汽船の統計 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (2)度量衡の統計 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (3)中の島治安裁判所における民事の統計 東雲新聞
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明治22 1889 7 月中 (4)堀川監獄の現在囚徒 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (5)大阪市各商店に輸入された毛斯倫(ﾓｽﾘﾝ)の輸入高 東雲新聞

明治22 1889 7 月中 (6)府下本年上半期の伝染病者数 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 1 第三高等中学校、京都市上京区吉田町の新築校舎に移転する。 東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 8 1 『大阪朝日新聞』、紙幅を拡張する。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 8 1 大阪商法会議所において蚕糸業者集談会が開かれる。 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 3

市会を開く（十月五日閉会）。区長・区書記の給料額、区書記の定員、名誉職員実費弁償規

則、給料支給規則、旅費規則、文具支給規則、賄料支給規則、賞与規則、区長委任条件、小

学校幼稚園授業料保育料徴収方法、大阪市歳入歳出出納規則、工事入札請負規則などを議

す。

大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 8 3 西村大阪府知事、大阪市会において歩一金存続に関する演説を行なう。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 8 4 大阪鉄道会社湊町停車場を移転する。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 8 6

陸軍省、東成郡鶴橋村大字小橋にて騎兵営敷地として四百九十三坪七合五勺を入手する。つ

づいて、十月二十三日、東区大手前ノ町文部省所轄第三高等中学校敷地および同校官舎敷地

とも一万三千二百八十一坪九号三勺三才を入手する。

東雲新聞、大阪毎日新聞、公文雑纂(抄)32　2A-13-127

明治22 1889 8 6 この日および翌七日、第三・第四・第五の地方部教育有志者の大懇親会が大阪に開かれる。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 8 6 阿部大蔵省主計官、大阪府書記官となり、武内書記官は非職となる。 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 6 今宮村眺望閣の手品小屋で化学的花火から出火。 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 6 『名士公評』、発売中止の処分を受け、一冊も市中に出ず。 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 7 角劇場略評 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 8 須磨海浜保養院が開かれる。 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 10
『大阪朝日新聞』、米麦食が脚気病予防に大攻験あるを実証した堀内第四師団軍医部長の演

説筆記を掲載する。
大阪朝日新聞

明治22 1889 8 10 大阪毎日新聞記者台水散士、衛生を主眼に｢大阪の事情一斑｣を連載する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 11
東成郡玉造の赫明社、雑誌『東天紅』を発行するも、この日未明、治安妨害にて発行停止処

分を受ける。（十日、廃刊届出）
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 8 11 『大阪毎日新聞』、南区九郎右衛門町英三郎兵衛の造花の沿革・製造方法などを紹介する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 12 尼崎紡績会社、設立発起人会が開かれ、広岡久右衛門らが出席する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 12 『東雲新聞』、発行停止処分を受ける。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 8 12 北区の絞油職人、天満宮に集会して絞油賃引下げに反対の気勢を示す。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 8 13
東区伏見町三丁目森琴石発起で、伊藤深江・田能村小斎・上田耕仲・水原梅屋ら二十五名の

画家が浪花画学会設立にむけて同会規約等を定める。
大阪毎日新聞
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明治22 1889 8 14
北警察署、掃除請負方北田音吉と下請負人の紛議より路上に堆積した塵芥の取りかたづけを

強制的に行わせる。
大阪朝日新聞

明治22 1889 8 16
大阪市会、元四区及び聯合町共有財産の処分ならびに管理の方案を同市会に諮詢するよう知

事に要求する。
大阪朝日新聞、市町村一件(府)

明治22 1889 8 17 府立大阪商業学校規則を改定する。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、『大阪府教育百年史』第三巻

明治22 1889 8 17 井上勝彦・津田敬之・結城正章の発意による天日製塩会社設立の願書を提出する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 17 儒教講談会、設立一周年の講談会を東区北久宝寺町二丁目協立学校に開く。 大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 8 18 午前より暴風雨。諸川漸次増水して市内の低地を浸す。また郡部各所に被害あり。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、公文雑纂(抄)32、大阪府農商工月報第三十

七号(M22.8)、西成郡史、明治大正大阪市史、淀川百年史

明治22 1889 8 18 『大阪朝日新聞』、今宮村路傍の狸地蔵の御利益を報じ、そのため急に人気を得る。 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 21
大阪電燈会社社員小林常三郎、広告文を掲記した街燈兼用の電燈を市街に点じることを計画

する。
大阪朝日新聞

明治22 1889 8 21 浪花座略評 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 22
警察本部、西郷隆盛らおよび加波山・福島・大阪の三事件に倒れた犯罪人慰霊の吊祭を企画

した壮士岩本寅喜・佐々木多二等を取調べる。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 8 23 大同協和会、大阪に支部設置を決議する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 24
粟谷品三・広岡久右衛門・恩智忠兵衛・由上又兵衛・川井万助・藤井卯兵衛・小林林之助、

大阪市会に大阪港湾の開築・水道布設の二大工事について建議案を提出する。
大阪朝日新聞

明治22 1889 8 25 東区農人橋一丁目美人舎、毎月二回刊の婦人雑誌『美人』を発刊する。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、

明治22 1889 8 26
法律第二十二号をもって地価の特別修正が公布され、大阪府下の地価も引下げられることと

なる。この後修正地価割賦をめぐって各地で紛争が生じる。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、大阪府史史料16｢秘書綴｣乙(3)33、同(5)35

明治22 1889 8 27

和歌山県および奈良県十津川地方の水害につき、その義捐を大阪朝日新聞・大阪毎日新聞が

呼びかけ、さらに吉野倶楽部および岩崎脩省はじめ和歌山県人有志らが呼びかける。また大

阪教育幻灯会では被災情況の幻灯会を開き、入場金を寄付する。

大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 8 27 警察の特務巡査、壮士一人ずつを尾行し、その行動を取り締る。 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 28 大阪の石炭商人今西林三郎ら、西区安治川筋に石炭売買市場開設を可決する。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 8 28 南区大黒橋北詰一丁目日曜社、毎週一回刊の『日曜新聞』を発刊する。 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 30 大阪府、明治二十二年度郡部地方税収入支出予算を追加する。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 8 31
大阪苦楽部員の非条約改正建白書、大阪府知事の添書を得ることができず、代表江口三省、

内務省に訴える。
東雲新聞

明治22 1889 8 日欠
堂島米商会所、同所に関わる間接国税に二パーセントの市税を賦課する案に反対するため全

国の米商会所に意見を求める。
大阪毎日新聞

明治22 1889 8 日欠 小学校を市の事業とするか区の事業とするかの両論が対立する。 大阪朝日新聞
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明治22 1889 8 日欠 難波村小野弥左衛門らの私設にかかる鼬川を地方税に買い上げてもらう相談がはじまる。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 8 日欠 三軒家村船囲場を地方税経済のうちに移すための調整がはじまる。 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 日欠 大阪鉄道、官線との接続線の建設で難航する。 東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 8 日欠 大阪より瀬戸内・和歌山各港への汽船の運賃値下競争、いよいよ激しくなる。 東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 8 日欠 大阪電燈会社、市内の東北・西南の各方面に電燈線の延長工事をすすめる。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 8 日欠 大阪浚疏会社、閉社処分をはじめる。 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 日欠 大阪毎日新聞社、堀田正忠を入れ、またその他各種の改革をすすめる。 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 日欠
旧東倶楽部解散の後、谷村伊右衛門・泉由次郎・藪清右衛門ら、東苦楽部創設の準備をはじ

める。
大阪朝日新聞

明治22 1889 8 日欠 西成郡の有志者、長柄の火葬場移転を八弘社に請求する運動を起す。 東雲新聞

明治22 1889 8 日欠 逓信省、東京—大阪間で自動電信機の試験を行ない、好結果を得る。 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治22 1889 8 月中 (1)大阪青年倶楽部の討論会 東雲新聞

明治22 1889 8 月中 (2)イラ虫と寝台虫の発生 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 (3)北区地車稲荷の正遷宮 東雲新聞

明治22 1889 8 月中 (4)北倶楽部の談話会 東雲新聞

明治22 1889 8 月中 (5)淀川を無燈で往来する三十石船の取締り 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 (6)大阪薬品試験会社が検査証印紙面に｢日本薬局方｣の文字を記載すると広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 (7)盆踊り用の浴衣地の売れ行きがよく、商人が奔走する 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 月中 (8)大蔵省の米穀取扱い廃止決定により米廩建物を廃止して払下げるとのこと 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 (9)感化保護院が慈恵者氏名を広告する 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 (10)湊町停車場を道頓堀停車場と改称する予定 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中
(11)西成郡北野村網敷天神社で夏祭を賑やかに行わんとしたところ、野崎小学校生徒がその

金で洋服や銃器を購入するよう提言する
大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 (12)梅田橋の修繕落成 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 月中
(13)西成郡民中で軍人に縁故ある者が歩兵第二十聯隊や野戦砲兵第四聯隊に招かれて参観す

る
大阪毎日新聞

明治22 1889 8 月中 (14)天満魚市場の移転願い 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 月中 (15)第二高等中学校より大阪商船会社の学生運賃低減の照会 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 (16)牛乳の良し悪しをみる簡便検乳器の広告 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 月中 (17)感化保護院工業部の活版業開設広告 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 月中 (18)壮士氏家直国、小林佐兵衛宅にて力士と相撲をとる 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 (19)吉田顕三による私立吉田病院開業出願 大阪毎日新聞
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明治22 1889 8 月中 (20)大阪婦人学習会の会員募集 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 月中 (21)『滑稽晒快燈』第一号発刊 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 月中 (22)西区の共有物件 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 (23)振鐸会の儒教講談と沢の席の政談演説 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中
(24)熱病丸本館浮田桂造が裁判の方法を借りてキニーネよりアンチフェブリンの優秀さを宣

伝する
大阪毎日新聞

明治22 1889 8 月中 (25)山陽鉄道会社神戸兵庫間線路開通 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治22 1889 8 月中 (1)西区立売堀の中弥兵衛が輸入品に劣らない製紙用金網の製造に成功する 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中
(2)大阪における紙の商いが減少し、大阪紙商の岡本音七が信用回復と隆盛にむけて商人の

団結をはかる
大阪毎日新聞

明治22 1889 8 月中 (3)大阪鉄工所が石造船渠の落成と製造を広告する 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 月中 (4)関西牛馬市場会社の移転 東雲新聞

明治22 1889 8 月中 (5)大阪孔雀ビール会社第一回生産報告 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 月中 (6)舶来物品商仲間における悪弊とその取締り 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 月中 (7)本年前半期の府下における呉服類の景況 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 月中 (8)紀泉鉄道会社と阪堺鉄道会社の関係 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 (9)大阪白蝋会社の創立広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 (10)神戸居留地のリーネル商会が大阪に銀行設立を準備中とか 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 月中 (11)難波紡績会社の臨時株主総会 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 教育・学校等に関する新聞記事

明治22 1889 8 月中 (1)大阪尋常中学校の卒業証書授与式 東雲新聞

明治22 1889 8 月中 (2)関西法律学校の生徒募集 東雲新聞

明治22 1889 8 月中 (3)大阪教育幻灯会の催し 東雲新聞

明治22 1889 8 月中 (4)泰西学館の生徒募集 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 月中 (5)綜芸種智院の生徒募集 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 月中 (6)私立西成郡教育会の第一回開会 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 (7)維耳美那女学校の生徒募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 (8)関西学院の創立 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 芝居・娯楽等に関する新聞記事

明治22 1889 8 月中 (1)川上音二郎が吉田定席のはなしを宣伝する 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 (2)欧州物品による美術展覧会の案内 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 月中 (3)東京大阪合併大相撲の紛議 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 統計に関する新聞記事
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明治22 1889 8 月中 (1)飲料水濾過会社の飲料水売捌高 東雲新聞

明治22 1889 8 月中 (2)大阪市の歳入歳出 東雲新聞

明治22 1889 8 月中 (3)大阪製氷会社の人造製氷高 東雲新聞

明治22 1889 8 月中 (4)大阪度量衡検査所における度量衡の検査 東雲新聞

明治22 1889 8 月中 (5)大阪郵便局取扱いの七月中郵便物の統計 東雲新聞

明治22 1889 8 月中 (6)大阪博物場の統計 大阪毎日新聞

明治22 1889 8 月中 (7)八弘舎取扱いの死者員数 大阪朝日新聞

明治22 1889 8 月中 (8)東区内生産物の輸出品 大阪毎日新聞

明治22 1889 9 1 山陽線と官有鉄道、連絡運輸がはじまる。 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 1 元大阪逓信管理局ならびに元大阪郵便局を廃止し、大阪一等郵便電信局とする。 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 1 『東雲新聞』、発行停止を解かれる。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 9 2 英国人ヘンリー・ランスデール、堀川監獄を視察する。 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 2 月曜会、土佐堀青年会館に非条約改正大演説会を開く。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 9 4
大阪市参事会、中之島憲兵屯所の敷地九三八坪五勺と建物の購入を決め、公園地に編入する

ことを市会に提案する。
大阪朝日新聞

明治22 1889 9 4 住吉郡喜連村の役場吏員、平野警察分署の協力を得て村内赤痢病患者の調査を行なう。 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 5 心斎橋北詰好吟会、毎月二回刊の小説・講談筆記等の雑誌『百千鳥』を発刊する。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 9 5
大島四郎、大阪全市の尋常小学校で水泳指導を実施すべきことを『大阪毎日新聞』に投書す

る。
大阪毎日新聞

明治22 1889 9 6
大阪府農商務課、大阪商船会社・共栄社・協同組・山本組等の船主を集め、汽船競争の中止

方法を検討させる。
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 9 8 前大阪府立病院長吉田顕三、高麗橋1丁目に私立吉田病院を開く。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、

明治22 1889 9 9 大阪鉄道会社の官線接続線路計画中止の報道が行なわれる。 大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 9 9 月見の景況 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 9 10 この日より雨強まり、淀川筋等増水、島上郡・交野郡などで浸水あり。 公文雑纂(抄）32　2A13-124、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 9 10 大三輪長兵衛出願の電気鉄道敷設の計画、却下される。 大阪毎日新聞、東雲新聞、新聞集成明治編年史(朝野）

明治22 1889 9 10
関西二府十四件の条約改正反対派有志、京都に懇親会を開き、さらに運動結合の強化をはか

る。大阪からは月曜会・大阪苦楽府・東雲新聞などが参加。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 9 10
東京倶楽部にて大阪支部設置を決め、幹事新井章吾・畑下熊野・植木致一を支部担当として

大阪に派遣する。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 9 10 このごろより米価および諸物価騰貴し、生活困窮に迫られる市民多くなる。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 9 11
『大阪朝日新聞』、大阪においては築港工事を第一とし、つづいて水道・道路の工事に着手

すべきことをこの日より数日にわたって論じる。
大阪朝日新聞

明治22 1889 9 11 大阪府、市町村交付金下付手続を定める。 布告及布達(新聞)
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明治22 1889 9 11
『東雲新聞』、軌間二フィート十インチの阪堺鉄道が早くも技術的困難に直面していること

を報じる。
東雲新聞

明治22 1889 9 12 西成郡曽根崎村平民社、雑誌『輿論帳』を発行し、ついでそれを『新社会燈』と改題する。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 9 12
角座・浪花座合併し、右団次・璃寛・厳笑・珊瑚郎・鷹次郎らの出演にて改良をはからんと

する。作者は竹柴彦蔵。
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 9 13 大阪馬車会社の線路、四天王寺までの延長が認められる。 東雲新聞

明治22 1889 9 14

大阪商法会議所で総会が開かれ、日本銀行大阪支店の金利引き下げ、鉄道会社等の株券を抵

当とすることを建議する件を討議するも、廃案となる。また、農商務省照会の上京委員二名

を決定する。

東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 9 15

榎本武揚文部大臣、京都での第三高等中学校開校式に出席した機会に大阪を訪問し、尋常師

範学校・大阪医学校・高等女学校・堂島尋常小学校・府立大阪商業学校・江戸堀尋常小学校

などを視察、私立大阪教育会などにおいて教育上の談話をなす。また長町の視察、高津尋常

小学校、栄尋常小学校などの巡視を行なう。

東雲新聞、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 9 15
高木喜一郎・堀田正忠・渡辺治、実業に関係ある経済・法律・その他の学術公園を行なうた

め大阪交和会を創設する。
大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 9 16 西成郡長加藤海蔵が非職となり、大島・泉郡長桜井義起がその後任となる。 大阪朝日新聞、西成郡史

明治22 1889 9 17
西成郡旧三小区（野田・川崎・曽根崎・上福島・下福島・中津・鷺洲・豊崎の各村）、合計

百名の水防夫組織を決議する。
大阪朝日新聞

明治22 1889 9 19

大阪市参事会、四区長を選任する（東区長滝山暄、西区長白男川実福、南区長浮田桂造、北

区長辺見惟武）。東区民有志、東区長の選任に異議をとなえ、結局、滝山暄は辞表を提出、

かわって十月二日袋井寛貞が選任される。またこの責任をとり参事会員岡崎高厚、辞表を提

出する。

大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 9 19
西区梅本町安田友吉、生国魂神社のあたりに高さ十八間、人造の富士を築造し、浪花富士と

称し、前面に生人形をかざる。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 9 21 種子島時中、大阪師範学校校長を辞し、離阪する。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 9 22 山陰鉄道会社発起人総会が東区平野町四丁目堺卯楼で開かれる。 東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 9 25 この日より全国茶業者有志会、大阪府会議事堂に開かれる。 東雲新聞、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 9 25 『経世評論』、発行停止処分をうける。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 9 25 大阪軽罪裁判所、『東天紅』発行人および『日本社会燈』発行人にそれぞれ刑を宣告する。 大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 9 25 朝日新聞小説記者宇田川文海、拘引される。 東雲新聞、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 9 28 大阪府、学務課を府庁内へ移す。 布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史

明治22 1889 9 28 同遊会、中之島二丁目兼松房二郎邸に移る。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞
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明治22 1889 9 30
大阪府、府立大阪商業学校及び高等女学校を大阪市に引き継ぐ。市立大阪商業学校校長には

伊庭貞剛が就任。
布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史、明治大正大阪市史、大阪朝日新聞

明治22 1889 9 30 旧区長、新区長へ事務引継を行なう。 南区文書91(A37)、東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 9 30 天満紡績会社女工約三百人、賃金引上げを求めてストライキを行なう。 新聞集成明治編年史(読売）、大阪朝日新聞、大阪百年史、大阪府警察史

明治22 1889 9 日欠
大阪商法会議所、オーストラリア、ゴリン商会よりの申し出に応じ、日豪貿易に取り組む

人々を募る。
大阪経済史料集成第一巻建議報答700〜710、779〜780

明治22 1889 9 日欠 大阪の改進党、機関新聞保持のため準備をすすめる。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 9 日欠 大阪府高等女学校附属保姆養成所は尋常師範学校内に設置することと決まる。 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 日欠
緒方太郎、萱沼貞吉・劉小一郎・高橋茂・上沼実昭・小林山郷らと協力して大阪医学会を組

織、開業医師の学術研究、医学生の速成研修にあてんとする。
大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 9 日欠 大阪府下の布海苔製造業者、八三年来の仕来りを破って製造品の自由販売にふみきる。 大阪毎日新聞

明治22 1889 9 日欠
西成郡曽根崎村の地主某、地価低減にあたってその恩恵を小作人にも及ぼそうとするも、他

の地主に抵抗される。
大阪朝日新聞

明治22 1889 9 日欠 大日本水産会社社長藤川三渓、大阪府の委託による大阪府漁業誌を編集完成させる。 大阪毎日新聞

明治22 1889 9 日欠 各区共有財産および連合町共有財産を管理するため各区に町総代を設置する。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 9 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治22 1889 9 月中 (1)渡辺豊作を弁士とする政談演説会の広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (2)貸金催促等の業を取扱う催促館の広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (3)天保町と硫酸浜にこいて碇泊や洪水により繁昌が交替する 大阪毎日新聞

明治22 1889 9 月中 (4)協同馬術会の乗馬勧誘広告 大阪毎日新聞

明治22 1889 9 月中 (5)土井通公・矢部新作を弁士とする政談演説会の広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (6)北倶楽部の常議員改選 東雲新聞

明治22 1889 9 月中 (7)上阪実昭の医院開業式 大阪毎日新聞

明治22 1889 9 月中 (8)善積順蔵の代言人請負広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (9)第四師団秋期大演習の編成及び演習地 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (10)新町遊郭の歌習舞温会（まいざらい） 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (11)兎の飼育が投機と実業の両面から流行する 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (12)西倶楽部で新区長の予選を中止する 東雲新聞

明治22 1889 9 月中 (13)水害等による生活苦から人力車夫が増加する 大阪毎日新聞

明治22 1889 9 月中 (14)府会議員選挙被選挙人名簿と多額納税者 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (15)大阪控訴院、始審裁判所の新築庁舎落成及び移転と中之島憲兵屯所の取払い 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (16)小倉久代言事務局の営業広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (17)眺望閣で精密な蝋細工の人体機関構造を展示し、評判になる 大阪朝日新聞
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明治22 1889 9 月中 (18)大阪基督教青年会の演説会 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (19)彼岸の中日の天王寺における景況 大阪毎日新聞

明治22 1889 9 月中 (20)大阪府水上警察所で製造した救命船の優秀性 大阪毎日新聞

明治22 1889 9 月中 (21)この日の広告欄がすべて東京の三成者に買切られる 大阪毎日新聞

明治22 1889 9 月中 (22)西倶楽部の総会と常議員改選 大阪毎日新聞

明治22 1889 9 月中
(23)愛渓逸史（木内伊之助）が大阪毎日新聞に連載の小説無爵王についての鶏鳴新報の誤解

に反論する
大阪毎日新聞

明治22 1889 9 月中 (24)北区の共有財産処分 東雲新聞

明治22 1889 9 月中 教育・学校に関する新聞記事

明治22 1889 9 月中 (1)関西学院の設立計画 東雲新聞

明治22 1889 9 月中 (2)永生女学校の生徒募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (3)維耳美那女学校の生徒募集 東雲新聞

明治22 1889 9 月中 (4)私立大日本大阪水産学校の生徒募集 大阪毎日新聞

明治22 1889 9 月中 (5)大阪数学専門学校の生徒募集 東雲新聞

明治22 1889 9 月中 (6)大阪興医学社教場の生徒募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (7)給料等四区共通に関する小学教員の心痛 東雲新聞

明治22 1889 9 月中 (8)玉造村における幼稚園の設立計画 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (9)東区の遊泳伝習場閉場式 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (10)関西法律学校の卒業式 大阪毎日新聞

明治22 1889 9 月中 (11)大阪学芸講談会 東雲新聞

明治22 1889 9 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治22 1889 9 月中 (1)バーナー製造の三平舎が大阪三平社と改称し、村山龍平らが認可を出願する 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (2)天神橋下手と横堤村諸口で天然ガスを発見する 大阪毎日新聞

明治22 1889 9 月中 (3)天日製塩会社が創立許可を得て、阿部彦太郎等が創立委員となる 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (4)大阪米廩倉庫及び附属建物貸下公告 大阪毎日新聞

明治22 1889 9 月中
(5)大阪商法会議所で、日本豪州間通商拡張に関する相談と清国貿易に関する河原田盛義の

演説が行なわれる
大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (6)木津川組上荷仲間内の分裂が和解に至ったことについての広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (7)堂島米商会所入場に鑑札をヨウすることの広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (8)坂本平助が朝鮮の通貨原料販売のために三丸商行の設立を出願する 大阪毎日新聞

明治22 1889 9 月中 (9)大阪商業叢話会の例会 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (10)井川和助が和洋両方の酒造用桶樽の販売を広告する 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (11)綿作減少による相場騰貴と支那綿輸入 大阪毎日新聞

明治22 1889 9 月中 (12)谷回春堂が薬石鹸（くすりしゃぼん）を広告する 大阪朝日新聞
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明治22 1889 9 月中 (13)大阪の実業家による大阪茶談会の談話会 東雲新聞

明治22 1889 9 月中 (14)西区の天川三蔵らが松島電燈会社設立を計画する 東雲新聞

明治22 1889 9 月中 (15)工業の景況 大阪府農商工月報第三十八号（M22.9）

明治22 1889 9 月中 (16)各地農業の景況 大阪府農商工月報第三十八号（M22.9）

明治22 1889 9 月中 統計に関する新聞記事

明治22 1889 9 月中 (1)当府管内所得税並人員比較 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (2)四区内諸学校の統計 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (3)府下の牛乳等の搾取高 大阪朝日新聞

明治22 1889 9 月中 (4)堀川監獄と堺監獄における囚徒の統計 東雲新聞

明治22 1889 9 月中 (5)府下会社銀行に係る統計 大阪朝日新聞

明治22 1889 10 1 大阪府庁の執務時限、午前九時より午後三時までとする。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪市区役所、従来の区役所において開庁する。 布告及布達(新聞)、官報1882、大阪朝日新聞

明治22 1889 10 1 大阪府知事、大阪市区長に委任すべき事項を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、市公文公告式を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、区書記の定員を一六七人と定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、区長への委任事項を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、名誉職員実費弁償規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、給料支給規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、旅費規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、文具支給規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、賄料支給規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、大阪市歳入歳出出納規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、小学校幼稚園授業料保育料徴収方法を定める。 布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、消防規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、消防組金品給与規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、窮民救助規則を定める。 布告及布達(新聞)、南区文書１(A9）

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、棄子養育規則を定める。 布告及布達(新聞)、南区文書１(A9）

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、貧民施療規則を定める。 布告及布達(新聞)、南区文書１(A9）

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、工事入札請負規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、物品購入売却規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、道路修繕河溝浚渫入札請負規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、橋梁掃除入札受負規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、街灯及橋灯点火入札請負規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、路傍便所掃除汲取及点灯入札請負規則を定める。 布告及布達(新聞)
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明治22 1889 10 1 大阪市参事会、賞与規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪市参事会、市税徴収の件を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 1 大阪府、明治十九年府令第三十七号簡易小学校規則を改正する。 布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史

明治22 1889 10 1 大阪府、大阪市は全市をもって一学区とする。 布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史

明治22 1889 10 1 大阪府、府立博物場内に蚕種検査所を設け、原種の検査を実施する。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 10 1 西成郡北野村・川崎村連合して高等小学校を設立する。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 10 1
押尾川巻左衛門、興行主となって東京大阪合併大相撲が南地新金比羅前で開かれる。これに

つき、大阪仲間内で紛争が再燃する。
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 10 1
印判彫刻業福田友吉・山口藤兵衛・高野泰・福智保ら、彫刻美術研究会を起し、倶楽部の設

置をもはかる。
東雲新聞

明治22 1889 10 2 第三国立銀行大阪支店、大阪市税金の取扱を命じられる。 東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 10 2 舞鶴との連絡鉄道線出願、すべて却下される。 東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 10 2
曽根崎村梅田停車場通小桜橋北詰の平民社（社員和田平八・植松伊吉）、『新社会燈』第二

号を刊行する。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 10 4 大阪市参事会、区長及び区書記の給料を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 5 大阪市参事会、市立大阪商業学校規則及び同高等女学校規則を定める。 布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史

明治22 1889 10 5 大阪市参事会、塵芥場規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 5 大阪市、路傍便所規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 5 大阪市参事会、飲水試験所規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 5 大阪市参事会、避病院規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 5 大阪市参事会、大阪市幼稚園規則を定める。 布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史第三巻

明治22 1889 10 7 大阪市参事会、大阪商業学校職員の定員および給料額を定める。 布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史第三巻

明治22 1889 10 7 大阪市参事会、塵芥掃除規則を定める。 布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史第三巻

明治22 1889 10 7 大阪市参事会、塵芥掃除入札請負規則を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 7 中村宗十郎、死去。 東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 10 8 大阪市参事会、大阪高等女学校職員の定員および給料を定める。 布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史第三巻

明治22 1889 10 8 北区天満橋筋一丁目新民社発行の『去夢燈』、『新去夢燈』、発行停止を解かれる。 東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 10 9
大阪市参事会、市立高等女学校附属保姆養成所規則を定める。つづいて十日、同養成所を東

区今橋三丁目に設置する。

布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史第三巻、大阪毎日新聞、大阪朝日新

聞

明治22 1889 10 9 山陽鉄道会社、姫路以西の線路布設に対し、政府の特別補助を出願する。 憲政史料室井上馨関係文書693-5

明治22 1889 10 9 非条約改正派の東北九州連合大懇親会が大阪中之島洗心館に開かれる。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 10 10

非条約改正派全国有志連合懇親会が桃山産湯楼にて開かれる。大阪月曜会および大阪苦楽府

はその世話役となる。また、参加者のうち多数が弁士となった政談演説会が十一日・十二日

の両日、土佐堀青年会館に開かれる。

大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞
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明治22 1889 10 10
西区本田町一丁目・二丁目および梅本町の人々、大阪鉄道会社の停車場計画に際し、新道路

の開通を計画する。
大阪朝日新聞

明治22 1889 10 11 牛疫流行の兆しあり、この日大阪府、その予防法を添えて注意を告諭する。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 11
非条約改正派広島大懇親会で確認された対等条約会と有志者懇談会がこの日および翌日大阪

月曜会場に開かれる。
東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 10 13 私立大阪教育会総会を開き、会則を改正し、会長浜野尋常師範学校長ほかを選任する。 東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 10 15
大阪大林区署が設置され、京都・大阪・滋賀・三重・和歌山・奈良六府県の林務を管轄す

る。
布告及布達(新聞)、東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 10 16 大阪市参事会、市会の決議を経て明治二十二年度大阪市歳出入予算を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 16 大阪市参事会、市税地価割家屋割営業割徴収期を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 18 臨時府会及び郡部会を開く(二十四日閉会)。
布告及布達(新聞)、府会一件、大阪府会史、東雲新聞、大阪朝日新聞、大

阪毎日新聞

明治22 1889 10 18
矢野五洲、有志者とともに大阪に画学校設立を決し、東京の美術学校および美術協会視察に

出発する。
東雲新聞

明治22 1889 10 19 大阪青年研法会、秋季演説会を西区土佐堀青年会堂に開く。 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 21 大阪市四区の絞り油職工、賃金の引き下げに抗議してその業を休む。 大阪朝日新聞

明治22 1889 10 21 大阪商業演説会が土佐堀青年会館に開かれる。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、

明治22 1889 10 22 大阪府、明治二十二年度郡部営業税雑種税追加課目課学を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 22
大阪府、郡部地方別途金各郡役所分配額のうち西成郡役所および東成住吉郡役所分を更正す

る。
布告及布達(新聞)

明治22 1889 10 22
大阪府、商品陳列所設立のため北区堂島浜通二丁目の官有地をその敷地とすることでこの日

内務・大蔵両省の許可を得る。（明治二十三年十一月十五日開業）。

大阪朝日新聞、大阪商品陳列所十年紀要、大阪商工史、大阪朝日新聞、大

阪毎日新聞

明治22 1889 10 22 保守党中正派関西事務所を東区南農人町二丁目大阪協和会事務所内に設置する。 東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 10 24 『東雲新聞』、治安妨害の恐れありと認められ、発行を停止させられる。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 10 26 『大阪朝日新聞』、西村知事に公会堂建設の意志あることを報じる。 大阪朝日新聞

明治22 1889 10 27 交詢社関西支会を設立する。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 10 29 北浜倶楽部臨時総会を開いて、東倶楽部との合併を否決する。 大阪朝日新聞

明治22 1889 10 日欠
交野・茨田・東成・西成・島上・島下各郡民、桂川附替計画に対し、その危害のおそれにつ

いて頻りに協議を重ねる。
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 10 日欠 琵琶湖疏水に関わる大阪府下の予防工事、それぞれ着手に向け準備を進める。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 10 日欠
難波村小野弥左衛門開削の難波村掘割、一万五千円ほどにて政府買上げ、無料通行化の相談

をはじめる。
大阪毎日新聞

明治22 1889 10 日欠 堂島紡績所・大阪紡績会社など、和歌山県・十津川地方水害地に女工を求める。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 市井諸事に関する新聞記事
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明治22 1889 10 月中 (1)講談のため聴禁となった講談師小林精一の訪問御礼広告 東雲新聞

明治22 1889 10 月中 (2)北国船が木津川の船囲場へ入り始める 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (3)唱歌教授の広告 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (4)第八回学友懇親会 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (5)牛乳に他物を混入し、医師を買収して販売する者が少なくないとか 朝日橋南詰より安治川北通一丁目までの新道開削。

明治22 1889 10 月中 (6)朝日橋南詰より安治川北通一丁目までの新道を開く 東雲新聞

明治22 1889 10 月中 (7)凌雲閣において人体解剖ろう細工を増やして展覧する

明治22 1889 10 月中 (8)約翰婦人会が市内貧民のためと集会堂新築費のために慈善バザーを催す 大阪朝日新聞

明治22 1889 10 月中 (9)川口の浚疏 東雲新聞

明治22 1889 10 月中 (10)堀川監獄の新築工事 東雲新聞

明治22 1889 10 月中 (11)大阪婦人矯風会による矯風演説会 大阪朝日新聞

明治22 1889 10 月中 (12)大阪苦楽府員矢野勝等の帰阪と栗原亮一の出張 東雲新聞

明治22 1889 10 月中 (13)商法会議所の総会と条例発布 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (14)菅野道親の出獄 大阪朝日新聞

明治22 1889 10 月中 (15)もと陸軍軍楽隊楽手の発起により、遊楽会という楽隊を組織する 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (16)身体上の変形を治そうとする成形手術医院の治療広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 10 月中
(17)大阪毎日新聞社が創立一周年にあたり、定価は従来のままで休日休刊なく発行すること

を広告する
大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中
(18)婦人の賃仕事中結髪職が覚えも早く仕事も多いため評判がよいが、次第に競争が激しく

なる
大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治22 1889 10 月中 (1)日本生命保険会社の保証申込人の体格診査につき、緒方惟準等の医師が嘱託となる 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中
(2)布海苔製造業者が同商人の違約に対して、取引を一般に拡大する決議をなし、商人側が

狼狽して決議の見合せを申し込む
大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (3)大阪漬物会社の開業 大阪朝日新聞

明治22 1889 10 月中 (4)藍玉すくも藍の初市 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (5)難波村土岐ヨネが木津川浜地での造船所設置を出願する 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (6)福島村に創立中の板紙製造会社は本年中開業の予定 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (7)大阪銀行同盟が二十六行の同盟となる 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (8)播磨字治兵衛による内外物産会社の開業式 大阪朝日新聞

明治22 1889 10 月中 (9)商法会議所の臨時総会 東雲新聞

明治22 1889 10 月中 (10)川崎村の藤井利三郎が枠繰器械を発明する 東雲新聞

明治22 1889 10 月中 (11)大阪大陽社第一回精算報告 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (12)関西牧畜会社が小佐治豊三郎を招いて改善をはかる 大阪毎日新聞
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明治22 1889 10 月中 (13)大阪製銅会社の莫大な利益 大阪朝日新聞

明治22 1889 10 月中 (14)大阪帯革製作所の製品種目広告 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (15)内国通運会社大阪支店が市内互通小荷物早達便を開設する 大阪朝日新聞

明治22 1889 10 月中 教育・学校に関する新聞記事

明治22 1889 10 月中 (1)府立大阪商業学校の卒業生 大阪朝日新聞

明治22 1889 10 月中 (2)東区・西区・南区の小学校の校長会議 東雲新聞

明治22 1889 10 月中 (3)四区の幼稚園長 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (4)滝誠義が男子課程教育を施す悳徳館を開校する 東雲新聞

明治22 1889 10 月中 (5)府立農学校移転の計画（堺から勝山へ 大阪朝日新聞

明治22 1889 10 月中 (6)私立大阪商業学校実地商業科の募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 10 月中 本・雑誌の刊行に関する新聞記事

明治22 1889 10 月中 (1)小説『無尽蔵』（駿々堂発行） 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (2)饗庭篁村著『当世商人気質』（金港堂発行） 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (3)花柳情史著『粋人の宝』（名倉昭文館発行） 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (4)雑誌『百千鳥』（好吟会発行） 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (5)川澄猪之助が雑誌『幼稚園』発行を出願する 大阪朝日新聞

明治22 1889 10 月中 (6)松屋町筋の酒快堂が『大阪人』を発行する 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (7)北村今記らが『大阪医事評論雑誌』を発行する 東雲新聞

明治22 1889 10 月中 (8)雑誌『淑女』(淑女会発行） 東雲新聞

明治22 1889 10 月中 (9)『古著百種』（駿々堂）と『此花雑誌』(此花社発行）

明治22 1889 10 月中 芝居・娯楽に関する新聞記事

明治22 1889 10 月中 (1)大工町の女芝居で馬の足をめぐって困却するも落着する 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (2)浪花座の次狂言「大日本桜花紀念碑） 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (3)新町温習会の秋の踊り評 東雲新聞

明治22 1889 10 月中 (4)三遊亭円朝が来阪し、鴈次郎の多助に満足する 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (5)南地演舞場の芦辺舞 東雲新聞

明治22 1889 10 月中 (6)野村又二郎が催した先代追善能 大阪毎日新聞

明治22 1889 10 月中 (7)浪花座略評(二十日、二十三日、二十四日

明治22 1889 10 月中 縁日に関する新聞記事(1)〜（11） 東雲新聞

明治22 1889 10 月中 統計に関する新聞記事

明治22 1889 10 月中 (1)大阪府監獄囚人の現数 大阪朝日新聞

明治22 1889 10 月中 (2)堀川監獄囚徒の現員 東雲新聞

明治22 1889 10 月中 (3)大阪郵便電信局取扱いの郵書の統計 東雲新聞

明治22 1889 10 月中 (4)大阪税関を経た輸出と輸入 東雲新聞
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明治22 1889 10 月中 (5)大阪始審裁判所組合代言人の現数 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 1 農商務省、四天王寺境内に大阪大林区署を開設する。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 11 1 大阪市、大阪市南区幼稚園を南区御津尋常小学分校内に開園する。（幼稚保育科は廃止） 布告及布達(新聞)

明治22 1889 11 1
南区日本橋筋五丁目中田庄太郎、東区釣鐘町二丁目喜多良松次郎、南区御蔵跡町に救護院を

仮設し、棄児・行旅病人その他貧困者を救養する。（後、南区東新瓦屋町に移転。）
大阪朝日新聞

明治22 1889 11 1 南地新金刀比羅神社前でウォージャーの曲馬がはじまる。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 11 1 『大阪毎日新聞』、大阪における工業会社の勃興状況をまとめる。 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 2 大阪府、明治二十二年度郡部地方税収入支出予算に追加する。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 11 2 大阪府明治二十二年度郡部地方税中地租割戸数割追加税率を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 11 2 大阪府、明治二十二年度郡部地方税雑種税中漁業税課目課額に追加を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 11 2 天満で大相撲がはじまる。（興行人小林佐兵衛） 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 3
ヘラヘラ踊り興行中の千日前吉田席の二階桟敷が落ち、九人死亡、五人重傷、数十名が軽傷

を負う。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 11 4
大阪府、明治二十二年度郡部地方税中地租割戸数割の後半期及び追加額に対し本年八月十九

日以後洪水の被害にあった者の免税を定める。
布告及布達(新聞)

明治22 1889 11 5 東京三菱商業学校、大阪において旧同窓懇親会を開く。 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 5 東区尚武会、会長選挙を行なう。（会長袋井寛貞） 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 11 7
梅田停車場前馬の茶屋こと馬場芳三ほか二名、梅田停車場構内の人力車夫の取締を曽根崎警

察署に出願する。
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 11 9 大阪府、小学校長の資格を定める。 布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史第三巻、大阪朝日新聞

明治22 1889 11 9 大阪府、府下官林を大阪大林区署に引き渡す。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 11 9 京鶴・山陰・舞鶴の三会社、合併して新たに舞鶴鉄道の設立を協議する。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 11 9
私立大阪衛生会創設につき会則を定め、また仮幹事として田村太兵衛・原節蔵・久留矢太郎

の三名を選出する。
大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 11 9
『大阪毎日新聞』、大阪市立商業学校卒業生に一名も大阪市民が存在しないことを問題視す

る論説を掲載する。
大阪毎日新聞

明治22 1889 11 10 土佐稲荷神社境内で三都合併大相撲がはじまる。若手力士、東京へ出んことを試みる。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 11 12
大阪府警察本部において牛乳検査法の説明が実施され、翌日より各署において牛乳検査を実

施する。
大阪毎日新聞

明治22 1889 11 13 西区靱上通二丁目東洋社発行の雑誌『新世界』、日刊新聞となる。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 11 14 『東雲新聞』、発行停止を解除される。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 11 14 大阪鉄道会社、梅田・湊町間の土地買上げ延期を出願するため社長が上京する。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞
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明治22 1889 11 15
第四師団歩兵第二十聯隊長矢上義芳死去し、この日真田山の陸軍墓地において神葬祭を執行

する。
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 11 15
東京改良幻灯会、道頓堀弁天座において条約改正非政談電気大幻灯会を催すが、中途にて中

止を命ぜられる。
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 11 16
通常府会・市部会・郡部会を開く（翌月二十二日閉会）。監獄費をめぐって市・郡のあつれ

きが生じ、十二月には流会がつづく。

布告及布達(新聞)、府会一件明治廿二年、大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪

毎日新聞

明治22 1889 11 16 西成郡西浜町の屠畜業者十四名、屠畜税の減額を大阪府に願い出る。 大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 11 16
大阪市立商業学校・尋常師範学校・中学校など、大江橋より渡辺橋までの間で第二回端艇競

争を行なう。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 11 17
川田日本銀行総裁、大阪の銀行家に対し、商業社会の金融円滑化に努力を傾注すべきことを

求める。
東雲新聞、新聞集成明治編年史（東京日日）

明治22 1889 11 17
大阪四区二郡の売薬業者七百人、売薬規則中の受売および行商鑑札廃止のこと、定約書廃止

のことなどを請願するため、発起人の集会を開く。
東雲新聞、大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 11 17 西成郡西浜町の公道会、創立一周年の大演説会を西浜町阿弥陀寺に開く。 東雲新聞

明治22 1889 11 17
在高知の板垣退助、非政社派の大井憲太郎らの勧めにより来年一月大阪にて自由党再興大会

を聞く予定であることが新聞に報じられる。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 11 18 大阪組合代言人山下重威の車夫森川春行ら、自用車夫取締規則の発布を府知事に出願する。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 11 19 大阪市小学校長会を設立し、浜野師範学校長兼大阪府学務課長を会長とする。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 11 22
府立大阪一等測候所改築の地を北区堂島浜通二丁目に撰定し、この日内務省の聴許を得る。

（明治二十三年八月三十一日落成、十月一日よりここに移転）
大阪府会史、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 11 22 西成郡北野村で煙草製造会社設置をめぐり予定地近傍住民の苦情が生じる。 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 22 『東雲新聞』、大阪府監獄の罪囚増加が地方税を圧迫していることを問題視する。 東雲新聞

明治22 1889 11 22 『東雲新聞』、府立大阪博物場で遊芸人の演習を行なうことを批判する。 東雲新聞

明治22 1889 11 23
元寇建碑事務取扱所、従来の大阪出張所を廃し、西区土佐堀裏町に関西一般の事務取扱所を

設置する。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 11 25 南区宗右衛門町で出火、全焼六十八戸。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 11 25 大阪商法会議所、新築を決める。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞、大阪商工会議所八十年史、同百

年史、大阪商工会議所史

明治22 1889 11 25 大阪府測候所に設置の地震器が到着する。 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 26 私立盲唖学校、南区大宝寺町の同町内に移転する。 東雲新聞

明治22 1889 11 28
『大阪毎日新聞』、大阪の演劇改良が進まないことを指摘し、その推進を求める論説を三回

にわたって掲載する。
大阪毎日新聞

明治22 1889 11 28 西成郡大道村村長・助役および役場員二名、租税徴収等に不正の疑いあり拘引される。 大阪朝日新聞
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明治22 1889 11 28
在高知の板垣退助、大同派の杉田定一、高橋基一の二人に、来年一月大阪で開く大会で愛国

公党の組織を提案することを語る。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 11 29 大阪府会で尋常師範学校に女子部設置の調査委託を決める。 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 30 大阪府、幼稚園もしくは小学校保育科に保姆助手見習生を置くことができるようにする。 布告及布達(新聞)、大阪府教育百年史第三巻

明治22 1889 11 30 大阪府会で監獄内に煉化工場の設置を決定する。 大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 11 30 東区高麗橋三丁目土生正泰、同四丁目生駒権七ほか数名、大阪時計会社設立を出願する。 東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 11 30
松島の侠客吉田卯之助、同所元文楽座を譲り受けて八千代座と改称し、芝居興行をはじめ

る。
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 11 日欠 『鶏鳴新報』を関西における改進党機関紙とする計画が進められる。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 11 日欠 兼松房次郎、内外新報関係者等と協議し、自治党機関紙発行の相談を行なう。 東雲新聞

明治22 1889 11 日欠 西成郡中大阪市接続村の村民、火葬場の新設計画に反対し、府会議員らと相談を重ねる。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 11 日欠 米価高値がつづき、米商会所の検査体制に疑惑の目が向けられる。 大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 11 日欠
北区木幡町寄留の和歌山県士族梶尾有成、大阪の仏教徒を結合して大阪仏教育成社を組織

し、貧困者の救助をはからんとする。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治22 1889 11 月中
(1)堀川監獄において、模範的な囚徒を表彰するまた、疥癬病対策などの衛生状態が向上す

る
大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (2)天王寺村の料亭八百松楼がさらに温泉場を設けて客を勧誘する 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (3)天長節の景況 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (4)ニコライ主教の正教演説 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (5)藤井飼鶏場が米国から輸入した洋鶏の見学を請う 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (6)名護町移転につき、金魚町を中心に二筋の新道の開通を計画する 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (7)安治川口の浚渫と入津料についての船主の苦情 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中
(8)大阪府下煙草商の製造・仲買・小売の三組合が合して大阪煙草商組合となり、総会を開

く
大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (9)協立学校で福島粛蔵の皇威国権拡張演説会 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中
(10)天保山で警官が射撃の練習をする射的場があり、外れ弾の危険性について船客などに注

意をうながす
大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (11)西成郡内における陸軍の点呼 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (12)新築中の裁判所の落成が近づく 大阪毎日新聞
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明治22 1889 11 月中
(13)西成郡大同村江口の堤防修繕につき、関連する十ヶ村が堅固にせんとして各村から人夫

を出すことに決する
大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (14)本年の風水害のため稲作と綿作の小作人が減納を申出る 博物場の来館者数が増加する。

明治22 1889 11 月中 (15)西成郡の佐竹進三郎が養魚貝場の設置を出願する 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (16)大和人懇親会 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (17)大和国古市場における政談演説会 東雲新聞

明治22 1889 11 月中 欠 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (19)西成郡勝間村有志者による諸国水害死亡者追弔会 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (20)堀川監獄囚徒のために煉瓦工場を設立せんとする 東雲新聞

明治22 1889 11 月中 (21)写真店かつらきの色写真広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (22)安治川水上警察署で再び蒸気喞筒船の製造を考える 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (23)永井仙太郎の自由瞬写版 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (24)北区の岡本喜三郎が汽船栄丸を新造する 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (25)府下各工場で生活困窮者のため賃銭を引上げる 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (26)浪花座でもと壮士が狂言の俳優として出演する 東雲新聞

明治22 1889 11 月中 (27)斎藤商務局長の来阪 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (28)関西酒造連合懇親会の開催 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (29)厄災者救援を目的とする大日本積心社 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (30)博物場場長を名誉職とすることについて大阪府会で議論する 東雲新聞

明治22 1889 11 月中 (31)府下の遊郭が大阪市郡遊郭倶楽部を設立する 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (32)大阪府会において、府の巡査の制服を従来通り小倉服と決める 東雲新聞

明治22 1889 11 月中 (33)大阪砲兵工廠で職工を減員したため、夜業が増加する 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (34)茨田郡で大阪苦楽府員を招いて政談演説会を催す 東雲新聞

明治22 1889 11 月中 新聞・雑誌等の出版に関する新聞記事

明治22 1889 11 月中 (1)関西日報社が百号を記念して紙幅を広げて改良をはかる 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (2)平民社発行『新社会燈』号外『爆裂談』が発行を停止される 上田済生堂のキリスト教書籍の送料無料販売広告。

明治22 1889 11 月中 (3)関西法律学校の生徒永井岩次郎らが、法律雑誌『文明法』を発行せんとする 東雲新聞

明治22 1889 11 月中 (4)南区の小野豊次郎が『商報新聞』の発行を出願する 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (5)平民社が雑誌『平民春秋』の発行を届け出る 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 教育・学校に関する新聞記事

明治22 1889 11 月中 (1)小学校生徒が遠隔地まで往復する運動会について、西村知事が疑問をなげかける 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (2)泰西学館の教師紹介と生徒募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (3)大阪医学校の卒業証書授与式と卒業者氏名 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (4)大阪府高等女学校教頭らが女子教育のために淑徳会を組織せんとする 東雲新聞
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明治22 1889 11 月中 (5)出版社秋田屋が受験対策書『試験及第法』を発刊する 東雲新聞

明治22 1889 11 月中 (6)関西教育協会は会員が増加し、委員十名を選挙で選ぶ 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 芝居・娯楽に関する新聞記事

明治22 1889 11 月中 (1)大阪市各区遊山場の案内 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (2)浪花座・角座と対抗する中座のさまざまな取り沙汰 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (3)南地五花街の芸妓による芦辺の舞が大当たりとなる 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (4)南区の軽業師荒山鹿三郎らがハワイ興行を願い出る 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (5)眺望閣が観覧者の減少により、あらたに見世物を計画する 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (6)松島文楽座を改称して松島八千代座とする口述 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (7)中座演劇略評 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (8)角座演劇略評 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 産業に関する新聞記事

明治22 1889 11 月中 (1)本年清酒醸造の景況 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (2)難波村で造船所設置が許可される 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (3)大阪電燈会社の製品広告 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (4)島田硝子製造所の色硝子販売広告 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (5)大日本酒搾器械製造会社の設立が認可される 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (6)日本製油会社の新築工事と開業・運営の見こみ 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (7)製紙業・木綿麻業用晒粉の製造の概況 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (8)天王寺村の橋本善右衛門らが成住第一肥料会社を設立する 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (9)日本硝子製造会社の土地建造物諸器械売却の広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (10)兵庫大阪連合摺附木製造業組合の規約改正と取締規則 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (11)大阪紡績会社でさらに三万錘の器械を加える 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (12)日本石笠製造会社の開業 東雲新聞

明治22 1889 11 月中 (13)大阪宝栄社と大阪麦酒会社の創立が認可される 東雲新聞

明治22 1889 11 月中
(14)布苔海（ふのり）製造業者が再び営業者に対して信頼をなくし、特約取消しを決定せん

とする
大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (15)北区の北川清造がセメント製造場の増設願いを出願する 東雲新聞

明治22 1889 11 月中 (16)大阪麦酒会社が、社屋未完成のため、事務所のみ設置する 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (17)帝国工業会社の大阪支社解散に決す 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (18)工業の景況 大阪府農商工月報第四十号（M2211)

明治22 1889 11 月中 統計に関する新聞記事

明治22 1889 11 月中 (1)府下コレラ病患者数 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (2)安治川・木津川・尻無川の出入船舶の総計 大阪朝日新聞
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明治22 1889 11 月中 (3)南地五花街十月中の月計 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (4)日本生命保険会社の被保険者 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (5)大阪市部の商工その他雑業の現在数 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (6)阪堺鉄道会社の営業統計 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (7)新聞紙の郵送高 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (8)大阪始審裁判所における文書取扱新聞雑誌検閲高 東雲新聞

明治22 1889 11 月中 (9)大阪府下郡部における商工業者その他雑業の統計 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (10)網島の羽田組と福井組の飲料水販売高 大阪朝日新聞

明治22 1889 11 月中 (11)十一月中大阪郵便電信局における郵便物の統計 東雲新聞

明治22 1889 11 月中 (12)南区五花街の営業調査 大阪毎日新聞

明治22 1889 11 月中 (13)十一月中府下遊郭の収入と遊客 東雲新聞

明治22 1889 11 月中 (14)十一月中の堀江遊郭の営業調査 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 1 大阪鉄道会社、湊町―柏原間の時刻表を改正する。 公文雑纂(抄)79-1

明治22 1889 12 1 第四師団騎兵隊第一中隊創設。真田山の新築営に入る。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞、天王寺区史

明治22 1889 12 1 天満西寺町寒山寺に大道社懇親会を開く。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 12 2 『大阪公論』の竹越与三郎、退社する。 東雲新聞

明治22 1889 12 3 南区長浮田桂造、区内有志者と諮って南区尚武会を設立する。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 12 3 大阪鉄道会社社長最上五郎の辞職が承認され、恒岡直史が当面の社長心得に任命される。 大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 12 4 大阪府会において大阪鉄道会社の梅田接続線の利害調査実施が決められる。 大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 12 4
この日以降、板垣退助の主唱する愛国公党に対する疑惑が非政社派の間に広まる。大井憲太

郎ら東京倶楽部員を中心に、高知行きを計画するも、見合わせとなる。
大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 12 4 『東雲新聞』、大阪在住の清国商人の紹介を行なう。 東雲新聞

明治22 1889 12 6 大阪府、艀船営業取締規則を制定する。 布告及布達(新聞)、明治大正大阪市史、大阪朝日新聞

明治22 1889 12 6 大阪府下の石炭商四十二名集会し、不正な取引の廃止を申し合わせる。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 12 7 波多野花涯・松永芝香・植村直発起にて婦人同好会を発会し、婦徳涵養をめざす。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 12 7 西成郡九条村にて前島七郎右衛門・大阪谷藤吉ら発起人となって郷同会を組織する。 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 8
大蔵省銀行局長田尻稲次郎、命により下阪し、数日にわたって銀行家・商人らと会し、東京

—大阪間の手形流通をさかんにする必要を論じる。
明治大正大阪市史第七巻1095〜1099

明治22 1889 12 9 藤沢南岳・近藤南洲・小原竹香会主となり、中ノ島洗心館に文人墨客大懇親会を開く。 大阪朝日新聞

明治22 1889 12 10
防水布の発明者東区北久太郎町二丁目藤田吾三郎、防水布で作った舟の実験を東堀川にて行

なう。
大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 12 10
大阪兵庫摺附木製造業組合、清国商人広駿源の商標偽造に対し、団結して対抗することを始

める。
大阪朝日新聞、東雲新聞
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明治22 1889 12 11

銀行局長田尻稲次郎、大阪の各国立銀行頭取、支店の支配人、三井銀行・久次米銀行の役員

らに談話し、東京・大阪の商業・金融円滑化のため為替手形とそれに対する割引貸出の実行

を求める。

大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 12 14 梅田停車場通小桜橋北詰の平民社より『天狗評林』が発行される（二十四日発行禁止）。 大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 12 16 西成・天王寺・八尾・長承寺・池田の五郡役所新築が大阪府通常郡部会で決まる。 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 16
東京発京都深夜着の郵便物、京都より大阪・神戸方面へはこの日より夜間の淀川汽船会社利

用となる。
大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 12 17 紀泉鉄道会社発起人の総会が開かれ、阪堺鉄道に合併を申し入れることが決まる。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 12 17 『大阪毎日新聞』、大阪における工業の進展を論じる。 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 18 臨時市会を開く。 大阪朝日新聞、東雲新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 12 18

大川町松卯に非政社派の集会が開かれ、この日の前日、大井憲太郎・内藤魯一の両名が神戸

の板垣退助を訪問し、板垣に自由党再興の意志なきことを確認したことを報告、愛国公党・

大同派とは別に自由党再興を確認する。

大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 12 18 中江兆民、板垣退助の愛国公党に反対し、自由党再興派に属す。 大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 12 18
関西日報の森本駿、大阪毎日新聞の永江為政ら、東京三菱商業学校卒業生を中心に学理応用

の大阪経済会を設立せんとする。
大阪毎日新聞、東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 12 18 私立西成郡教育会、部内尋常小学校内に裁縫科設置を決める。 大阪朝日新聞

明治22 1889 12 19
板垣退助、大阪の初湯楼において旧友懇親会を開き、政社・非政社の調和を求める。また、

年明けにかけて愛国公党の結成を呼びかける。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 12 19
小林樟雄・寺田寛・酒井有ら大阪苦楽府員を中心に関西自由党を結成し、やがて板垣退助の

愛国公党に接近・合流していく。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 12 20

大同倶楽部、大阪中之島洗心館に臨時総会を開き、愛国公党への合流を否定し、あわせて自

由主義を採用することを決議する。大阪の月曜会員もこれに参加する。また、関西事務所を

関西日報社内におく。

大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 12 20
斎藤賢治、西区江戸堀下通三丁目に大阪化学製造相談所を設立し、化学工業家の求めに応じ

んとする。
大阪朝日新聞

明治22 1889 12 21 大阪府、明治二十二年度郡部地方税中営業税雑種税追加課目課額及び税率を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 12 21 大阪府会市部会にて森作太郎建議による娼妓賦金の減額が可決される。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 12 21 大阪府、明治二十二年度郡部地方税中地租割戸数割追加税率を更正する。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 12 21
関西自由党と自由党再興派の八十数名、桃山初湯楼に懇親会を開く。板垣退助の慰労をも兼

ねて参加を要請するが板垣は辞退。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞、東雲新聞

明治22 1889 12 22
西日本各県の米商有志、北の新地静観楼に相談会を開き、格付米の決定ほか堂島米商の買方

における不正問題の対応を協議する。
東雲新聞、大阪朝日新聞
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明治22 1889 12 22 西成郡四貫島・伝法・多門川等に架かる人民私設の旭橋ほか三橋の大阪府買収が決まる。 大阪朝日新聞

明治22 1889 12 24 大阪商法会議所、大阪西洋洗濯業組合の認可を大阪府に申請する。 明治大正大阪市史史料65-2C

明治22 1889 12 24 外務書記官佐野常樹、大阪にてインド貿易の可能性について談話を行なう。 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 25 北区曽根崎新地一丁目で出火、延焼数戸。 大阪朝日新聞

明治22 1889 12 25 南本町三丁目石田庄兵衛ほか五人、西成郡難波村に日本コークス製造会社設立を出願する。 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞、

明治22 1889 12 26 大阪府、明治二十三年度郡部地方税中営業税雑種税（漁業税を除く）課目課額を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 12 26 大阪府、明治二十三年度市部地方税中営業税雑種税課目課額を定める。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 12 27
大阪府、明治二十一年度大阪府尋常師範学校付属小学校収支精算・地方別途金収支精算・備

荒儲蓄金収支精算をそれぞれ結了、告示する。
布告及布達(新聞)

明治22 1889 12 27
南区宗右衛門町で出火、畳屋町・笠屋町・心斎橋通二丁目に延焼し、全焼八十八戸、半焼十

二戸などの被災あり。
大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 12 27
大阪の活版職橋本蔵二・橋本十九太郎・中許栄之助・菅沼貞一・片桐良秀・吉田禎太郎・高

橋吾之輔等、同業者の技術進歩をはかることを目的に協力会を組織する。
東雲新聞

明治22 1889 12 28 大阪府、明治二十二年度郡部地方税雑種税中漁業税を追加更正する。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 12 28 大阪府、明治二十二年度郡部地方税収支追加予算を更正する。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 12 28 淑徳会（会頭山田淳子）、『婦人教育神洲の芙蓉』を中ノ島宗是町において発行する。 大阪朝日新聞

明治22 1889 12 30 大阪市、明治二十二年度歳出予算を追加する。 布告及布達(新聞)

明治22 1889 12 日欠 天王寺・住吉・浜寺・堺の各公園、市郡連帯の所属とし、堺公園を除き府庁が管理する。 大阪府会史、大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 12 日欠
大阪府、京都府より琵琶湖疏水に対する淀川筋除害工事費として六万千三百十四円三十銭を

受け取る。関係地域の水理委員など、その即時着手を府知事に求める。
東雲新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 12 日欠 大阪電燈会社の市内北東部の電線工事がすすむ。 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 12 日欠 清酒防腐剤の使用が取締られる。 大阪朝日新聞

明治22 1889 12 日欠 『関西日報』の主筆、末広重恭から瀧本誠一にかわる。 東雲新聞

明治22 1889 12 日欠 竹柴諺蔵を発起人として南地眺望閣構内に近松門左衛門の記念碑建立の計画がすすむ。 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 12 日欠 上町・戎橋辺で広がる不言講に対する捜査が進展する。 大阪朝日新聞

明治22 1889 12 月中 市井諸事に関する新聞記事

明治22 1889 12 月中 (1)大阪大隊区で各隊に入営する者の地区別員数 東雲新聞

明治22 1889 12 月中 (2)海外宣教会・大阪各教会連合仏教大演説会 大阪朝日新聞

明治22 1889 12 月中 (3)土佐堀青年会館における学芸講談会 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (4)牛乳に混合物を入れる悪習が検査により減少する 大阪朝日新聞
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明治22 1889 12 月中 (5)大阪市部巡査の被服を二十三年度より小倉地からヘル地に変えることに決まる 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (6)今宮商業倶楽部の舞台が落成し、野村又三郎等により、能・狂言の式典が行なわれる 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (7)出雲国人懇親会が備一亭で開かれる 大阪朝日新聞

明治22 1889 12 月中 (8)南区の丁稲次惣兵衛が本年も窮民三百人に白米一升ずつ与える 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (9)大懸久造が『拝金新聞』の発行を出願する 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 12 月中 (10)渋谷商会の時計・風琴等楽器の広告 東雲新聞

明治22 1889 12 月中
(11)堀川監獄で取扱いが寛大となるにつれて囚人が寄席の如くにぎやかになったため、二、

三時間起立させる刑を実行し、鎮静化する
大阪朝日新聞

明治22 1889 12 月中 (12)堀川監獄の女監として昼間だけでなく夜間も雇入れることにする 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中
(13)堀川監獄を出獄しても家も仕事もない者が天王寺村の感化保護院に入り、神妙に活版印

刷に従事しているという
大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中
(14)御蔵跡町より今宮商業倶楽部前までの新通道路に商業倶楽部が電気鉄道を布設せんとす

る
大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (15)自治党員の兼松房治郎などが機関新聞を発行せんとして奔走する 東雲新聞

明治22 1889 12 月中 (16)大阪府下各地における地主と小作人の間の宛米の状況 大阪朝日新聞

明治22 1889 12 月中 (17)富士山のフジが火の女神を意味するアイヌ語から出たとの説 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (18)淀川汽船会社の大阪・伏見出発時刻 東雲新聞

明治22 1889 12 月中 (19)年末の大阪市中の景気 東雲新聞

明治22 1889 12 月中 (20)天満基督教会が竣工し、設立十周年も兼ねて新築奉堂式を行なう 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中
(21)陰暦十二月の次の閏十二月が清国の暦にないことが判明し、商業取引上の影響が心配さ

れ、岸田吟行の説明を紹介する
大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (22)府下の乾利右衛門らの発起により薬商倶楽部を設立する 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中
(23)『時事新報』が淀川汽船利用により、東京の情報を迅速かつ詳細に掲載するという広告

と、大阪毎日新聞の反論
大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (24)牛乳に水を混入しているかどうかを縫い針で検査する方法 東雲新聞

明治22 1889 12 月中 (25)天野政立らが大阪事件で獄死した五人の慰霊会を計画する 東雲新聞

明治22 1889 12 月中
(26)讃岐多度津の安東愿庵が支那で中風治療の秘伝を得たとして、在阪中に中風の診断と予

防を行なうと広告する
東雲新聞

明治22 1889 12 月中 (27)平民社が発行する『社会燈』を日刊新聞に改めんと奔走する 東雲新聞

明治22 1889 12 月中 (28)壮士岩本寅喜、佐々木多二、小谷慶三郎が出獄する 東雲新聞

明治22 1889 12 月中 (29)日本橋四丁目の取払い期限が迫り、家主らが集会し、委員も選出する 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (30)中江篤介が政論社を退いたとのうわさ 大阪朝日新聞

明治22 1889 12 月中 (31)閏十二月のある年の暮れの歳暮物のやりとり、国旗の売れ行きの減少 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 教育・学校等に関する新聞記事
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明治22 1889 12 月中 (1)堺にある農学校と千船村にある養蚕伝習所を鶴橋村に移転統合する計画 大阪朝日新聞、東雲新聞

明治22 1889 12 月中
(2)宮崎鉄幹らが、画学の進歩のために、浪華画学会を設置し、府庁の下付金も得て発展さ

せんとはかる
大阪朝日新聞

明治22 1889 12 月中 (3)浪華画学校が来年一月より開校する予定となる 東雲新聞

明治22 1889 12 月中 (4)来年一月五日の小楠公参拝に市内各小学生を参加させるため、校長の準備委員を選ぶ 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中
(5)官吏の子弟に限られていた偕行社附属小学校が、官民の別なく有位者の子弟に入校を許

すこととする
大阪朝日新聞

明治22 1889 12 月中 (6)小林かねが洋裁和裁両方の裁縫学校、芙蓉女学校の設立を出願する 東雲新聞

明治22 1889 12 月中 (7)関西法律学校が特別認可のため委員を上京させる計画 東雲新聞

明治22 1889 12 月中 (8)市立大阪高等女学校第一回の卒業証書授与式 大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (9)平野の大念仏寺の融通念仏宗勧学林で上田照遍が法華経のほかに英数漢学も教える 大阪朝日新聞

明治22 1889 12 月中 (10)普溜女学校（もと永生女学校）の生徒募集 大阪朝日新聞

明治22 1889 12 月中 産業・金融等に関する新聞記事

明治22 1889 12 月中 (1)専売特許を得た三徳縦歯下駄の販売と卸の広告 大阪朝日新聞

明治22 1889 12 月中 (2)洋紙需要がすすむなかでの下郷製紙場等、大阪製紙業の景況 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (3)大阪税関における徴税高 大阪朝日新聞

明治22 1889 12 月中 (4)天王寺蕪粕漬元祖を名乗る六万堂の広告 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (5)清水久助らが葛粉を製造する大阪葛会社設立を出願する 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (6)大阪麦酒会社の新役員 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (7)全国紡績会社の連合会が二十日、開かれる 東雲新聞

明治22 1889 12 月中 (8)平野紡績会社の商標 大阪毎日新聞、大阪朝日新聞

明治22 1889 12 月中 (9)裁縫会社の有本賀三が新築移転の広告を出す 大阪朝日新聞

明治22 1889 12 月中 (10)嶋田弥一郎が川崎村に硝子製造所を設立することを出願する 東雲新聞

明治22 1889 12 月中 (11)川崎村の藤田貞三が緒方維準等医師の賛助を得て搾乳館を設立せんとする 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 芝居・娯楽等に関する新聞記事

明治22 1889 12 月中 (1)難波新地の軽業師荒山鹿太郎らがハワイのホノルル興行を企画し、再度府庁へ出願する 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (2)中の芝居 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (3)浪華座・弁天座に改築が達せられる 大阪朝日新聞

明治22 1889 12 月中 (4)角座の顔見世芝居 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (5)角座の顔見世の役割 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (6)落語と二〇加の合併芝居と芝居小屋落成 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (7)弁天座の座主天野吉郎兵衛が東京歌舞伎座に倣った改築を志す 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (8)角座の初日 大阪毎日新聞
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明治22 1889 12 月中 (9)角座顔見世狂言の略評 大阪朝日新聞

明治22 1889 12 月中 (10)角座の略評 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中
(11)東京中村座が大阪座と改称して、大阪の俳優・狂言方・附属品まで多数移動させ、本郷

春木座も同様となるみこみ
大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (12)中座の興行および東京中村座の大阪歌舞伎 大阪朝日新聞

明治22 1889 12 月中 諸統計に関する新聞記事

明治22 1889 12 月中 (1)日本綿と支那綿の十二月中輸出入高 大阪毎日新聞

明治22 1889 12 月中 (2)府立大阪博物場の十二月中の統計 東雲新聞

明治22 1889 12 月中 (3)二十二年十二月中の東区内における商工業者の改廃業数 大阪毎日新聞

明治22 1889 統計 (1)大阪砲兵工廠の事蹟 大阪砲兵工廠沿革史

明治22 1889 統計 (2)大阪測候所の事蹟 大阪府農商工月報(M23.1）

明治22 1889 統計 (3)北海産物輸入高 北海産荷受問屋組合沿革史三

明治22 1889 統計 (4)黒砂糖の商況 大阪商業史資料

明治22 1889 統計 (5)藍の商況 大阪商業史資料

明治22 1889 統計 (6)茶の商況 大阪商業史資料

明治22 1889 統計 (7)繰綿の景況および輸出入の概略 大阪商業史資料

明治22 1889 統計 (8)大阪製茶輸出会社創立以来の毎年輸出量。 大阪府管内茶業沿革市内茶業者貿易起原沿革、

明治22 1889 統計 (9)明治十年以降雑喉場魚市場輸入生魚ノ価格。 雑喉場魚市場生魚輸入統計表

明治22 1889 統計 (10)現在囚人の統計。 大阪朝日新聞

明治22 1889 統計 (11)四区内溝渠の延長。 大阪毎日新聞

明治22 1889 統計 (12)市内路傍便所の数。 大阪毎日新聞

明治22 1889 統計 (13)医師・薬舗・病院の数。 大阪毎日新聞

明治22 1889 統計 (14)南区の人口と戸数。 東雲新聞

明治22 1889 統計 (15)大阪府の清酒醸造高。 大阪毎日新聞

明治22 1889 統計 (16)明治二十二年中の淀川発着船統計。 東雲新聞

明治22 1889 統計 (17)明治二十二年中の伝染病者。 大阪毎日新聞

明治22 1889 統計 (18)飲料試験の成績。 大阪毎日新聞

明治22 1889 統計 (19)海外輸出高。 大阪毎日新聞

明治22 1889 統計 (20)大阪府庁の取扱文書数。 大阪朝日新聞

明治22 1889 統計 (21)博物場の年報。 東雲新聞

明治22 1889 統計 (22)大阪府で下附した海外旅券数。 東雲新聞

明治22 1889 統計 (23)南区の人力車数。 東雲新聞

明治22 1889 統計 (24)大阪郵便局の取扱信書数。 東雲新聞

明治22 1889 統計 (25)大阪始審及び控訴裁判所での取扱件数。 大阪毎日新聞
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明治22 1889 統計 (26)大阪川魚会社の営業概況。 大阪毎日新聞

明治22 1889 統計 (27)大阪商船会社の乗客数。 東雲新聞

明治22 1889 統計 (28)三川口の入津料。 東雲新聞

明治22 1889 統計 (29)梅毒検査者の数。 東雲新聞

明治22 1889 統計 (30)伝染病罹患者数。 東雲新聞

明治22 1889 統計 (31)各花街の統計。 東雲新聞

明治22 1889 統計 (32)新聞紙取扱数。 大阪朝日新聞

明治22 1889 統計 (33)道頓堀五座の開場数。 大阪毎日新聞

明治22 1889 統計 (34)三川および八軒屋における出入船数。 東雲新聞

明治22 1889 統計 (35)囚人の出入監数。 大阪朝日新聞

明治22 1889 統計 (36)天満の酒造家。 大阪毎日新聞

明治22 1889 統計 (37)西成郡の戸口。 西成郡史

明治22 1889 統計 (38)西成郡の物価。 西成郡史
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